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　【第五話　くだらない生徒会】




　いつの日だったか、我が親愛なる前会長は言った。

「行動しない者に、幸福は訪れないのよ！」

　まさしくその通りだ。自分自身の例は勿もち論ろん……とある、イジメに立ち向かった勇ゆう敢かんな大親友のことを考えると、改めて納得してしまう。

　行動しない者に、幸福は訪れない。

　しかし……一方で俺は、こうも考えている。

「行動した結果起こる不幸ってのも、あるよな……」

「センパイ？　何か言いました？」

　見慣れない住宅街の中を歩きながらも小さく独りごちた俺に、少し後ろを歩いていた後こう輩はいの火か神がみ北ほく斗とが首を傾かしげて訊たずねてくる。

　俺は「いいや」と曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす。……実際問題、俺が今愚ぐ痴ちっていたことは九割方、この火神のことを指しているからだ。

　茶ちや髪ぱつで小こ柄がらな、ノリの軽い後輩少女。大きな瞳ひとみとちょこまかした動きは小動物を思わせ、その口調の明るさも含ふくめて「ＴＨＥ　理想の後輩女子」といった少女。……うん、ここまでは何の問題も無い。無かった。つい五分ほど前までは。

「（まいったなぁ……何もこのタイミングで知らなくても……）」

　少し前に風かざ見みから聞いた情報を思い返し、密ひそかに溜ため息いきをつく。

　端たん的てきに言って、どうやらこの後輩……火神北斗には裏の顔があるらしい。俺の前──いや基本的に人前では活発なキャラで通しているが、どうやらその裏ではなかなかに陰いん湿しつな手段で、俺や新生徒会に攻こう撃げきを仕し掛かけているらしく。

　状じよう況きよう的にはとりあえずまだ泳がせておいた方がいいと俺も風見も結論したため、出来るだけ今まで通りに応対しなければいけないのだが……。そんな事実を知った上で尚なお、これまでと全く同じように接することなど、俺如ごとき凡ぼん人じんには出来ようはずもない。一度「自然」を心がけてしまうと、逆に「自然」には振ふる舞まえないというか。

「セーンパイ。なんかお喋しやべりしましょうよー。カガミ暇ひまですー」

「あ……あぁ、そうだな」

　黙だまり込んで歩いていると、小走りで隣となりに並んだ火神が口を尖とがらせて抗こう議ぎしてきた。……やばい、そんなに黙ってたか、俺。

　目的地まではまだ少し遠い。このまま無言で押し切れる距きよ離りではなさそうだ。

　仕方無く俺は、世間話を試みることにした。

　こほんと咳せき払ばらいし、俺は極きわめてナチュラルな流れで火神に話しかける。




「今日ハ天気ガイイデスナァ」




「なんですかセンパイその超ちよう不自然な話題は！　羽はに生ゆう蛇だ村の住人みたいになってますけど！」

　一いつ瞬しゆんで見み抜ぬかれてしまった。やべぇ、俺、演技下手すぎだろう！　基本的に本能のまま生きて来たツケが、こんなとこで出ようとは！

　彼女の本ほん性しようを俺が知ってしまったことがバレるんじゃないかと戦せん々せん恐きよう々きようとする中、火神は……くすくすと笑っていた。

「ふふっ、センパイは意外と緊きん張ちようしぃですね。まあ今から会う相手が相手ですもんねー。ひきこもりで絶世の美女でおまけに銀ぎん髪ぱつって……ホント、何喋っていいか分からないにも程がありますよ、日ひの守もりセンパイ」

　どうやら俺が他のことで緊張していると勘かん違ちがいしてくれたらしい。ホッと胸を撫なで下おろしつつ、とりあえず俺は意識を切きり替かえ、日守の話に集中することにした。

「まあな。謎なぞの新生徒会役員、日守東とう子こ……か」

　実際、火神の言う通りでもあった。確かに彼女とも、何を喋ったものか。

　日守東子。

　碧へき陽よう学園二年の生徒で、今年の生徒会選挙第二位の女生徒。殆ほとんどミスコン的人気投票で選ばれる生徒会選挙において二位ということは当然ながら美少女……のはずなのだが、その実態は謎に包まれている。

　なんせ、普ふ段だんは顔をマスクで隠かくして生活しているらしいのだ。

　しかし最近一時的にマスクを外したことがあるらしく、その顔を運良く目もく撃げきした生徒達がこぞって彼女に投票。結果、生徒会選挙第二位という、大おお番ばん狂くるわせもいいところの大躍やく進しんを果たした。

　……まではいいのだが、問題はその先だ。こいつが、生徒会に来やしない。聞けば、そもそも学校さえ休みがちだという。そんなわけで未だに俺は直接会えておらず、今日遂ついにこうして新生徒会役員二人で彼女の説得へと家まで赴おもむくことになった次第である。

　ちなみに銀髪云うん々ぬんっていうのはうちの義妹いもうとによる目撃情報だが、実際中身が外国人かと言えば、そうでもないらしい（日守のクラスメイト談）。髪かみも、学校では黒髪らしいし（カツラか？）。

　……これだけ知れば、たとえ実際会ったことがなくとも、確信出来る。

　厄やつ介かいなタイプだと。

　そういう意味で、火神が俺を緊張しているんじゃないかと勘違いするのも無理は無かった。というか、一部正解でもある。実際俺は少なからず日守と会うことに緊張している。

　ただ……そこはやはり俺。

「（実際は美少女に会えるっつう楽しみの方が、遥はるかに上回ってんだけどな）」

　そう思いながらも、緊張していると思われた方が好都合のため、口には出さない。

　そのまま日守の話題に終始することでなんとかその場を乗り切る。三分ほど歩いたろうか。俺達はとある家の前でぴたりと足を止めた。

「ここか……」

　日守と書かれた表札の前に立ち、改めて家構えを観察する。立派な家だった。流石さすがに令れい嬢じよう・藤とう堂どうリリシアの豪ごう邸てい等とは比べるべくもないが、あくまで一いつ般ぱん的な範はん囲い内で、上流階級を思わせる建築。二階建てで、決して大豪邸ではないが、センスのいい落ち着いた色合いとデザインが目を引く。

　若じやつ干かんの気き後おくれを感じつつも、小さな門の横、煉れん瓦が造りの塀へいに備え付けられたインターフォンを鳴らす。数秒の間の後、落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

『はい、日守でございます』

「あ、すいません、自分は碧陽学園で生徒会副会長をやらせて貰もらっております、杉すぎ崎さきと申します。同じ役員である東子さんに所用がありまして、本日訪たずねさせて頂きました」

　俺がすらすらと喋る中、背後で火神が「意外とちゃんとした応対出来るんですねセンパイ」とか若干失礼なことを言っていた。馬ば鹿かにしないで頂きたい。こちとら……このままハーレム思想貫つらぬいた日にゃあ、どんだけ親おや御ごさんに頭下げなきゃいけないと思ってんだ！　そりゃ普段から出来るだけ大人受けする努力は重ねてるわ！

　俺の「好青年モード」が功を奏したのか、日守のお母さんと思われる女性は『あ、今開けますね』と意外なほどすんなりと応じてくれた。

　遠えん隔かく操作で門の鍵かぎが開く音がしたため、それを通って二段ほど段差を登り玄げん関かんに辿たどり着つくと、そのタイミングでガチャリと玄関が押し開かれ、俺達を迎むかえ入れるように三十代半ばの綺き麗れいな女性が顔を出した。俺は居住まいを正して挨あい拶さつする。

「急にすいません、杉崎と申します。後ろの彼女も同じ生徒会役員でして……」

「火神です。生徒会では会計を務めさせて頂いております」

　ぺこりと頭を下げる火神。こいつこそ、意外とちゃんと挨拶出来るじゃんか……と俺がハードルの低い感心の仕方をしていると、女性はなぜか少し安あん堵どの表情を浮うかべた。……あ、よく考えたら、男が一人で娘むすめを訪ねてくるより、女子も伴ともなってた方が安心か。そりゃそうだ。ここに来て、初めて火神が居てくれて良かったと感じた。

　ぺこりと頭を下げつつ、女性が微笑ほほえむ。

「東子の母の詩し織おりです。どうぞ、散らかっていますがお上がり下さい」

『失礼致いたします』

　まずは順調なことにホッとしつつ、招かれるままに家に上がり、玄関脇わきの居間へと通される。詩織さんは謙けん遜そんされていたが、実際は全く散らかってなどいなかった。仄ほのかにアロマを焚たいたようないい香かおりまでする。……俺のエロゲが散らかった部屋に充じゆう満まんするファ○リーズ臭しゆうとは大おお違ちがいだ。林りん檎ごが来てから大分改善したけど。

　革張りの高そうなソファに促うながされ、恐きよう縮しゆくしながら火神と二人座ると同時に、詩織さんはと言えば「紅茶でよろしいかしら？」と言いながらキッチンへと消えていく。

「あ、ホントにお構いなく」

　キッチンに向かって声をかけるも、当然ながらそんな遠えん慮りよが聞き入れられるわけもない。

　しばらく恐縮しつつソファにちょこんと座っていると、詩織さんがキッチン側のドアから廊ろう下かに出て、階段に向かって「東子ー」と娘を呼んでくれていた。どうやら彼女は二階に居るらしい。

　しかし、日守がすぐに降りてくる様子はない。若干手て持もち無ぶ沙さ汰たになる中、火神が小声で俺に話しかけてきた。

「お母さん、外国人さんとかじゃなかったですね」

「あ、そういえばそうだな。じゃあ親父おやじさんが……」

「いやそれもどうでしょう。ほらあれ」

　そう言って火神が指した先にはトロフィーがあった。なにやら、社内のボウリング大会で優勝というようなことが書かれ、当然そこには名前も……。

「ん、日守和かず也や？」

「ね。年代的にも多分お父さんで間ま違ちがいないと思いますけど、明らかに日本人」

「確かに」

　どういうことだ？　ハーフとかでもないのか？　だったら銀髪はやはり林檎の見間違いか、それとも……。

　ちらりと、悟さとられないように火神の様子を窺うかがう。すると彼女は、普段見せないような鋭するどい視線で素早く室内を観察していた。……なるほど、気をつけて見てみりゃ、ただのお調子者じゃあなさそうだ。

　妙みような緊張に苛さいなまれていると、ふと、タンタンと誰だれかが階段を降りてくる音がした。

　同時になんだか気け怠だるそうな……しかしそれでいて非常に美しい声。

「なにさ、もう。アタシ今本命のタツヤルート攻こう略りやく中で超ちよう忙いそがしいんだけどぉ。ふわぁ」

　そのまま階段をゆったり降りる音が続く。そうして、居間の戸が開かれ──




　そこに、絶世の美少女が現われた。




『──────』

　突とつ然ぜんの出来事に、俺も火神も呼吸を忘れてしまう。まさに、息を呑のむとはこのことだ。

　とはいえ決して、ドレスアップしたお姫ひめ様が降臨なされたわけじゃない。むしろ端的に表現すると、光景としては……。

　グレーのＴシャツにデニム生地のホットパンツという出いで立ちの女性が、大あくびをしながらシャツの裾すそを捲まくりヘソを出してお腹なかを掻かいている。ただそれだけだ。

　それは、明らかに部屋着で今の今までくつろいでいた女性の、だらしない姿でしかない。その、はずなのだけれど……。




　それさえも魅み力りよくに思えてしまうほどの、この中身の圧あつ倒とう的てき完成度は何だ。




　まず目を奪うばわれるのはその煌きらめく銀髪。林檎から聞いてはいたが、いざ目にすると思っていたのとは全く印象が違った。綺麗な白はく髪はつなどではなく、どちらかと言えば灰色に近いが、しかしくすんではおらず艶つややか。まさに銀色。寝ね癖ぐせがついてボサボサもいいとこの髪かみ型がただというのに、その美しさに目め眩まいさえ覚える。

　次にシャープな顔立ち。俺の掌てのひらサイズしか無い小さな顔の中に、切れ長の青い瞳ひとみ、スッと通った鼻のライン、柔やわらかそうな唇くちびると、これでもかというほど魅力的なパーツが詰つめ込まれている。

　更さらに目を引くのは、その圧倒的スタイルだ。これこそまさにモデル体型。手足はスラッと長く、胴どう回まわりは細いのに、胸とお尻しりだけが激しく主張する。

　まさに。

　まさに奇き跡せきとしか言いようのない造形美が、そこにあった。

　彼女は両手を上げ、「ふわぁー」と思い切り欠伸あくびをした後……少し涙なみだが滲にじんだ目を擦こすりながらもパチパチと開き──




　ようやく、俺達に気がついた。




「な──」

　途と端たん、俺達と同じく、彼女もまた足を止めて固まる。……どうやら、来客──しかも碧陽の生徒が居間に居るとは、想像もしていなかったらしい。

　お互たがい何を言っていいのか分からず沈ちん黙もくする中……キッチンからトレイに紅茶を載のせて戻もどって来た詩織さんが、「まあ」と声を上げた。

「なんて格好してるの東子！　お客さんの前ですよ！　着き替がえなさい！」

　瞬しゆん間かん、彼女はハッとした様子を見せると、みるみる顔を赤くさせ……。

「ッ」

　なぜか俺を一いつ瞬しゆんだけ睨にらみ付けると、弾はじかれるように走り出し、居間の戸を激しく閉めて階段を昇のぼっていった。

　唖あ然ぜんとする俺達の前に、詩織さんが紅茶を置きながら苦笑する。

「すいませんねぇ、ホント。ご存知と思いますが、あの子ったらホント、ズボラで……」

『は……はぁ……』

　俺と火神は、ぼんやりとした答えを返すことしか出来ない。

　とにもかくにも。




　これが、俺と……俺達と日守東子の、ファーストコンタクトだった。




　　　　＊




《ズズ…………カチャ……ズ……》

　日守家の居間に、三人の人間が紅茶をすする音だけがこだまする。

『…………』

　妙に重苦しい空気が場を満たす。他人の家に対する緊きん張ちよう……も勿もち論ろんあるが、やはり一番の原因は、テーブルを挟はさんで目の前にいる少女。

「…………ぁぁ」

　長い足を組んで気怠そうに紅茶をすすっては、不ふ機き嫌げんそうに（眠ねむそうに？）息を吐はいて頭を振ふる日守東子。彼女の独特の威い圧あつ感かんは、ある種碧陽一の「軽いノリコンビ」たる俺達さえをも黙だまらせていた。

　ファーストコンタクトから、既すでに十分は経過したろうか。彼女がジーンズと黒いキャミソールに着替えて居間に再登場したはいいものの、彼女は母親を他の部屋へ追い立てると、そのままソファに体を埋うずめ、俺達のことなんかまるで意に介かいさない様子でゆっくりと紅茶を喉のどに流し込んで、来客用のクッキーを一つまみしては、眠たげに呻うめく。

『…………』

　そのあまりに俺達を無視しきった様子に、なんだかこっちが他人の朝を覗のぞいているような妙な罪悪感に苛まれ、声を出すのも躊躇ためらわれる。

　しかし、流石さすがに痺しびれを切らした俺は、勇気を出して口を開いた。

「あの──」

《パチ。──台風は中国地方からゆっくりと北上し、明あ日す未明にも──》

『（テレビつけやがった！）』

　客前で驚きよう異いの対応だった。俺と火神が唖然とする中、日守はチャンネルを回してアニメの再放送を選ぶと、それを見るのかと思いきや、すぐにポケットからスマートフォンを取り出してタッチ操作を始める。

『（今度はメールかよ！）』

「…………なめこあんまり生えてないし……」

『（じゃなくてアプリだった！）』

「…………本体設定時間いじって……っと」
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『（最低！　放置系アプリに対して、最低の攻こう略りやく法ほうを何の躊ちゆう躇ちよもなく行ってやがる！）』

　スワイプ操作でなめこを豪ごう快かいに収しゆう穫かくし終えたと見られる日守は、そこで今度はアニメに視線をやった。ジ○ンプ系作品のアニメだ。俺も原作は読んでいるが、微び妙みように知らないキャラが出ている。どうやらアニメオリジナル展開をやっているようで……。

　ふと気付くと、日守がまたスマホを弄いじっていた。何をしているのかと思えば……。

「……そう、そうなのよ……作画崩くずれてんのよ……あー、作さつ監かんあの人か……いや脚きやく本ほんは頑がん張ばってる方でしょ。そこは認めてあげようよ……書き込み、っと」

『（客前でアニメ見ながら実じつ況きようスレ参加だと!?）』

「ちっ、忌いま々いましい、まだアドレス制限かかってたか……」

『（しかもアク禁くらってやがるコイツ！）』

「しゃーね、パソコンの方で書き込むか。そうだ、本命鬼き畜ちく眼鏡めがねのタツヤとのデートが途と中ちゆうだった──」

　そう言って日守がソファから立ち上がりかけた時、俺と火神は流石に二人声を合わせて叫さけんでいた。

『行かせねぇよ!?』

「ぁあ？…………んなのよ、もう」

　ボリボリと頭を掻きながら心底かったるそうに、ボスッと着席する日守。

　とにもかくにも、こうして俺達はようやく本題を切り出すことが出来たのだった。




「だから知らないわよ、生徒会なんて。なんでアタシがそんなの出なきゃいけないの」

　会話を始めてものの一分も経たたないうちに、想像通りの反発が返ってくる。

　ぶすっとして視線を逸そらす日守に対し、俺は出来るだけ笑顔を保ちつつ説得を続けた。

「なんでって、実際生徒会役員に選ばれてるわけだし……」

「アタシ、生徒会に入りたいなんて一言も言ってないんですけどー」

　存外強い口調で返される。俺は日守の人ひと柄がらに面食らいつつも、なんとか生徒会側としての主張を続ける。

「そりゃそうなんだけど、人気投票で決まった上に拒きよ否ひ申しん請せい期間も過ぎている以上、キミが役員なのは確定しているわけで……」

「じゃあ辞退するわ」

「いやそう簡単には……」

「出来ないってこたぁないでしょう。別に法律で決められているわけじゃあるまいし」

「ぐ……しかし、校則違い反はんには値して……」

「校則違反？　よく知らないけどそれ、生徒会活動拒否っただけでアタシ、停学とかにされるレベルなわけ？　んなの、どうせ大してペナルティも無いんでしょ」

　やべぇ、図星だ。確かに、生徒会出席に関して強制力なんて俺達には無い。サボったからってペナルティがあるわけでもなし。《企き業ぎよう》的には困るだろうが、彼らだって生徒に手出し出来るわけじゃない。

　西さい園おん寺じの時は本人の根が真ま面じ目めで迷いがあったし、水み無な瀬せはそもそも本人が希望した優良枠わくっていう部分があったからこちらも押し切れたが、この日守に関しては……どうにも手て詰づまりだ。少なくともこちらにあまり強いカードが無い。

　それに対して日守側と言えば、まー無む駄だに強気。

「……ふん」

　こちらを小こ馬ば鹿かにした態度で鼻を鳴らす日守東子。美人が故に、悔くやしいがそういった所作さえサマになっている。

　……正直、実際に会うまではひきこもり気味で対人スキル低いという話から、勝手に真ま冬ふゆちゃんに近い人物像や無口キャラをイメージしていたのだが……その予想はここ数分だけで完全に打うち砕くだかれた。

　なんだ、このイヤな自信に満ちたひきこもりは。

　正直、どういう人種なのかが未だに図はかりかねる。やっていることと中身があまりにちぐはぐ。マスクで顔を隠かくして言葉も少ないひきこもり……。その行動から予想していたキャラクター性と実際が、百八十度逆。

「え、と……」

　説得の言葉に詰まる。実際、俺は彼女をなめていたのだ。どこかで、内気が故に生徒会へ出席しないだけなんだと勝手に考えていた。そこに加え、直前に聞いた火神に関する情報。あれで、俺の意識は完全に火神へと行ってしまった。巨きよ大だいな敵、火神北斗。彼女の存在は、日守説得という目的を霞かすませるには、充じゆう分ぶんすぎて。だけど本当はそれじゃあ──

　そんなことを考えている矢先、その火神が日守へと話しかけた。

「えーと、じゃ日守センパイは、絶対生徒会に出たくないってことでＯＫですか？」

　火神の質問に日守はボリボリと頭を掻かいて面めん倒どうそうに応じる。

「そういう言い方も気になるわね。アタシが出たい出たくない以前に、そもそも参加を強要される意味が分かんないっつーハナシしてんじゃん。アタシの意志無視して勝手に押し付けられた役職に、責任もへったくれもあるかってーの」

「んー、確かに。そういう意味じゃ、生徒会選挙のシステム自体がビミョーですよねぇ。あ、カガミは役員やってみたいとこあったから、いいんですけど。どうします、センパイ？　カガミ、日守センパイの言うことケッコー筋通ってる気がしてきました」

　火神が俺に意見を求めてくる。……なるほど、注意して見てれば、確かに、こいつは実に自然な流れで話を……俺が望まない方向に、結論付けさせようとしてくるフシがある。元々ノリの軽い人間だから自然っちゃ自然な発言だが、この場では少なくとも生徒会側の人間であるはずの彼女が、説得するための一言も発さないまま話をまとめようとするのは、やはりどこかおかしい。

　こりゃ確かに風見の言う通り。火神は、俺にとって最大最悪の敵、なのかもしれない。

　しかし。




　そんなこたぁ今、なんの関係も無い。




　俺は自分のほっぺをペシッと軽く叩たたく。ぽかんとする日守と火神。……本当ならもっと思い切り叩きたかったところだけど……今はこれで充分。

　俺は意識を切きり替かえると、ソファに前のめりに座りなおし、日守の目を見つめた。

「な、なによアンタ……」

「さっきから聞いてりゃ、お前。何偉えらそうに自分の権利とか語ってんだよ、ああ？」

「な……」

　驚おどろいた様子の日守。火神はと言えば、表面的には驚いた風だったが、どこか冷たさを漂ただよわせた瞳ひとみで俺を見ていた。しかし……今は彼女のことは全く考えず、日守だけに集中する。

　──俺は今日ここへ、日守に、会いに来たのだから。

「不本意だろうがなんだろうが、元々のルールで決められたものをサボって、人様に迷めい惑わくかけてんだ。筋の話をするなら、まずそこを謝るのが筋ってもんじゃねえのかよ？」

　若じやつ干かん声にドスを利きかせる。ちなみに屁へ理り屈くつ論理構築の参考は水無瀬、迫せまる態度の参考は寺てら雄おさん。水無瀬家さまさまだ。

　日守は若干動どう揺ようした様子を見せながらも、すぐに態勢を立て直してきた。

「その、元々のルール云うん々ぬんっていうのに納得いかないっつう話を、アタシはしてんの」

「それ以前に人としてお前のそういう態度が気に食わないっつう話を、俺はしている」

「な……っ！　なんで初対面のアンタにそこまで言われなきゃなんないのよ！」

　激げき昂こうして立ち上がる日守。これでいい。感情剥むき出しにしない大人な話し合いなんか、俺には出来ない。だったら、思いの丈たけをぶちまけるしかないじゃないか。

　そんなわけで、俺もまた立ち上がり、ここからは活いき活いきと喧けん嘩かさせて頂くことにする！

「お前にとっては初対面でもなぁ！　こちとら既に生徒会室で待ちぼうけ食わされたり、メンバー集めに東とう奔ほん西せい走そうさせられたりしてんだ！　むしろ俺ほど文句を言っていい人間もいねぇんだよ！」

「知らないわよそんなの！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！　そんなの、アンタが勝手にやってるだけでしょう！」

「勝手にじゃねえよ！　生徒会役員として至し極ごく真っ当な働きしてんだろうが！」

「っ！　ああ、もう！　はいはい、悪かったわよ、アタシが悪ぅござんしたー。お手数かけて申し訳ありませんでしたー。はい、これでその件はいいでしょ」

「よし分かった、許してやろう」

「へ？　い、意外とすんなり引いたわね……」




「じゃ、トーコたんは明日から生徒会来るということで。また明日な！」




「待て待て待て待てぇい！」

　鞄かばんを手に取り、火神の腕うでを引っ張って日守家から颯さつ爽そうと出ていこうとするも、当然のように日守にガッシリと肩かたを掴つかまれて引き止められた。

　仕方無く俺は振ふり返って告げてやる。

「すまん、仲直りのチューを忘れてた」

「誰だれもそこ引っかかってないっつーの！　っていうか唇くちびる突つき出すな！」

「……他に引き止められる理由が思い当たらない」

「なんでよ！　そもそもなんで明日からアタシが生徒会出ることになってんのよ！　っつうかそれ以上になぜ急にトーコたん呼ばわり!?」

「俺とお前の仲じゃないか」

「出で逢あってから約十五分、ほぼ喧嘩してただけの仲じゃない！」

「まさに犬けん猿えんの仲だな」

「分かってんの!?　だったら──」

「だからこそのトーコたん呼ばわりだろう、トーコたーん」

「性格悪っ！」

「ほら、お前も俺のこと渾あだ名なで呼んでいいんだぞ。呼べよ。鍵けんたんでもハニーでもダーリンでも好きな呼び方していい──」

「あらそう。じゃ、○ピ○ー○ー○ーで」

「ガチの差別用語だとぉ!?」

　一部伏ふせ字で済むレベルを大おお幅はばに凌りよう駕がしてきやがった！

　日守はニタァとイヤらしい笑みを浮うかべる。

「お似合いじゃない○○○○。そうそう○○○○、確かアンタって生徒会活動のこと小説にしてたわね」

「!?」

「あーら、困ったわねぇ○○○○。ここら辺の描びよう写しや、完全にアウトじゃない。全部伏せ字にしたら読者さんに面白さ全く伝わらないし、残念ねぇ○○○○」

「性格悪っ！」

　とんでもない悪女だった。先に仕し掛かけたのはこちらとはいえ……しかしだからこそ、こんな瞬しゆん時じに迎げい撃げきされるとは思ってもみなかった！　くそ、完全に俺のペースに誘さそいこんだと思ったのに！　俺の隣となりじゃあのラスボス火神さえ、今本気で動揺した目してんぞおい！

　本来の調子を取り戻もどしたのか、日守は怒ど濤とうの畳たたみかけを開始する。

「あー、思い出したわ。アタシ読んだわよ、アンタ達の本」

「そ、そうなのか。だったら話が早い。生徒会っつうのは、かけがえのない……」

「あーごめん。アタシ、ア○ゾンレビューで☆一つ評価つけた側だからさ」

「うぉい！」

「ちなみに一時期『評価が高くない有用性のあるレビュー』にも選ばれてたわ」

「聞きたくなかったその情報！」

「そうよ、アタシの生徒会嫌ぎらいはきっとあの本のせいね。ええ、間ま違ちがいないわ。オタクの皮被かぶっただけの、公務より遊び優先のリア充じゆう集団ふぜいが、なに偉そうにしてんの？　他校の至極真面目に活動している生徒会の方が、遥はるかに偉いじゃない」

「そ、そんな身も蓋ふたも無い……」

「っつうか、九割方遊んでいるだけの生徒会が、アタシにちゃんと活動参加しろとか謝れとかよく言えたもんよねぇ。なぁに、アタシもアンタらの会合参加して『爆ばく笑しようトーク（笑）』を繰くり広げて、最後はちょっといい話っぽくしめりゃいいのかしら？　冗じよう談だんは顔だけにしときなさいよ○○○○。自分達の活動棚たなに上げて他人に責任求めるなんて、一体何様なのかしら」

「く……」

　やべぇ、全然言い返せない！　なんだこいつ！　隙すきが無い！

　俺が汗あせをだくだくと掻く中……いよいよ絶好調な日守が、その豊満な胸を反そり返らせて自信たっぷりに告げる！




「そういうのをねぇ、『河童かつぱの川流れ』って言うのよ！」




「…………」「…………」

「……んふぅ」

　一人「決まった」とでも言わんばかりに満足げな笑顔を見せふんぞり返る日守。それに対して、俺と火神は……。

『…………』

　二人、目を見合わせる。

　そうして、お互たがい実は敵同士云々とは全く別問題のところでアイコンタクトを交わし。今だけは完全に同調して──共に告げてやった。

『いや言わないだろう（でしょう）』

「え!?」

　瞬しゆん間かん、日守は驚いた様子で目をぱちくりとさせる。……いや……河童の川流れって、あれだろ……「猿さるも木から落ちる」とか「弘こう法ぼうも筆の誤り」と同じで、それが上手いヤツでも失敗することがあるんだぜ的な……。つまり、今の場面で引用するような言葉では、無いわけで。

　もしどうしても今の場面で何かことわざを用いたいなら、それは──

「そ、そうよ！　今のはジョークよジョーク！　本当はこっちよ！」

　俺達がボンヤリしている間にどうやらスマホを弄りやがったらしい日守は、それを後ろ手に隠かくしつつ（バレバレなのだが）、改めて、胸を張ってババンと告げてきた！




「そういうのを、『目くそ鼻くそを笑う』って言うのよ！」




「え……あ……うん」

　……まあ、その、確かに今度はスマホ使って調べただけあって、場面的にも意味的にも合っている言葉なんだが……その……。

　流石さすがに耐たえきれなくなったのか、珍めずらしく火神がツッコム。

「日守センパイがそれでいいなら、いんですけどぉ……そのぉ……。……それ今使うと、自分のことも鼻くそ呼ばわりなカンジにはなってるわけでぇ……」

「え!?」

『…………』

　場に妙みような沈ちん黙もくが訪れる。日守が、その額にねばっこい汗を掻かき始めていた。

　……さてはこいつ……。

　俺の中にある推測が浮かぶ。それを確認するため、俺はいくつか試すことにした。

「ところで日守よ。五月も下げ旬じゆんになり、今日はぽかぽかと温かい小春日和びよりだな」

「な、何よ急に。今そんなの関係な──」

「あれ？　もしかして日守、小春日和って分からないんじゃ……」

「な──そんなことないわよ。そうね。ええ、小春日和ね。正に今日は小春日和よ。春時期に相応ふさわしい小春日和よ！」

「そうか。小春日和は、春時期に相応しい言葉か」

「ええ、相応しいわね」

「…………。そうそう、でも明日あしたには五月雨さみだれ来るらしいけどな、五月雨」

「へ、へぇ。そうなんだ。さみだれね……うん。さみだれ……」

「…………」

「……なによ」

「いやなんでも。しかし……ホント美味いよなぁ、さみだれ」

「え!?　そ、そうね、美お味いしいわよね、さみだれ。アタシはあれね、ごまだれの次に好きね。甘すぎないのがポイントよね、さみだれ」

「そうか。……ちなみにさみだれの歴史を辿たどると、古くは七九四年にまで遡さかのぼるらしいぞ。そうそう七九四年と言えば、歴史的にあの語ご呂ろ合わせだよな。なくよウグイス……。あれ、なんだっけ。ちょっとド忘れしちまった」

「え？　ば、バカね、そんなの、アレに決まってるでしょ。アレよ」

「そうそう………かま……かまく……」

「！　鎌かま倉くら幕府よね！　まったく、そんなのも思い出せないなんてアンタホント低能ね！」

「すまんすまん。おっと、そういや義妹いもうとに買い物頼たのまれてたんだった。手持ち五百円しかないけど……えーと、ペットボトルのお茶三本か。確か百七十円のを三本だから……」

「ヨユーで足りるじゃない」

「だよな。……おっと、雨もやんできたな。小雨とはいえ、あんま濡ぬれたくないもんな。最近はアレだろ、環かん境きよう汚お染せんで、酸性雨とか降るらしいじゃないか」

「こ、困ったもんよね、さんせーう」

「ああ、これじゃあ赤色リトマス試験紙も真っ青だぜ」

「ええ真っ青ね」

「……国語、一いつ般ぱん教養、歴史に続き、理科の方もアレ、と……」

「？　なによ？　アンタなに隠れてチェックシート的なもんつけてんのよ」

「いやなんでもない。じゃ、そろそろ帰るわ──お、窓の外見てみろよ日守。ちょっと虹にじかかってるぞ」

「あらホントね」

「虹か……虹……あれ、英語でなんて言ったっけなぁ……。確か……」

「ラルクアンシ○ルでしょ。ｈｙ○ｅサイコー。あの神ボイスマジリスペクト」

「おー、そっちかぁ。やっぱ前会長とは別方向だなぁ。無知というか、歪ゆがんだ知識系かぁ」

「？　なによアンタさっきから」

「いや、なんでもない。じゃ、ホント邪じや魔ましたな日守。今日のところは帰らせて貰もらうわ。また説得しには来るけど」

「二度と来んじゃないわよ」

　言いながら、俺と火神は玄げん関かんへと向かう。挨あい拶さつに出て来てくれた詩織さんへ紅茶のお礼を告げながら、母親に促うながされ見送りに出された不満顔の日守と共に玄関先へ。

　また今度、と告げる俺達に、日守は仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らし、吐はき捨すてるように言う。




「さっさと帰れ。砂糖撒まくわよ、砂糖！」




「……そうか」

　個人的にはアリが家に寄って来るだけなので絶対やめておいた方がいいと思うが。まあ本人がそう言うんだから仕方ない。

　日守がドアを力強く閉めて家に入ってしまったため、俺と火神も、その場に居ても仕方無いので。二人、帰き途とへとつく。

　しばらく、来る時とはまた別種の沈黙を保ったまま、住宅街を歩く。

　横断歩道を渡わたり。

　曲がり角を曲がり。

　コンビニの前を過ぎたところで。

　俺達は、特に示し合わせたわけでもないのに。

　二人、全く同時に、溜ため息いきを漏もらしながら呟つぶやく。




『天は二物を与あたえず、かぁ……』




　美少女好きの俺をもってしても、人のパラメータバランスって重要だなと思いました。




　　　　＊




　あの日はそのまま解散し、翌日の金曜日。木曜のうちに生徒会メンバーにはざっくりと状じよう況きようを伝え、しばらくは当初の予定通り、生徒会を行わず、俺が日守の説得にあたることとなった。

　ちなみに彼女らに電話で一言アドバイスを求めた結果がこちら。




西園寺「……へぇ、日守さんってそんなに美人だったんですか。良かったですね鍵さん。ええ、みっちり説得なさったらいいじゃないですか。既すでに攻こう略りやく済みの私のことなんて見向きもなさらずに、マンツーマンで口く説どいたらよろしいじゃないですか！」




水無瀬「ところで杉崎君、うちの父親が最近貴方あなたの動向をよく私に訊たずねてくるので、とりあえず父に心配かけないよう『新しい美少女の尻しりを追いかけるのに夢中で、私に全く構ってくれない日々が続いていますね』と返しておきましたよ。感謝して下さい」




　……実に頼たよりになる新生徒会メンバーを持って、ホント泣けてくるね。とりあえず寺雄さんには近々詫わびを入れに行こう。そうしよう。小指をさすりつつそう決意する。西園寺の方は相変わらず意味が分からないので放置。あいつは一体何が気に食わないんだ。

　更さらに火神は「また暇ひまあったら付き合いますよセンパイ！」とか言ってたが、状況が状況なので正直なとこ遠えん慮りよしたい。風見は風見で火神の追加調査をするとやらで、対日守戦においての助力はあまり期待できない。

　つまり、結局はいつも通りの孤こ軍ぐん奮ふん闘とう。あんまり徒党組んで説得しても逆効果とは言え、なんだろう、この妙に寂さびしい心持ちは。ちなみに今日の朝方火神から来たメール文面がこちら。




火神「我ら新生徒会、離はなれていても心は一つ！」




　うるせえよ。

　最近火神が俺に温かい言葉をかけてくる度たびに、ネズ○男が鬼○郎に親切をする場面を見た時と同様の気分になる。勘かん弁べんしてくれ。

　まあそんなことはさておき、日守説得二日目である。

　今日は「学校での日守」に会っておこうということで、俺は昼休みのチャイムが鳴ると同時に教室を飛び出し、彼女の在ざい籍せきする二年Ａ組へと向かった。放課後だと素早い帰宅で逃にげ切られてしまう確率が高いが、昼休みならば移動しても校内には居るわけで、接せつ触しよく出来る確率が高い。

「ま、教室からは出ちゃうみたいだけどな……」

　先日後こう輩はいの秋あき峰みねから聞いた情報を思い出しつつも、二年Ａ組方面へと向かう。たとえ教室に居ないにしても、このルートなら……。

「っと、ビンゴ！」

　前方から日守らしき女子が歩いてくるのを見て、彼女側に認識される前にさっと横の教室に入ることで身を隠かくす。そうして、日守が通り過ぎたのを見計らって、俺は尾び行こうを開始した。

　少し距きよ離りをあけて、日守の背をつける。尾行といってもそこは校内、堂々と彼女を追うだけなのだが。

　目の前を行く日守は、本当に黒くろ髪かみでマスクを着用していた。昨日とは真逆で、今度は「驚おどろく程もっさい」という意味で目立つビジュアル。

　事前に情報を聞いていたためすぐに日守だとは分かったが、そうじゃなければ、先日会ったあの美少女と同一人物とはとても思えなかった。

「（……普ふ通つうに、地味で暗いタイプに見えるよな……）」

　マスクをしているのは勿もち論ろん、その黒髪も決して西園寺のような美しいそれではなく、特に長い前まえ髪がみは目元を完全に覆おおい隠していた。小学校なら「貞さだ子こ」とか渾あだ名なつけられてそうなビジュアルとでもいうのか。

「（思ったより徹てつ底ていしてんな……おい……）」

　歩き方にさえ昨日のような覇は気きは無い。猫ねこ背ぜで、スカートも床ゆかに引きずるんじゃないかって長さ。カツラだって、そうと思って見なきゃ分からないほど馴な染じんでいる。

　あまりにハッキリした二面性ぶりにいっそ感心さえしつつ尾行していると、彼女はどんどん人ひと気けの無い特別教室群の方へと進んで行く。そうして最後には、動線の関係で普ふ段だん全く使われることの無い階段を昇のぼると、二階と三階の間の踊おどり場ばで止まった。

「（ちょっと様子を見るか……）」

　階段の下方で、足音を立てないように身を隠す。流石さすがにここまで生徒が居ないと、これ以上気け取どられないで接近は無理だ。

　日守は踊り場に設置された出窓の方へと向かう。そして丁度胸の高さのあたりにあった机二つ分程の広さの空間に持っていたコンビニ袋ぶくろを置き、中からパンを取り出すと、もそもそと食事を始めた。

「（完全にぼっちじゃねえか！）」

　しかも更にポケットから何やら文庫を取り出したと思ったら、パンを片手に、ニタァとだらしない表情で読み始めた。遂ついには、ぼそぼそと独り言さえ漏らし始める。

「うは……ヘタレ攻ぜめに筋肉受とか、アタシ得すぎる……！」

「（そんな趣しゆ味みだけ真冬ちゃんと共通しやがって！）」

　なんなんだよ生徒会！　変態じゃなきゃ入れないっていう謎なぞの縛しばりでもあんの!?

「むしゃむしゃ……ぐふ…………うほほ。……！　けほ、けほ、興奮しすぎて、パンが、のどに！　ぐはっ、こほっ、こほっ、こひゅー、こひゅー」

　なんて虚むなしい光景だ。日守……お前……。

　そのあまりに侘わびしい背中に、俺はいい加減耐たえきれず声をかける。

「よぉ、日守」

「!?　けほ……！……！　むぐ……ん！」

　俺は今通りかかった風を装よそおうも、一いつ瞬しゆんびくんと反応した日守は、パンを無理矢理飲み下して、長い前髪の下からでも分かる程に俺を強く睨にらみ付けてきた。

「……つけてきたわけ？」

「まあな。悪かったな」

　あっさりと認めつつも彼女の隣となりまで行き、出窓の前で肘ひじをつく。日守はささっとポケットに文庫を隠す。外には特に面白くもない幹線道路が広がっていた。

「教室で食った方がまだマシな風景じゃねえか？」

「っさいわね、隣来んな」

　周りに他の生徒が居ないのを確認してから、俺へ露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを示す日守。……ふむ、喋しやべるとこいつはやっぱり日守だという感じがするな。

　日守が迷めい惑わくがるにも拘かかわらず、俺は持って来ていた弁当を取り出す。

「ちょ、アンタ何弁当広げてんのよ」

「昼だからな。ちなみに義妹による愛あい妻さい弁当だぞ、どうだ羨うらやましいかコンビニ族」

「いや羨ましい云うん々ぬん以前に、『義妹による愛妻弁当』っていう言葉に大きなひっかかりを感じるんだけど」

「まあほぼ冷れい凍とう食品だけどな」

「だから聞いてないって。……………………」

「唐から揚あげが欲しいのか？」

「！　んなわけないでしょっ！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！」

　俺の弁当箱の中身から視線を逸そらし、日守は自分のパンをもそもそと食べる。ちなみに彼女のメニューは、ミルクパンと野菜ジュースだ。そりゃ俺の唐揚げも欲しくなるというものだろう。

　俺は一応彼女のために唐揚げを一つ残しつつ、林檎の作ってくれた弁当を堪たん能のうする。まあ惣そう菜ざいはこのなんともオリジナリティ溢あふれるビジュアルの卵焼き以外、全部冷食なんだけど。それでも、林檎が俺のために用意してくれたということが重要なわけで。

　俺は卵焼きを一切れつまむと、えいとばかりに口に放り込んだ。表層的な味付けは無視して、そこに込められた愛情だけをくみ取れるよう努力し咀そ嚼しやくする。

「あー、うめぇなぁ、林檎の味がするなぁ」

「え、その卵焼きオブザデッド、アップル風味なわけ!?」

　日守が何か勘かん違ちがいしてドン引きしていた。それにしても、折せつ角かく俺が「オリジナリティ溢れる」っていうオブラートに包んだ表現してんのに、こいつは……。

　日守は俺が隣で昼食を始めるのに対し迷惑そうにしつつも、他に行くアテもないのか逃げる素そ振ぶりは無い。俺は弁当箱の蓋ふたの裏に唐揚げを置いて彼女の方にずいっと差し出しつつ、世間話を持ちかけた。

「どうせパン食うなら、購こう買ばいで買えばいいだろ。その野菜ジュースもぬるそうだし」

「うっさいわね、いいのよ。アタシは、通学途と中ちゆうにコンビニ寄るのが好きなの。……下等生物共の混雑に混じってまでパンなんて買いたくないし」

「下等生物って」

　リアルにそんなこと言うヤツ初めて見た。あ、いや、枯かれ野の先生も言いかねないか。なんの救いにもならないけど。と、気付けば先程弁当箱裏に置いた唐揚げが無い。どうやら俺の見てない隙すきにさっと食ったらしい。どんぐりを頬ほお張ばるリスの如ごとく、日守のほっぺたがもっしゃもっしゃと動いている。施ほどこしは受けるんだな……。

「脂あぶらっぽくてイマイチね」

「おい」

　冷食なんだからそりゃそうだけど、人から貰もらっておいて文句とか言うか普通！　相変わらずの性格の悪さに辟へき易えきしつつ、俺はこれまた冷食のハンバーグをつまみながら喋る。

「しっかし、綺き麗れいに化けるもんだな。聞いてなきゃ同一人物だとは思えないぞ」

「でしょでしょ？　アタシ、メイクと演技には自信あんのよね。なんせ師し匠しようが──」

　日守は一瞬だけ嬉うれしそうに笑い、しかしハッとすると、すぐにいつもの仏頂面に戻もどった。俺は窓の外を眺ながめるフリをして、ガラスにうっすらと映る日守を眺めながら続けた。

「……何が目的で、そんなことしてんだ？」

「別に。戯たわむれよ、戯れ。貴族の戯れ。ほら、マリーアントワネットだってとんでもなく派手なカツラ被かぶってたらしいじゃない。つまりはアレよ」

　分かりやすい嘘うそだった。基本アホの癖くせに珍めずらしくちゃんとした知識を披ひ露ろう出来ている点が、この説明をし慣れていることを物語っている。なにより、ただの戯れを一年毎日休まずなんて続けられるものか。

「お前、実際は物もの凄すごい美少女だろ」

「そうね。私、テレビの中含ふくめて、自分より美しい人間は一人しか見たことないわ」

　予想はしていたが、えらい自信だった。しかし……だからこそ、やっていることが腑ふに落ちない。

「そんなお前が、なんでまたそれを隠すような真ま似ねをする？」

「『能ある鷹たかはカエルの子』って言うじゃない」

「言わないな。言わないけどそれはいいや。話戻すけど、それでお前は、なんのメリットがあってそれを隠すんだよ」

「メリット？　はは、メリットね」

　日守は乾いた笑いを漏もらした。気がつけばパンは既すでに食べ終わり、今は余った野菜ジュースを、気け怠だるそうに飲んでいた。

「そんなもの無いわよ。カツラで頭はむれるし、体のライン隠すための工作も暑いし、前髪はうざったいし、キャラ作るのもしんどいし。デメリットしかないわ」

「……ますます、分からないんだが」

「でしょうね。ただ……一つ、言えることがあるとするなら」

　彼女は飲み終わった野菜ジュースのパックを握にぎり潰つぶし、窓際から離れつつ告げる。




「それでも、アタシがありのままの姿でいるより、百倍はマシってことよ」




「…………」

　やはり意味が分からない。しかしそれでもそれなりに感じるところはあったため黙だまり込んでいると、くるっと顔だけ振ふり返らせた日守が、感情の見えない瞳ひとみで訊たずねてきた。

「アンタってさ、中学時代二ふた股またかけてたらしいじゃん」

　あれから「生徒会の一存」でも読み返したのだろうか。あまりに最低な、デリカシーに欠けた言葉だったが、事実は事実。俺は逃にげずに「ああ」とだけ答える。

　日守はニィと酷ひどく陰いん鬱うつな笑みを浮うかべると、今度は体も振り返らせ、俺の顔を覗のぞき込むように前まえ屈かがみになる。そうして、普段は隠された抜ばつ群ぐんのボディラインを強調させつつ、前髪を掻かき上げ、学校外での「美少女」としての日守を垣かい間ま見みせながら、誘ゆう惑わくするように告げてきた。




「ね、アンタ。明日あした、アタシとデートしなさいよ」




　……悪あく魔まの誘さそい、とはこういうことを言うのだろう。

　受ければ、まず破は滅めつは間ま違ちがいないであろう提案。少なくとも彼女がなんらかの手段で俺の心をへし折りにかかってきてるのは間違いない。

　しかし俺は──

「マジで？　やっべ、超ちよう楽しみだわ！　約束だからな、日守！　じゃ詳くわしいことはあとでメールするから、アドレス教えろよ、アドレス！」

　いつもの軽いチャラ男ノリで、応じる。

　そのまま俺に強引に押し切られるカタチでアドレス交こう換かんした後、日守はぽつりと「食えないヤツ……」などと忌いま々いましげに呟つぶやいて、その場から立ち去った。

「……決戦は明日、か……」

　林檎の作ってくれた卵焼きの残りを口に放り込みつつ呟く。

　さて、そうとなればゆっくりなんかしていられない。ケータイを取り出し、まずはメモリーから後こう輩はいの番号を呼び出す。

「おう、秋峰、ちょっといいか。日守のことなんだけどさ……」

　俺は翌日に備えて出来うる限りの準備をするべく、早さつ速そく動き出したのだった。




　　　　＊




「遅おせぇ……」

　決戦の土曜日。俺は駅前の豚銅像下で見事に待ちぼうけをくわされていた。かれこれ約束の時間を四十分は過ぎている。十分おきにメールしてみてはいるものの、毎回「あと二分で着くと思う」という文面が返ってくるため、その度たびにじゃあ待つかと二分待ち、結果当然のように来ないという仕打ちを受けているため、ただの「四十分待つ」より遥はるかに精神的苦痛が大きい。なんだこれ。

　結局一時間待ったところで、彼女はようやくやってきた。

　バスを降り、遠目にも一発で超ちよう絶ぜつ美少女だと分かる規格外オーラを振りまきながら歩いてくる少女。長い足を強調する白いパンツに、相変わらず妙みように露ろ出しゆつ度どの高いキャミソールからは白く瑞みず々みずしい肌はだがのぞいている。

　こんな仕打ちを受けてもなお彼女の姿に見み惚とれてしまうのが悔くやしい。中身の評価云々を完全に凌りよう駕がしてしまう美び貌ぼう、というのがこの世にはあるようだ。

　なんとも微び妙みような気持ちで待っていると、日守は周囲の視線を一身に集めながらもゆったりとした歩みでこちらにやってきて……何事もなかった風に告げる。

「じゃ行くわよ」

「ええぇえええええ!?　ちょ、ちょっと待てよ！　お前こんだけ遅おくれてきて、まず俺に何か言うことはないか!?」

　愕がく然ぜんとする俺に、日守はキョトンと首を傾かしげ……そして、ぽんと手を叩たたいて何かに納得した様子。

「タイバニのブルーレイは何度見てもいいわね。特に五話。朝からじっくり見ちゃったわ」

「そんな理由で遅れてたのかよ！　謝れ！　俺に本気で謝れ！」

「ゆるしてちょんまげ」

「その台詞せりふで許されたことなんざ歴史上一つも無ねぇ！」

「朝っぱらから五う月る蠅さい男ねぇ、まったく。ヘソの穴が小さいってよく言われない？」

「言われねぇけど！」

　相変わらず若干アホの子だった。また前会長と違ちがってビジュアルや態度が無む駄だに大人な分、余計悲しいことになってるよな、こいつ……。

　とにかく、なんか毒どつ気けを抜ぬかれてしまった。俺はデートの方へと意識を切きり替かえる。

「もういいや。で？　今日はどこ行って、何がしたい？」

「なによ、男のクセにデートの予定も立ててないわけ？」

「どうせ勝手に立てたら立てたで怒おこるだろお前」

「よく分かってるじゃない」

　ニタッと嫌いやな笑みを浮かべる日守。なんて女だ。頭にビのつく三文字の言葉が浮かんで仕方無いが、ぐっと堪こらえる。

「どこ行って、何がしたいねぇ……」

　日守は呟きつつ空を見上げてしばし考え、ぽつりと返してきた。

「グリードア○ランド入って、そのまま出ずに平和に暮らしたい」

「クリアする気さえねえ！　っていうか無理だから！　もっと現実的なのを頼たのむよ！」

「帰って寝ねたい」

「現実的すぎる！　自分からデート誘ってきた癖に！　したいことなんか、色々あるだろう！　ショッピングとかさぁ！」

「ああ！　『アニ○イト』行って『うたの☆プリ○スさまっ♪』グッズ漁あさるのもいいわね！」

「俺がいることも考こう慮りよした上での休日にして貰っていいですかねぇ!?」

「え、じゃあ『とらの○な』でＢＬ同人誌買い漁る？　アンタの金で」

「何をどう考慮してそうなった！　っていうかお前の趣しゆ味みに走りすぎるの禁止！　もっと俺に着目しろ！　俺と楽しめ！　むしろ俺で楽しめ！」

「アンタで楽しむねぇ……。……ふむ、じゃあ」

　日守は俺をジーッと見つめる。……な、なんだよ、そんな風に見られたら照れるじゃないか──




「屋上行って、突つき落としたい」




「誰だれを!?　なぁ誰を!?　そ、そういうんじゃなくて、もっと二人の絆きずなが深まる、楽しそうなことにしてくれねぇかな！」

「じゃ、ショッピングモールに行って、まるで映画の様な……ええと……み……みぞゆう？　の立てこもりテロに巻き込まれてみたい」

「背せ伸のびして無理に『未み曾ぞ有う』って言こと葉ば遣つかおうとすんな！　おかげでボケがとっちらかってるよ！　とにかく、もっと普ふ通つうのデートで！」

「普通ね、普通。……ねぇ、生徒会シリーズ出演にあたって、普通の台詞ってアリなの？」

「そういう配はい慮りよいらねぇから！」

「そう。…………」

「…………」

「…………遊園地行って、観覧車とか乗りたいぃぃ？」

「すげぇ仕方無さそうに言ったな！　でも決まり！　それで行こう！　な！　な!?」

「ま、しゃーないわね」

　ようやく彼女の合意を受けて、俺達の、誰が得するんだかよく分からないデートは始まったのだった。




「……やっと着ついた」

　電車で一時間、バスで二十分ほどかけて、ようやく遊園地にまで辿たどり着く。バスを降りて伸のびをしていると、少し遅れて日守が欠伸あくびをしながらバスを降りてきた。彼女が最後だったらしく、ぷしゅっと背後のドアが閉まる。

「おい日守、着いたぞ、テンション上げてこーぜ」

「……うーい」

　駄だ目めだ、目がトロンとしていて全然俺の話を聞いちゃいねぇ。家に行った時もそうだったが、どうもこいつは低血圧のようだ。

　仕方無いのでとりあえず俺がフリーパスを購こう入にゆうして戻もどって来ると、彼女は特に礼も言わずそれを受け取り、俺と足並み揃そろえることもなくサッサと入場してしまった。慌あわてて彼女を追い、俺も入場する。

「おーい、俺が立て替えたチケット代払はらう気とか、無いのかよ」

「ん？　アンタ確か美少女に尽つくすことでしか興奮出来ない性せい癖へきなんでしょ？」

「『生徒会の一存』をそんな風に解かい釈しやくするのやめてくれねぇかなぁ！」

「うわー、なに、やっぱりあの本ってかなり美化入ってんの？　あー、なるほど、実際はそこまでフェミニストじゃなくて、結局自分優先ってタイプなんだ。やーねー」

「く……っ！……こ、ここは、俺のおごり……だ！」

「やーりっ」

　日守はニカッと笑うと、嬉うれしそうに指先で半券をヒラヒラ振りつつ先を歩く。……クソッ、なんなんだコイツは。ホント俺との相あい性しようが水と油っていうか……。飛あす鳥かや巡めぐる、それに水無瀬なんかもあちらに主導権握にぎられる傾けい向こうにはあるんだが。日守はちょっと違って、妙に俺と実力が拮きつ抗こうしてしまっているせいで、余計に相あい容いれないとこがあるというか。どっちかが優勢になってしまえばまだ関係性が統一されるんだけどな……。

「ん？」

　ふと気付けば、日守が道の真ん中に立ってぽかーんとアホ面づらで観覧車を眺ながめていた。まるで五歳児みたいなことしている彼女の腕うでを、俺はちょいっと引っ張る。

「おい、そんなとこで立ち止まるなよ。他の人の迷めい惑わくだろ」

「あ、ごめんなさ──わ、分かってるわよ！」

　苛いら立だたしげに俺の手を振ふりほどいて、再び歩き始める日守。それでも視線はチラチラと、大きな観覧車に向かう。……明らかに乗りたそうだな。

「……ああ、アレか。バカと煙けむりはなんとやらっていう……」

「？　なによ。なんか言った、○○○○」

「その差別用語ネタまだ引っ張ってたのかよ！　デートの時ぐらい、俺のこと普通の名前で呼んでくれませんかね！」

　言いながら隣となりに並ぶと、日守は「そうねぇ」と唇くちびるの端はしに人差し指を当てて考え始めた。

「じゃ山やま田だで」

「なんでだよ！」

「普通の名前で呼べって言うから……あ、鈴すず木きか佐さ藤とうがいい？」

「どれも不本意だよ！　本名で呼べ、本名で！」

「……ケン・ヴィ・ブリタニア？」

「俺そんなル○ーシュ的背景無ぇから！　お前の知ってる俺の名を呼べって！」

「でもアタシ、あなたの宝具が『抑えられないエロス・思春期の妄想フアンタジア』であることと、クラスが『ストーカー』であることしか知らないから……ストーカーって呼んでいいかしら」

「断る！　俺別にサーヴァントじゃねえし！　真ま名なが知られて困ることもねえから！　普通に『杉崎鍵』っていう名前から呼び方決めてくれませんかねぇ！」

「仕方無いわね。そこまで言うなら、名字の方をとって……」

「おう、いいぜ、杉崎君でも杉崎さんでも杉崎先せん輩ぱいでも、好きにアレンジして呼べ──」

「『裏杉崎』で」

「裏!?」

「じゃ行くわよ、裏杉崎！」

「行かねぇよ！　待てよ！　却きやつ下かだ、却下に決まってるだろ！　隠かくしキャラかよ！」

「ええー……『杉崎』を好きにアレンジしていいって言った癖くせに……」

「ケータイを自分流にデコる時だって、カメラレンズにシールは貼らねぇだろ！　それと同じ！　アレンジしちゃ駄目な部分もあんだよ！　名前の頭に何かつけるの禁止！」

「え、じゃあ『真杉崎』とかも駄目なわけ？」

「じゃあ今までの俺はなんだったのかって話になっちゃうだろうが！　生徒会シリーズずっと偽にせ者ものがやってたのかよ！　とにかく再考しろ！　まともなのに！」

「あー、ホント面めん倒どうねぇ。……もう、スギサキでいいわよ、スギサキでっ」

　心底面倒そうに言いながら、日守は歩行ペースを上げて前に出る。俺は妙みように納得いかず、頭をぽりぽりと掻かいた。

「なーんか、呼び方に険があるんだよな……同じ『杉崎』でも、前会長の発音とは温度差あるっつうか……そもそも俺先輩なのに……」

「ほら、行くわよ、スギサキッ！　ちゃっちゃと歩きなさい、スギサキッ！」

　銀ぎん髪ぱつをなびかせながら顔だけ振り返らせて少し怒った風に告げる日守に……。

「……おう」

　渋しぶ々しぶではあるが、納得してついていく。

　……俺が言うのもなんだが、美人ってちょっとずるいよな……。




　それからしばらくの間、デートとは名ばかりの「二人行動」が淡たん々たんと続いた。コーヒーカップ、メリーゴーラウンド、ジェットコースター。本来ならば楽しいはずのそれらのアトラクションを、日守はまるで何かのカリキュラムかのように無感情でこなしては、戸と惑まどう俺を引き連れて次へと向かう。

　それでも俺は日守なりに何か意図があるのだろうと特に文句も言わず付き従っていたが、ジェットコースターから間かん髪はつ入れずポセイドンに向かおうとしたところで、流石さすがに抗こう議ぎの声を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。もうちょっとゆっくりしようぜ、な？」

　引き止める俺を、日守は心底うざったそうに見つめたが、俺が乗り物酔よいしたとでも思ってくれたのか、仕方無さそうに「じゃ、ちょっと休きゆう憩けいしましょ」と提案してくれた。

　フードコートエリアまで行き、空あいていた三人掛がけのテーブル席へと腰こしを落ち着ける。互たがいに荷物を置いたところで、日守が一言「メロンクリームソーダ」とだけ言い放って寛くつろぎ始めたので、俺は溜ため息いき混じりに「あいよ」と応じて一人飲食物販はん売ばいカウンターへ。

　園内はわりかし空すいていたが、レジカウンターには客が四名程並んでいる。どうやら今会計をしているおばちゃんが、レシートの間ま違ちがい云うん々ぬんで軽くもめているようだ。仕方無くぼんやりと待っていると、目の前に並んでいた大学生ぐらいと思おぼしきカップル（二人で並ぶとは、羨うらやましい限りだ）の会話が耳に入ってきた。

「ちょっと、また見てるー」

「え、いや、見てない、見てないって。ほら、えーと、次はあの観覧車乗ろうかなって」

「なんでそういう嘘うそつくの？　素直に言えばいいじゃん、あの娘こ見てるって」

「いや……えっと……」

　なにやら少し殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きだ。なんとなく気になってカップルの視線の先を追ってみると……そこには、気け怠だるそうにチェアに身を預ける日守の姿があった。

「（ああ……そういう）」

　すぐに理解する。この目の前の彼氏さんは、日守を眺めてしまっていたのだろう。「また」という指し摘てきから察するに、園内で他のタイミングでも見られていたようだ。

　確かに今日はここまでずっと、俺達二人は視線に晒さらされ続けていた。遊園地に入ってからどころか、合流してバスに乗り込む時からずっとだ。

「（やっぱり目立つもんな……あの銀髪は）」

　美少女と歩く、という意味では、他の生徒会役員や林檎といても多少の視線には晒されがちだが、日守に向けられるそれは、やはり他の女の子の比ではない。

「そんなにあの子が好きなら、どうぞ、声をおかけ下さーい。私は一人で遊園地楽しみますから」

「お、怒おこんなよミキ。別にオレはそんなつもりじゃ……」

　カップルの喧けん嘩かが続いている。俺はなんとなく彼氏側に同情してしまっていた。自分のツレである日守を、ぼんやりと遠目に眺める。

「（……健全な男なら、アレに少しも見とれるなって方が無理だろう……）」

　女性の好みは千差万別、とは言うもののそういう個人の好みを超ちよう越えつした存在……いわば「殿でん堂どう入り」みたいなヤツが世の中には稀まれに居て、日守はまさにそれだった。

　万人の視線を奪うばう、美。

　たとえば前生徒会書記の知ち弦づるさんなんかも文句なしの美女だが、しかしこの「殿堂入り」というカテゴリには当てはまらない。前会長、深み夏なつ、真冬ちゃんだってそうだ。それぞれ突つき抜ぬけた存在ではあるし、日守より彼女達の方を好みと答える男性はごまんと居るだろうが、でもその男達でさえ、日守をトップクラスの美女と認めることはやぶさかじゃないはずだ。

「な、許してくれって、ミキ。今日は夕飯もおごるからさ」

「……仕方無いなぁ、もう」

　気付けば、目の前のカップルの喧嘩が収束していた。元々大した揉もめ事ごとじゃあない。

　自分のツレが原因なだけに、なんだか少しホッと胸を撫なで下おろす。……しかし。

「お待たせしました、お次のお客様どうぞー」

「あ、はーい」

「…………」

　ふと見ると、彼女が機き嫌げんを直してカウンターへ注文をしに向かう中、彼氏の男性はその隙すきを縫ぬうようにして、再び、ちらりと日守の方を見ていた。

「マサくん、なんにする？」

「あ、おう」

「…………」

　何事も無かったかのように注文に向かう男性を見て……なんだか、俺は一いつ瞬しゆんもやっとしてしまった。日守は自分のモノだ、みたいな嫉しつ妬とではない。なんていうか、もっと根深い問題というか……自分でも何に引っかかったのか判然としない。

　そんなことを考えている間にもカップルの注文が終わったため、俺は思考を中断し、日守の飲み物と自分のコーラ、そして小腹が空いていたのでＳサイズのポテトを注文し、それらをトレイに載のせて、日守の居るテーブルへと向かう。

　──と。

「…………だから…………って…………よ」

「……でも………………悪い…………ああ…………じゃあ…………」

　なにやら日守が男性三名程のグループに声をかけられていた。俺の体に少し緊きん張ちようが走ったが、日守はいつもと変わらない怠そうなテンションで何か応じ、途と中ちゆうで俺の方を顎あごで指すようにしたと思ったら、男性達は残念そうに去って行った。特にタチの悪い連中ではなかったらしい。

　安心しつつテーブルに戻ると、日守はなぜか物もの凄すごく不ふ機き嫌げんそうに「遅おそい」と俺を睨にらみ付け、メロンクリームソーダを乱暴にストローでかき混ぜてから飲み始める。

　俺は肩かたを竦すくめつつ対面の席に座り、自分のコーラに口をつける。日守は俺に確認をとることもなく勝手にムシャムシャとポテトを食いながら、文句を垂れてきた。

「アンタが早く来ないから、余計なのにナンパされたじゃない、まったく」

「ああ……それは悪かった。でも割と簡単に諦あきらめてくれてたじゃないか」

「私の拒きよ否ひり方が上手いからよ。ああいうのには慣れているから」

　忌いま々いましそうに顔をしかめ、ポテトを飲み物で流し込む日守。

「慣れてんなら、そんな苛立たんでも……。別に悪いヤツらじゃなかったんだし、むしろ日守に好意を持ってくれてんだから、少しぐらい嬉うれしく思ってもいいんじゃ……」

「はんっ」

　日守は鼻で笑って俺の言葉を一いつ蹴しゆうした。俺は流石に少しイラッとして反論しようと──




「それが良い方向に転んだことなんて、生まれてこの方一度も無いわよ」




「…………」

　今までの日守の悪態とは少し違ちがう、何か悲しげな表情に、俺は何も言えなくなる。日守も自分でそれに気付いたのか、すぐにいつもの調子へと態度を戻もどした。

「ま、アタシの美び貌ぼうが世界トップレベルなのは、今いま更さら他人に言われるまでもないことだしね。美しいだのなんだのは、最も早はやアタシにとって褒ほめ言こと葉ばじゃない。リンゴが赤いとか、海が青いとかと同じ、ただの事実でしかないわけ。アンダスタン？」

「さいですか」

　普ふ段だんは女の子を褒めまくっている俺でも、こうまで言われると流石に褒める気無くす。

　日守は口の端はしをつり上げ、いつもの意地の悪い笑みを見せた。

「残念だったわねぇ、スギサキ。アンタの常じよう套とう手しゆ段だんである『自信の無い美少女に対する褒め殺し』は、このアタシには通用しないわ」

「安心しろ、お前を褒め殺す予定は無い。というか今の所褒め殺す部分が見当たらない」

「な──褒めなさいよ！　容姿以外にも褒める部分はあるでしょ！　中身とか！」

「あっはっは、マジうけるんですけどー」

「うけんな！　失礼なヤツね、まったく！　本気でアタシを攻こう略りやくする気あんの!?」

「攻略されたいのか？」

「ッ！　んなわけないでしょ！　あー、もう、なんか調子狂くるうわねぇ！　そこら中にごまんといる、ただのナンパ男のクセに！」

「ただのナンパ男にしか出来ないことだって、世の中沢たく山さんあるっつうことだ」

「わっけわかんない」

　日守はムスッとした様子で、ストローからメロンクリームソーダを音を立てて吸い込んでいた。




　休憩を終えた俺達は、再び園内のアトラクションを回り始めた。飲食物を腹に入れた直後のポセイドンという苦行に始まり、お化け屋や敷しきでは虚きよ勢せいを張ってベラベラと喋しやべりまくる日守に呆あきれ、果ては日守が大層気に入ったというだけの理由で、フリーフォールに五連続で乗らされる始末（バカと煙けむりはなんとやら、だ）。

　総じてロクでもないデートではあるのだが、まあ一応は美少女と遊園地に居るわけで、実際楽しくないこともなかった。日守もそう感じてくれていたのか、それとも低血圧から復帰しただけなのか、最初は見せてくれなかった笑顔で俺の腕うでを引っ張る。

「ね、ね、スギサキ。アタシ、次はアレ乗りたい、アレ！」

「また絶ぜつ叫きよう系かよ……お前ああいうの好きだな」

「当然よ！　退たい屈くつな日常を吹ふき飛ばすスリルを体験するところが、遊園地なんだから！」

「まあ一理あるな」

「でしょ！」

　心底楽しそうに笑う日守につられて、俺も思わず笑みを零こぼしてしまう。なんか……悪くないな、こんなのも。やっぱり女の子の笑顔はいいものだ。それがたとえ性格最悪の日守のものだとしても、なんでか、無条件で幸せな気分になる。

「行くわよ、スギサキ！」

「はいはい」

　俺は日守に連れられ、次なる絶叫マシンへと直行──




　ハゲヅラを被かぶってびしょ濡ぬれの西園寺が、一人でトボトボとこちらに向かってくる。




　──絶叫マシンへと直行した。列に並び、日守と「いやぁ、これは結構怖こわそうだなぁ」なんてトークを繰くり広げる。うん、今日はなかなかいいデートだ。

「ちょっと鍵さん！　今目合いましたよね!?　わたしと目、合いましたよねぇ!?」

　なんか背後から覚えのある声が聞こえる気がするが、俺は無視。振ふり返ろうとする日守を、「見るな！」と一いつ喝かつする。俺の剣けん幕まくに流石さすがの日守もびくんと怯おびえ、忠告に従ってくれた。──しかし。

「なぜにわたしを悪あく霊りよう扱あつかいなのですか！　鍵さん！　鍵さんですよねぇ!?」

　遂ついには肩に手を置かれてしまった。水草の絡からまった手がべちょっと俺の肩に乗る。ひぃ。

「お帰り下さいお帰り下さいお帰り下さいお帰り下さい！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ……！」

「念仏なんて効きませんよ……」

「怖い話で聞いたことあるフレーズ来たぁああああああ！　いぃぃぃいやあぁぁぁあ！」

「生身の人間だから効かなくて当然でございます！　いい加減にして下さい！」

　強く言われ、渋しぶ々しぶ現実を認めることにする。日守と共に振り返ると、そこには……やはり、ハゲヅラを被ったびしょ濡れの西園寺が体の周りに水草をまとわせながら立っていた。

「……その状じよう況きようでしかし生身の人間であるということが、むしろ余計怖いんだが」

「……言わないで下さい」

「ちなみにそうなった経けい緯いは……」

「……例の如ごとく、説明したくないです」

「だよな」

　しょんぼりとする西園寺。ふと気付くと日守が唖あ然ぜんとして口をぱくぱくさせていたので、そういやこいつは西園寺の特性を知らなかったなと、フォローを入れておくことにする。

「気にすんな日守。いつものことだ」

「ええ!?　ちょ、どんな日常よそれ！　この子イジメにでもあってるわけ!?」

　日守のその質問に、西園寺が答える。

「とんでもない！　こんなの（笑いの神様の）悪戯いたずらの範はん疇ちゆうでございますよ！」

「そ、そうなの？」

「ええ。いっても精せい々ぜい、車に撥はねられたり謎なぞの女性に拉ら致ちされたり大事なプライベート情報をバラまかれたりする程度の悪戯でございますから！」

「深刻なイジメすぎる！　なにそれ！　ちょ、スギサキ！　この子確か生徒会長の子よねぇ!?　アンタ、アタシにちょっかいかけてる場合じゃないでしょこれ──」

「ああ、いいんだいいんだ。西園寺の……この件については、もうある程度は受け入れるカタチで決着ついてるからさ」

「受け入れる!?　なにそのイジメ問題に対して驚おどろきのバッドエンドじみた解決法！　ちょ、アンタ、西園寺だっけ？　アンタはそれでいいわけ!?」

「え、いいもなにも、わたし、産まれた時からこれでやってきていますし」

「産まれた時点からのイジメ!?　なんか超ちよう根深そうな話になって来てんですけど！」

「今となっては、なんといいますか、こういうの全部ひっくるめてわたしかなと」

「いやいやいやいや、どういう境地なのそれ！」

「実際これのおかげで得られた物も沢山あるなと、最近鍵さんに気付かせて頂きましたので、わたしは今、とても幸せですよ？」

「洗脳怖！　なにこれ！　スギサキ！　アンタこの子にどういう調教施ほどこしたわけ!?」

　人聞きの悪いことを。なにやら日守が妙みような勘かん違ちがいをしているようなので、一いつ旦たんアトラクションの列を離はなれ、俺はタオルで西園寺の頭をわしゃわしゃと拭ふいてやりつつも、日守に軽く西園寺のことを説明した。

　幸い少し前から日差しが強くなり、空気もカラッとしている。この分だと西園寺が風か邪ぜを引くこともなさそうだ。……相変わらずそういうところは「笑える」範はん囲いらしい。

　西園寺の頭を拭ぬぐい終え、その流れで彼女の濡れた肢し体たいも拭いてやろうとしたところで日守にスパーンと頭を叩たたかれたため、渋々あとは本人に拭かせることにする。服の水分を絞しぼりつつ体を拭う西園寺に、俺は「で」と訊たずねた。

「お前、なんでこんなとこに？　たまたま遊びに来てただけか？　一人で？」

「あ、いえ、違うのですよ。一人ではなくて、実は……」

「西園寺会長」

　西園寺が説明を始めようとしたところで、新たな声が割り入ってきた。声の方向に視線をやると……。

「水無瀬？」

　Ｔシャツにジーンズという簡素すぎる格好の水無瀬が居た。……くそ、それでもやっぱりその美び脚きやくには見とれてしまう！　ずるい！　水無瀬の足はずるい！

「おや杉崎君、こんな人間様が遊ぶところでどうしましたか？　貴方あなた専用のウォータースライダーはあちらですよ」

　彼女は登場するなり男子トイレを指差してそんなことを言ってきた。相変わらずの扱いに俺はげんなりしていたが、どうやら日守のツボには入ったらしく、彼女は隣となりで、「くふ……お、汚お物ぶつ扱い……似合いすぎる……！」などと腹を押さえ、顔を後ろに向けて一人笑っていた。てめぇ、あとで覚えてろよ。

　そうこうしている間にも水無瀬はこちらに寄ってきて、西園寺に声をかける。

「捜さがしましたよ、西園寺会長」

「申し訳ありませんでした、水無瀬さん。わたしが突とつ風ぷうに吹き飛ばされてはぐれてしまったばかりに……」

　画期的なはぐれ方だった。なにそれ超見たい。その模様、ニ○ニコ動画にアップされてたりしないかな。コメント付きで鑑かん賞しようしたいわ。

　話の途と中ちゆうだったのを思い出したのか、西園寺が俺に向き直る。

「というわけで、今日は水無瀬さんと二人でこちらにお邪じや魔まさせて貰もらっているのですよ」

「それは見て分かるけど、しかしまた不思議なペアで……って、ああお前ら二人とも『あまぼっち』、つまりマトモな友達居ないもんな。そうかそうか」

「なにやら失礼な納得の仕方をしないで下さい！」

　このやりとりの最中、日守はまた一人で「あまぼっち……！　くふ……なんて悲しいヤツらなの、新生徒会……！」等と腹を抱かかえて爆ばく笑しようしていたが、俺が「いやお前はそれ以下の、普ふ通つうに『ぼっち』じゃねえか」と指し摘てきすると、死んだ魚のような目になってしまった。無視して、水無瀬達との会話を続ける。

「でも実際、お前らそんな仲良かったか？」

「それは逆ですね杉崎君。まだあまり互たがいを知らないからこそ、こうして親しん睦ぼくを深めるために、二人で遊園地にやってきているのです」
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「おお、水無瀬にしては珍めずらしい気の利かせ方じゃねえか──」

「火神北斗の提案ですけどね」

「ですよねー」

　この二人に「親睦深めるため遊園地で遊ぶ」なんて発想があるとは到とう底てい思えなかったから、妙に納得がいった。西園寺が補足する。

「本当は火神さんがお友達と遊ぶ御ご予定だったらしいのですが、急きゆう遽きよ都合がつかなくなられたらしく、だったらとチケットを譲ゆずって頂いたのです。役員同士の交流兼かねて、二人で行ってきたら良いと。鍵さん達と会ったのは完全に偶ぐう然ぜん……もしくは『笑いの神様』のおかげですかね」

「なるほど……。…………」

「鍵さん？」

「あ、いや、なんでもない」

　西園寺には笑顔を返しつつ、頭では火神のことを考えていた。……なに狙ねらってやがる？　俺と日守が遊園地に行くと決めたのは今日だが、この辺で「デートする」となればここは真っ先に選せん択たく肢しとして上がる場所だ。鉢はち合あわせを想定しての行動と見て間ま違ちがいない。

「（相変わらず、あやふやな可能性の上でのゆるい作戦っぽいが……）」

　しかしそこが逆に不気味だ。少しずつ、少しずつ……自分の尻尾しつぽを掴つかまれない範囲で、策をばらまく。引っかかれば儲もうけもの、ぐらいの期待値で満足する、絶ぜつ妙みような立ち振ふる舞まい。

　今回はどういう策だ？　ここで役員が鉢合わせすることに、なんの意味が？

　……駄だ目めだ、考えても何も浮うかばない。そもそも、明確な目的あっての作戦でさえ無いかもしれないんだ。考えすぎれば、逆に泥どろ沼ぬまにはまりそうな気さえしてきた。火神のことは風見に任せることにして、俺はとりあえずこのデートに集中する。

　ふと気付けば、西園寺と水無瀬が控ひかえめに日守の様子を窺うかがっている。俺は改めて紹しよう介かいすることにした。

「えーと、二人とも。彼女が、生徒会書記……予定の、日守東子だ」

　俺の紹介に、日守は一いつ瞬しゆん酷ひどく面めん倒どうそうな顔をするも、渋々といった様子で「……どうも」と軽く会え釈しやくした。西園寺と水無瀬も会釈で返し、それぞれ簡単に自己紹介をする。一通り挨あい拶さつが終わったところで、西園寺がどこか気まずそうに切り出してきた。

「そ、それでその……鍵さん。鍵さんと日守さんは、一体ここで何を……」

「え、何って……」

　一瞬返答に詰つまる。……なんだろ。日守の説得というか、対決というか……。

「デートよ」

　俺が考えている隙すきに、日守がキッパリと断言した。西園寺が妙にショックを受けた顔をし、心なしか水無瀬も一瞬ぴくんと眉まゆを動かす。

　まずい、なんか怒おこられる気がする。そう思った俺は、慌あわてて少し言い訳。

「い、いや、デートはデートなんだけど、なんつーか、生徒会活動に顔出させるためっつう側面も強いっていうか……」

　なんとかこのニュアンスを伝えようとそんな説明をしていると、今度はなぜか日守の方が少しカチンときたご様子。

「はぁ？　アンタさっきまで超楽しそうだったじゃん。なにカッコつけてんのよ、ダッサ。他の女の前だと途と端たんにそれなわけ？　ハーレム王が聞いて呆あきれるわね」

「な、なに急にキレてんだよ。別に楽しんでないとは言ってないだろ。ああ、正直後半は大分楽しかったさ。お前もその……言うほど性格悪いヤツじゃなかったし、それにその……やっぱ美人だし」

「っ！　と、と、当然ね！　アタシの方は全然楽しくなかったけど！　まさに、どんぐりの背比べね！」

『（…………何が？　何と？）』

　相変わらず言葉のチョイスが地味におかしいヤツだった。三人して言葉の意味を推おし量はかろうと色々考え込んでしまったじゃないか。

　日守が少し頬ほおを紅あかくしてぷいっと顔を逸そらす。あまりに分かりやすいツンデレっぷりに俺の方まで妙に照れてしまっていると、その様子をジーッと見ていた水無瀬が、いつもより更さらに無感情な声で呟つぶやいた。

「順調に親交を深めているようで何よりです。ただ杉崎君にとっての目標地点が生徒会室を通り越してラブホテルになっていることだけは気になりますが……まあいいです」

「そういう言い方すんなよ！　あくまで現状は生徒会を最優先で考えてるって！」

　俺のその言葉に、今度は西園寺が引っかかる。

「現状は、ですか……。では鍵さんはその先、新生徒会のことがあらかた片付いた折には……日守さんと結ゆい納のうを済ます御予定と考えてよろしいのでしょうか？」

「よろしくねぇよ！　なんでそんな飛ひ躍やくすんだ！　あくまで俺の理想はハーレムだ！」

「なるほど、やはり杉崎君は心の接せつ触しよくの先、体の接触まで視野に入れていると……」

「だからそういう解かい釈しやくやめろよ！　極限までゲスい言い方したらそうなるかもだけど！」

「そうなるのですか……。……鍵さん……」

「なんで西園寺はそんな悲しそうな目で俺を見るかなぁ！　ああ、もう！」

　どうも今日の『あまぼっち』二人組はしつこい。こりゃ俺がいくら弁明しても駄目そうだなと、俺は日守に救きゆう援えん要よう請せいを出すことにした。

「おい日守！　お前もなんとか言ってやれよ！　そもそも俺と日守の関係はまだまだそういう段階には程遠──」

「…………」

「……日守？」

　ふと気付くと、日守がなんだか酷ひどく虚むなしそうな表情で、俺達の小こ競ぜり合いを見守っていた。その顔に俺が違い和わ感かんを抱いだいたのと同時に、彼女はどこか虚うつろな様子で西園寺と水無瀬の方に体を向ける。

「アタシは、そこのスギサキなんかには何の興味も無いわ。勿もち論ろん、生徒会に参加して更に親交を深めていこうなんて、微み塵じんも考えていない。だから安心しなさい。アンタらの大好きなそいつを……アタシは、盗とったりしないからさ」

『！』

　瞬しゆん間かん日守は、驚おどろく程に優しく……また「悲しく」微笑ほほえんでいた。

　言いたいことを言い終わると、日守はくるりと踵きびすを返し、足早にどこかへ去って行こうとする。俺は「おい、日守！」と声をかけつつ、西園寺と水無瀬の方を振ふり返った。彼女達は……なんだか複雑な表情をしていた。二人の方も気がかりで、このまま日守を追いかけていいものか迷ってしまう俺に、気付いた西園寺が拒こばむように叫さけぶ。

「彼女を追って下さい、鍵さん！」

「西園寺？」

　どこか切せつ羽ぱ詰つまったような彼女の様子に驚いていると、代わるように水無瀬が一歩前に出て喋しやべり出した。

「すいません杉崎君、私はとても軽率なことをしました」

「いや、別にそこまで……」

「いいえ。私は少し、驕おごっていました。貴方あなたのおかげで父の件や将来の件に明るい兆きざしが見えた途端、大おお袈げ裟さではなく、まるでこの世界全てがいい方向に向かっているような、そんな錯さつ覚かくを抱いてしまったのだと思います。少なくとも、今、まさに問題に直面している人に対しての気き遣づかいが、薄うすれてしまう程度には」

「水無瀬……」

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり込む水無瀬。彼女の言葉を引き取るように、西園寺も口を開く。

「わたしも、水無瀬さんと同じです。日守さんには申し訳無いことをしました」

「…………」

　西園寺はその瞳ひとみに強い意志を湛たたえていた。ふと、それは誰だれかによく似た目だと思った。

「日守東子さん……彼女がどのような問題を抱えているか、わたしには知る由よしもありません。でも一つだけ……今、鍵さんに言えることはあります」

「なんだ？」

　俺の質問に、西園寺は……こちらの目を見て、まるで何かを諭さとすように告げる。




「女性にあのような悲しい笑顔をさせたままでは、それこそハーレム王・杉崎鍵の名が廃すたるというものではありませんか？」




　その言葉を聞いた瞬間、俺は跳はねるように駆かけだしていた。二人に別れの言葉も告げられなかったが、きっと今の彼女達なら、俺がそんな悠ゆう長ちようなことをした方が怒る。

「（サンキュ、水無瀬……会長）」

　声には出さず、しかし深く深く感謝する。

　その際、西園寺のことを心の中で自然に「会長」と呼んでいたことに気付くのは、それからしばらく経たってからのことだった。




　　　　＊




　日守には割と簡単に追いつけた。元々俺から逃にげたというより、あの場から離はなれたかっただけのようだ。俺を避さけることもなく、ぼんやりと歩く日守。

「…………」

　とりあえず横に並んで歩き出したはいいものの、なんと声を掛かけていいのか分からなかった。そもそも彼女が何を思ってあんな悲しい笑顔を見せたのか、全然見当がついていないのだ。下手にフォロー入れようとして更なる追い打ちかけるのだけは勘かん弁べんだった。

　突とつ然ぜん、日守がぴたり立ち止まる。

「……観覧車」

「へ？」

　前方を見上げて呟く日守。気付けば、俺達はいつの間にか観覧車乗り場の前まで来ていた。日守はしばらくその場に無言で留とどまると、ふと何かに気付いた様子で、薄く微笑みながら提案してきた。

「そういや、元々アレに乗りにきたんだっけ」

「え？……あー」

　デート開始時の会話を思い出す。遊園地行って観覧車とか乗る。そんな発言からこのデートは始まっているのだ。

　ぽけーっと観覧車を眺ながめていると、日守が俺の手を引いた。

「丁度いいから、アレ乗って終わりにしましょ、デート」

「ん……ああ。そうだな」

　確かにもう夕方だ。帰宅の移動時間があることを考えると、暗くなる前に帰るにはそろそろ遊園地を出なければいけない。

　観覧車乗り場に人の列はなく、俺と日守はすんなりと乗り込めた。一周約十五分らしい。

　二人対角線上に座る。流石さすがに隣となり同どう士しとはいかないまでも、正面に座りたい感はあったのだが……まあ仕方無いわな。

　日守は窓まど枠わくに肘ひじをつき、ぼんやりと景色を眺めていた。差し込む夕日が彼女の銀ぎん髪ぱつを赤く染め上げる。俺はつい、風景ではなく彼女を見つめてしまっていた。視線に気付いた日守がチラッとこちらを窺うかがい、目が合ってしまう。

　一瞬、「やべ、絶対なんか言われる」と緊きん張ちようしたものの……予想に反して、日守は嘆たん息そくを漏もらしたのみだった。しかしそれはそれで、妙みように胸にグサリと来る。

　仕方無く、俺は俺で窓からの景色を楽しむことにした。今日一日遊び回った園内のアトラクションを、一つ一つ確認するように眺める。ふと、小さくではあるが西園寺と水無瀬が歩いているのが目に入った。どうやらお化け屋や敷しきに向かっているらしい。……ああ、ぎゃあぎゃあ騒さわいでトラブルに巻き込まれまくる西園寺と、それを無表情で淡たん々たんといなす水無瀬という展開が目に浮うかぶようだ……。

「……なにニヤついてんの？　気持ち悪い」

　気付けば日守がちょっと引いた様子でこちらを見ていた。俺は「いやさ」と応じる。

「外見てたら西園寺と水無瀬が居てさ。あいつらの珍道中面白そうだなって……」

「ふーん。……意外と仲いいのね、今の生徒会も」

「ん？　まあまだぎこちなさはあるけど……俺は大好きだぜ、あいつら」

　言いながら、いよいよお化け屋敷に入場していく二人を微笑ましく見守る。

　日守は、「そう」と、さっきと同じ悲しそうな笑みを浮かべ……続ける。




「だったら尚なお更さら、アタシは生徒会に参加すべきじゃない」




「…………」

　言っている意味は分からなかったが、それが彼女のいつもの自己中発言とは全く別種のものだということだけは分かる。俺なりにその言葉を真しん摯しに受け止めようと試みるも……しかし、やはり納得なんていくはずもない。

「どんな事情があるか知らんが、そんな言葉だけじゃ俺は絶対諦あきらめない」

「でしょうね。予想はしていたわ。まったく、メンドーなヤツ」

　そう言いながらも、日守は少し笑っていた。俺も微笑み返す。しかし、彼女はすぐに表情を引き締しめると、俺の目を見つめて口を開いた。

「アタシの姿は、他人の心をかき乱しすぎんのよ」

　一いつ瞬しゆん、いつもの自信満々発言かなと思ったものの、そうではなさそうだった。

　日守は具体的な説明を始める。

「アンタ、今日、『素す』のアタシとデートして、どうだった？」

「え？…………正直、超ちよう楽しかったけど」

　少し照れて頬をぽりぽり掻かきながら言うと、日守も何故か頬を紅くして、少しテンパッた様子で「そうじゃなくて！」と否定してくる。

「周りの視線とか……そういうのよ」

「ん？　ああ……そりゃお前美人だから、凄すげぇ目立ってるな、とは思ったよ」

「それだけ？」

「ん？」

　正直、日守が何を言わせたいのかがサッパリ分からない。俺がキョトンとしてしまっていると、日守は少し諦めた様子で「まあいいわ、話を変えましょう」と切り出してきた。

　そうして、ホントに全く別の話に切り替かえてくる。

「アタシって、昔からとにかく周囲にチヤホヤされて育ったのよね」

「だろうな」

「おいコラなんで即そく納得なんだよテメェああん？」

　絡からまれてしまった。面めん倒どうな奴やつだ。どう考えたって甘やかされまくって育ったの丸わかりな人格形成じゃねえかよ……。

「まあいいわ。実際アタシの美び貌ぼうを以もつてすれば可愛がられて当然よね。小学校の頃ころから、男共は勿論、アタシのお零こぼれに与あずかりたい女もワラワラ寄ってきたわ」

「……あそう」

「まったく、どいつもこいつも愚おろかよね。あたしは小学二年生にして既すでに悟さとっていたわ、『世の中ビジュアルだ』と。見てくれがいいってのは、それだけで、富も名めい誉よも汚お名めいも手に入れられる、最強の武器なのだと！」

　そうか、汚名も手に入るか。どうせいつもの言葉間ま違ちがいだろうけど、なんか真理だな。ツッコミづれぇわ。

　日守は陶とう酔すいしきった様子ではふぅと溜ため息いきを吐つく。

「アタシって……罪よね」

「あっれー、おかしいなー、過去話って大たい概がいちょっともの悲しい良エピソードなのに、お前の話聞いてるとなぜだかグングン好感度下がってくわ」

「でもアンタ、それでも依い然ぜんとしてアタシのこと好きでしょ？」

「え、ええー」

　なんかド直球でえらい質問された。日守はニヤッと口の端はしを歪ゆがませる。

「アタシの見てくれが、最高にいいから。多少の性格の悪さまで、可愛く思えるでしょ？」

「…………」

　その問いに、俺は思わず黙だまり込んでしまった。それは……ハーレム王を目指す俺は勿もち論ろん、男……いや人がずっと抱かかえる問題だから。容姿と中身の評価の、バランス。

「って、誰が性格悪いよ、誰が！」

「なに自分でノリツッコミしてんの!?」

　レベル高たけぇなおい！　そういう意味じゃ物もの凄すごく生徒会役員の資質あるわ！

　日守はこほんと咳せき払ばらいして、仕切り直す。

「別にね、いいのよ、それはそれで。そりゃ一時期は『外見じゃなくて、中身を見て！』的なありがちな悩なやみも持ったけど……本当に一瞬だったわね。だって、無理だもの、そんなの。外見と中身は切っても切り離せない。極きよく端たんな例ではあるけど、たとえばアタシはこの容姿に生まれて、ちやほやされて育った結果、この中身になったわけでしょ」

「……まあな」

「要は解かい離り性同一性障害ってやつよ」

「なんとなくで難しい言葉を使いたがるのはやめろ」

　二重人格は今全く関係無いどころか、ある意味対極の話だぞおい。

　しかし確かに、日守の外見と中身の因果関係は、分けて考えられるものじゃない。

　彼女は窓から夕陽を眺め……なぜか心底疲つかれた様子で、嘆息した。

「でもね、そうは分かっていても、虚むなしいことだらけよ。外見だけに大きな比重を置かれて、人が寄って来るっていうのは。小学四～五年生ぐらいの頃からかな。アタシは発育も良かったから、『そういう目』で見だす輩やからも増えだしたし。今思えば当然のことなんだけど、やっぱり相応に辟へき易えきはしたわよね、そりゃ」

「…………」

「それと同じくらいからかな、アタシの周りで小こ競ぜり合いが多くなったのは。分かりやすいので言えば、アタシのことを好きな男子同士の喧けん嘩か。ドン引きするレベルのを先に言っちゃうと、クラスメイトのお父さんが親子参加のレクリエーション中にアタシの下着盗とう撮さつしようとして御ご用よう。その家族は引ひっ越こしてったわ」

「マジッスか……」

　ホントにドン引きエピソードだった。日守は「まあそれはアタシの人生でも一番アレな部類だけどね」とケラケラ笑っていた。……笑えねぇって。

「で、話を戻もどすけどさ。今日アタシとデートしていて、どうだった？」

「だから、どうだったって…………あ」

　ふと、カップルが日守の件でちょっとした小競り合いをしていたのを思い出した。別に深刻な喧嘩ではなかったけど……。

「思い当たるフシがあるでしょ？　そういうことよ」

　それだけ言って、説明は終えたとばかりに黙る日守。俺はしばしぽかーんとした後……慌あわてて、反論を試みた。

「いや……そりゃ確かにカップルが揉もめてたり、ナンパされたりとかあったけどさ。お前、そんなのイチイチ気にしてたら、キリ無いっつうか……。んなもん、日守の責任じゃないだろう。なんで普ふ段だんテキトーなお前が、そこだけ責任感強つえぇんだよ」

　当然の疑問に、日守は深く嘆息し、極きわめて苦々しい表情を見せた。

「……自分の大切な人まで傷付けたら、流石のアタシでも責任感じるっつうの……」

「え」

「だからぁ」

　苛いら立だった様子の日守が、吐き捨すてるように告げる。




「義妹いもうと傷付けたアンタと同じ。大切に思っている人をこそ、傷付けんのよ、アタシは」




「…………」

　日守の表情は、今まで見たことない程険けわしかった。窓際に肘をつき、睨にらみ付けるように夕陽を眺めている。……俺と同じように多くを語る気は無いのか、彼女は話の大事な骨こつ子しのみを語り始めた。

「こんなアタシにだってね、親友の一人ぐらい居たわよ。その子も、アタシのことを綺き麗れいだ綺麗だって言う子だった。特にこの髪かみのことなんて物凄く気に入ってくれていてね。だけど他と違ちがうのは、本当に何の嫉しつ妬とも羨せん望ぼうも無い無む垢くな憧あこがれの瞳ひとみを、いっつもアタシに向けてくれるとこなの。ホントにいい子だった。凄すごくいい子だった」

　そんなことを語る日守の目は、とても優しげで。

「彼女は好きなものが多い子だったわ。ひねくれたアタシなんかと違って、色々な物の良い部分を見付けることが得意というか、良いところしか見ないような、少し危なっかしいところもある子だった。だからこそ、アタシが傍そばに居てやらなきゃ、なんて思ってた」

　思わず、知弦さんと会長の関係を連想する。

「でも、それが間違いだった」

「…………」

「彼女はよく恋こいをしたわ。だけどその恋した男は全員、あたしに夢中だった。酷ひどい時は、彼女を足がかりに私に近付こうとして、その過程で激しく彼女を傷付けた」

「…………」

「彼女は女優になるのが夢だったわ。二人で街を歩くときは毎回のようにスカウトに声をかけられ、彼女は毎回喜んだけど……毎回、スカウトの目的はアタシでしかなかった」

「…………」

「彼女は兄が好きだったわ。あくまで兄妹きようだいとしてよ？　それでも普ふ通つうの兄妹の何倍も、彼女はお兄さんを愛していた。そしてその兄は……もう予想つくと思うけど、アタシに惚ほれていた。それだけなら良かったけど、ある時期から度を越してアタシを愛し始めた。昼夜問わず電話し、メールし、行く先々で待まち伏ぶせし、家に押しかけ、果ては妹を使った卑ひ劣れつな手段まで用いて、アタシの気を自分に向けさせようとしだした。

　そこで事態が周囲にバレ、彼女の両親はお兄さんと絶ぜつ縁えんした。流石さすがにそれからストーキング行こう為いは無くなったけど、お兄さんは家を離はなれたきり、今もどこに居るか分からないわ」

「…………」

「その頃……中学三年に上がったぐらいからかしらね、アタシが、彼女と……いえ、他人と距きよ離りを取り始めたのは。結局一人で居るのが一番平へい穏おんだと、悟ったのは」

　何も、言えなかった。俺と同じ……と日守はさっき言ったけど、とんでもない。俺なんかより、ずっと悲ひ惨さんな状じよう況きようだった。

　日守はそこで、夕陽から目を逸そらし、俺の方に向き直る。

「どう、分かってくれたかしら？　アタシは……中学時代の知り合いがほぼ居ない碧陽じゃこれからも自分と周囲の平穏のために姿を偽いつわり続けるし、生徒会で仲良しごっこする気も無い。それがアタシにとって、そしてアンタ達にとっても、一番いいのよ。ほら、アタシにはアタシのハーレムだってあるわけだしぃ？」

「……ゲームん中の話だろ、それ」

「最近の乙女おとめゲーの充実ぶりなめんじゃないっつーの」

　冗じよう談だんめかして言いつつ、またも悲しい笑顔を見せる日守。

　観覧車は、丁度頂上まで来ていた。

「…………」

　彼女から聞いた話を飲み込み、自分の中で整理をつける。大切な人を傷付けた後こう悔かい、だからこその離れる選せん択たく……。全部が全部、俺の胸に痛いほど響ひびく。

　日守が俺に軽く敵意のようなものを抱いだいていた理由も、「生徒会の一存」を読み返してから俺を唐とう突とつにデートに誘さそってきた理由も、西園寺と水無瀬が嫉妬のようなものを見せた際に少し過か剰じよう反応気味にその場を離れた理由も、何もかもが理解出来た。

　俺以上に彼女の気持ちが分かるヤツは、そうそう居ないんじゃないかなとさえ思う。相手を大切に思っていればいるほど、どうしていいか分からない。そんなジレンマ。

　だけど。

　それでも。

　やはり納得は、出来ない。

「……その髪」

「え？」

　今度は、俺の方から話題を切り出してやった。

「その髪さ、ハーフのおばあちゃん譲ゆずりなんだってな。隔かく世せい遺伝……って言うんだっけ」

「そうだけど……アンタなんでそんなこと知ってるわけ？」

「昨日スーパーで偶ぐう然ぜんばったり会った詩織さんから聞いた」

「ちょ──それホントに偶然なんでしょうね!?」

　人聞きの悪い。偶然は偶然だ。デートするにあたって日守の情報欲ほしいなと思い、色々動く中でなんとなく日守の家の近くに行った際、詩織さんの後ろ姿を見つけて、その……スーパーまで尾び行こうして偶然を装って声をかけはしたが、一応、詩織さんを見つけたの自体は偶然っちゃ偶然だ。セーフだよな？

　俺は咳払いして話を続ける。

「お前、おばあちゃん子だったんだってな。意外だわ」

「う、うるさいわね。なによ、悪い!?」

　明らかに狼ろう狽ばいして視線を逸らす日守。……意外と可愛いヤツだな。

「いや、全然？　むしろ俺の中で好感度超ちよう高ぇよ、おばあちゃん子」

「ふ、ふん！　アンタからの好感度高くても何の得もないわよ！　針のむしろよ！」

「いやだから、また微び妙みように言葉のチョイスを誤って……」

「う、うっさいわねぇ、いちいち！」

　ツンツンする日守。こいつはホントアレだな……分かっててやってんのかと思うほど、典型的だな。ちょっと感心するわ。

　俺は話を元に戻す。

「でさ、これは詩織さんから聞いたわけじゃなくて、俺の勝手な推理なんだけど……」

「なによ。あんたみたいな鳥頭が推理とか、似合わないことしてんじゃな──」

「お前が昨日言ってた『テレビの中含ふくめて、自分より美しい人間は一人しか見たことないわ』ってヤツ。あれ、おばあさんのことだろ？」

「…………」

　日守は、悔くやしそうな、でもどこか嬉うれしそうな、とても複雑そうな表情をしていた。すぐに俺から視線を逸らし、小さくぽつりと「……そうよ」と応じる。

「……おばあちゃん、ホントに綺麗だったんだから。アタシみたいなギラギラした銀ぎん髪ぱつじゃなくてさ、もっと上品で……。それにいつもアタシに優しく笑ってくれていて、アタシの髪を凄く綺麗だって言いながら梳すいてくれて。

　部屋の中なんかいつ行ってもピカピカで、寝ね起おきだって凜りんとしていて、親しん戚せきの皆みんなからもいつも頼たよられていて……とにかく凄く凄く最高のおばあちゃんなんだから」

　語っている途と中ちゆうから日守は少し興奮した様子を見せ、最後には口元に笑みさえ浮うかべていた。……本当に、おばあさんが好きだったんだなと分かる、そんな表情だった。だからこそ……既すでに亡くなっているのが残念でならない。詩織さんから聞いたことだ。ちなみに、おばあさんが亡くなったのは、日守が中学三年生の頃ころだったらしい。さっきの話と照らすと、丁度親友関連の問題に直面していた時だ。……彼女が心を閉ざすのも、無理は無い状況だった。

　俺はあくまでその辺には触ふれず、おばあさん譲りの髪の件に話を戻す。

「ずっとさ、違い和わ感かんあって。お前の銀髪……綺麗なまま長いことにさ」

「は？　なに急に。短たん髪ぱつの方が似合うよって、そういう落とし方に持ってくつもり──」

「いやそもそも、カツラ被かぶったりするぐらいなら、切ったり染めたりする方が随ずい分ぶん楽じゃねーか？　その銀髪が原因で辛つらい目にあうっつーならさ」

「…………」

「お前が美人なのはそれでも変わらないけどさ。でも、銀髪じゃないだけで大分注目指数は下がるだろ。事実、碧陽じゃカツラとマスクである意味大成功してるわけだし」

「……それが、なに？」

「いやさ、俺、つい少し前まで、お前がその髪や容姿を忌いみ嫌きらっていて、それがお前の抱かかえる問題だと思ってたんだけどさ。実際は……違うんだろう？　違うっつうか、逆かな」

「逆って……何がよ」

　訊たずねてくる日守に、俺は……確信を持って、答える。




「ホントは、誇ほこり、持ってんだよな。その、おばあちゃん譲りの美しい銀髪に」




「…………っ！」

「だから、どんな目にあっても、ばっさり切ったり染めることはしない」

「…………」

「そして、誇っているからこそ、許せないし、耐たえられないんだろう？　それが原因で様々な問題が起きることが」

「……………………そうよ」

　ぽつりと、掠かすれた声で認める日守。観覧車は頂上から徐じよ々じよに地上へと降りていく。

「アタシは、この髪が好き。元々自分の事が大好きだけど、中でもこの髪は……特別なの。だけどそんなワガママで……アタシは、親友が深刻な被ひ害がいを受けるまで、ちゃんと対処しなかった！　最低な女なのよ！　今いま更さらカツラ被ってマスクしたって、本当は遅おそいのよ……」

　自じ嘲ちようするように告げる日守。だけど俺は、それは違うと思っていた。

「それは、むしろお前が優しいことの証明だろ」

「は？　アタシが優しい？　はんっ、なに馬ば鹿かなこと言って──」

「だって、おばあさんと親友、その大事な二人が二人とも、お前の髪を褒ほめてたんだろ？　だからこそ、お前はたとえそれで自分が苦しめられても、手を加えることをしなかった。凄ぇ立派な強さ、そして優しさじゃねぇか」

「……っ！」

　それは、昔の俺には無かった強さだ。義妹いもうとや飛鳥が好きでいてくれた俺を、俺は、一度手放した。弱かったから。だけど日守は……そうじゃない。心から尊敬に値する。

「親友から離れた件だってそうだ。お前の話を聞く限りさ、それって結局……その親友からじゃなくて、お前の方から離れたんじゃん。傷付けるのがイヤだからって。それってさ、やり方はさておき……優しすぎることの証しよう拠こもいいとこじゃねえか」

「っ！　うるさいうるさいうるさいっ！」

　突とつ然ぜん、日守は感情的に頭を振ふって叫さけびだした。こんな時でも、夕陽を浴びてキラキラと輝かがやく銀髪は美しい。

「だからなんなのよっ！　やめてよ！　アタシの心に意味も無くズカズカ踏ふみ入ってこないでよ！　アタシはアンタのそういうのが嫌いなのよ！」

「…………」

　日守は今までで一番敵意に満ちた瞳ひとみで、俺を睨にらみ付けてくる。

「なんでアンタは中学時代に義妹傷付けておきながら今そうやってヘラヘラしてられんのよ！　ふざけんじゃないわよ！　アンタだけじゃない！　アタシはずっとずっと、去年一年間ずっと……アンタ達、生徒会役員が嫌いだった！　憎にくくてたまらなかった！」

「…………」

「過ちを犯しながらも反省せずにハーレムとかぬかしているアンタは勿もち論ろん！

　何も考えてないクセに皆から愛される桜さくら野のくりむも！

　あたしと近い境きよう遇ぐうにありながら上手いこと人の輪の中に収まってやがる紅あか葉ば知弦も！

　外見だけじゃなく中身も良ければいい青春は送れるんだって、イチイチ見せつけてくるような椎しい名な深夏も！

　アタシと同じ様に他人拒きよ絶ぜつしてたクセに、生徒会やクラスという『環かん境きように恵めぐまれた』ってだけで、友情も恋こいも何もかも手に入れてきた椎名真冬も！

　全員が全員……気に食わなくて仕方無かった！　そんなヤツらが和わ気き藹あい々あいとしているだけの生徒会なんて、ホント反へ吐どが出るわ！

　そんなアタシが、新生徒会役員ですって？　ハハッ、どんな皮肉よ！　なんの罰ばつゲームよこれ！　冗談じゃない！　冗談じゃないわ！

　ほら、これがアンタが聞きたがってた、アタシの真の本ほん音ねってヤツよ！　心の内の内ってヤツよ！　分かった!?　分かったらもう、アタシには構わないで！　アタシはホントに、ホントに、アンタ達の事が嫌いで嫌いで仕方無──」

「嘘うそだな」

　彼女の言葉をぶつ切りにするかの様に、俺はハッキリと告げる。

　日守は明らかに狼狽していた。

「!?　な、なによ。何が嘘だって……なにも嘘なんて……」

「ああ、まあ、それも本音っちゃ本音なんだろうさ。悪いな、俺達のせいで苛いら立だたせて。でもさ、苛立つのと嫌うのはまたちょっと別だろ？」

「な、なに言って……。あたしは、生徒会のことが心の底から嫌いで──」

「だから、それが嘘だって」

「だから何がよ！　ああ、もう、わけわかんない！　アンタさっきから、一体なんの根こん拠きよがあってそんなことを──」

　そんな疑問を遮さえぎる様に。俺は、ハッキリと、その情報を……秋峰から聞き出したある情報を、提示してやった。




「だって、お前が去年唯ゆい一いつカツラとマスクを外した日っつうのは……あの卒業式の日、だったんだろ？」




「っ！………………！」

　これには流石さすがにすぐ反論が思いつかなかったらしく、押おし黙だまる日守。俺は続けた。

「お前がそのカツラとマスクを外して本来の姿を人前にさらすリスクってヤツぁ、事情を聞いた今となっちゃ俺でも充じゆう分ぶん理解出来る。でも、だからこそ、解げせない。なんでそんな人間が、今年度は最初から美少女だってバレてしまい、あまつさえ人気投票で二位にまで食い込むなんつう大失態を犯したのか」

「…………」

「風見から去年の一時期に半日程マスクを外していたって話は聞いていたけど、俺はそれをなんとなく、ちょっとしたアクシデントかなんかで外さざるを得ない時があったんだろうなって思ってた。お前と同じクラスの、秋峰から話を聞くまでは」

「アキミネ……そんなの居たっけ？」

　なんか悲しいこと言われてた。秋峰……確かに若干影かげ薄うすいけどさ！　そこは覚えてやっておいてくれよ！

「とにかく卒業式の日、お前はマスクとカツラを外した。それは多分……アクシデントとかじゃない、よな？」

「…………」

「お前はあの日、あの卒業式に対して……少なくともこう思ってくれたんだろ？　『カツラやマスクをつけたまま参加していい場じゃない』って」

「…………」

「そういう態度で卒業式に臨のぞんでくれた誠実さってさ……やっぱ、お前なりに、この碧陽学園を愛してくれている証拠なんじゃねえの？　勿論、俺達生徒会もひっくるめてさ」

「…………知らないわよ」

　ぽつりと応じる日守。観覧車が地上に迫せまる中、彼女は、本当に自分でも戸と惑まどっているような瞳で、答えた。

「今でも後こう悔かいしてるわ、なんであんなことしたのかって。最初はカツラとマスクちゃんとつけてたのに。……紅葉知弦が挨あい拶さつしだしたあたりからかしらね、気付けば、二つとも取り払はらって、膝ひざの上に置いていた」

「……そっか」

「でもまさかそんなに見られてるなんて、思わなかった。一生の不覚よ」

　本当に悔くやしそうに言う日守。俺はなんだかそれが可お笑かしくて、つい笑い出してしまった。

　日守が、頬ほおを紅くして抗こう議ぎしてくる。

「笑うな！　なによ！　仕方無いじゃない！　アタシの意志じゃないわ！　不ふ可か抗こう力りよくよ風林火山よ青あお息いき吐と息いきよ！　気付いたら取っちゃってたのよ！　アタシは変わらず生徒会が嫌いなんだからね！」

　なんてツンデレ気質！　四文字熟語の誤用乱発も含ふくめゲラゲラと笑う俺に、日守は「ぐぬぬ……」と唸うなり始める。

　ひとしきり笑い終わった後、俺は一番大事な言葉を、サラッと切り出した。

「なぁ、生徒会来いよ、日守。カツラもマスクも外してさ」

「はぁ!?」

　信じられないものでも見るかのように目をひん剥むいて、日守が抗議してくる。

「アンタ何言ってるわけ？　この流れで、どうしてそうなんのよ！　むしろたった今、決定的な溝みぞが露ろ呈ていしたところじゃない！」

「なんでだよ？　お前、つまりはさ、去年一年俺達が羨うらやましかったわけだろ？」

「な──」

「だったら、今年は生徒会役員に選ばれたんだから、来ればいいじゃないか。な？　単純な話だろ」

「な──な……なんでよ！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！」

　酷ひどい剣けん幕まくで否定された。それでも俺は説得をやめない。

「少なくとも、カツラとマスクして黙もく々もくと過ごし続けるよりは、得るものあると思うぜ、新生徒会への参加」

「何が得るものよ！　聞いてなかったの!?　アタシが姿晒さらしたら、むしろ失うものの方が多いんだっつうの！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、なんとかなるって、俺がいるんだし」

「なんだその雑な説得！」

「俺と一いつ緒しよにいればさ、失うものなんて……せいぜい処女ぐらいだって！」

「物もの凄すごいもん喪そう失しつさせられてんじゃん！　今までのアタシの人生で最も被害大きいんだけどそれ！　絶対行くもんか生徒会！」

　いかん、なんか余計頑かたくなになってしまった。何がいけなかったんだ。

　むむむと考え込んでいると、気が抜ぬけたらしい日守が、気け怠だるそうに背もたれに背を預けつつ言ってきた。

「……もういいわよ。……その…………。あ、あ、ありがとね。実際凄い迷めい惑わくだったけど、こんな風に自分の全部話したのは初めてだったから、正直ちょっとスッキリはしたわ」

　どこか憑つき物の落ちたような顔で語る日守。しかし……。

「でも、ごめん、生徒会にはやっぱ出る気にならない。確かに……うん、アタシは、アンタ達に憧あこがれてる側面もあった。認めるよ。羨ましかった。それに今年の生徒会も、今日会った二人なんか、凄く良い子達なのが一目で分かった」

「だったら……」

「だからこそ余計に、それをアタシが壊こわしたくない。……怖こわい」

　日守の声は、意外なことに、震ふるえていた。顔は窓の方にしっかりと向けてしまっていて見えない。もう殆ほとんど地上だから、景色なんて大したもんでもないだろうに……。

「今日も見たでしょ。嫉しつ妬と……と言っていいのか分からないけど、アンタと彼女達揉もめたじゃん。あれはまだ可愛いもんだけど……中学時代のアタシの周りって、常にアレの酷いのが繰くり返されていた。勝手に好かれて、勝手に嫉妬されて、勝手に恨うらまれて、勝手に不幸になられて。……正直、重いのよ、そういうの。痛いの。勘かん弁べんして欲しいの。

　なにより……おばあちゃんがくれたこの素敵な髪かみで、顔で、体で……そんなみじめな結果しか得られていない自分が、アタシはたまらなく悔しい。泣きたくなる」

「…………」

「だったらアタシはさ、それこそゲームやアニメの中みたいな、楽しい世界だけを見ていたい。美男美女がキャッキャウフフしてたって、誰だれも傷つかない世界。たとえ傷ついたって、最後は結局ハッピーエンドで終われる世界。そこに埋まい没ぼつしていたい。逃とう避ひだなんて言われるまでもなく分かってるけど、それが今のアタシの精せい一いつ杯ぱい。だから……ごめん」

「…………」

　驚おどろく程、思考回路が昔の俺に似たヤツだと思った。そっか……俺とコイツが妙みように反目しあっちまったのは……結局のところ、同族嫌けん悪おか。

　黙り込む俺に、日守は乾いた笑いを漏もらす。

「はは……しょうがないよね。解決法無いじゃん、こんなの。あ、髪染めたり、顔いじったりは出来るか。でも……そんなの、イヤだ。絶対イヤだ。でもそこを譲ゆずらないっつうなら、学校生活は、諦あきらめるほかない。何も失わないで全部手に入れようなんて、虫が良すぎるのよ。ほら、昔から言うじゃない？　なんだっけ。ああ、そうそう、『ニートを追う者、インドアもやむを得ず』って」

「うん言わない」

　一度コイツの脳のう味み噌そを開いて見てみたい。私見だが、恐おそらく前会長より壊かい滅めつ的なんじゃなかろうか。変にプライドある分、絶対タチが悪い。

　彼女は自分のアホ発言にも気付かず、相変わらずセンチメンタルなノリを続けていた。

「ホント……どうしようも無いのよ。好かれて、嫉妬されて、恨まれて……壊れて。アタシの美って、他の生徒会のヤツらとは性質が違ちがう。攻こう撃げき的なのよ。奪うばうことしか出来ない。今年はアンタから票数奪ったようにね。普ふ通つうに受け入れてなんて、貰もらえない。根本的な解決なんて、一生無いんだ」

　まるで少し前の西園寺だな、と思った。彼女の場合と問題の性質は大分違うが……やっぱり似ている。

　二人とも、優しくて、強いからこそ……悲しい。

「お疲つかれ様さまでしたー」

　気付くと、観覧車の扉とびらが開いて係員さんが退出を促うながしていた。いつの間にやら地上についてしまっていたらしい。

　ボックスから出ると、観覧車の前には列が出来始めていた。夕焼けや夜景を見るためにか、多くのカップルが並びだしている。

　改めて気にして見てみると、女性も含め、その場のほぼ全員が日守に注目していた。そうして、全員が全員では当然無いが、何組かはさっきのカップルのように揉め始める。それはもう見事に。男の方が、注意されても視線を離はなせない、というのが問題らしかった。通常なら軽い応おう酬しゆうで済むであろうところが、流石にちょっと険悪になるようだ。

「…………」

　日守が、その光景をどこか諦めた様子で見守る。

　そうして、まるで俺に「ほらね」と言わんばかりの顔を向けてきた。

　──瞬しゆん間かん。俺は。頭で考えるよりも先に。

　大声で、喚わめき出していた。




「おうおうおう、やっぱり俺の嫁よめは世界一可愛いなぁ！」




「な──!?」

　戸惑う日守、ざわつく群衆に構わず、俺はガッと日守の肩かたを抱だき、出口の方に歩き出しながら更さらに続ける。

「ほら見てみろよ、みんなお前にデレデレだぜ！　やっぱ可愛いからなぁ、お前は！　当然だな！　いやぁそんな嫁を持って、俺はホント幸せもんだなぁ！　あっはっは！」

「ちょ──誰が嫁よ、誰が！　離しなさいよ！」

　日守が顔を真っ赤にして離れようとするも、俺はそれを強引に抱き寄よせてはのろけまくる。結局観覧車乗り場から見えなくなるまで、そんな行動を続けた。

　ある程度離れたところで声をあげるのをやめ、日守の肩を放すと、彼女は俺を突つき飛ばすように身を離し、呂ろ律れつの回らない様子で叫さけんできた。

「な、な、な、何考えてんのよアンタは！　信じらんない！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！　サイテー！　どこのエロオヤジだよ！」

「おう、悪かったな、急に。……正直俺も大分恥はずかしかった」

　俺も顔を真っ赤にして言う。やべぇ、ほっぺで湯が沸わかせそうだ。ハズい、超ちようハズい！

　俺のそんな様子に、当然日守は呆あきれていた。

「はぁぁぁ!?　意味分かんない！　なにアンタ！　進○の巨きよ人じんで言うところの奇き行こう種なの!?　自分も恥ずかしいなら、なんだってあんなことを──」

「でもおかげで、あの場のカップルの揉め事、いくつか収まってたぜ？」

「──は？」

　ぽかんとする日守に、俺はまだ熱いほっぺを手で扇あおぎながら、続ける。

「だから、俺達のウザいイチャつきっぷりに、最後はすっかり矛ほこ先さきが変わってたっつうか、『あのカップル、マジでキツイわぁー』みたいになってたっつうか」

「な……何がしたいのよアンタは！」

「何がしたいって……」

　日守の妙な質問に、俺は堂々と答えてやった。

「だからさ、お前の抱かかえている問題の解決方法、その壱いち。バカップル戦法だよ」

「──はい？」

　唖あ然ぜんとする日守に、俺は笑顔で説明を開始する。

「他にもあるぞ！　『日守デレデレ、もうスギサキ以外目に入らない！』戦法とか、『いざもっと深いインドアの世界へ！　本格的にリアルがどうでもよくなる！』戦法とか、一番オススメなのは、『ようこそ快楽の世界へ！　ああん、アタシもう気持ち良すぎて何も考えられない！』戦法なんだが……」

「基本的に全部アタシ洗脳されてんじゃん！　ってか、そうじゃなくて、アンタそれって……」

　説明を求める日守に、俺は……前会長のように胸を張って、自信満々に宣言する。

「お前の抱える問題と、今日からは俺も戦ってやるよ」

「え……」

　日守は茫ぼう然ぜんとしていた。まるでそんな発想が無かったかのように。その表情を見て、ふと俺は、自分が一年の頃ころ……水無瀬との成績争いにおいて、クラスメイトが手を差さし伸のべてくれた時のことを思い出していた。今度は俺の番だ。

「任せとけって。俺は今日、お前に惚ほれちまったからな。惚れた女のためならなんでもするってのが、俺、杉崎鍵の信条だ」

「は……ホント、呆れる軟なん派ぱっぷりだわね」

　日守は俺を訝いぶかしむ様に睨にらむと、試すように訊たずねてくる。

「じゃあ……そうね。もしアタシに嫉妬する人間が居たら？」

「俺が道どう化けになってそいつを笑わせてやるよ」

「もし、アタシの美び貌ぼうで傷付く人間がいたら？」

「俺がそいつの失ったものを全力で取り返してきてやる」

「もし、アタシを狙ねらう輩やからが現われたら？」

「当然俺が盾たてになってやるさ」

　そう答えた瞬間だった。日守はなぜかさっと表情を曇くもらせ……そうして、拳こぶしを握にぎり込み、震える声で訊ねてくる。

「もし……もし、アタシなんかに惚れて、家族ごと人生狂くるってしまうヤツが居たら？」

　それは、例の親友の兄のことだろうか。そして……。

　俺はしかし、キッパリとその問いにも答える。

「んなもんは、そいつの責任だ。お前は何も考えなくていいし、何も思わなくていい」

　俺のその回答に、日守は明らかに失望の表情を浮うかべていた。

「話にならないわね。何？　アンタは、アタシに嫉妬するヤツは助けてくれるのに、アタシに好意を持ってくれる人間のことは見捨てるわけ？　はは……なにそれ。なるほど、結局アンタも、アタシを独どく占せんしたいだけの欲よく望ぼうにまみれた男なわけね。よぉく分かった」

「ああ」

　俺はあっさり認める。そうして──そのまま、笑顔で、言葉を続けた。




「だから、俺がお前のために何を犠ぎ牲せいにしようと、お前は何も気にしなくていい」




「っ」

「どうだ？　全然悪い話じゃないだろ？」

　俺の言葉に日守はしばし惚ほうけ……しかし、次の瞬間には乾いた笑いを浮かべていた。

　そうして、今度はどこか優しい目で俺を見つめて……キッパリと否定してきた。

「悪い話よ。サイアクもサイアク。ホント。まったく。バカじゃないの……バッカじゃないの……」

「…………」

　お互たがいしばし見つめ合った後。ふと、日守は視線を逸そらして、「あーあ！」と大声を上げて話を変える。

「戦力がアンタだけじゃ話にならないっつーの、アタシの美貌なめんなよ」

　そんなことを言って夕陽を背に笑う日守は、確かに、圧あつ倒とう的てきに綺き麗れいで。

　しかし俺はそれでも引かなかった。

「いや、俺だけじゃないさ。きっと、新生徒会の皆みんなも、一いつ緒しよに悩なやんでくれる。一緒に、戦ってくれる。お前だけじゃ解決出来ないことも、皆と一緒なら解決出来る！…………かもしれない」

　西園寺、水無瀬、火神という面子メンツを思い浮かべた途と端たん色々自信なくして、妙に尻しりすぼみな言い方になってしまった。

　日守が露ろ骨こつに呆れた顔を見せる。

「あのねぇ、『かもしれない』って、あんたそんな──」

　俺は慌あわてて、何か言いかける日守を手で制した。

「あ、あー、その、結局解決、してやれないかもしれないな……うん」

「おい」

「でもまあ……一つだけ約束出来ることは、あるかな」

「なによ」

　俺は満面の笑みを、日守に向ける。

「きっと皆で悩んだ方が、今の百億倍は楽しいぜ」

「楽しいって……あんた……」

「さっきのバカップル戦法とか、楽しくなかったか？」

「楽しくないわよ！　あんなの恥ずかしかっただけで、全然──」

「でも、あのまま俯うつむいて去るよりは、今、全然マシな気分だろ？」

「それは……そう、だけど」

　日守の瞳ひとみの中に動どう揺ようが見える。俺は畳たたみかけるように続けた。

「誰だれにも何の影えい響きようも与あたえず生きることなんて、たとえお前じゃなくたって難しいよ。だけど……誰かに頼たよった分、今度は自分が誰かを助けてやるっつう生き方なら、さほど難しくないと、俺は思う」

　碧陽に入ってからの俺が、そうあろうとしたように。

「……アタシが……誰かを助ける……？」

「そ。んで、それを行うに当たっては絶好の場所だと思うぜ、生徒会」

「…………」

　ちょっと強引な勧かん誘ゆうだったか？　でもこれは俺の偽いつわらざる本ほん音ねだ。

　そして本音ついでに……俺はもう一つ、日守に大事なことを言っておくことにする。

「それで、俺としてもだな、その……お前にはやっぱ生徒会来てほしいっつうか」

「それは……この容姿だから？」

　縋すがるような瞳で俺を見つめる日守。ここは……本当なら「容姿なんて関係無い、お前の中身こそが重要なんだ」って言ってあげるべき場面なんだろうな。実際、彼女自身もそれを望んでいるのだろう。それでこの説得は完かん璧ぺきなカタチになるのかもしれない。日守も、納得して生徒会に来てくれるのかもしれない。

　だけど……俺は、やっぱ、そういう男では、ないから。

「……わりぃ。俺も男だし、お前の容姿を全く意識しないで中身だけ評価する、なんてこたぁしてやれねぇよ。ガッカリさせたなら、すまない。けど……そんな俺でも、もし一つだけ……一つだけ、言わせて貰もらえるならさ」

「…………」

　俺は少し照れながらも、真しん剣けんな眼まな差ざしで、彼女を見つめる。




「日守東子。髪かみも顔も体も中身も全部ひっくるめて、俺、お前のこと、大好きだぜ」




「っ！」

　彼女は照れるでも拒きよ絶ぜつするでもなく、ただ、驚おどろいた様子で俺を──いや「俺の方」を、見つめていた。

　……彼女は俺の言葉に、誰を見たのだろう。おばあさんだろうか、親友だろうか。

　俺にそれを推おし量はかる術すべは無いし、知ったところで意味はない。俺は俺だ。誰の意思を代弁したつもりもない。

　だからこそ、俺は、俺として……生徒会副会長・杉崎鍵としての要望を、今一度、彼女に突きつける。

「だから日守。一緒に生徒会、やってくれたら、嬉うれしい。俺だけじゃなく、多分、皆も」

　その言葉にハッとした様子の日守が、動揺と葛かつ藤とうの入り交じった瞳で俺を見返す。

「……そんなの……！　でも……アタシは……アタシは……だって……結局どうせ……！」

　彼女は何かを考え込み、ぎゅっと拳を握り込んで、その場に立ち尽つくした。そうしてそのまま、二分ほど経過してしまう。どうやら、彼女には考える時間が必要らしい。

　今日はここまでだなと悟さとり、俺は、努つとめて明るく彼女に切り出した。

「よし、じゃそろそろ帰るか。な？」

「……そうね」

　ぼんやりと応じる彼女を伴ともない、園内を出口へ向かって歩き出す。

「とりあえずバス乗るぞ、バス。トイレとか行っておかなくていいか？」

「……うん」

「お土産みやげショップとか寄らないけどいいよな？」

「……うん」

「そうだ、忘れてたけど義妹いもうとに道教えてくれてサンキュな」

「……うん」

「そうだ、今度義妹交まじえて一緒にごはんでも食おうぜ、な？」

「……うん」

「…………」

「…………」

「手ぇ繋つなごっか？」

「死ね」

「ちっ」

　そんなやりとりを交わしながら、その日は、結局帰りのバス・電車内は殆ほとんど無言で過ごし、駅で解散となったのだった。




　……今日俺のやれることは、全部やりきったよな。




　人事を尽くして天命を待つ、ではないが、あとは日守の決断を信じるしかなかった。




　　　　＊




　月曜日の放課後。俺と西園寺と水無瀬は、少し緊きん張ちようしながら生徒会室で待機していた。

　……火神も含ふくめて、生徒会の皆にはざっくりとだが日守説得の顛てん末まつを伝えておいた。つまり、今日は日守がカツラとマスクを外して登校してきてくれていること……もしくは彼女がここに現われることこそが「前向きな答え」だということも、全員分かっているわけで。

　会長席に座りながらもどこかソワソワした様子の西園寺が切り出してくる。

「な、なんだか、経験はありませんが、告白の返事を待つ乙女おとめの心境でございますね」

　その気持ちは良く分かった。というか、俺の場合実際の状じよう況きよう的にも殆どそれと大差無いわけで。

　俺と西園寺が落ち着かないのは勿もち論ろん、水無瀬もまた、彼女にしては珍めずらしく勉強が手につかない様子だった。諦あきらめたようにパタンとノートを閉じて、会話に加わってくる。

「こういう緊張は正直初めての経験です。ある意味この生徒会入って初めての貴重な経験で、学ぶところも多い気はするのですが……あまり心地良いものではありませんね」

　確かに、今まで常にマイペースを貫つらぬき、テストなんかでは常に結果を見る前から自分の点数に確信を持っていた水無瀬としては、こうして「判然としない結果を待つ」というのは初めての経験なのだろう。何度も眼鏡めがねを拭ふく水無瀬は正直「らしくなくて」可愛いのだが、流石さすがに今の俺にはそれをイジるだけの余よ裕ゆうも無い。

　会話も少ないまま、三人が揃そろって七分が経過する。……実は今日、俺達は直接日守の姿を見てもいなければ、「凄すごい美少女が学校に来たぞ」みたいな噂うわさを聞いてもいない。つまり……結果はあまりいい方向じゃないことが漠ばく然ぜんと分かってはいるのだが、それでも、最後まで期待を持たずにはいられなかった。

　十分が経過し、いよいよ日守は帰宅したかもしれないなと、全員が考え始めた時──

　唐とう突とつに、ガラガラと音を立てて戸が開いた。

　ハッとした三人の注目が瞬しゆん時じに集まる。そこに立っていたのは、まさに、我らが待ち望んでいた新生徒会のメン──




「どもども遅おくれてすいません、カガミただいま馳はせ参さんじましたぁ～！」




「ちっ」「ちっ」「ちっ」

「トリプル舌打ちですと!?」

　火神北斗が元気よく入室してきて、一いつ瞬しゆんで俺達三人の不興を買っていた。こいつの裏の顔を知っている俺としては、もしかして狙ねらってやってんじゃないかとさえ思ってしまう。実際なんの得も無いし、本人もマジで心外そうな顔しているから、そんなことは無いんだろうけど。

　火神は「おろろぉん」と泣きながら自分の席に向かうと（これは露骨に嘘うそ泣きだ）、席に着くなりケロッと意識を切り替かえて「そうそう」と誰にともなく喋しやべり出した。

「さっき日守センパイ見ましたよー、廊ろう下かで」

『え？』

　三人一いつ斉せいに反応し、それに対して火神は、一瞬どこか妖あやしい笑みを浮うかべる。

　そうして……案の定というべきか、俺達の期待とは真逆の報しらせを告げてきた。

「いつも通りカツラにマスクのフル装備で、鞄かばん持って、生徒会室とは全く別方向に向かってましたよ」

『…………』

　瞬間、俺達三人の間に重い沈ちん黙もくが降りる。俺は勿論、西園寺と水無瀬も遊園地での一件があるせいか、心から落ち込んでいるようだった。

　……ちらりと気付かれないように様子を窺うかがうと、火神は一人──




　明らかに、満足そうな笑みを浮かべていた。




　その笑みはすぐに引っ込められ、いつものテンションで「いやはや、残念至し極ごくっすねー」なんて言っていたが、俺はそんな彼女に、怒いかりとも戦せん慄りつとも区別のつかない感情を抱いだく。お前は……本当に、一体、何でそんな……。

　火神はしかしすぐにいつものキャラを取り戻もどすと、「ではではっ」と立ち上がる。

「今日はそれ言いにきただけなんで！」

「え。ほ、本当にそれだけ言いに……ですか」

　流石の西園寺も唖あ然ぜんとする。ここにきて、火神の行動はいくらなんでもおかしかった。

　しかし、火神は何も気にした様子もなく、手を振ふりつつ出口へ向かう。

「いや、今日も予定入ってんスよね！　ごめんなさいです！　そしてお疲つかれっしたー！」

　実に軽い謝罪だけ残して、火神は去っていった。

　……室内を再び沈黙が満たす。無言のまま、一分程経過。

　まずい。こ、こうなったら、日守の件は一いつ旦たん置いておいて、俺がハーレムの主ぬしとして、二人を楽しませねば……空気を良くせねばなるまい！

　俺は意を決して、軽いノリで切り出す。

「い、いやぁ、やっぱ土曜に俺がセクハラしすぎたのが悪か──」

〈ガラガラッ！〉

　瞬間、なんの前まえ触ぶれもなく音を立てて戸が開いた。そして──

「うぃーっす」




　普ふ通つうに、日守東子が、現われた。




「やーっと着いたー。分かり辛づらいのよ、生徒会室。まったく、一回逆方向行っちゃったじゃない。あー、だるい」

『…………』

　俺達は唖然とする。何が起こっているのか全く理解出来ない。

　姿こそ相変わらずのカツラとマスク姿だったが、それでも俺が見た普ふ段だんの学校生活における猫ねこ背ぜ態度とは違ちがい、どちらかというと素すの……火神と家に押しかけた時に見たような乱雑さで戸をガシャンと閉める。

　そうして室内を見み渡わたし空席（元は知弦さんの座っていた俺の正面席）を見つけて向かうと、粗そ暴ぼうにも机の上に鞄を放り、ガタガタと音を鳴らして椅い子すを引っ張り出し着席し──

「あー、暑い！　息苦しっ！」

　実にうざったそうに、カツラとマスクを取り払はらい、その美しい銀ぎん髪ぱつと顔立ちをみんなの前で晒さらした。

　女性陣じんまでも一瞬その美び貌ぼうに見とれてしまう中、彼女は更さらにネクタイを緩ゆるめてスカートを短くしたりと、次々に「らしい」「本来の」姿に近付いて行く。

　そうして、一通り変身を終えたところで……唐突に、「で？」と切り出してきた。

「名言もう言った？　アタシのボケターンとか、そろそろ回ってくるタイミング？」

「え……いや……名言は、前の会長の十お八は番こだから……」

「ああ、そうよね。じゃあ新生徒会ってそういうの無いわけ？　なんかしまらなくない？　旧シリーズ読者が『正直物足りない』みたいなツイートするわよ──」

「っていうか！」

「？」

　唐突に声を上げた俺に、日守は首を傾かしげる。俺は……彼女に向かって、この場の全員の気持ちを代表したツッコミを入れてやった。




「来んのかよ！」




「なにそれ酷ひどっ！」

　俺のツッコミに、日守が露ろ骨こつにムッとする。

「自分から来いって誘さそっておいてその態度はどういうことなわけ!?」

　彼女の言うことももっともだった。しかし分かっていても、納得出来ない。実際、西園寺も水無瀬も俺と同じ顔をしていた。

　俺は立ち上がったまま、机に手をついて日守に詰つめ寄よる。

「お前、だって相変わらずカツラもマスクもつけているし、すっかり来ないもんだと……」

「はぁ？　アタシが変装していることと、生徒会への参加に、なんの因果関係が？」

「いや……だって……俺の説得に心動かされたなら、変装もやめるかと……」

「いや別に動かされてないし、心。あんなしょーもない説得で納得するかっつうの」

「は？」

　今までに無いパターンに唖然とする俺。日守は不ふ遜そんな態度で続けてきた。

「やめるわけないでしょ、変装。だってアンタ、この件に関してなんら有効な解決策提示してないじゃない。っつーかなんでやめると踏ふんでたのよ。バッカじゃないの」

　酷い言われ様だった。いや、そりゃそうなんだけどさ……。

　俺がしょんぼりしていると、横から水無瀬が「じゃあ」と純じゆん粋すいな疑問を口にする。

「では貴女あなた、どうして生徒会に？」

「それは……」

　この質問には、日守も少しどもった。頬ほおを紅あかくし、もじもじとした後、なんだか酷く恥はずかしそうに答える。




「……な、なんとなくよ、なんとなく。べ、別に、『生徒会の皆みんなと接することから始めてみようかしら』なんて思ったわけじゃないんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」








[image: ]











『（可愛かわえぇっ！）』

　ちょっと衝しよう撃げき的な可愛さだった。あまりに露骨なツンデレすぎて、なんか一周して胸にズキュンと来るわ。なんだこれ。あの水無瀬まで一瞬ときめいた表情しやがったぞおい。

　全員がそんな視線で自分を見ていることに気付いたのか、日守は妙みように焦あせった様子で言い訳を繰くり出してきた。

「す、スギサキの説得なんか全く心に響ひびいてないし！　アタシが気まぐれで生徒会やってみようかなって、思っただけだし！　ほ、ほら、よく言うでしょ！　『鬼おにの居ぬ間に洗せん濯たく』って！　まさにそれよ！」

『……………………………………………………………………（え、何が!?）』

　全員、一瞬色々考えてしまったが、いくら考えても状況に見合ってないことわざだった。妙に自信持って微び妙みような間違いするのやめてくれるかな！　反応遅れるわ！

　流石の日守も、いい加減全員の視線を集め続けることに耐たえられなくなってきたのか、一度外したはずのカツラをポフっと雑に被かぶり、真っ赤な顔を隠かくすように俯うつむきながら、仕方無さそうに告げてきた。




「そ、そんなわけで……えーと、生徒会……書記？　日守東子、今日から正式に……じゃなくて、あ、あくまでお試し期間として、参加してやるわ。よ……よろし……。……っ～！…………………………よろしくっ！」




　そんな、彼女の……きっと彼女なりに必死なのであろう、その挨あい拶さつに。

　俺達は……それを笑うことも、結局顔を隠してしまっていることを咎とがめることもせず、ただただ、素直な気持ちで、一斉に笑顔で応こたえた。




『こちらこそ、よろしく』




「っ～！　ほ、ほら、もういいから！　さっさと会議始めなさいよ！　ほら、なにすんのよ！　そこの会長さん、どうぞ！」

　照れたまま先を促うながす日守の様子に、俺達は微笑ほほえみ合い、そして、彼女の言う通り会議を始めることにする。西園寺が咳せき払ばらいして、今日の議題を告げた。

「では、本日は日守さんを加え、来週行われるクラス委員長会議について──」

　──とそこまで言った時だった。突とつ如じよ西園寺の頭にボール型消しゴムが落ちてきて、奇き跡せき的に頭頂部でぽんぽんと三度バウンドしてから、床ゆかに転がる。どうやら以前彼女が俺に向かって投げたものが、電灯の隙すき間まかなんかに挟はさまっており、それが今まさにこのタイミングで落ちてきたらしい。相変わらずの絶好調ぶりだった。

　俺と水無瀬が吹ふき出しかける中、西園寺は一いつ瞬しゆんだけ停止していたものの……。

「──クラス委員長会議について、話し合いたいと思います」

「続けるんだ!?」

　彼女に起こる奇跡の現場をほぼ初めて生で見る日守は愕がく然ぜんとしてツッコンでいたが、西園寺は西園寺で相変わらず「何がですか？」といった表情で流していた。ふと気付けば、水無瀬が笑いを堪こらえながらも、普通の会議には全く興味がありませんといった様子で勉強を開始している。……相変わらず自由すぎるメンバーだった。

　日守が西園寺と水無瀬のことを呆あきれた様子で見つめている。

「なにこの生徒会！　アタシが本読んで想定してた『和わ気き藹あい々あい集団』のイメージと大分違うんだけど！　ちょ、スギサキ、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね？　こいつら信しん頼らいして本当に大丈夫なんでしょうね!?」

「ああ、大丈夫だ日守、安心しろ。ほら、かの聖徳太子だって言ってただろ？　『購こう入にゆう前レビューの信用性は低い』って」

「え!?　え、ええ、そうね！　言ってたわね、聖徳太子！　流石さすが聖徳太子よね！」

「ああ、流石だよな」

「（…………ニヤ）」

「（あ、水無瀬が地味に笑ってやがる……案外日守のアホさがツボなのか、水無瀬よ……）」

　そうして日守をいじっていると、その横でまだ淡たん々たんと会議進行していたらしい西園寺が、急に仕切りだした。

「──というわけでございまして、皆みなさんよろしいでしょうか？」

「は!?　よろしくないわよ！　アンタ何一人で会議進行してんの!?　ロボットか！　こっち三人今明らかに会議参加してなかったでしょうが！　さっきの消しゴムの件も含ふくめ、もっと柔じゆう軟なんに対応しなさいよね！　お役所仕事の如ごとく！」

「え、お役所仕事の如く、ですか？」

「そう、お役所仕事の如く！」

「…………えー、では、予定通り次の議題へ──」

「だから！　バカなの!?　貴女バカなの!?　なんで次行くのよ！」

「いえ、だから、日守さんの指し摘てきするように、お役所仕事の如くですね……」

「それのどこがお役所仕事よ！　お役所仕事って言ったらアンタ、市民一人一人の意見に耳を傾かたむける優しきスーパー市長の如く柔軟に働けって意味でしょうが！」

「え、ええ!?　なにか日守さんの世界観、妙に緩くないでしょうか!?」

「緩いのは会長殿どのの頭の方じゃないの！　まったく、責任転てん嫁かとは呆れるわね！」

「え、ええええええ!?」

「（…………ニヤ）」

　なんかもう、頭が痛くなる光景が広がっていた。……信じられるかい？　フルメンバー揃そろってなくて、この威い力りよくなんだぜ、新生徒会。ちょっと辟へき易えきするだろ？

　ま、まあなんにせよ、だ。




　こうして。

　新生徒会に三番目の正式メンバー、書記・日守東子が加わったのだった。




　……生徒会役員としての能力値が歴代でもダントツで低そうなことは、さておき。
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　【幕まく間あい──火か神がみ北ほく斗と──】




　父が愛人と浮うわ気きをしている、という噂うわさを小耳に挟はさんだのは小学校三年の時だった。

　お調子者のクラスメイトが言うには、父が母さん以外の女性と歩いているところを見たそうだ。

　私はバカらしいとテキトーにあしらった。相手はこちらが食いつくと余計に調子に乗る男子だ。ぐっと堪こらえて、黙だまってやり過ごした。

　でも本当は、腸はらわたが煮にえくりかえっていた。

　父は立派な人だ。「おおて」の企き業ぎようにつとめる「えりーと」なんだ。仕事の内容は詳くわしく知らないけど、とにかく立派な人なんだ、と。当時の私は心の底から父のことを尊敬していた。

　確かに、父はあまり家に帰ってこない。週に一度……いや、半月に一度家に帰るか帰らないかだ。だけどその分とても優しいし、力持ちだし、なによりカッコイイ。

　父が帰ってくる日は、家の中が明るかった。

　母は前日から大層機き嫌げんが良くて、外に注文した出来合いのものとはいえ、食べきれないぐらいのご馳ち走そうを用意してくれるし。父も毎回、私にお土産みやげと言って、服やぬいぐるみを買って来てくれる。

　私は世界一優しい母さんと、世界一カッコイイ父さんの間に生まれた、世界一幸せな子供だ。

　冗じよう談だんではなく、そう信じていた。




　実際に父が母以外の女性といるところを見るまでは。




　友達の家にお呼ばれした日の帰り、夕暮れ時の住宅街だった。

　父が、綺き麗れいで優しそうな女の人と、一軒けんの家の前で親しげに喋しやべっていた。

　それは流石さすがに子供の私にも一目で分かる「男女」の距きよ離り感かんだった。

　なによりショックなのは、父が、その人に、母に向けるのと同じ笑顔を向けていたことだ。

　私は動どう揺ようした。わけが分からなかった。どうして、なんで、どうして、なんで。

　最初は純じゆん粋すいな疑問。うちには世界一の母さんがいるのに、どうして。

　次第に、とめどない悲しみ。私と母以外に、なんでそんな顔するの。

　最後には、激しい怒いかり。サイテー、サイテー、サイテー！

　そして。

「お父さん、お帰りなさい！」

　女の人の脇わきから、小さな子供が……父によく似た面おも影かげを持つ女の子が飛び出して、父の腰こしに抱だきついた時。

　私は混乱、悲しみ、怒り、その全てを経へて……一つの結論に至った。

「────」

　あの感情を、人は、絶望と言うのだろうと思う。

　なぜだか、パズルのピースが嵌はまるように分かってしまった。

　父は母以外の人と浮気なんかしていなかったんだ。




　逆だ。




　母こそが、父の愛人だったんだ。




　　　　＊




　それから次第に父が家に来る回数は減っていった。原因の一いつ端たんは私にあったのだろう。

　あの日から、私は父を拒きよ絶ぜつするようになった。理由は言わなかったし、口に出したくもなかったけど、多分、母も父もなんとなく察していたとは思う。

　それでも父はたまに家に来ては、母に愛を囁ささやき、ご飯を食べ、私の頭を撫なでた。

　私はその度たびに一人、トイレで吐はいた。お腹の中で色んな感情がぐるぐるして、気持ち悪くて仕方無かった。

　小学校五年生になった頃ころには、もっと最低な事実に気付いた。

　父の愛人は、うちの母だけじゃない。

　友達と買い物に出かけた時に、母でも、あの時の人でもない女と手を繋つないで歩いているのを見た。それだけのことでしかなくとも、すぐに察しがついた。

　これは、氷山の一角だと。

　父は、「そういう人間」なのだと。

　恐おそらく本人に罪の意識は無い。未だに平然とうちの父親を名乗り、周囲に笑顔で挨あい拶さつし、あまつさえ自身に露ろ骨こつな憎ぞう悪おを向ける私にさえ、気軽に声をかけてくるのがいい証しよう拠こだ。彼にとってそれは「いくつか所帯を並行して持っているだけ」といった認識でしかないのだろう。避ひ暑しよ地に別べつ荘そうを購入するのと同じ感覚なのだ。本当に、ネジが一本抜ぬけている、という表現がぴたりと来る。

　自分とは全く違ちがう、最低の人種。

　それが分かった時、なぜだか私は少しスッキリした気分になった。あの男を父親だと思うから、モヤモヤとするのであって。自分から完全に切り離はなして考えれば、不快ではあるものの、害はない。要はゴキブリと同じだ。……見かけたら、叩たたき潰つぶしたくなることも含めて。

　私の中ではそう区切りがついたものの、しかし、母はそうではなかった。

　あの男が家に来る回数が少なくなるにつれ、母はやつれていった。

　私を養うために働きすぎ……ということではなく、単純に、精神的なものからくる疲ひ弊へいだったようだ。実際、基本的な生活費はあの男から出ていた。ありとあらゆる嘘うそをついてきたあの男だったが、どうやら「おおて」の「えりーと」というのだけは真実だったようだ。……実にタチが悪い。

　母はパートをやめ、家に籠こもるようになった。苦しいながらも生活出来ていたとはいえ、そんな母を見るのは辛つらく、中学に上がった私は朝と夕、家を離れるためだけに新聞配達のバイトを始めた。母はそんな私を見て、真の動機など知らず、ただ「北斗ちゃんは、ホントいい子ね」と微笑ほほえんでくれていた。

　母は昔からお嬢じよう様さま気き質しつだった。母の実家は地元の名士で、箱はこ入いり娘むすめで育ってきたらしい。らしい、というのは、私は祖父にも祖母にも会ったことはなく、全て母からぽつらぽつらと聞いた情報でしかないからだ。

　妻子持ちのあの男に惚ほれ込んだ母は、勘かん当どうされるカタチで家を出て来ていた。

　そんな育ちのせいか、母はどこか世間知らずで、おっとりしていて、危なっかしい人間だった。あの男の一件で完全に「冷めた子供」になりつつあった私とは、殆ほとんど真逆と言っていい。

　だからこそ、私は母を愛していた。

　この人は幸せにならなくちゃいけない。自分に家族と呼べる人は、ホントにこの人しかいないのだ。あの男の一件があって以降、私はその想いを日に日に強くしていた。

　しかしそれと反比例するかのように、母は気力を失っていった。良くも悪くも母は一いち途ずで、純粋すぎた。最初から、愛人なんてとても向かない人だったんだ。

　特に病気をしたわけでもなかったけど、口数が減り、笑うことも少なくなっていく母を見るのは本当に辛かった。バイトで給料を貰もらったり、テストでいい成績をとったり、そんなことを報告する時だけ、母は弱々しくも「ホント、北斗ちゃんは私の自じ慢まんの子だね」と笑ってくれた。それだけが、私の幸せだった。

　だけど。




　あの男が来ると、母は、そんな私の微かすかな幸せが馬ば鹿からしくなるほど、幸福そうな笑顔を見せた。それが、私には、たまらなく悔くやしかった。




　あの男が来る頻ひん度どは減っていたが、完全に来なくなったわけではなかった。約三ヶ月に一度家に来ては、何事も無かったかのように母と私に愛を囁き、ご飯を食べ、寛くつろいで、帰っていく。

　母はその前日から当日にかけて酷ひどく浮うき足あし立だち、あの男が帰ると一転、世界に絶望したかのように殻からに籠もる。そんな躁そう鬱うつの激しさは、あの男が来る度に深刻さを増していった。

　私の心も次第に追おい詰つめられ始めていた。いくらドライに構えてみても、中学一年生が一人で抱かかえ込むには大きすぎる問題だった。

　そうして、もうすぐ私が中学二年生に進級しようかという、ある日。




　母が遂ついに、自殺未み遂すいを犯した。




　いや、未遂も未遂、実際は八階にある自宅アパートのベランダでボーッと景色を眺ながめていただけだったのだけど……なぜだか私はゾッとして、慌あわてて母を部屋に連れ戻もどす、ということがあったのだ。

　母は血相を変えている私を見て「変な子ねぇ」と笑っていたが……私はそれでも震ふるえが止まらなかった。あのままでは、確実に、この人はあそこから飛び立っていた。妙みような確信が私を支配していた。今思えば、それには私の疑ぎ心しん暗あん鬼きも多分に入っていたのだろう。

　実際本当に心がまいっていたのは、私の方だったのかもしれない。

　そんな、静かに、しかし確実に追い込まれていた、三月も終わり間近のことだった。




　アパートの隣となりに、「お姉さん」が引ひっ越こしてきたのは。




　　　　＊




　彼女は春からこの付近の高校に通うため引っ越して来た学生さんだった。私より二つ上。だというのに、私には挨拶に訪れた彼女が随ずい分ぶん「大人の女性」に見えた。容姿が大人びて美人だったことは勿もち論ろん、如じよ才さいない挨拶、常に微笑みを絶やさない態度、それでいて親しみやすい雰ふん囲い気き。どこをとっても完かん璧ぺきな女性で、私は一目で彼女に憧あこがれを抱いてしまった。というか実際、最初の挨拶の時点から既すでに、私は彼女を「お姉さん」と気安く呼んでしまっていた覚えがある。今思えば少し不ぶ躾しつけだったかもしれない。

　私達親子は基本的に近所付き合いに積極的じゃない。母と父の関係は、なんとなく近きん隣りん住民にも知られてしまっていたから。しかし、お姉さんは違った。引っ越しの翌日すぐ、

「初の一人暮らしで張り切った結果、カレーを大量に余らせまして」

　と照れた様子でうちにお裾すそ分わけを持って来てくれたのが最初のキッカケで。

　そうなるとうちからもお返ししなければと、翌日には母と二人で煮に物ものを作ってお姉さんの家にお返しに行き。本当ならそれで終わりのはずなのに、数日後にはまたお姉さんがうちにお裾分けを……というような具合で、私達の親交は連れん鎖さ的に続き。

　半年も経たつ頃には、ずっと「二人ぼっち」で生きて来た私と母にとって、お姉さんは新しい家族と呼べるまでになっていた。

　相変わらず母はあの男に心しん酔すいしていたけれど、それでも、私やお姉さんと一いつ緒しよに居る時は前より多くの笑顔を見せてくれるようになった。私も、殆ど初めて出来た母以外の「頼たよれる人」を心の底から慕したい、憧れ、またお姉さんも私をよく可愛がってくれた。

　お姉さんは、本当に素敵な人だった。

　高校一年生とは思えないほど大人びているかと思えば、料理を盛大に失敗して部屋中煙けむりだらけにして管理人さんにこってり怒おこられていたり。

　他にも変なキーホルダーの魅み力りよくを食事中に語りに語っては私と母を辟へき易えきさせたり、たまにこっそりうちの部屋のアラームというアラームを変な時間にセッティングしておいては、私と母を大層驚おどろかせて悦えつに入いっていたりと。

　大人かと思えば子供。しかし子供かと思えば、その行動は全部私達の笑顔に直結している。……本当に、不思議な魅力に溢あふれたお姉さんだった。

　私はすっかりお姉さんに懐なついた。私にとって大事な人が誰だれかと訊きかれれば、母さんと殆ど同時にお姉さんの顔も浮かんでしまう程には、私の中のお姉さんは大きくて。

　母は母で多分、自身がお姉さんのことを気に入っている以上に、お姉さんがいることで、私に笑顔が多くなったことを喜んでくれていたんだと思う。

　本当に幸せな時期だった。

　だからこそ、今となっては、不思議に思う。




　どうして当時の私は、それが永遠のものだなんて、勘かん違ちがいしていたのかと。




　母に転居の話を切り出された、あの夜。私は頭が真っ白になった。

　転居？　なにそれ？　なんで？　どこに？　近く？　え、そんな遠い田舎いなかに？　なんで？　どうして？　なんで？　だってそれじゃあ──




　お姉さんと、別れなきゃいけないじゃない。




　駄だ々だをこねる子供のように質問を繰くり返す私に。

　母は、私から目を逸そらして言った。




　あの人が、来いって、言うから、と。




　ふいに視界が真っ赤に染まったのを覚えている。アレを多分、人は殺意というのだろう。

　また、奪うばうのか。こんなささやかな幸せさえ、あの男は、そしてこの母親は……。

　私は母に食ってかかった。もう限界だった。今までは「あの男」だけに憎にくしみを向けて来たが、もう、限界。

　あの男への憎しみは、溢れに溢れて、男性嫌けん悪おどころか、遂には母にまで及およぶ始末。

　結局、私がどんなに喚わめいても、母は譲ゆずらなかった。私は私で、すぐに諦あきらめた。

　……私が何を言っても、何をやっても、どうにも、ならない。

　大人達の前で自分が如い何かに非力かなんてことは、とっくに知っていた。

　そして。

　どんなに愚おろかしい女と見下したところで、私は、どう足あ掻がいたって、母を見放すことなんて出来るはずもなくて。

　結局、私の高校進学と同時に、私達親子は遠くへ引っ越すこととなった。

　それを聞いたお姉さんは大層残念がってくれた。

　しかし、私達の行き先を聞くと、少しだけ態度が変わった。

　実はそれは、お姉さんの地元だったからだ。

　それまでもそうだったのだけど、お姉さんは地元の思い出を話す時、なんだかとても幸せそうな顔をする。そんなお姉さんを見るのは好きだったけど、私にはいつも、一つ、ひっかかることがあった。




　お姉さんの話には、よく、ある少年が出てくる。




　それはお姉さんにとって幼おさな馴な染じみで、そしてどうやら大切な人らしいのだけれど……実を言うと私はあまり、面白くなかった。幼い嫉しつ妬とが多分にあったのは勿論、その頃ころには、男というもの自体が嫌きらいになりかけていたから。

　それでもお姉さんが好きな人のことを、わざわざ悪く言ったりはしない。実際話を聞く限りは、確かに、いい人そうな少年だった。主にお姉さんが悪戯いたずらをして少年が困る、という構図の話ばかりだったせいか、ある部分ではシンパシーさえ感じていたこともある。

　だから私は、その少年を好きでも嫌いでもなかった。

　そう。




　彼が「あの男」と全く同種の人間だと、知るまでは。




　私が転居先でどの高校に行くべきかと悩なやんでいた頃、お姉さんは珍めずらしくかしこまった態度で私を呼び出し、自分の決意を告げてきた。

　曰いわく、よく話に出てくる少年と、自分はヨリを戻そうと思っている、とのこと。それだけでも私にとっては面白くない話だったが、それでも大好きなお姉さんの言うことだ。私は自分の嫉妬を押し殺し、笑顔で祝福し、後押しした。

　それにどこかホッとした様子のお姉さんは、加えて告げてきた。




　今のアイツなら、私達を、受け止めてくれると思うんだ……と。




　ゾッとした。

　その時のお姉さんの笑顔は、母があの男に向けるソレと、全く同じものだったから。




　それから私は、お姉さんから出来る限りその少年に関する情報を聞いた。あくまで、興味を持ったから、という理由で。いつもは人の感情の機き微びなんかに敏さといお姉さんだけど、その少年のこととなると若じやつ干かん子供っぽく鈍どん感かんになることを知っていた私としては、彼を褒ほめることで、様々な話を聞き出した。

　彼とお姉さんの間にあった過去のこと。

　彼の義妹いもうとさんのこと。

　そして。

　今、彼がやろうとしていること。




　全てを聞き終えた時、私の中に一つの決意が生まれていた。

　お姉さんと別れて自宅に戻るや否や、私はすぐに進学先候補リストの中から「その高校」を選び出し、願書を出した。ただしお姉さんには違ちがう進学先を告げた。

　そうして時は流れ、いよいよ、転居も間近に迫せまった頃。

　お姉さんは彼と一度旅行に出かけ、そうして案の定、ヨリを戻せたと嬉うれしそうに私に報告してきた。……いつかの母を見ているようだった。

　私は笑顔でそれを祝福した。おめでとう、おめでとうと、しつこいぐらいに祝福した。

　裏では、掌てのひらに爪つめが食い込む程拳こぶしを握にぎりしめながら。

　そうして、私達親子はお姉さんと別れ、引っ越した。この、北の大地に。




　入学式当日。

　私は自分が入学することになった高校……私立碧へき陽よう学園の校舎を眺めていた。

　希望に満ち溢れた生徒達が次々に敷しき地ち内へと足を踏ふみ入れる中。

　私は一人、彼の作り上げた「楽園」を握り潰つぶすように校舎へと手を伸のばし、決意する。




　お姉さん──松まつ原ばら飛鳥あすかにだけは、絶対に、母と同じ道を辿たどらせまい、と。




　私は一つ深呼吸をすると、次の瞬しゆん間かんには意識を完全に切り替かえ……今までの自分とは全く違う、「彼の気に入りそうな後こう輩はいキャラ」を作り、元気に学園へと駆かけだした。




　心の中では、何度も何度も、彼──杉すぎ崎さき鍵けんの全てを壊こわすシミュレーションを重ねながら。








　【最終話　終わらない生徒会】




　あの最後の日、我が親愛なる前会長は言った。

「全てのものには、終わりがあるのよ！」

　実際その日、去年の生徒会は終わった。俺にとって、皆みんなにとってどれだけ大切なものだったとしても、それとは無関係に物事は終わる。

　皆とは未いまだに連れん絡らくを取り合うし、絆きずなと呼べるようなものは当然そこで終わったりはしていないが、それでも、「生徒会」が終わったのは事実で。

　そうして、新生徒会が始まった。去年とはガラリと違う面子メンツによる、全く違う生徒会。

　終わりがあれば始まりがある。




　だけど、始まりは終わりの代わりになどならない。




　最近よくそんな風に思う。

　なぜなら。

「ぎゃー!?　つくしが、つくしが甘く感電してるー!?」

「あばばばば、あばばばばば」

「ほぅ、これは興味深いですね。エネ○ープも寄せ集めれば人を痺しびれさせるほどの電力を発生させる、と」

「ちょ、冷静に眼鏡めがね持ち上げてんじゃないわよルナ！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！　アンタもつくしの手に噛かみ付いたこのＡＩＢ○モドキを引ひき離はなすの手伝いなさい！」

「あばばばば、あばばばばばばばば」

「日ひの守もり書記がこれだけ引っ張っても取れないとは、これまた面めん妖ようなことです。西さい園おん寺じ会長とドッグロボの間に磁力が発生していると考えると……ふむ。西園寺会長、日守書記、ちょっとそのままでいて下さい。興味深いのでノートとります」

「アホかーっ！　アンタどんだけ勉強優先なのよ！　バカじゃないの！」

「いえ、バカじゃないです。成績いいです」

「そういう受け答えがバカだって言ってんのよ！」

「む。……日守書記、十一×十一は？」

「百十一よ！」

「……………………ふ」

「なに満足そうに笑ってんのよルナ！　いい加減手伝いなさいよ！　このままじゃつくし、死んじゃ──いはしなさそうだけど、電磁刺し激げきにより、肩かたこり腰よう痛つう冷え性しようが治なおっちゃいそうな勢いよ！」

「いいことだらけじゃないですか」

「あばばばばばばば、あばばばばばばばばば…………ばばん！　ばばん！　ばんばん！」

「ほら見なさい！　つくし、最も早はや温泉入っているモードになってきたじゃない！　末期！」

「実に恍こう惚こつの表情ですね。待って下さい。ノートとります」

「なんのために!?　ああ、もう！　っつうかスギサキ！　アンタさっきからなにぼんやりしてんのよ！　こういう時こそ働きなさいよね、自じ称しようハーレム王！」

「………………あー、うん」

　…………こんな光景を見る度たびに、俺は、心の底から溜ため息いきをつきつつ、思うのだ。




「（……去年の生徒会……アレで結構まともだったのかもしれん……）」




　一度終わってしまった日常は、どうやらもう二度と帰ってこないようです。




　　　　＊




「さて、最近北ほく斗とさんがめっきり生徒会に現われない件についてですが……」

　ぼっさぼさの頭からぷすぷすと煙けむりを上げながら西園寺が仕切り直す。……いかん、こいつのこういうのには慣れてきているはずなのに、やはり面白いもんは面白い。

　俺と日守と水み無な瀬せが俯うつむいて笑いを押し殺す中、西園寺は一人生き真ま面じ目めに議題を進めた。

「やはりこれは流石さすがに問題だと言わざるを得ません。元々気まぐれな方ではございますが、聞くところによりますと、彼女は『他の生徒会メンバーが集まった暁あかつきには自分も必ずや生徒会に参加する』という旨むねの契けい約やくを、鍵けんさんと結ばれていたそうではありませんか」

「なにそのコンプガチャみたいなシステム。一昔前じゃないんだから」

　日守がどこか呆あきれた様子で呟つぶやく。すると西園寺が「こんぷがーちゃ？」と妙みように可愛らしいイントネーションで首を傾かしげたため、日守は少し頬ほおを紅あかくして「コンプガチャってのはね」と彼女に説明を始めた。西園寺もそれを熱心にふんふんと聞く。

　……実を言うとこの二人、かなり相あい性しようがいい。というか、どうやら日守は大層西園寺を気に入っているようだ。この前本人に確認したら、

「べ、別に好きじゃないわよ、つくしなんて！　あ、あんな、誰だれかが居ないと危なっかしいタイプなんか、全然好きじゃないんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」

　とか言ってたから間ま違ちがいない。こいつ西園寺が大好きだ。つうか庇ひ護ご欲よくそそるタイプが好きなようだ。それで、うちの義妹いもうとをちょくちょく助けていた件にも合が点てんがいく。

　で、その日守。先日、西園寺が俺だけを「鍵さん」と下の名前で呼ぶのが妙に気に食わないと騒さわぎだし、彼女には他役員のことも名前で呼ぶようにと要よう請せい。それに対し、生真面目な西園寺も「なるほど、一理ありますね」とこれを了りよう承しよう。

　更さらにそのどさくさに紛まぎれて、なぜか日守自身までメンバーを先せん輩ぱい後こう輩はい関係無く名前で呼び捨てし始める始末。……それでも俺だけ変わらず「スギサキ」なことにはかなりの悪意を感じざるを得ない。相変わらず性格悪わりぃ。

　西園寺は「コンプガチャ」の説明を一通り受けた後、こほんと咳せき払ばらい、改めて話題を火神の件に戻もどした。

「なんにせよ、約束を守らないのはいけないことだと思います。ですから北斗さんには是ぜ非ひ生徒会に参加するよう、促うながしたいのですが……」

「そもそも会えないのでは話にならないでしょう」

　水無瀬が相変わらず元も子もないことを言う。しかし実際その通りだ。ここ数日、火か神がみは明らかに俺達を避さけている。

　最初はそれでも俺達が生徒会を通常営業していればそのうち参加してくるだろうと高をくくっていたのだが、一日経たち、二日経ち、四人での生徒会が大分板についてきた今日この頃ごろになっても、未だ火神からは音おと沙さ汰た無しだった。

　火神と同じクラスの林りん檎ごが言うには、彼女は最近じゃクラスメイトと遊んでさえいないらしい。それどころか人が変わったかの様に口数が減り、周囲も困こん惑わくしているとか。

　だったらと先日こちらからクラスに赴おもむいてみたが、見事にすれ違い。その後も何度か接せつ触しよくを回かい避ひされた上にメールへの返信も一切無いことから、これは完全に避けられていると結論、こうして本日生徒会の議題へとのぼるに至った。

　日守が長い足を机に上げ、下着が見えそで見えないギリギリのスカート捌さばきで俺を翻ほん弄ろうしつつ、気け怠だるそうに告げる。

「スギサキみたいな馬ば鹿か正直男回避すんのは、結構簡単だからね」

「おい誰が馬鹿正直だ、誰が。俺だって頭働かせて動いてるっつーの」

「そうですよ東とう子こさん。わたしは鍵さんに先回りされたりしましたよ？」

「それはつくしがスギサキ以上に馬鹿正直だからでしょ。基本的には、スギサキあしらうのに大したスキルなんて要いらないのよ。ね、ルナ？」

「ええ、そうですね。杉すぎ崎さき君如ごとき、上手く鳩はとまみれにさせることさえ造作無いです」

「ははっ、水無瀬も生徒会入ってジョーク言うようになったとはなぁ。まったく、いくら俺だって、そんな簡単に奇き行こうに走らされるわけねーじゃ──」

「まずは太ふと股ももをちらり、と」

「うほ!?」




　五分後。気付いたら俺は、生徒会室の端はしに全ぜん裸らで寝ねそべり、体中に付着している餌えさを数羽の鳩についばまれていた。




「…………」

　全員が黙だまり込み、鳩の「くるっくー」という鳴き声だけが室内に木霊こだまする。俺はゆっくりと起き上がり、体から餌を払はらい、制服を着て、窓から鳩を放したところで、水無瀬に土下座した。

「なんかホントすいませんでした。俺は馬鹿です。生きつ粋すいの馬鹿です。魅み了りようやス○プルやコ○フュなんかへの耐たい性せいがゼロの人間です。雑ざ魚こです。本当の雑魚です」

　情けなく謝る俺を、水無瀬は少し興奮した様子で見下すのみ。日守が腹を抱かかえてゲラゲラと笑う中、西園寺は「笑いの神様をもってしても、そこまでのことにはならないです……」と同情的な視線で俺を見ていた。……西園寺に同情されるようになったら、人はおしまいな気がする。

「こほん。それで、北斗さんの件ですが……」

　西園寺が会議を再開させ、俺達も二～三発言するも、結局会議自体が前に進まない。

　そもそも誰も火神に関する情報を持ってないのだから、会議もへったくれもないのかもしれない……と全員が考え始めた時だった。

　失礼します、という声と共に、生徒会室に女子生徒が入室してきた。それは生徒会会計、火神北斗──ではなく。

「おう、風かざ見み」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、杉崎さん。それに皆みなさんも」

　新聞部部長兼けん生徒会協力者、風見めいくだった。彼女は極きわめてそつのない挨あい拶さつをすると、ふと日守に気がついて、これまたそつなく声をかける。

「初めまして。書記の日守東子さんですよね？　私、新聞部部長をやらせて頂いております、風見めいくと申します。杉崎さん始め生徒会の皆さんには今後ともお世話になることと思いますので、よろしくお願い致いたします」

　笑顔で手を差し出す風見。流石新聞部部長、コミュ力高たけぇ。

「え？　あ、その、え、ええ。よ、よろしく」

　日守がぎこちなく手を握にぎる。その様子を見つつ、西園寺がこっそり俺に耳打ちしてきた。

「（東子さんって、典型的な内うち弁べん慶けいタイプですよね）」

「（ああ、近しい相手や、見下せる相手には強いんだけどな。風見みたいな、初対面な上に特に文句の付け所が無い相手には、途と端たんに弱い傾けい向こうにある）」

　気まずそうに視線を逸そらして、借りて来たネコのように大人しくなる日守を見つめる。

　俺と西園寺は二人……彼女のそんな様子を観察して、思わず二人同時に呟く。

『（しかしそこが可愛い！）』

　俺と西園寺大興奮である。なんだろね、日守東子。こうして親しく付き合うようになるとよく分かる。アイツはああ見えて、実はちょっとした癒いやし系けいなのだ。頑がん張ばって背せ伸のびしてますよ感が、かなり微笑ほほえましいのだ。

　俺と西園寺の生なま温ぬるい視線に気付いたのか、日守がこちらを睨にらんで来る。俺は彼女から視線を逸らし、風見が下しも座ざの席についたのを見て話を切り出した。

「それで風見、今日はまたどうした？　お前新聞部の方が忙いそがしいんじゃ？」
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　最近はなにやらコンクール出展用の新聞を作るとかで、風見とは休み時間の立ち話さえ出来ないレベルだった。俺と協力関係を結んでいるとはいえ、彼女の本分はあくまで新聞部。しばらくはこちらから会いに行くのも遠えん慮りよしておこうと思っていたのだが……。

　風見はにこっと笑う。




「愛する杉崎さんの顔が、どうしても見たくなりまして」




『え』

「あ、ジョークです」

『…………』

　風見はすぐに発言を撤てつ回かいすると、茫ぼう然ぜんとする生徒会を見回して、なぜか一いつ瞬しゆん「しめしめ」といった表情をのぞかせた。

　…………。…………!?

　こいつまさか、俺と生徒会メンバーそれぞれの「親密度」を、今の一言で測はかりやがったのか!?　絶対そうだ！　愛する杉崎さん発言に対するそれぞれの表情を見るだけで、恐おそらく大体の現状を把は握あくしやがった！　その証しよう拠こに現在、なんかしきりにメモ取ってやがる！

　俺は驚おどろく程の速度で成長する新聞部部長に畏い怖ふを覚える。風見めいく……恐ろしい子！

　彼女はサッとメモを取り終え、気を取り直して本題を切り出してきた。

「ホントは、火神さんに関する調査にこの度たび進展がありましたので、報告にあがりました次第です」

『！』

　今まさに議題に上がっていた人物のことだけに、生徒会室が緊きん張ちように包まれる。

　風見はその様子を見て、俺に確認をとってきた。

「えと、杉崎さん、火神さんのことに関して、皆さんには既すでに……？」

「え？　ああ……いや、まだだ。お前の言う通り、証拠も無しにベラベラ話すことでもないしな。だけどこうして火神の様子が急変してる以上、そろそろ流石に……」

「成程、了りよう解かいしました。では……そうですね。まず私の方から皆さんへ、火神さんに関する考えをお伝えさせて頂きます。ただしこれは、あくまで一つの推論……というか、私と杉崎さんの印象に拠よるところの大きい極めて一方的な考えですので、それを前提に聞いて頂きたいのですが……」

　そう前置きして、風見は火神に見え隠かくれする裏の顔の件を述べ始めた。

　風見の見解に対し当初、西園寺は否定的、日守は「考えすぎじゃないの」と懐かい疑ぎ的、水無瀬はノーコメントながら概おおむね肯こう定てい的てきな模様……という構図だった。

　しかし俺も火神の動きに関しては色々と実感した部分があるという話を付け加えたところで、西園寺がしばし黙もつ考こうした後、難しい顔をして切り出してくる。

「友人の評価を他人の言葉だけで悪い方向へと修正するなど、本来ならば言語道断です。しかし……信しん頼らいのおけるお二人がそこまで真しん剣けんに検討されている以上、生徒会としましては充じゆう分ぶん考こう慮りよする余地があるとも、また私は考えます」

　実に西園寺らしい、誠実な言葉だった。日守もそれに頷うなずく。

「アタシは火神って子と一度しか喋しやべったことないし、裏表とかよく分かんないけど。ただ、生徒会バカのスギサキが生徒会役員への疑いを口にするっつうのは、まあそれなりの根こん拠きよあってのことだろうなとは、思うわ。真しん偽ぎのほどは分からないけど」

　続いて、水無瀬も同意する。

「そうですね。杉崎君が信用に足る人物かどうかはさておき、火神会計の人間性を私達が完全に掴つかみきっていると言えないのは事実でしょう」

「いや、俺の信用をさておくなよ」

　俺の発言をスルーして、水無瀬が続ける。

「実際、私も火神会計に関しては少し疑問を抱いだいていた部分があります」

「そうなのか？」

　意外な言葉に俺が驚いていると、水無瀬は「ええ」と応じてきた。

「以前、貴方あなたが彼女を伴ともなって私を説得しにバイト先を訪れた時。少し不思議には思ったのです。どうしてこの子は、杉崎君を援えん護ごしないどころか、私側の論理を後押しするようなことばかり言うのだろうと。勿もち論ろん、その時点の私から見ればただの天然キャラという可能性が極めて高かったため、わざわざ話題にもしませんでしたが……」

　なるほど、どうやら見る人が見れば、火神の発言は普ふ通つうに違い和わ感かんあるものだったらしい。しかし俺も西園寺も、全然そんなん気付かなかったな、当時……。俺、西園寺と同レベルの洞どう察さつ力なのか……若干落ち込む。

　全員の意見を受けて、西園寺がまとめる。

「実際北斗さんが杉崎さんとの約束を反ほ故ごにし、生徒会に参加していないことを考えると、それらの件……北斗さんの裏の顔、真の目的といったものに関しても、踏ふみ込まざるを得ないかもしれませんね」

　それに対し、日守が「ってもねー」と面めん倒どうそうに頭を掻かく。

「裏の顔って、隠してるから裏なわけでしょ？　アタシがカツラやマスクで素顔隠してんのと同じでさ。で、アタシの場合は物理的なものだからまだしも……ホクトの……その、なんていうの？　『実はこう思ってました』的なことなんて、それこそ本人や、本当に近しい人に訊ききでもしない限り、答え合わせのしようがないじゃ──」

「そこなんです」

　日守の言葉を遮さえぎるようにして、突とつ然ぜん風見が発言した。「どういうこと？」と訊たずねる日守に対し、風見は一度メンバー達をぐるりと見み渡わたし……質問したのは日守だというのに、なぜか俺の方に視線を止めて、話を続ける。

「今回こうして報告にあがりましたのは、実は、極めて有力な情報を持つと見られる重要参考人を、突つき止めたからでして」

「？　ああ、そうなのか」

　なんでこいつは日守じゃなく俺の目をジッと見ながら言うんだ。わけがわからん。

「で、それは誰だれなのですか風見新聞部部長。家族ですか？　親友ですか？　しかしそんな人が見ず知らずの私達に火神会計の重要情報を提供してくれるものでしょうか」

　水無瀬が鋭するどい指し摘てきを入れるも、風見はまったく動じた様子もなく彼女を一いち瞥べつし……これまたなぜか、俺に視線を合わせて、答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。彼女ならば……火神北斗の唯ゆい一いつ無二と言っていい親友の彼女ならば、ある特定の生徒会役員が訊ねることこそ前提になりますが、火神北斗に関して彼女が持ちうる限りの全情報を、ほぼ無条件で明あけ渡してくれることでしょう」

『？』

　生徒会全員が首を傾かしげる。全く意味が分からなかった、なんで、火神に関する情報を、火神の親友が俺達に全部吐はくなどとそんな確信を持って言え──




「火神北斗の親友であり……杉崎さんの元カノでもある、松まつ原ばら飛鳥あすか、その人ならば」




『────』

　役員全員が一いつ斉せいに俺を見つめる。

　で、俺はと言えば……。

「…………あー…………うん、そりゃ、話、聞けそーだな……。……凄すごく」

　などと、若干的まと外はずれなリアクションしか返すことが出来ない有様だった。




　　　　＊




　飛鳥から俺が事情聴ちよう取しゆをする、ということだけ決定してその日の生徒会は解散となった。

　雑務のため一人生徒会室に残っていた俺は、どうしても気になり、飛鳥にメールを出しておく。

〈火神北斗っていう子、知ってる？〉

　返信はすぐに来た。

〈知ってるけど、そっちこそなんで？　今電話出来る？〉

　飛鳥にしては珍めずらしい、少し焦あせりを感じるリアクションだった。

〈いや、俺まだ学校だし、帰ってからパソコンで顔見ながら話そう。ＯＫ？〉

〈ＯＫ。林檎ちゃんにたっぷり「今日の飛鳥さんレクチャー」施ほどこしながら待ってるわ〉

〈急いで帰る！〉

　そんなやりとりをかわしてメール終しゆう了りよう。冗じよう談だん抜ぬきに飛鳥の話は気になっていたので、俺は雑務を手早く片付けると、鞄かばんをひっつかんで戸に手をかけた──刹せつ那な。

〈コン、コン〉

　絶ぜつ妙みようなタイミングでのノックにびくんと反応する。びびった。超ちようびびった。

　しかしこんな時間に一体誰だろう？　ああ、真ま儀ぎ瑠る先生がパンでも食いに来たか、もしくは西園寺が雑務を手伝ってくれようと引き返して来てくれたか？

　どちらにせよ気楽な相手だと考え、緊張を緩ゆるめつつ「はーい」と笑顔で戸を開く。

　────と。




「ああ良かった、センパイ帰ってなくて。カガミ、一安心ですよー！」




「……か……が、み？」

　右手に持っていた鞄を思わず落としてしまう。

　目の前には、先程まで話題に上っていた、問題の少女。火神北斗。ぴょんぴょんと跳とびはねた茶ちや髪ぱつに、ちらりと覗のぞく八や重え歯ばがキュートな活発系女子……に一見思える、美少女。

　相変わらずその笑顔は演技と思えないほど自然で、それが故に、俺は余計に気き後おくれしてしまいつつも、なんとか平静を取り戻もどして応じた。

「か、火神じゃないか。どうした、こんな時間に。もう今日の生徒会なら終わっちまったぜ？　まったく、ルーズにも程があんだろ」

　俺のいつも通りの対応に、火神は……これまたいつも通りの軽さで、「てへー」と頭に手をやりつつ応じる。

「まあまあ、そこはほら、カガミの顔に免めんじてひとつ」

「どういう立場からの物言いなんだそれは」

「えと……じゃあ、ほら、センパイの顔に免じてひとつ」

「俺はお前の側に立ってねぇから！」

「じゃあそうですね……」

「あのな、誰の顔立てても無む駄だ──」

　言いかけた時だった。火神は今まで見たこともないような暗い笑みを口元にたたえ……まるで全てを見み透すかしたような瞳ひとみで、俺を見つめてくる。




「お姉さん……松原飛鳥と仲良しのよしみで、ここはひとつ」




「…………」

　ごくり、と唾つばを飲み込む。……生徒会の会議を聞いてたのか？　どうやって？　盗とう聴ちよう器き？　いや、こいつがそんな証しよう拠この残るようなもん使うやり方するか？　じゃあ一体──。

「（っ！　違ちがう！　これはカマだ！　カマかけてきただけだ！）」

　気付いた時にはもう遅おそかった。俺の顔に顕あらわれた「動どう揺よう」をしっかり観察した火神は、いつもの快活な笑みをスッと消し、凍こごえるような冷たい目で一言「風見センパイですよね」

とだけ訊ねてきた。俺は慌あわてて視線を逸そらすも……それこそ答えのようなものだ。

　火神はケタケタと笑い、くるっとこちらに背を向ける。

「まあ、もう充じゆう分ぶんですけどね。正直、杉崎林檎とクラスメイトになってしまった時点で、彼女からお姉さんに私の名前が伝わることぐらいは覚かく悟ごしていましたから」

　火神の口調はすっかり冷ややかなものへと変わっていた。今までと同一人物とは到とう底てい思えない。

「むしろバレなさすぎました。センパイは勘かん違ちがいされているかもしれませんが、カガミも当初はここまで徹てつ底ていするつもりは無かったんスよ？　少なくとも生徒会入りが決定した時点で、演技の目的は九割達成されていましたから。ですからその後も貴方あなたの傍そばで常に妨ぼう害がい活動が出来た件に関しては、僥ぎよう倖こうとしか言いようがありませんね」

　妨害、という直接的な言葉に、俺は思わず表情をひきつらせる。

「お前……一体何が目的でそんな……」

　俺の質問に、カガミは不思議そうにこちらを振ふり返り、「ああ」と勝手に何か納得した様子を見せる。

「まだお姉さんから詳くわしい話は聞いていませんでしたか、成程」

「……俺が、お前に、何かしたのか？」

　飛鳥が事情を知っている、と聞いた時から漠ばく然ぜんと想像していたことではあった。俺の元カノの関係者が、生徒会に妨害活動をする。……俺が恨うらまれていると考えるのは自然なことだった。

　しかし、火神は意外にも首を横に振る。

「いいえ？　センパイはカガミに対して何一つ謝ることなどありませんよ？」

「じゃあ、他のメンバーになにか……いや、日守みたいに、生徒会というもの自体が嫌きらいとかそういう話か──」

「いいえぇ。全然。全校生徒のために活動する生徒会、最高に立派じゃないッスか」

　彼女は以前の火神に近いテンションで言う。元々は飛鳥と仲良しだったっつう件を考こう慮りよしても、ホントのホントの素すは、明るいヤツでもあるのか？　俺が嫌いなだけで──いや、俺にも生徒会にも恨みがないって今言ったよな？　だったらなんだって、そんな……。

　混乱する俺に、しかし火神は相変わらずの笑顔のまま、まるでなんでもないことのように、その、決定的な台詞せりふを吐いてきた。




「カガミはただ、センパイという人の思想や人格、そのなにもかもが壊かい滅めつ的に嫌いなだけですよぉ？　この世から消えてしまえばいいのになぁーって、思うぐらい」




「────ッ」

　真正面から笑顔でぶつけられた敵意に。俺は、まるで金かな縛しばりにでもあったかのように硬こう直ちよくし、戦せん慄りつした。

　それは、水無瀬のそれのような悪態でもなければ、個人への激しい怒いかりに裏打ちされた殺意、のようなものでさえなかったから。




　本当に、ただただ、骨の髄ずいから俺が嫌い。そんな、笑顔だったから。




　初めて接する謂いわれのない敵意に対し、俺は何も出来ずただただ茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　理り不ふ尽じん。

　そうとしか言いようがない。勿もち論ろん、人の好き嫌いなんてどうしたってある。全員が全員、俺を認めてくれるなんてハナから思っちゃいない。

　だけどまさか、それで実際に攻こう撃げきまでしてくる人間がいるだなんて、思ってもみなくて。

　考えが甘かったといえば、その通りだ。ハーレムなんていう、日本じゃそうそう認めて貰もらえない思想を大々的に掲かかげている時点で、そんなのは覚悟していたつもりだった。

　だけど、いざこうして、目の前にそんな人間が現われると……ショックは大きい。

　火神は俺の表情を見てくすくすと笑った。

「ふふ、センパイのそんな顔が見られるなら、もうちょっと早くカガミのスタンスを明示しておいた方が良かったかもッスね。失敗しました。そうすれば、自信を失ったセンパイは、これまでの新生徒会メンバー説得にも失敗していたかもしれません」

「……新生徒会は、関係無いだろ。俺が嫌いだってんなら、俺だけ攻撃すりゃ……」

「なに言ってるんですかセンパイ。カガミ心外ですよ。カガミが新生徒会発ほつ足そくの妨害を最優先したのは、センパイへの嫌けん悪おとはまた別、カガミなりの正義感からなんですよ？」

「正義感？　ふざけんな、生徒会活動妨さまたげることのどこに正義なんか──」

「女の子を何人も巻き込んだくだらないハーレムごっこには、正義があると？」

「……っ！」

　火神の瞳は珍しく、露ろ骨こつに、怒りと見られる激情を宿していた。

　しかし彼女はすぐにいつもの笑顔に表情を戻し、話題を転てん換かんしてくる。

「ってかてか、違うんですよぉセンパーイ。カガミは今日、センパイと小こ競ぜり合いするためだけにここに来たわけじゃないんですってぇ。ちゃんと、用事あったんですよぉ」

「用事？　会議終わった生徒会室に、一体何の用事があるって……」

「用事があるのは生徒会室じゃなくて、センパイ本人でっす」

「俺？」

　思わず首を傾かしげる。となるとやっぱり、小競り合い……もとい、俺への攻撃が目的じゃないのか？　それともこの程度、彼女にとっては攻撃の内に入らないと？

「カガミですねぇ、今日実は物もの凄すごく困ったことが起こってしまいまして……急きゆう遽きよ、どうしてもセンパイに付き合ってほしい場所が出来たんですよぉ……」

　火神はなんだか本当に困った様子で顔をしかめていた。……あれ？　もしかしてこれ、本当に頼たよってくれてんじゃ──って、違う違う！　騙だまされんな杉崎鍵！　お前それで今までどんだけコイツに手玉にとられてんだよ！　しっかりしろ！　どっかに彼女主導で移動だぞ、移動！　んなもん、露骨に罠わなじゃねぇか！

「つ……付き合ってほしい……場所？」

　ごくりと唾つばを飲む。どこだ……それは一体、どこだ！　森の奥深くか、自殺の名所たる滝たきか、紛ふん争そう地帯か、地じ雷らい原げんか、呪のろわれると有名な心しん霊れいスポットか！

　いくらでも考えられる恐おそろしい場所候補に、俺は小刻みにガタガタと震ふるえ出す。しかし火神に弱みを見せるわけには行くまい！

　火神は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せると……ようやく何か決断した、といった「演技」を見せた後、ゆっくりと口を開いた。

「実は……」

　──来るなら来いっ！　即そく座ざに拒きよ絶ぜつしてやる！

　たとえ女の子相手に情けなかろうと、俺はファイティングポーズをとると徹てつ底てい抗こう戦せんの構えをもってその恐ろしい要求に備え──




「カガミと、カガミのお父さんと一いつ緒しよに、食事してほしいなぁって。カレシとして」




「…………………………………………はい？」

　こうして。




　火神北斗と俺のデスマッチは、思いもよらないカタチで突とつ如じよ開始されたのだった。




　　　　＊




　ホテルニューカントリー三十階の高級ビュッフェ「華はな千ち宮みや」。

　この街においてはまず間ま違ちがいなく最高級と言っていいその店が、火神と父親の会食の場だった。

「……勘かん弁べんしてよ」

　ホテルの三十階でエレベーターを降りたと同時に、火神がぽつりと漏もらす。俺も内心密かに同意していた。このフロアには「華千宮」以外にも三つほどレストランがあるが、そのどれもが、一いつ介かいの高校生にすぎない俺にゃあすぎた高級店。回らない寿す司し屋や、間接照明のフレンチレストラン、座ざ敷しき席せきだけのしゃぶしゃぶ屋。……美お味いしそうなどと思う以前に緊きん張ちようで胃がおかしくなりそうな店ばかりだ。

　そんな中においては、一応はビュッフェ形式である「華千宮」はまだ入り易やすい店ではある。しかし、ディナーが大人一名二万三千円からという時点で、やはり完全に普ふ段だんの自分とは縁えんの無い世界なことに変わりなかった。

　店前で待機していた店員さんに火神が名字と待ち合わせの旨むねを伝える。高校生二人だというのに、特に訝いぶかしがられることもなく席へと通された。その対応に「流石さすが一流……」などと妙みように感心してしまう。

　火神の親父おやじさんはまだ来ていないようだった。ホッと一安心したのも束の間、席に着くと今度は掌てのひらにジットリと汗あせを掻かき始めた。店の高級な雰ふん囲い気き、客層も相あい俟まって、待ちの緊張もそれはそれでキツイ。

　俺が同席することに関しては既すでに火神が伝えているとはいえ、色々な意味で場ば違ちがいなとこに居るという意識が全く拭ぬぐえない。

　というか実際場違いなのだ。この際店の高級感云うん々ぬんは置いておくとしても、火神家の父と娘むすめの会食の場に俺なんかが同席する理由は一ミリも無い。当然ながら道中俺は火神に理由を問い質ただしたが、火神から返ってきた答えは至って簡素。

「センパイが来ないなら、それこそ私がわざわざあの男と食事する意味がないです」

　それのみだった。まったくもって事情が理解不能だ。しかしその言葉を聞いて、ここで逃にげたら俺は二度と火神と向き合えないんだろうなと予感したのも、また事実で。

　ちらりと火神を見ると、彼女は彼女で青白い顔をして座っていた。店員さんにはご自由に料理をお取り下さいと言われたものの、少なくとも親父さんが来るまでは本格的な食事は控ひかえておこうと考え、料理は取らずにおく。

　無言で居るのもなんなので、俺は火神に話しかけてみた。が、ホテルに入ったあたりから完全に心ここにあらずといった態度の彼女の耳に、俺の言葉は一向に届かない。

　仕方無いので、俺はとりあえずオレンジジュースを火神の分と自分の分だけ取ってきて、それをちびちび飲みながら時間を潰つぶすことにした。火神は一口もつけなかった。

　そうして、十分程待ったろうか。

「やあやあ！　すまない、待たせたね」

　落ち着いた雰囲気の店内ではドキリとするぐらいのボリュームで謝罪しつつ、一人の男性が笑顔で俺達のテーブルにやってきた。

　俺は最初、彼が火神の親父さんだとは思わなかった。状じよう況きよう的には親父さん以外ありえないし、実際親父さんだったのだが……。

　見た目が、圧あつ倒とう的てきに若かったのだ。実際の年ねん齢れいは四十五歳とのことだったが、見た目には冗じよう談だんではなく二十代後半といった容よう貌ぼうだった。

　確かに言われてじっくり見れば、目め尻じりの皺しわや肌はだの質感、落ち着いた物もの腰ごしなどが二十代のそれではないなと分かるのだが、それでも精せい々ぜい三十代前半。少なくとも四十を越こえているとは到とう底てい思えない、若々しさに溢あふれた人物。

　俺は想定外の人物像に思わず気け圧おされて挨あい拶さつもしどろもどろになってしまったが、親父さんは見た目通りの若々しい気安さを兼かね備そなえたお方で、いくつかの冗談を交まじえつつお互たがいの自己紹しよう介かいを終えた頃ころには、俺はすっかりリラックスさせられていた。好人物とは、こういう人のことを言うのだろう。

　しかし俺と親父さん──岬みさ開きか斗いとさん（「火神」じゃないのか？）が挨拶や軽い世間話を交わす間も、火神は一言も口をきかなかったどころか、父親と目も合わそうとしなかった。火神の食事に臨のぞむ態度から何となく予想はしていたが、やはり良好な親子関係ではないらしい。

　しかし岬さんも特に火神の態度を咎とがめるでもなく、それではビュッフェを楽しもうじゃないかと自ら率先して料理を取りに行った。俺もそれに続き、少し遅おくれて火神も渋しぶ々しぶといった様子で席を立つ。

　流石高級ビュッフェだけあって、品数自体は控えめだが一品一品のクオリティが尋じん常じようじゃなく高かった。しかも基本的にメインの料理は待機している料理人の方に注文してその場で調理して頂くという形式。慣れない俺は緊張して仕方無かったが、そこでも岬さんが「ローストビーフが絶品なんだよ」などと言いながら俺の分まで注文してくれたりと気を遣つかってくれ、俺は肉の載のった皿を少し緊張で震えながらテーブルに持ち帰った。

　ビュッフェとはいえ、マナー的に何品も節操無く持って来ていいのか正直判断が付かなかったため、一いつ旦たんそのままテーブルに着く。少しして火神も少量のサラダだけ持って帰ってきた。食べたくてというよりは、いかにも「なにか取らなきゃ格好がつかないから」といった様相だ。

　それから少しして、岬さんが戻もどって来る。

「おや、北斗も杉崎君もそれだけでいいのかい？　もっと沢たく山さん取って来たらいいのに」

　言いながら器用に料理のこんもり盛られた皿四枚をテーブルに置く岬さん。気を遣って俺達の分も取って来てくれたのか……と思いきや、普ふ通つうに自分の分らしく、自身の席の前に所ところ狭せましと並べる。

「ほら、食べよ食べよ」

　殆ほとんど着席すると同時にフォークとナイフを持ってローストビーフを一口サイズに切り分け口に放り込む岬さん。一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた後、俺も「いただきます」と一礼してから彼に倣ならって肉を切り分け口に運んだ。

「うっま」

　ちょっと信じられない程美味しくて思わず素すでリアクションしてしまった。初対面の大人の前でする言こと葉ば遣づかいじゃあない。しかし岬さんは「だろう？」と人ひと懐なつっこい笑顔で、心底嬉うれしそうにしながらも食事を続ける。

　俺が二切れ目、三切れ目とローストビーフを口に運ぶ中、ちらりと火神の様子を窺うかがうと、彼女はカツンカツンとフォークの先でレタスを突つついているだけで、一向に食事が進んでいなかった。

　気付いた岬さんが、食事の手を止めて火神を見やる。

「どうした北斗？　食しよく欲よく無いのかい？」

「…………まあ」

　言いながら不ふ機き嫌げんそうに視線を逸そらす火神。正直すっかり岬さんに好感を抱いだいていた俺の目には、火神のそんな態度がかなり不快に映ったが、流石にいきなり口に出す程ではない。

　黙だまって様子を窺っていると、火神は露ろ骨こつに大きな溜ため息いきをついたのち、カランと更さらにフォークを置いて、岬さんを睨にらみ付けるようにして切り出した。

「それで、一体なんなの、今日は」

　刺とげ々とげしく、そしてどこか緊張に満ちた、火神らしくない声こわ色いろだった。……火神らしい、という言葉の解かい釈しやくはさておき、なんにせよ、作ったキャラにしろ裏の顔にしろ、常に俺の主導権を握にぎり、余よ裕ゆうの態度でありつづけた火神の姿は、そこになかった。

　岬さんは箸はしで魚のムニエルを豪ごう快かいにほぐしながら、笑顔のまま世間話の延長のように切り出してきた。




「いや、来週あたりからお前と母さんと一緒に住もうと思ってね。それだけなんだけど」




「────」

　火神のサラダを突く手が止まり、瞳どう孔こうが大きく開く。それはまさに、「唖あ然ぜんとする」という言葉の用例に添てん付ぷしてやりたいぐらいの表情だった。

　彼女程ではないにしろ驚おどろいたのは俺も同様で、口の近くまで運んでいたローストビーフを思わず皿に戻す。

「（──え？　なに……この人、なんで急にこんな話してんの？）」

　思わず「ははっ」と妙な空から笑いをしてしまう。リアクションを迷ったのだ。岬さんのテンションが今までの笑い話と一緒だったので、思わずその流れで笑顔を返してしまったが……火神の今までより更に青ざめた表情を見て、口をつぐむ。

　混乱の中、必死に状況を推理する。なんだこれ。火神と岬さんがなんとなく上手くいってない様子だったのは分かる。名字が違ちがう時点で、通常の親子関係とは少し違うのかなとも、思ってはいた。そして今の発言を考えるに……どうやらこれまでは一緒に暮らしてはいない。うん、そこまでの情報でも分かることは、ある。




　このタイミングで同居の話を切り出すのは、やはりどう考えても、おかしい。




　俺達の反応に気付いていないのか、岬さんは食事を継けい続ぞくしつつも説明を続ける。

「いや参ったよ。妻と娘が一昨日おととい急に書き置き一枚残して家出てっちまってさ。一人で暮らす４ＬＤＫの寂さびしいこと寂しいこと。どうも妻のヤツが機き嫌げん直すまで長期戦になりそうだし、だったら、お前達二人としばらく一緒に住むのもいいかなって。名案だろ？」

「…………っ！　い、あっ」

　先程とは一転、火神が顔を真っ赤にして何かを言いかけるも、感情だけが先行して、とても言葉までは紡つむげない様子だった。

　火神のそのあまりに痛ましい表情を見て、俺の心にも岬さんへ対する怒いかりがふつふつと湧わいてくる。今の今まで、火神のことを敵とみなし、むしろ岬さんに好感を抱いていた自分だというのに。この一いつ瞬しゆんで感情がまるで逆転してしまっていた。

　なぜなら、詳くわしい事情なんか説明されなくとも、分かってしまったから。




　今まさに、俺の目の前で──女の子の心が、踏ふみにじられているのだ、と。




「ちょっと岬さん……」

　ナイフとフォークを脇わきに置いて抗こう議ぎの声を上げるも、岬さんは視線を食事の方に向けていて止まらない。

「七なな海みのやつには昨日の夜言ったんだけどな。あぁ、昨日は一人にして悪かったな北斗。ほらお母さんを早さつ速そく家に呼んでやりたくて。あいつ前から見たがってたから、僕の部屋。七海も大層感心してたぞ、洒落しやれた部屋だなって。お前もきっと気に入ると思うんだよ、北斗。部屋はうちの大学生になる娘のヤツをそのまま使えばい──」

「岬さん！」

「？」

　小首を傾かしげて俺を不思議そうに見る岬さん。その時初めて、俺はこの人を「怖こわい」と思った。

　俺は怒りとも恐きよう怖ふともつかない感情で拳こぶしを震ふるわせながら、岬さんの目を見て訊たずねる。

「なにを……おっしゃって、いるんですか？」

「？　ああ、すまないね杉崎君。置いてけぼりにしちゃって。いやね、僕には本来の妻と娘が居るんだけど、彼女達が先日急に出てってしまったから、じゃあ次に僕の気に入っている北斗とその母親が一いつ緒しよに住んだらいいんじゃないかって話をしてたんだ」

「次に……気に入って……い、る？」

「そうそう！　いや杉崎君も北斗見てて分かると思うけど、この母娘おやこはホント美人の血筋でね！　いやぁー、妻と入にゆう籍せきしたのは早まったよねぇ、正直。常々思ってたんだ、七海──ああ、この子の母親ね？　七海と北斗と暮らすのも悪くないよなぁって」

　むしゃりと仔こ牛うしの骨付き肉を頬ほお張ばる岬さん。

　火神は遂ついに感情の行き場が涙なみだとなって顕あらわれ、しかしそれを俺達に見られるのが嫌いやなのか、髪かみで表情を隠かくすように俯うつむく。

　俺は……最も早はや、怒りを通り越して、目の前の男に殺意すら抱き始めていた。

　なに……火神、泣かしてんだよ……お前……。

「『いい女』っていう意味では他にも何人か候補はいるんだけどさ。やっぱ一緒に暮らすとなるとまた基準は別になってくるだろう？」

「俺に……訊きいて、いるんですか？」

「ははは、杉崎君は面白いことを言うなぁ。キミ以外の誰だれに言ってるっていうんだい。北斗から聞いてるぞぅ？　キミも随ずい分ぶんヤンチャしてんだってね」

「っ！」

　ブチギレて危うくテーブルをひっくり返すところだったが、どうにか、激しく椅い子すを鳴らして立ち上がるだけで抑おさえる。それでも周囲に居た客は驚いた様子で俺達の方を見たが、俺にはもう、他人に配はい慮りよする余裕も無かった。

「ふっざけ──」

「いやはや、キミはホント、嬉しいぐらいに僕と同類だね」

「────!?」

　激げき昂こうが一瞬にして動揺に変わる。逆に岬さんは俺が立ち上がったことにもなんの反応も示さず、極きわめてマイペースに、食事まで並行しながら話を続けた。

「いい女を抱くためならどんな努力も厭いとわない。相手の家庭環かん境きように踏み込むことだってやぶさかじゃない。うん、キミは実に僕に似すぎていて、ホント嬉しくなるよね」

「なにを……馬ば鹿かな……」

　反論しながらも、自分が震えているのが分かった。こんな男と……俺が……同類？　あまりの嫌けん悪お感かんに、脊せき髄ずい反射的に否定したはいいものの……その根こん拠きよが自分の中のどこを探しても中々見つからないことに著いちじるしく焦あせる。喉のどが渇かわく。

　岬さんは本当に嬉しそうに続けた。

「この子の母親の七海とは、彼女が高校卒業したばかりの頃ころからの付き合いなんだけどね。七海のヤツは、器量がいいのに、家いえ柄がらに縛しばられた女でねぇ。当時なんか、家柄だけで決められたボンクラと見合いさせられそうにまでなっていたんだ。実に勿もつ体たいなく、そしてこのご時世に馬鹿げた話だろう？　さて、もし杉崎君が当時の彼女に出で逢あっていたら、どうしていた？」

「どうしていたって……」

　西園寺のことやリリシアさんのこと、それに親子関係の問題という部分で水無瀬のことを連想する。七海さんのケースとは少し違うとはいえ、そのどれもに俺は──。




「踏み入って、かき回して、ぶち壊こわして、奪うばい取るんだろう。キミも。僕と同じように」




「っ！　お、俺は──」

　反論が上手く出て来ない。違う、違う！　俺は……俺は、そんな、自分の欲よく望ぼうだけを優先して、他人を不幸にするようなことは……。…………っ。

「あー、ごめんごめん杉崎君。キミぐらいの若さだとまだそこまで割り切れないよな。でもね、僕はそれでいいと思っているんだ。生きるってそういうことだろ？　常に奪い奪われの構図。だったら僕は自分と自分の好きなもののために、それ以外の他者から奪って、楽しく生きるのさ」

　それは……その、アンタの言う他者ってのには……今、俺達の間で必死で涙を堪こらえている、この、火神北斗のことも、入ってるのかよ……。

「だから、キミも周囲の馬鹿げた正論なんか気にせず堂々とあればいい。あ、海え老び食べるかい？」

「黙……れ……」

　差し向けられた料理を拒きよ否ひすることぐらいしか出来ない。

　岬さんは海老を自分の口に放り込み、実に人懐っこい笑みを浮うかべる。

　唐とう突とつに、その笑顔が、自分の身近な人間に向けるそれと重なった。思わず目を逸らす。嘘うそだ。嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ！

「自分の気に入った女達と幸せに暮らしたい。勿もち論ろん、相手を養う甲か斐い性しようも磨みがいた上でだ」

「やめろ……」

「北斗から話を聞いて驚いたよ。ホントキミは──」

「やめろって言ってんだろ！」




「昔の僕とそっくりだ」




「────」

　その言われたくなかった決定的な言葉に、俺は心の底から打ちのめされ、がくんと腰こしの力が抜ぬけて椅子にへたり込む。

　俺がこのまま努力し、精しよう進じんし、必死で生きた先にあるのが……こいつ？

　これが、俺の、未来？

　火神の様子を窺うかがう。彼女は……まるで自分が暴れ出すのを必死で抑えるかのように俯き、目をギュッと閉じてどうにか涙をこぼさないようにと力み、俯いていた。

　……途と端たんに、自分の今までの行動に自信が持てなくなる。これまでは確固たる信念を持って行ってきたはずの行動が、急に、全て間ま違ちがいだったかのように思えてくる。

　西園寺の不運に俺も付き合う？　だったらなぜ俺は今ここに居る？　そんな台詞せりふを吐はくなら、ずっと彼女だけの傍そばに居るのが筋じゃないのか？

　水無瀬に語った俺の将来像はなんだ。金の稼かせげる仕事に就つく？　その結果こそ……この、目の前に座る岬さんそのものじゃないか。

　日守に付きまとって説得した理由は、本当に、彼女が生徒会役員だからか？　彼女が絶世の美女であることは、俺が彼女に抱いだく好感の、何割を占しめている？　俺の動機と岬さんの動機……そこには、何一つ違いなんか無いんじゃないのか？

　頭がくらくらし、吐き気けまで催もよおしてくる。さっきまであんなに美味いと思っていた料理が、何一つ美お味いしそうに見えない。

　しかし岬さんは、大量に運んできた料理を、次から次へと一口ずつ食べては幸せそうに笑っていた。

「やっぱり色んな料理があるっていうのはいいよね。寿す司しもしゃぶしゃぶもフレンチも好きだけれど、やっぱり僕はこのビュッフェという形式が一番好きなんだよ杉崎君。どんなに美味しいものだって、単品だとすぐに飽あきる。そうじゃない？」

「…………」

　もう、答える気力も無かった。俺の無反応がつまらなかったのか、岬さんは今度は火神に話を振ふる。

「そうそう、大分脱だつ線せんしたけど、そんなわけで来週からうちで一緒に暮らすということで、いいよね北斗。大たい概がいのものは僕が新しく揃そろえてやるから、数日中に必要なものだけ荷造りして、こっちに持ってきなさい」

「っ……カガミはっ、まだ行くなんてっ……」

　ようやく振り絞しぼるように声をあげる火神。しかし岬さんは彼女の苦しそうな様子になど見向きもせずに自分の主張ばかりを続ける。

「こら北斗、いつも言ってるだろ。子供じゃないんだから、自分のことは『私』と呼びなさいって。というか子供の頃はむしろ『私』って言ってたじゃないか。どうしてそうなったんだか……。ああ、そうだ！　今度からは『ミサキ』と名乗ったらいい！　それなら僕も喜んで許可してあげようじゃないか！」

　実に名案、といった様子で笑う岬さんに、俺は心底ゾッとする。……人間は、ここまで無神経に身内の心を踏みにじれるものなのか？

　流石さすがに耐たえきれなくなったのか、火神はテーブルに激しく両手をついて立ち上がると、俺の方を見て「センパイ、行きましょう」と促うながしてきた。

　それは、今までの明るい後こう輩はいキャラとは程遠く。

　しかし、俺の敵としての冷たい口調でもなく。

　まるで、懇こん願がんするような台詞で。

　俺はすぐに立ち上がった。岬さんが不思議そうに俺達を見て、「まだあんまり食べてないじゃないか？」等と言ってくる。……本気で言ってるのか、この人は……。

　手元の水をぶっかけてやりたいところだったが、俺はぐっと堪え、「……ごちそうさまでした」と彼に頭を下げた。

　瞬しゆん間かん、火神に手首を強く握にぎられ、引っ張られる。痣あざができそうな握あく力りよくだった。

　その光景を見て何を思ったのか、岬さんがニヤニヤしながら火神に「お泊とまりしてきてもいいいぞー」なんて軽口を叩たたく。一いつ瞬しゆん本気で取って返して殴なぐりたい激情にかられたが、火神が更さらに力を強めて俺を引っ張ったため、渋しぶ々しぶそれに従った。

　ビュッフェを走るように出て、エレベーターのパネルボタンを乱暴に押し、お互たがい黙だまったままで一階へと下りる。火神はその間もずっと俺の手首を握りっぱなしだった。強く、強く。……まるで敵と見なしているはずの俺にさえ、縋すがらずにはいられないように。

　しかし打ちのめされているのは俺も同様だ。女の子に頼たよられていると分かっているのに、今や優しい言葉の一つも、かけてやれない。

　ただただ、俺の手首を掴つかんだまま俯く彼女を見ることしか出来なかった。

　何も説明などされていないというのに、今や彼女が俺を憎にくみ、忌いみ嫌きらう理由の全てが理解出来る。だからこそ、言葉が見つからない。

　ロビーに到とう着ちやくし、ホテルを出て、足早に一分ほど歩いたところで……ようやく、彼女はハッとした様子で俺の手首を放した。

　二人同時に立ち止まる。客の居ないコンビニの明かりが俺達を寒々しく照らしていた。

「…………」

　無言の時間が過ぎる。しばらくして、火神は袖そでで目元を拭ぬぐうと、腫はれぼったい目のまますっかりいつものキャラに戻もどり、手を後ろに組んで笑顔で俺を覗のぞき込んできた。

「ではではっ、センパイ！　今日はこの辺でお別れということで！」

「あ……ああ。…………あ、いや、送ってくよ」

　ボンヤリしてしまっていたが、女の子一人夜道を帰すわけにはいかないとハッとする。しかし、火神は当然のように拒きよ絶ぜつしてきた。

「いえいえ、ここから歩いて二分ぐらいですから、うち！　大だい丈じよう夫ぶでっす！」

「でも……」

　俺が食い下がろうとした時だった。火神は俯うつむき……低い声で告げる。




「勘かん弁べん……して下さいッス……。マジで……。……お願いですから…………」




「……悪わりぃ」

　すぐに、こいつは俺の顔なんて──父親と同種の人間とされる俺の顔なんて、もう一秒だって見ていたくないんだということに気付く。

　再びお互い沈ちん黙もくした後、俺はなんとか歪いびつな笑顔を作ると、「じゃ、じゃあ」と声をかけた。

「また、明日あしたの生徒会でな」

「ははっ……それ、すっごい面白い冗じよう談だんです」

　それだけ言って火神は俺に背を向ける。これ以上、今の俺には彼女にかけてやれる言葉が無い。俺は悔くやしさを噛かみしめながらも、自分も帰宅の途とへつこうと──

「そうそう」

「？」

　──したところで、火神が俺に背を向けたまま声をかけてきた。なんだろうと見守る俺に……彼女は、顔だけちらりと振り返らせて──最高に皮肉な笑みを浮かべて、告げる。




「カガミ一世一代の自じ爆ばくテロは、流石に効果ありましたでしょうか、セーンパイ？」




「っ」

　言葉を失う俺。カガミはそんな俺の表情に、満足げな笑みを浮かべると、そのまま何も言わず去っていってしまった。

　俺は、しばらく彼女の背を見つめ……その姿が消えたところで、ようやく、ぽつりと、言葉を返す。

「ああ……効いたよ。効き過ぎだ。……俺もう……正直、瀕ひん死しだぜ」

　思わず空を見上げる。

　飛鳥にハーレム思想の決意を告げたあの時と同じく、月と星が綺き麗れいに輝かがやく夜空だ。

　……しかしなぜだろう。




　今の自分には、それが良く出来た作り物のようにしか見えなかった。




　　　　＊




　帰宅と同時に飛鳥へ連れん絡らくを取る。そうして急せかす様にして彼女から火神の背景を詳くわしく聞き出したが、概おおむね俺が察していた通りの状じよう況きようだった。

　一通りの事情説明が終わった頃ころ、モニタの向こうで飛鳥が頭を掻かきながら嘆たん息そくする。

『しっかし、ホントやんなるぐらい賢かしこいんだから、北斗は。ああいう家庭環かん境きようのせいか、人の心の機き微びに敏びん感かんというか、立ち回り方が上手いというのかしらね。そのくせ自分のダメージは全然考こう慮りよしないから、危なっかしくて怖こわいのよね……昔から』

　それには俺も同意せざるを得なかった。例えば今日の会食一つとっても、飛鳥から大まかな背景を聞いてからだったならば、俺は心の準備をし、俺なりの回答や決意を持って食事に臨のぞめただろう。

　しかし、実際にはその直前ギリギリに、火神は会食を挟はさみ込んできたわけで。その効果は抜ばつ群ぐんも抜群で、こうして飛鳥と会話している今も、俺は本来の自分をまるで取り戻せていなかった。

『……そういうとこ、実際アンタとよく似てるのよ、北斗は。自分より他人優先で、鈍どん感かんなクセに賢くて、時にとんでもない行動に出るけど、意外と計算してもいて』

「…………」

『そんなあの子だからこそ、私も凄すごく気に入っちゃって。ケンの面おも影かげ見たっていうか』

「……それは……その面影っつうのは……あの岬の娘むすめだから、じゃないのか？」

『…………』

「…………」

　すぐに無言になってしまう俺をモニタ越ごしに見て、飛鳥が溜ため息いきをつく。

『あー……。アンタがウジウジしてたら活入れてやるのが私の役目だって、分かっちゃいるんだけどね。悪いわね、正直、流石の飛鳥さんと言えど、相手があの子じゃ分ぶが悪いわ』

「はは……飛鳥でも弱気になることって、あんだな」

『そうそう無いつもりではあったんだけどねぇ。例外ってなんにでもあるもんで。他の誰だれでもない、あの子がケンを否定するなら……私にゃあそれに対する反論なんか全く浮うかばないってのが正直な所。そりゃ、テキトーな論理でハーレム肯こう定ていなら出来るわよ？　でも、あの子に……北斗に対してそういう軽い言葉は、逆効果でしかないから』

「…………だよなぁ」

　座ざ椅い子すの背もたれを調整し、仰あお向むけに倒たおれる。

　軽い言葉じゃ届かない。

　それは今日の食事で、嫌いやという程思い知らされた現実だった。あんな状況を目の当たりにして……俺がいくら言葉で取り繕つくろったところで、あいつの心には届きそうにない。

　いや、それどころか。

　自分の心にさえ、届かない。

「（俺のやろうとしていることは……あいつと……あの男と、同じ？）」

　あれからずっと俺の心に横たわるその疑問。自分への猜さい疑ぎ心しん。

　ハーレムというのが、決して褒ほめられた理想じゃないのなんて最初から百も承知のつもりだった。そうして最後には、その功罪全てを飲み込んだ上で、前に進むとさえ決めたつもりだった。

　だけどいざ、それを体現した人間と対たい峙じすると。

　揺ゆらいだ。




　誰かを著いちじるしく不幸にしながらも自分だけは笑う、その、あまりに醜しゆう悪あくな姿に。




『……ごめんね、ケン』

　唐とう突とつにヘッドセットから飛鳥らしくない謝罪の言葉が漏もれてきたため、驚おどろいて体を起き上がらせ、モニタを見つめる。彼女は珍めずらしく殊しゆ勝しような顔をしていた。

「何がだよ？　なんで飛鳥が謝ってんだ？」

『うん……前も言ったけど、私はケンに一番厳きびしい人間であると同時に、ケンの一番の味方でいたいって、思ってる。だけど今回は……相手があの子である今回ばかりは、私、無条件にアンタの味方をしてやれない。……北斗と七海さんがどんな生活をしてきたのか、どんな状況に置かれてきたのか、私は、すぐ傍そばで見て来ちゃっているから……』

「……そっか」

　悔しそうな飛鳥の様子を見て、俺は思わず微笑ほほえんでしまう。飛鳥が怪け訝げんそうにする中、俺は笑顔そのままで応じた。

「俺は、やっぱそんな飛鳥が好きだなーと思ってさ」

『…………ばーか』

　照れたように顔をふいっと逸そらしながら、しかしどこか嬉うれしそうに応じる飛鳥。

　お互い気き恥はずかしくてしばらく無言が続いた後……飛鳥は、しっかりとモニタに向き直って、口を開いた。

『ケン。今回私は、アンタの全面的な味方には、なってやれそうもない』

「ああ」

『私は北斗と七海さんが大好きだし、正直、あの父親のことは……私でさえ、嫌けん悪おし、軽けい蔑べつしている部分が、ある。それは事実』

「……ああ」

　それは無理もない話だ。なんせ、同じ思想を持つはずの俺でさえ……こんなにも、あの男は受け入れがたく思ってしまうのだから。

　しかし、ならば、やはり俺のやろうとしていることは……。

『だけどね、ケン。一つだけ、アンタに言えることも、あるんだ』

「うん？」

　まだ続いていた飛鳥の言葉に、俯きかけた顔を上げる。

　飛鳥は……モニタの中で、子供の頃と同じ、意地悪そうで……でも最高に頼たよりがいのある、俺の相棒としての笑顔を、見せてくれていて。




『私は、ケンのことが大好き』




「…………」

『ケンとあの男の明確な違ちがいなんて、悔しいけど、上手く説明してあげられない。でも……それでも私は胸を張って言えるわ。ケン、アンタが大好きだって。心の底から愛してるって。どうかそれだけは、忘れないでおいて』

「……ああ、サンキュ。飛鳥」

『じゃあ……今日は、これで。ケンもウジウジしてないで早く寝ねるのよ？』

「おう……おやすみ、飛鳥」

『ええ。おやすみ、ケン』

　数秒だけお互たがいの顔を見た後、名な残ごり惜おしさを断ち切るように、通話を切断する。

　そのままパソコンをシャットダウンするも、尚なお……俺はその場から動けずに居た。

「…………ありがとう…………」

　その場で俯うつむき、もう一度、遠くに居る飛鳥へと感謝の言葉を絞しぼり出す。

　正直、泣きそうだった。あと数秒通話切るのが遅おそかったら、俺はくしゃくしゃに歪ゆがんだ大層みっともない顔を彼女に見せてしまっていたことだろう。

　答えなんか未いまだに出ない。

　自分への自信も依い然ぜんとして揺らいだままだ。

　俺の対存在とまで言える火神北斗と和解出来る展望なんか、微み塵じんもない。

　だけど。




　まだ、歩ける。まだ、俺は、前に、進める。




「……うっし！」

　俺は自分を奮い立たせるように立ち上がると、意識を切り替かえて、日常へと戻もどっていった。

　…………。

　ちなみに「日常」へと戻るにあたり、とりあえず気分転てん換かんにとエロ本を三冊ほど眺ながめた件に関しては、今回向き合っているテーマ（浮うわ気き問題）に対してあまりに不誠実かつかっちょ悪いので、この際描びよう写しやを省かせて頂いても良いかなと感じているのだが、如何いかがだろうか読者諸しよ兄けい。ご意見お待ちしております。




　　　　＊




　翌日の生徒会には、当然ながら火神は現われなかった。

　仕方無いので他の四人で通常業務を行う。本日は去年もやった部活の予算関連の話し合いだ。火神が居なくても……メンバーが一人欠けていようとも殆ほとんど問題無く生徒会が執しつ行こう出来てしまう事に多少のモヤモヤは感じつつも、業務自体は滞とどこおり無なく終しゆう了りよう。

　さて、生徒会自体はこれでお開きにして、後は俺がいつもの雑務を……と動こうとした、その時だった。

「それで？　アンタ、なにあったのよ、昨日」

　机に頬ほお杖づえをつき、銀ぎん髪ぱつをだらんと垂らして極きわめてかったるそうにしながらも、日守が俺にそんなことを訊たずねてきた。

　キョトンとする俺に、今度は西園寺と水無瀬まで続いてくる。

「僭せん越えつながらわたし、火神さん関連の問題に関しましては、たとえそれがプライベートな情報であろうと、鍵さん一人で抱かかえるべきことではないと思いますよ」

「西園寺会長に同意しますね。杉崎君如ごときが一人で頭を悩なやませるより、この場で話し合った方が問題解決には数段効率がいいと私も考えますが」

「……お前ら……」

　彼女達の意外な台詞せりふに心底驚く。俺は今日一日ずっと「いつも通り」に振ふる舞まっていたつもりだったし、実際付き合いの長いクラスメイトの宇う宙ちゆう姉弟きようだいなんかでさえ普ふ通つうに応じてくれていたから、うまくやれているもんだとばかり思っていたのだ。

　しかし、どうやら彼女達生徒会メンバーには、なにやら気付かれていたらしい。

　日守がつまらなさそうに告げる。

「別に、スギサキが喋しやべりたくないならいいけど。正直見てらんないのよね。こうやって面と向かい合って長々会議とかしてると、ちょいちょい、違い和わ感かんあって気持ち悪いっつうか」

「気持ち悪いって……俺、今日そんなに変だったか？」

「バッカね、『そんなに変』じゃないからこそ、気持ち悪いのよ。微び妙みように変ってのが一番モヤモヤするっての。『山さん椒しようは小こ粒つぶでもぴりりと辛からい』って言うでしょ」

「え、あ、うん。なるほど。……………………。……いや、そのことわざもやっぱり微妙に使い道間違ってるよなぁ!?　なんか凄すごい微妙な間違い方だから、余計モヤモヤするわ！」

「ほら、そういうことよ」

「おお、なるほど！　って、いや、あ、あれ？」

　日守の一ひと癖くせある妙みようなアホさ加減に戸と惑まどっていると、水無瀬がこほんと咳せき払ばらいしてまとめてくる。

「つまりは、今日の杉崎君は少しおかしかったという話です。長く会議でもしてないと無視してしまうくらい、些さ細さいな違和感ですが。たとえば、いつもならば『多目的ホール』という言葉にさえ大興奮するほどのド変態ですが、今日の貴方あなたは『ペペロンチーノ』という言葉に多少ぴくりと反応した程度の変態でした」

「その判定基準なんなの!?」

　そこに西園寺まで続く。

「そうです！　わたし、今日は背もたれががくんとなって派手にひっくり返って皆みなさんに下着を見られてしまいましたが、いつもならば、更さらにスカートの中に鍵さんがツッコンでくるぐらいのハプニングに発展していてもおかしくありませんでした！」

「お前の判定基準に至っては、もう何一つ理解出来ねえよ！」

　それ笑いの神の匙さじ加か減げんじゃねえか！　俺の不調とか一切関係無いだろ！

　一通りツッコミ終わったところでふと気付くと、全員が割と真しん剣けんに俺をジッと見つめていた。……まあ判定基準がなんにせよ、俺がおかしいと気付かれていたのは確かなようだ。

　少し迷う。確かに火神に関することは生徒会で情報共有すべきだろうが……しかし、家族の件にまで話が及およぶのは、当人が居ないところでしていいものか？　しかも火神が心底忌いま々いましく思っているのであろう、あの父親の話を、だ。

　一応、既すでに自身でもある程度調べがついてそうな風見に対しては、要点だけをメールで報告済みである。しかし新聞部部長の風見を以もつてしても、「この情報、どこにも使いようないですね。むしろ調べなきゃ良かったとさえ思います」と返してくる始末だ。

　そういう話を、生徒会役員にすべきか、否か。

　しばらく考えた末、俺はとりあえず火神周りの具体的な話は避さけ、俺の悩みの核かく部分だけを聞いて貰もらうことにした。

「……ハーレム思想について、なんだけどさ。その……火神の件に取り組むうちに、自信なくなってきちまって。俺……もしかしたら、なんか間違えてんじゃないかって」

　ははっ、と弱々しく笑う。彼女達は真剣な目で、俺を見つめてくれていた。……ああ、ありがたいな。飛鳥もそうだけど、ホント、マイ・ハーレムメンバー達は健けな気げに俺の思想を応おう援えんし、肯こう定ていしてくれて、そのおかげで俺は歩け──




「実際間違えてますよね」「間違えてるわね」「存在自体が間違いですしね」




「ええええええええ!?」

　生徒会メンバー全員から全否定喰くらった。愕がく然ぜんとする俺に、三人は口々に文句を言い始める。

「え、鍵さん、もしかしてハーレム思想などというふしだらな考えに、本気で自信持っていらっしゃったのですか？…………正気でございますか？」

　ぐさり。

「え、マジで言ってんの？　スギサキ。いやー、アタシそれ、てっきりアンタなりのユーモアっつうか、周囲を和なごませるための手段的なアレが多分にあるのかと。いやー、百パーマジだったとか、流石さすがに引くわー。正直引くわー。………………引くわー」

　ぐさりぐさり。

「というか、基本的に貴方は間違ってます。きっと人間の負の感情を集めて煮に詰つめて固めて肥こえだめに植えた末に生成されたのが、杉崎鍵という存在なのでしょう」

　ぐさりぐさりぐさり。──って、水無瀬のはなんか論点が違う気がするんだが！

　なんにせよ、三人からよってたかって全否定である。これには流石の俺もがっくりと項うな垂だれ、脂あぶら汗あせを垂らす。

「お、俺はてっきり……お前達、攻こう略りやく済みメンバーは、俺をハーレム思想ひっくるめて肯定してくれているものとばかり……」

「勘かん弁べんしてよ、きもい」

　遂ついには日守から男子が一番傷つく台詞まで飛び出す始末。がっくりと項垂れる俺に、しかし、水無瀬が不思議そうに首を傾かしげて訊ねてきた。

「不思議なリアクションをしますね、杉崎君」

「え？」

「貴方の思想が間違っていることなんて、元々貴方が大だい嫌きらいな私は勿もち論ろん、貴方自身でさえも、最初から理解していたことではないのですか」

「それは……そう、なん、だけど」

　水無瀬に言われるまでもない。しかし、コイツは分かってないんだ。

　言葉が、想いが、決意が、どれほど尊とうとくとも。

　実際に目まの当たりにしたそれが、どんなに、醜しゆう悪あくだったことか。

　しかし詳くわしい事情を話すわけにもいかない。なにより、火神がそうしたように、「アレ」は実際に面と向かわないと実感出来ない類たぐいの邪じや悪あくだ。

　思わず黙だまり込んでしまう俺に対し、事情が飲み込めない三人が顔を見合わせる。

　……アホか、なにを甘えていたんだ、俺は。事情も話さずただ自分を全肯定するカタチで慰なぐさめて貰おうだなんて、虫のいい話にも程がある。腑ふ抜ぬけか、おい。

　反省し、この話をすぐにでも切り上げようとした矢先──西園寺が、ぽつりと言葉を発してきた。




「でもわたしは、その杉崎さんの間違った思想のおかげで、救われましたけど？」




「……え」

　雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けて思わず顔を上げる。しかし西園寺当人は特に特別なことを言ったつもりもないらしく、ついでに水無瀬も日守もこれといって感かん銘めいを受けた様子でも無かった。どうも、彼女達にとっては普通の──いや、普ふ段だんの俺にとっても普通に流せたのであろう台詞に、今の俺が敏びん感かんに反応してしまっただけらしい。

　西園寺の言葉に、軽いノリで日守も便乗する。

「まあスギサキみたいな馬ば鹿かはレアモノよね。アンタ見てると、深刻な悩みまで馬鹿らしくなってくるっていうかさ。ま、レアモノとは言っても、数が少ないってだけで別に実用的でもなんでもない類のレアモノではあるけど。ネトゲで言うところの、見た目いいけど能力値低い装備品みたいな。でもだからこそ、妙に人の心をくすぐる部分もあるわけじゃん？」

「それには私も同意ですね。杉崎君は世界にとっては心底唾だ棄きすべき存在だと考えていますが、個人的には居なくなられるのも寂さびしいです。ホラー映画とかグロテスクな映画を、不快に感じながらもつい見てしまい、劇場出ると何な故ぜか妙にスッキリしている、あの気分と近いですね」

「お前ら、俺を励はげましてんのか貶けなしてんのかどっちなんだよ一体！」

　なんかどうリアクションしたらいいのか困る台詞だらけだった！

　俺の文句に、三人はまた顔を見合わせて、そちらはそちらで困った表情をする。

「貶すとか励ますとか、そういうつもりでさえなかったといいますか……」

「ただアタシたちは正直な印象言っただけだしー」

「まあそんな私達から見れば、今いま更さら貴方が『自分は間違っているかも……』だのなんだのとウジウジしている姿は、酷ひどく滑こつ稽けいに映って仕方無いという話ですね」

「…………」

　水無瀬のまとめが、なんだか妙に俺の心にストンと落ちてくる。

　滑稽、か。……そうだよな。俺は最初から、清く正しい人間を目指していたわけじゃなかった。んな方向性は、最初から他の誰だれかに任せてある。

　俺は、どこまでいったって、俺だ。俺でしかない。

　たとえあの男と同族だろうと、それは変わらないし、変えられない。

　ふと、この場に集まってくれている、新生徒会のメンバー三人の顔を見る。

　そして。




　この場に欠けている、一人の後こう輩はいの姿を……空席に重ねる。




　瞬しゆん間かん、ようやく昨日から続いた岬開斗の呪じゆ縛ばくが解け、目の前がクリアになった。

「その、通りだな。今更だ。ははっ……なにしてんだ、俺。そうだ、そうだよな」

　ホント、なに腑抜けてんだ俺は。俺があの男と同族か否か。

　んなもんは、今全く重要なことじゃないだろう。馬鹿か。

　これだから、まだまだガキなんだよなぁ俺は。

　今すべきことは、最初からずっと変わらず、ただ一つじゃねえか。

「わりぃっ、皆みんな。じゃ、気を取り直して、今から始めようぜ」

「？　何をですか、鍵さん」

　首を傾げる西園寺と他二人。俺は「決まってるだろ」と笑い、当然の様に告げた。




「火神北斗を生徒会に出席させるための、作戦会議をだよ」




　　　　＊




「あー、流石に日が落ちてきたかぁ……」

　コンビニ前のペンキが剥はげたベンチから空を見上げて呟つぶやく。

　六月に入り随ずい分ぶん日も長くなったが、午後七時過ぎともなると流石に夜の帳とばりが降りてきた。

　もうここに陣じん取どって一時間は経たつだろうか。会議を終えて急いで新聞配達を終わらせ、夕方から陣取ったはいいものの……未だ目的の人物は現われず。

　ケータイでの暇ひま潰つぶしにも限界が来たため、仕方無くぼんやりと物思いに耽ふける。とはいえ、今頭に浮うかぶことなんて、彼女のことしか無いわけだが。

　結局、火神北斗周りの事情は会議中に殆ほとんど話すこととなってしまった。あまり吹ふい聴ちようするような話でないのは重々承知だったが、こちらも面白半分で取り組んでいるわけじゃあない。火神とて、俺を父親に直接会わせた以上、その辺のことは覚かく悟ご済みだろう。

　それになにより……俺は、弱い。仲間の力を借りなきゃなんにも出来ない、まだまだ未熟な人間だ。

　でもだからこそ、妙みようなプライドや遠えん慮りよで自分に差さし伸のべられた救いを拒きよ絶ぜつし……その結果、俺に助けを求めてくれていた別の誰かの手を掴つかみ損ねるような愚ぐ行こうだけは絶対にしまいと、心に決めている。

「昔も今も……女の子に助けられてばかりだなぁ」

　空に伸ばした右手をぐーぱーと開け閉めして、苦笑いする。俺はホント、いつだって情けないことこの上無い。努力して努力して努力しても、掴めないもんばっかりだ。今居るのが岬開斗の何歩後ろなのかさえ、分かったもんじゃない。だけど──

「……なにしてんの、センパイ」

　視線を下げると、胸に財布を抱かかえて仏ぶつ頂ちよう面づらで俺を見下ろす火神北斗と目が合った。

　俺は空に掲かかげていた右手を彼女へと差し出して、告げる。

「それでも譲ゆずれないもんを、掴みに来た」

「は？」

　ぺしっと冷たく手をはねのけられる。女の子からそんなリアクションを受けるのは既すでにこの一ヶ月で慣れていたため、俺は特に気にもせずベンチから立ち上がると、火神と向かい合った。

　自分の体を抱だきしめるように腕うでを組んだ火神が、冷たい目で俺を睨にらむ。

「……なんなんですか、一体」

「何って。火神に会いに来ただけだけど」

「……なんでこんなトコで」

「だってお前学校では完全に俺避さけて行動するし、だったらプライベートなタイミングで捕つかまえるしかないだろ。で、この前の会食の時、火神、ここから家まで二分程度だって話してたなと思って。それならこのコンビニ高頻ひん度どで利用すんじゃねーかなって」

　俺の説明に、火神の表情は冷たいものから、呆あきれたそれへと変化した。

「ホント……センパイって、ストーキングの才能だけは尋じん常じようじゃないッスね」

「素すのお前に褒ほめられるとなんか照れるなぁ」

「……センパイのそーいうとこ、時々『あの男』よりタチ悪いなって思います」

　その言葉に、照れ顔が凍こおり付く。俺は恐おそる恐る……再確認した。

「…………アレより？」

「はい、アレより」

「……マジで？」

「大マジです」

　その場でがっくりと項垂れる。その隙すきに火神が嘆たん息そくしてコンビニに入って行ってしまったため、俺は慌あわててその背を追った。火神は店内で醤しよう油ゆのボトルを手にすると、それだけレジに持っていって手早く会計を済ませ、スタスタと店外へ出ていく。俺は話しかけるタイミングもなく、ただただ、ついていくしかない。

　店を出てしばらく歩いたところで。火神が再び「なんなの……」とげんなりした様子で切り出してきた。俺はあえて核かく心しんをはぐらかし、話題を逸そらす。

「醤油、買ったのか？」

「そーですよ。それが何か。…………。…………あ、センパイ一本飲みますぅ？」

「サラリと俺を殺しにかかんなよ！」

　まさかこんな日常風景の延長線上で死の提案を受けるとは思わなかった。

　俺はこほんと咳せき払ばらいして、更さらに話題を逸らす。

「醤油ならあれだぞ。スーパー行った方が断然安いぞ」

「知ってます。でも今まさに料理中で急ぎだし」

「え、火神料理出来んの？　マジで？」

「……なに、その意外そうな顔は……」

　ジロリと睨まれる。いや……うん、今や彼女の素が今までのやたら軽いノリをした「アレ」じゃないことは百も承知だったんだが……うん、意外だ……。

「はぁ。センパイも知ってんでしょ。うち、母親と二人暮らしな上、その母親が料理苦手なんで。カガミがご飯作らないで、誰が作るんですか」

「ほうほう、それは感心──」

　そう褒めかけた瞬間だった。火神の瞳ひとみが、漆しつ黒こくの輝かがやきを灯ともす。




「おかげでカガミ、包丁捌さばきには自信があるんですよ？　特に、肉切り包丁で分厚い肉を骨ごと叩たたき切るのが、もう、たまらないんですぅ。ブツン、ブツン、ブツン、っていうあの独特の触しよつ感かん。……正直すっかり病やみつきですよねぇ、ふふふ……」




「そ、そうか……」

「市し販はんのブロック肉より大きな塊かたまりも、いつか、切ってみたいものです……」

「そ、そう……」

　冷ひや汗あせをダラダラかきながら火神の隣となりを歩く。…………やっぱりコイツ怖こえぇえ！　素の喋しやべり方も、思っていたより普ふ通つうじゃんとか思ってたら……やっぱ本ほん性しよう怖ぇよコイツ！　病んでるよ！　いやここまでアレなのは俺と岬さん相手の時ぐらいなんだろうけど！　飛鳥相手にはホントいい妹分なんだろうけど！

　前ぜん途とに暗あん澹たんたるものを感じながらトボトボと歩いていると、火神は今までの少しトボけた雰ふん囲い気きを消し、「で」と極めて冷たい声こわ音ねで切り出してきた。

「実際なんなんですか。……そろそろ、マジで不快で吐はきそうなんですが」

「…………」

　それが冗じよう談だんじゃないことぐらい、流石さすがの俺にも分かった。彼女の表情は、岬さんとのあの食事を思わせるぐらいに青ざめていて。それは怖こわいと同時に……やっぱり……痛々しくて。まったく、自じ爆ばくテロとはよく言ったもんだよ。下手するとコイツ……アレで、俺より遥はるかにダメージ受けてたんじゃないか？
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　俺は視線を前方に向けたまま、雑談のように切り出す。

「んなの、お前もよく知る、いつものに決まってるだろ」

「……なんですか」

「生徒会出ろよ、火神。きっと楽しいぜ」

「……あはっ」

　少しだけ虚きよを突つかれた様子で、火神が嘲ちよう笑しよう混じりに笑う。

「そーですね、確かにカガミ、センパイと約束してましたもんね。他のメンバー出席したら、カガミも出席するーって」

「そうだぞ。だから、いくらお前が嫌いやでも、約束は守って貰──」

「ごめんなさい、あれ嘘うそです」

「…………」

「しょーじき、考えてなかったっていうのが正解かもです。他のメンバーが全員出席するようなことがあれば、その時は、いよいよカガミとセンパイが、ガチの殺し合いをしなきゃと思ってたんで。出席するとかしないとかなんて、どうでも良かったっていうかぁ」

「殺し合いって」

　また大おお袈げ裟さな、と続けようとするも。火神が感情の無い瞳をこちらに向けて来たため、思わず押おし黙だまる。一いつ拍ぱくおいて、火神が続けた。

「殺し合いですよ。心の、ですけど」

「…………」

「カガミとセンパイの思想に、共存なんて道は無いですから。どうしたって、最後にはどちらかが淘とう汰たされるしかないわけで」

「そんな、寂さびしいこと言うなよ火神。心の殺し合いなんて不毛なことはやめて──」

「リアル殺し合いに移行するとしましょっか？」

「心の殺し合い、大いに結構じゃないか！」

　思わず叫さけぶと、周囲に居た通行人にびくつかれてしまった。カガミがくすくすと暗い笑みを零こぼす。……え、今の笑えない台詞せりふの応おう酬しゆう、お前にとってはジョークの範はん疇ちゆうだったの？……こいつの闇やみは深すぎて、俺、正直もう心折れそうですよ。

　火神はひとしきり笑ったところで、「実際」と表情を元に戻もどして続けてくる。

「ホント無む駄だですから、早々に意識切り替かえた方がいいと思いますよセンパイ」

「何がだよ」

「カガミを攻こう略りやくしてやろう的な発想です。カガミ、自分でもちょーっと引いちゃうぐらい、センパイを心底憎にくんでますから」

「そういう相手の心を溶とかしていくのが、ハーレム作りの醍だい醐ご味みさ」

「あー、まあ、センパイのような種族的には、そういう発想になるんでしょうね」

　火神のその言葉には岬開斗のことも含ふくまれているようで、少し抗こう議ぎしてやりたかったが、ぐっと我が慢まんする。火神は続けてきた。

「でも、ツンとかデレとか、そういう軽い次元の話じゃないんスよ、これは。ま、センパイみたいな人に言っても仕方無いんでしょーけど」

「……そうだな」

　そう応じながらも、しかし、俺は俺で自分の主張を告げる。

「俺はどこまで行っても俺だからな。お前になんと言われようと、俺は、俺の価値観でものごと考えるし、当然、勝負の際は、俺の土ど俵ひように引き摺ずりこもうと足あ掻がくよ」

「……そーですか。じゃあそれでいいんじゃないですか。カガミには無関係です」

　火神は嘆息すると、しばらく無言で歩き、そうして──

「じゃ、カガミここなんで」

　──と、とあるマンションの前に立ち止まって告げた。十階建てほどの普通の集合住宅だ。カガミは玄げん関かんのオートロックを解除すると、自動ドアを抜ぬけてマンションへと──

「……センパイ、なんでついてくるんですか」

「あ、やっぱり駄だ目め？」

　呆れた様子で振ふり返る火神に、照れ混じりで応じる俺。彼女は「勘かん弁べんしてよもう……」と嘆息しながら、俺と一いつ緒しよに一いつ旦たん玄関を出る。オートロックが再び閉まる音を聞きながら、火神は俺を睨み付けてきた。

「センパイ。いくらなんでも、そこまで来ると流石に犯罪レベル──」

「なあ、火神。もう、引ひっ越こしの準備とかしてんのか？」

「っ！」

　俺の質問に驚おどろいた様子の火神が、醤油の入ったコンビニ袋ぶくろを強く握にぎり直す。彼女は動どう揺ようした様子で俺から視線を逸らした。

「関係、ないじゃないですか」

「いや今いま更さらそれは通らないだろう。あの父親との会食の場に同席させておいて」

「……それは……」

　詰つまる火神。俺はここぞとばかりに、畳たたみかけた。

「で、どうなんだ。お前、結局岬さんの家に引っ越すのかよ？　引っ越すんだとしたら、いつだ？」

「…………」

「おいおい火神、最初に互たがいの懐ふところに踏ふみ込むデスマッチを仕し掛かけてきたのは、お前だろう？　あの男……岬さんを持ち出してきた以上、野や郎ろうとお前の近きん況きようを、俺は知る権利があると思うけどな」

　自分でも少し強引な論理だとは分かっているが、それでも、筋は通っている自信がある。

　火神はしばし黙りこくった後……ぽつりと、悔くやしそうに、返してきた。

「引っ越すことに……なりました。五日後の、日曜日に」

「……そうか」

　彼女のその悲痛な表情に、自分で聞き出しておきながら、俺までどんよりした気分になる。あんな……軽い思いつきめいた道楽に、コイツはまた振り回されるのか。

　必死に表情を取り繕つくろった火神が、歪いびつな笑顔を見せつつ訊たずねてくる。

「なんですか？　もしかしてセンパイ、ホントはそれが気になって、今日ストーカーじみた待まち伏ぶせしてたんですか？」

「…………う。……えと、ま、まあ、な」

　気き恥はずかしさに頬ほおを掻かく。妙みように男らしい威い圧あつ的な態度に出ておいて、その実内心では物もの凄すごく心配してますなんて……むしろこっちがツンデレみたいで恥はずかしいじゃないか！

「ははっ……」

　俺のそんな様子を見て、火神はなぜか空から笑いし……そうして、再び、俯うつむいた。




「センパイのそういうトコ……カガミ、大ッキライです……」




「……そっか。悪かったな」

「…………」

　黙り込む彼女に、どうしていいか分からず、痒かゆくも無いのに頬を掻き続ける。しかし、ふと気付くと、火神が小声ながら……何か、ぶつぶつと呟つぶやいているのが聞こえた。

「なんで……どうして……いつも、センパイは、そういう…………。……っ」

「火神？」

　いつもとは少し違ちがった様子に戸と惑まどう。すると、火神はキッと俺を涙なみだ目めで睨にらみ付けて来た。

「そういう偽ぎ善ぜん、うんざりするんですよ！　やめて下さいよ！　目め障ざわりなんです！」

「か、火神？」

　初めて見る彼女の感情的な姿に、俺は気け圧おされて何も返すことが出来ない。

　火神は堰せきを切ったように吐き出し始めた。

「西園寺つくしの時も、水無瀬流る南なの時も、日守東子の時も！　毎回毎回、馬ば鹿かみたいに相手に尽つくして、自己犠ぎ牲せい精神丸出しで！　なにがギブ＆テイクだ！　ハーレムだとかなんだとかぬかしつつ、結局誰だれかの手を握ることさえ出来やしないクセに！」

「う……お前、そういうこと言うか……」

　自分のヘタレさを指し摘てきされてショックを受ける俺。しかし、どうやら火神の言いたいことは、そういうことでも無いらしかった。

「なんなんスか、それ！　これじゃあ……これじゃあまるでカガミが……カガミの方が……！　間ま違ちがってるのは、センパイなのに！　ハーレム思想なんて、最低のこと言ってるクセに！　あの男と、同族のクセに！　どうして！　どうして……」

「…………」

　そこまで言った所で、火神の体からスッと力が抜ける。彼女は自分の感情を抑おさえ込むように再び俯き……俺の胸を、ぽんと、小さな拳こぶしで殴なぐりつけてきた。

「間違ってるなら……間違ってる人らしく、して下さいよ……お願いですから……。どうして……どうして、正しいことを言っているカガミの方が、こんなに肩かた身みが狭せまくて……みじめで……辛つらい気持ちにならなきゃ、いけないんですか。……どうして……」

「…………」

　ぽん、ぽん、と何度も俺の胸を殴りつける火神。……彼女が言っているのは、俺のことだけじゃないのだろう。今となっては容易に想像がつく。きっと……例の引っ越しの話を、彼女の母親は、大層喜んでいるのだろう。幸せそうにしているのだろう。

　勝手な大人達が、二人とも、それを幸せだと言うから。幸せだと信じきってしまっているから。それを壊こわすことが出来ない優しい彼女の心は、叫びは、表に出ることさえなく黙もく殺さつされる。今回だけじゃあない。いつも、いつも、いつも。

「…………火神」

　彼女の肩かたを掴つかみ、正面に立たせて、その涙で濡ぬれた瞳ひとみを見つめる。

　…………きっと彼女を怒おこらせるんだろな。

　それが分かっていながらも……しかし、俺は、どうしても言っておかなきゃいけない、その台詞を……彼女に、告げた。




「俺は……お前の、味方だから」




「っ！」

　瞬しゆん間かんの、火神の憎ぞう悪おに満ちた表情は、一生忘れられそうに無い。肩に乗せた俺の手を、バチンッと周囲に響ひびき渡わたる程の音を鳴なり響かせながら叩たたき払はらう彼女。荒あら々あらしくオートロックを解かい錠じようすると、彼女はこちらに一いち瞥べつもくれることなく、逃にげるようにマンションの中へと消えていった。

　遅おくれて閉まった自動ドアのガラスに、情けない自分の姿がぼんやりと映る。

「はは……やっぱ、キッツイよなぁ……女の子のああいう顔見るのは」

　こんな気分は、いつ以来だろう。下手すると、義妹いもうとを自分の手で傷付けたあの時と同じかそれ以上に、胸が痛い。

　だけど……。

「俺……本気だからな」

　ぽつりとそう言い残し、マンションに背を向ける。

　…………。




　たとえ、それがどんなに身勝手で間違った行動だとしても。

　たとえ、それが火神と俺の仲を決定的に引き裂さくことになろうとも。

　たとえ、それが……岬開斗と自分が、同種の人間と認める行こう為いそのものだったとしても。

「見てろよ……火神」




　その時、俺の心はようやく、これから自分のすべきことを、明確に見定めたのであった。




火神北斗




　エレベーターに乗り込み自宅階を指定すると、すぐに「閉」ボタンを強く押し込んだ。

　閉まるドアに背を向け、奥に備え付けられた鏡と向かい合う。

　腫はれぼったい目をした自分が、そこに居た。

「なんなのさ……！」

　目の周囲を擦こすって赤みを誤ご魔ま化かす。泣きそうになんて、なってない。なってるもんか。

「なにが……味方だ……！」

　思い出すだけで血が沸ふつ騰とうしそうになる。あの男と同種の人間が、あの男みたいな……あの男が母にするような笑顔で、私に甘く囁ささやきかけて──！

「…っぅ！」

　怒いかり、目め眩まい、嘔おう吐と感、拒きよ絶ぜつ反応。様々な感情が一緒くたになって私を襲おそい、思わず鏡に左手をついて体を支える。

　……覚かく悟ごはしていたつもりだった。杉崎鍵の懐ふところに潜もぐり込んだ時から、こうなることは予期していた。自分が攻こう撃げきするだけのワンサイドゲームにしようだなんて甘い考えは、ハナから無かった。

　だけど、ここまで……ここまで、踏み込んで来られるなんて。最初は「お姉ちゃんの幼おさな馴な染じみ」でしかなかった男が。今じゃ、両親と並んで、私の心を最も揺ゆさぶる人間の一人にまで成長している。……冗じよう談だんじゃない。

「生徒会になんて……入らなければ良かったんだ……」

　後こう悔かいしてももう遅おそい。どうしてあの時……生き真ま面じ目めな白しら木き里り枝えが他た薦せんの重圧に耐たえきれず教室で一人で泣いていたのを見た時に、私が彼女を脅きよう迫はくしてやれば一石二鳥だなんて発想に取り憑つかれてしまったのか。杉崎鍵のことをどうこう言えない。私も立派な偽善者だ。そしてその代だい償しようは、あまりに大きかった。

　エレベーターが自宅階に到とう着ちやくし扉とびらが開く。私が出るのと入れ違いに、隣となりの部屋のおばさんがボックスへと入ってきた。軽い挨あい拶さつと会え釈しやくをして去ろうとすると、「そうだ北斗ちゃん」と明るい声で呼び止められる。振ふり向くと、おばさんが「開」ボタンを押したまま私に笑いかけていた。

「来週親しん戚せきからサクランボが沢たく山さん届くのよ。確か北斗ちゃん、サクランボ好きだったわよね？　お裾すそ分わけするから、楽しみにしていてね」

　おばちゃんの人ひと懐なつっこい笑顔に、お姉ちゃんが重なって思わず私も微笑ほほえんでしまう。まったく、この街の人達はどうしてこんなにも……呆あきれるぐらいにあったかいのだろう。

「はい、ありがとうございます！　凄すごく楽しみに──」

　脊せき髄ずい反射的にそう答えている途と中ちゆうで、その頃ころ自分達がもうこの部屋には居ないことに気付く。しかし……

「──楽しみに、してます！」

　私は詰つまることなく笑顔で言い切り、ぺこりと頭を下げた。おばさんは小さく手を振って、エレベーターのドアを閉める。私はと言えば……頭を下げたまま、少しの間、動けなかった。

「…………」

　……あれ、おかしいな。サクランボは確かに大好物だけど……そんなもの、どこでも食べられるし……貰もらえないからって、そこまでショック受けるような……。

「──っと、なにこれ、あは、はは、ちょーうける」

　自分の瞳からぽろぽろと涙が零こぼれていることに自分で驚おどろいて、笑ってしまう。なんだこれ。どんだけサクランボ食べたいんだよ私。はは、変なの。

　袖そでで瞳をぐしぐし拭ぬぐいながら歩く。自宅の扉の前で、涙が完全に止まっているのをしっかり確認してから、私は意識を切きり替かえてドアを開いた。

「ただいまー」

「あ、おかえり北斗ちゃん。お鍋なべ、ちゃんと吹ふきこぼれないように見ていたわよ」

　靴くつを脱ぬいで廊ろう下かを抜ぬけると、母が本当に鍋の前に張り付いて見張っていた。思わず苦笑しながら、「ありがとう」と声をかけて母さんを業務から解放する。母はどこかやりきった充じゆう足そく感を漂ただよわせながら、居間の方に戻もどって行った。

　手を洗い、醤しよう油ゆを取り出して料理を再開する私に、母が居間の方から声をあげる。

「じゃあ私、引ひっ越こしの準備続けるね、北斗ちゃん」

「……うん、そだね。頑がん張ばれ、お母さん」

「ええ！　でも家具とかはあちらのが使えるみたいだし、うちの部屋もこのままでいいってことだから、ホント楽で良かったわよね」

「……そーだね」

　ぐつぐつと煮に立たつ鍋を見守る。

　ガラスの鍋なべ蓋ぶたに反射した自分の顔が、付着した水すい滴てきの膨ふくらみで酷ひどく歪ゆがんで見えた。




　　　　＊




「そろそろ行くわよー、北斗ちゃん」

　大きなキャリーバッグ一いつ杯ぱいに荷物を詰めた母が、部屋の真ん中でぼんやりしていた私を玄げん関かんから呼んでいる。私はそれに「うん」と応じつつも、中々足が動かず、一人部屋の中を見回していた。

　あれから五日。あまりにあっという間の、引っ越し当日。

　別に、この部屋自体にこれといった愛着はない。住んでいたのは三ヶ月。愛着を持てという方が難しい。

　だけど、この環かん境きようには……母と二人暮らしという環境には、並々ならぬ愛着がある。

　決して楽しいことばかりじゃなかった。いや、辛いことの方が多かった。でも。




　母と二人で寄より添そって暮らせることだけが、ずっと、私の幸せだったから。




「北斗ちゃーん？」

　母が急せかすように呼んでいる。まるでこれからピクニックに向かう少女だ。その声こわ音ねには喜びしかなくて。……本妻の留守宅に娘むすめと二人で上がり込むという事実に、一切ネガティブな感情を抱いだいていないらしい。その感性には、最も早はや呆れを通り越して尊敬の念さえ覚える。

　そして困ったことに、私はそんな馬ば鹿かみたいに純じゆん粋すいな母が大好きなのだ。これはもう、どうしようもない。

「もうタクシー来ちゃうわよー？　北斗ちゃーん？」

「……はーい」

　まるで杭くいを打たれたかのように動かなかった足を床ゆかから無理矢理引きはがし、顔にはどうにか笑みを浮うかべて、玄関へと向かう。

　靴を履はき終えて廊下に出ると、待ちきれない様子で母がドアの鍵かぎを回した。

　がちゃり。

　その光景を見守りながら、同時に私もまた、心の鍵を閉め、仮面を被かぶる。そうでもしないと、あの男とのおぞましい同居生活になんて、きっと一秒だって耐えられない。

「じゃあ行きましょうか、北斗ちゃん」

「うん」

　作り笑顔を返して、母と一いつ緒しよに自宅を後にする。……次にこの仮面が外せるのは、いつのことになるのだろう。……いや、もう外す必要も無いのか。本音と仮面を区別する生活にも、いい加減辟へき易えきしてきていたところだ。

　二人でエレベーターに乗り込み、鼻はな唄うたを口ずさむ母の背後で、ぼんやりと備え付けの鏡に映る自分を見る。

　火神北斗。

　クラスメイトの前では軽い女子高生。杉崎鍵には元気な後こう輩はい。だけれど裏では新生徒会に淡たん々たんといくつもの妨ぼう害がい工作を施ほどこす狡こう猾かつな女で。でも学校を一歩出れば、母の惚のろ気け話を聞き流しつつ、せっせと二人分の食事を作る良く出来た娘。

　……私は、いつの間にこんなにも多くの仮面を被るようになったのだろう。今となっては、母相手の時でさえ専用のそれを持つほどだ。じゃあ一体私はいつ、本音の私でいるのやら……と考えたところで、最悪の答えに行き着き、思わずむっとした表情をしてしまう。

　丁度こちらを振り向いた母が、小首を傾かしげた。

「北斗ちゃん？　どしたの？　お腹痛い？」

「え。ああ、なんでもないって。ただ、馬鹿みたいな考えごとしちゃってただけで……」

　自分が仮面を外して本音でぶつかった直近の記き憶おくが……杉崎鍵相手の時だけだったなんて。そんなこと、気付かなければ良かった。

　エレベーターがロビーに到着すると、未だ心配そうな母の手を引き、足早にマンションを出て、手配してあったタクシーの後部座席に乗り込んだ。ここからは約十分ほどの道のりだ。道のりは既すでにあの男が伝えてあるらしい。

　少しだけ雑談した後、私と母はお互たがい対極の意味でソワソワしだしたため、それぞれ景色を眺ながめて過ごすことにした。この三ヶ月でそれなりに見慣れた街並みが窓の外を流れていく。

　……そういえば、あれから五日間、結局杉崎鍵を始めとした生徒会の人間は、私に一切接せつ触しよくしてこなかった。

「（……味方だなんて言っておきながら、結局は打つ手なしと見て敵前逃とう亡ぼう……か）」

　思わず溜ため息いきを吐ついて窓ガラスを曇くもらせる。──と、しかしすぐに、「これじゃまるで私が彼に何か期待していたみたいじゃない」と気付き、溜息を撤てつ回かいするように掌てのひらでガラスを拭った。

「北斗ちゃん、どうかした？」

「……別に」

　きゅっきゅと窓を拭ふく音が聞かれたらしい。恥はずかしくてぶっきらぼうに応じてしまう。

母は特に気にした様子もなく、再び窓からの景色を楽しみ始めていた。私はガラスの曇りを完かん璧ぺきに消すため、窓を大きく開けて外気を取り込む。

　……まったく、なんなのよ、ホント。こうして五日間なんの接点もなく過ごすと、急に、自分があの生徒会に拘こだわっていたことが馬鹿らしくなってくる。

　所しよ詮せんは、私となんの関係もないヤツラなんだ。今いま更さらそんなことに気付く。

　お姉さんの件は別としても、基本的に私と交まじわる部分なんて微み塵じんもない人種。生徒会。唯ゆい一いつ、姿と性格を根気強く偽いつわっていた日守東子に対してだけは思う所がないわけじゃなかったけど……あれだって、結局は恵めぐまれた者でしかない。私とは違ちがう。

　そして、杉崎鍵。私の敵。ヤツに関しても……。

「（この程度で引き下がるなら……私がわざわざ身を削けずって攻撃なんかしなくても、どのみち、ハーレムなんてすぐ破は綻たんするだろうな）」

　そう結論づけて、シートに背を埋うずめる。

　こう言ってはなんだけど、彼は岬開斗よりもやはり数段落ちる人間だ。それだけに私からすればまだ救いようがあるようにも見え、しかし、だからこそ、中ちゆう途と半はん端ぱでもある。岬のような強引さが、悪あく辣らつさが、彼にはない。そしてそれは皮肉なことに、ハーレム思想という異い端たんを貫つらぬく上で、必要なものなのだと思う。

　この分なら、遅おそかれ早かれ彼のハーレムはすぐに破綻を来きたす。聡そう明めいなお姉さんならば尚なお更さら、彼のそういった底の浅さに失望するのも早いだろう。

　最早、杉崎鍵は私の敵じゃあ、ない。

　そんなことより、今の私が真に憂ゆう慮りよすべきことといえば──

「あ、北斗ちゃん、見えて来たわよ。ほら、あの家。これから、あの家に住むのよ」

「……へぇ、そう」

　豪ごう邸ていと呼んで差し支つかえない立派な家を、母と二人で眺める。

　──あの男と同居という悪夢に、私の心はいつまで持つのか。

　杉崎鍵や新生徒会に妨害工作を仕し掛かけていた頃が、酷く懐なつかしく思える。

　私達を乗せた車は大通りから脇わき道みちに入り、家の正面へと回り込んでいった。──と、そこで運転手さんが声をあげる。

「おっと、先客かな」

『？』

　母と二人、運転席と助手席の間から確認する。確かに、岬家の前にもう一台、別のタクシーが停車していた。が、どうやら既に客を運び終えた後らしく、すぐに発車。狭せまい路地をすれ違うように私達の車の横を抜けて──

「（!?）」

　一いつ瞬しゆん、助手席に「彼」の顔が見えた気がして振ふり返るも、背後からではよく分からなかった。……いや、気のせいだろう。朝から「彼」のことばかり考えてしまっていたせいだ。実際「彼」ならば、ここまで接近しておいて私当人に接触しない理由も分からない。

　……しかしそれにしても、私達以外に、岬家に客？　今日？　こんなタイミングで？　それはそれで、一体誰だれだというのだ。

　どこか腑ふに落ちないものを感じつつも、私達を乗せたタクシーは入れ違いになるように岬家の前に停車した。代金は既にあの男が支し払はらっていたため、私達は運転手さんに礼だけ言って降りると、トランクから荷物を降ろそうと車体後部に回り込み──

「ちょ、ちょっと待った！」

　その瞬しゆん間かんだった。岬家の玄関ドアから、あの男が見たこともない焦あせった表情を浮かべながら飛び出してきた。何事かと面食らう私と母に、岬はどこか背後を気にした様子を見せながらも、滑すべるように門まで走ってきて、私達に叫さけぶ。

「引ひっ越こしはなしだ！　今すぐ引き返してくれ二人とも！　頼たのむから！」

『は？』

　私と母の声が重なる。トランクから荷物を取り出そうとしていた運転手さんもぽかんとしていた。

　岬は門から出てくると、運転手さんの手からキャリーケースをひったくり、再びトランクに詰つめ直してバンッと閉める。そしてその音になぜか自分でびくりとし、家の方の様子を窺うかがってから、再び私達に強い口調で……しかし妙みようにボソボソとした声で警告してきた。

「ほら、早く帰ってくれ！　引っ越しの件は全部チャラ！　なかったことにしてくれ！」

「え、ええ？　でも開斗さん、私達……」

　母が目を白黒させながら、それでもおっとりした所作で小首を傾げる。そんな母の様子に苛いら々いらが頂点に達したのか、岬は、いよいよ珍めずらしい……かなり切せつ羽ぱ詰つまった表情で、その事実をハッキリと告げてきた。




「たった今、妻と娘が帰って来たんだよ！」




『え』

　これには母だけじゃなく、私も驚おどろき、ぎくりと緊きん張ちようしてしまった。別に私が何か悪いことしたわけではないのだけれど……この家に岬の本妻とその娘が居ると思うと、非常にいたたまれない気持ちになる。流石さすがの母も少し狼ろう狽ばいした様子を見せると、すぐに岬に押しやられる様にしてタクシーの後部座席へと舞まい戻もどった。

「ほら、北斗も！」

「あ……うん」

　続けて私も押し込まれ、最後に運転手さんが岬に「元のマンションまで！」と怒ど鳴なり気味に指示されつつ運転席に戻った。

「一体なんだっていうの……」

　母が混乱した様子で私の方を見つめてくるが、私に訊きかれても困る。混乱しているのはこっちも同じだ。意味が分からない。妻と娘が戻って来たって……そもそもしばらく帰って来そうもないという前提があったからこその、この同居話だったんじゃないの？

　それに帰って来るにしたって、なにもこんな狙ねらい澄すましたようなタイミングで帰って来なくても。これじゃあまるで、私が新生徒会にしていた妨害工作みたいな──

　そんなことをぼんやり考えていた時だった。

　開け放したままだった窓から、自宅に戻る岬の呟つぶやきが風に乗って耳に飛び込んでくる。




「まったく、やってくれるよなぁ────杉崎君も」




「────」

　あまりに衝しよう撃げき的なその言葉に、私は咄とつ嗟さに振り返ることさえも出来なかった。




杉崎鍵




「…………さん。…………お客さん！」

「──んあ!?」

　右みぎ肩かたを揺ゆさぶられ、慌あわてて顔を上げた。フロントガラス越ごしに見慣れた幹線道路と田園風景が広がる。ええと、ここは……。

　ぼんやりしたままでいると、俺の右肩に置いていた手をハンドルに戻しつつ、運転席のおっちゃんがちらりと視線を寄よ越こしてくる。

「なんか物もの凄すごく体調悪そうですけど…………大だい丈じよう夫ぶですか？　病院行きます？」

　一瞬意味が分からなかったものの、すぐに状じよう況きようを思い出してシートに座り直す。

「ああ、大丈夫ですよ。ただの寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうなんで。これぐらい、日常茶飯事ッス」

「日常茶飯事ねぇ……。まあ、お客さんの場合そうなのかもしれないけど」

「？」

　まるで俺のことを知っている風な口ぶりだ。気になっておっちゃんの方を改めてまじまじと見る。良くも悪くも、普ふ通つうの、少し小太りで頭とう髪はつの薄うすい、人の良さそうなタクシー運転手さんだ。……やばい、思い出せない。最近インパクトある大人に関わることが多すぎたせいだろうか。こんなに普通のビジュアルだと、流石に──

「以前、口の悪いお兄さんと一いつ緒しよに乗ってきて、途と中ちゆうから謎なぞの暴走族のバイクに跨またがって行っちゃったでしょ、キミ」

「……ああ！　卒業式の日の！」

　思い出した！　一瞬しか接してないけど、あの日空港から枯かれ野のさんと一緒に乗ったタクシーか、これ！　凄すごい偶ぐう然ぜんだ！

　驚く俺に、おっちゃんはニヤニヤと笑いかける。

「この田舎いなかであんなにインパクトあるお客さんも珍しいからねぇ。すぐ分かったよ」

「ああ、その節はお世話になりました──っつうか、すいませんでした色々」

　枯野さんの悪態やらなんやらを思い出し畏かしこまる。おっちゃんは笑顔のままだった。

「いいんだよ。あのお兄さん、なんだかんだ文句言いつつもちゃんと料金払はらってくれた上に、イロまでつけてくれたからね」

「はぁ……ならいいんですけど」

　そういうトコ、ホント枯野さんだよなぁと変に感心してしまう。

　おっちゃんは前を見たまま続けてきた。

「さっきまではほら、後部座席にワケアリっぽいお二人さんも居たから、切り出していいかも分からなかったし。二人降ろしてすぐ、キミ、ガクンと気失ったみたいに眠ねむりこくっちゃうしで、中々言うタイミングなくてね」

「う……すいません」

「いやいや、別に謝らなくていいんだけど。……でも本当に大丈夫かい？　キミ本当に顔色悪いけど」

　指し摘てきされて、サイドミラーで自分の顔を確認してみた。……なるほど、こりゃ酷ひどい。目の下のクマ、青白い顔色、カッサカサの肌はだと、これでもかというほど病人じみた顔をした自分がそこに居た。……まるで二年前に戻ったかのようだ。けど今は……。

「確かに、とても元気そうではないッスね。でもホント、大丈夫です。重病とかじゃなくて、さっきも言ったように単純に寝不足と疲労が極限まで来てるだけなんで」

「充じゆう分ぶん危ないと思うよ、それ。なんだったら病院向かうかい？　点てん滴てき打って貰もらうだけでも大分違うもんだよ」

「いや、ホント大丈夫です。休めば治るんで。まだ学園行ってちょっとやらなきゃいけないこともありますし……」

　言いながらチラリと腕うで時計を確認する。予定より少し遅おくれてしまいそうだ。

　そんな俺の様子に、おっちゃんは少し呆あきれた風だった。

「そんな体で、この日曜日にまだなんかすることあるってのかい」

「あー……その、まあ。で、でも既すでに峠とうげは越えましたから。ほら、さっき女性二人急ぎで送って貰ったじゃないですか。あれで俺の今日の目的、八割方達成されてるっつうか。ホント、ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げると、おっちゃんがなんだか照れたように薄い頭を掻かく。

「こっちもそれが仕事だからね。礼を言われるようなことじゃねえさ」

「でも、助かったのは事実なんで。あの二人を家に届けるタイミングがあと少しでも遅れてたら、色々ややこしかったと思いますし……」

　その状況を想像して、岬さん当人でもないのに胃がしくしくとしてきた。留守中に家に入り込んでいた愛人家族と、帰宅した本妻＆娘むすめがばったり……修しゆ羅ら場ばすぎる！

　状況がよく分かっていないおっちゃんが、不思議そうに訊たずねてきた。

「そんなに遅れちゃまずかったのかい？　だったら、あんまり飛ばさなくて悪かったね」

「あ、いや、どのタイミングだろうと火神の同居中止っつう目的自体は達成出来るんで良かったんスけど、出来れば修羅場は避さけて通りたかったと言いますか……」

「カガミ？　同居？　修羅場？」

「えっと……」

　おっちゃんがなんだか非常に興味をそそられた様子でこちらを窺うかがって来るものの、流石に俺は曖あい昧まいに微笑ほほえんでかわすことにした。

　──愛人家族が来る直前の家に、妻と娘を帰宅させることで、同居計画を強引に中止させました……なんて話、おいそれと説明出来るもんじゃない。俺は質問逃のがれも兼かねて、「やっぱちょっとだけ目ぇ瞑つぶらせて下さい」と断り、シートを倒たおさせて貰った。……ごめんね、おっちゃん。

　しかし、実際疲つかれているのも本当だ。寝ねる体勢になった途と端たん、すぐに微睡まどろみの淵ふちへと落ちて行きそうになるのを、ぐっと堪こらえる。

　ここで本格的に寝だしたら、少なくとも丸一日は絶対に起きない自信がある。大目的は達成出来たとはいえ、仕上げが残っている以上、まだ落ちるわけにはいかない。

　俺は夢に心を奪うばわれないため、あえて、この鬼おにの様に忙いそがしかった五日間の回想を始めた。




　現在俺がなぜこんなに疲れているかと言えば、それは偏ひとえに、あの二人……岬開斗の妻と娘を連れ戻すために右往左往した結果に他ならない。

　最初は大人達の横暴に対して、超ちようスマートな反はん撃げき法を思いついたつもりでいた。妻と娘が戻って来る。たったそれだけのことで、岬の馬ば鹿かな「思いつき同居案」は簡単に白紙に戻せるじゃんと。我ながら実にクレバーな策だとほくそ笑んだものだ。

　しかし、すぐにその目もく論ろ見みは破は綻たんを来す。

　そもそも。




　あの岬にほとほと愛あい想そを尽つかし、遂ついには家を出る決断までした女達が、そう易やす々やすとすぐ自宅に戻る道理なんか、ないじゃないか。




　意い気き揚よう々ようと奥さんの実家へと、放課後電車に二時間乗って説得に出かけた一日目。当然の如ごとく復ふく縁えんの提案なんざ見事に断られ、それどころか岬の手先とまで勘かん違ちがいされた挙あげ句く、ヒステリックに暴れ始めた奥さんの声を聞いた近きん隣りん住民に通報までされ、遂にはなぜか俺が逮たい捕ほ。

　後々誤解は解けるものの、その日は留置所で、丁度一いつ斉せい検挙されていた暴力団グループのお兄さん達と一緒に一晩を過ごすハメとなった。しかし幸か不幸か寺てら雄おさんの知り合いが大勢居たことで妙みように気に入られ、朝まで彼の武勇伝を聞かされる始末。今思えば、この初日にして、俺の体力は既に底をついていた気がする。

　そうして、早朝に解放された二日目。大おお慌あわてで電車に飛び乗り、碧陽に戻って授業に参加。六限目が終わると同時にとんぼ返りで奥さんの実家へ。門もん前ぜん払ばらいを喰くらうのも覚かく悟ごしていたが、この日は意外にもすんなり家に上がらせて貰えた。どうやら通報はやりすぎだったと気にしていたらしい。

　これはいけるかと説得を試みるも、それはそれ、これはこれと拒きよ否ひ。また俺は俺で、説得に来たはいいものの、よく考えたら説得材料が一つも無いことに愕がく然ぜんとし、果てには奥さんと娘さんと一緒になって岬さんの悪口で盛り上がる始末。これはなにか違ちがうと気付いた時には後の祭り。岬さんに対する悪口の吐はき出し口をずっと求めていたらしい二人に夜通し彼への呪のろいの言葉を吐かれることとなり、岬さんと思想的に似たとこが多い俺としてもたまにグサリグサリとダメージを受けつつ、二日目終しゆう了りよう。

　三日目もまた早朝に奥さんの実家から電車で学校へ。ちなみにこの五日間の睡すい眠みん時間は、基本、この電車移動の時間のみだ。しかしそれさえも最近始めた内職バイトを消化するので、半分ほど潰つぶす始末。新生徒会関連でいくら忙しいと言っても、それはそれだ。生活費はちゃんと稼かせがなければいけない。なにより今は義妹いもうともこっちに居るんだ。俺のワガママで新生徒会にかまけた挙句、彼女と食うメシがひもじくなったりするのだけは、絶対に避けたかった。

　そんなわけで少しげっそりしつつ奥さんの実家に辿たどり着つくと、その時初めて、二人から心配の言葉を貰った。なんでそこまでするのかと。今思えばあれは正直、俺に大分オチている顔だった。母娘おやこ二人揃そろって、健けな気げな男子高校生にちょっとときめいてくれている目だった。あの場面でいい台詞せりふを言えていれば、まず間ま違ちがいなく、あそこで決着が着いていたことだろう。

　しかし疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態で意識も朦もう朧ろうとしていた俺は……つい……ぽろっと……。

　本音を、言ってしまったのだ。




「んなもん、岬さんの愛人の娘である、火神北斗のために決まってますよ！　彼女は、俺の大事な大事な……ハーレムメンバーですから！　一いつ生しよう懸けん命めいになって当然──」




　気付いた時には、ウジ虫を見るような目をした二人に、ドアをぴしりと閉められていた。

　……結局その日は、夜までドアの前で謝り倒して過ごした。一応、俺に同情してくれたらしいお祖ば母あ様に家自体には招き入れて貰えたものの、奥さんと娘さんには結局一目も会えず。今回ばかりは自分が全面的に悪いと自覚していた俺は、その日、自主的に、うるさくしないようにしながらも、家中の掃そう除じをさせて貰ったのだった。

　四日目は土曜日で学校が無かったため、朝からお祖母様の朝食準備を手伝ったりして、奥さんと娘さんの機き嫌げんを取りにかかった。最初こそ無視されていたものの、次第にご飯をよそえだの、荷物を持てだのと口をきいて貰えるようになってきた。そうして、一日彼女達に尽つくした夜。二人に呼び出された俺は、もう一度訊ねられた。

　どうして、そこまでするのかと。

　前回の自分の答えが彼女達の不興を買ったのは重々承知していたし、ここで決めないと火神の同居開始まで時間が無いことも分かっていたが、それでも、俺は……結局前日と全く同じ答えを返した。

　俺にとって大事な女の子、火神北斗のためだ、と。

　これは家から追い出されても仕方無いと思って縮こまっていると……二人は、意外にもくすくすと笑い出した。そうして、奥さんが不思議なことを言ってくれたのだ。

　貴方あなたは、岬と似ているようで、全く似ていないのね。

　その言葉の真意は分からなかったが、直後、二人は荷造りを開始した。驚おどろいていると、娘さんがどこかとぼけた様子で「愛人の娘に自分の部屋使われるとか、勘かん弁べんしてほしいだけよ」と説明してきた。奥さんもまた「そうね、どちらかと言えば。私達じゃなくて、あの人が家から出て行くべきだったのよね」なんて言ってくれて。俺は不意に泣きそうになってしまったものの……すぐに「ほら、あんたも手伝いなさい！」と二人にこき使われ、結局その日も一晩中、荷造りだの実家の片付けだのをさせられることとなった。

　そうして今日、五日目。夜中まで作業していたせいで中々起きてくれなかった二人をなんとか引っ張り出し、電車に飛び乗り、そうして駅からこのタクシーに乗り込んだ、というわけだ。




《プルルルルルルル！》

　携けい帯たい電でん話わの着信音にハッと目を覚ます。……あぶなかった。回想を経由して、今や殆ほとんど夢見ている状態だった。このタイミングの電話に感謝だ。

　目を擦こすりながら液えき晶しようを確認すると、どうやら西園寺かららしい。俺は運転手さんに断りを入れた後、通話に出た。

「もしもし」

『あ、杉崎鍵様のお電話でございましょうか。突とつ然ぜんの御ご連れん絡らく申し訳ございません。わたし、西園寺つくしと申します。西園寺家というのは、安あ土づち桃もも山やま時代から続くと言われる由ゆい緒しよ正ただしき家いえ柄がらでございまして、西の園に寺と書き──』

「いや挨あい拶さつ丁てい寧ねいすぎんだろう！　お前友達に電話する時毎回そんななの!?」

『すいません、これまでの人生、こちらからお友達に電話をかけるという機会自体がございませんでしたもので……』

　なんか微び妙みように悲しい過去を聞いてしまった。俺はこほんと咳せき払ばらい。

「で、どうした？」

『あ、はい。その…………えと……』

「ん？」

　西園寺の妙にもじもじした様子に首を傾かしげる。しばしして、西園寺はどこか勇気を振ふり絞しぼるかのように、切り出してきた。




『と、特に用事が無いのに御お電話差し上げるのはっ、駄だ目めでございましょうかっ』




「へ？」

『で、ですから。あの……その……わ、わわ、わたしなんかが、自ら、鍵さんに連絡差し上げますのは、お、おこがましいでございましょうか』

「えと……西園寺？」

　何を言われているのかがイマイチ分からない。西園寺は電話口でうーうー唸うなりながら続けてきた。

『鍵さんは、以前わたしに沢たく山さん踏ふみ込んで、沢山、かけがえのないものを下さいました。だけど、それからは、他の役員様のことにかかり切りで、以前のようにお話しする機会が減ってしまいました……』

　しょぼんとした様子の西園寺。俺はハッとして居住まいを正して応じる。

「ごめん西園寺。俺、最近確かに他のことにかかりきりで全然お前と……」

『い、いえ！　鍵さんを責めているわけではないのでございます！　本当に！』

　慌あわてた様子の西園寺。どうやら本心からの言葉のようだ。そうして、彼女は穏おだやかな口調で続けてきた。

『鍵さんは、立派です。わたしにそうしてくれたように、皆みなさんの抱かかえる問題にも、いつも誠実に取り組んでいて。そんな鍵さんの姿をこそ、わたしは……好きなのですから』

　好き、という言葉に思わず反応しかけるも、ここは調子に乗っていい場面じゃないと、自分を窘たしなめる。きっと西園寺自身、深い意味で言っているわけじゃない。

　西園寺が続ける。

『だから、こうやって拗すねてしまうのは……わたしが悪いのでございます』

「西園寺……」

　そんなことはない。俺だって、自分の問題に親身になってくれた人が、しかし解決した途と端たんすぐに違うことにかかりきりでは、絶対いい気分じゃない。

「ごめんな……。俺、ホント、まだまだだ」

『いいえ。鍵さんは、そういう人だって知ってますから。あ、悪い意味ではなく、そういうところが素敵な人なんだって、分かっていると言いますか。でも、ですから……』

「だから？」

　西園寺はそこで、一度深呼吸をすると。

　次の瞬しゆん間かんには、確固たる意志を持って、ハッキリと、告げてきた。




『今度は、わたしから、鍵さんに踏ふみ込んでいけたらって、思います』




「え……」

　ドキッ、と心臓が跳はね上がる。そ、そんなこと言われたの初めてだったし、まさかあの気弱な西園寺がそんなこと言うなんて思いもせず……。
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　そんな俺の反応に満足したのか、西園寺はすっかり余よ裕ゆうを取り戻もどして笑う。

『ふふっ、それだけです。それだけ言いたくて、電話しちゃいました』

「あ、ああ……そ、そか」

　立場逆転だ。なんだか俺の方がしどろもどろになる。

『あ、では、そろそろ待ち合わせ場所の碧へき陽よう学園に着きますので、切りますね。生徒会室で待っております』

「お、おう。分かった。じゃあな」

『はい。………………って、にゃあああああああああああああああ!?────プツ』

「え、さ、西園寺!?　西園寺ぃ!?」

　叫さけび声が聞こえたと思ったら、唐とう突とつに電話が切れてしまった。なんだ……どうしたんだ、西園寺。何があった。……まあ何があっても西園寺なら驚かないが。

　心配しても仕方無いなと、ポケットにケータイをしまう。──と、しかしすぐに再び携帯が鳴った。今回はメールの着信音だ。どうやら西園寺との会話中に受信していたらしい。

　取り出して確認してみると、新着が三件ほど来ていた。順番に開いていく。

　まず一通目は、水無瀬からだった。




〈題名〉　変態の方へ

〈本文〉　こちらの準備は万ばん端たんです。では碧陽で。




「それだけかよ」

　なんのメールだこれは。げんなりしつつ二通目を開くと、しかしそれもまた、水無瀬からのものだった。




〈題名〉　ド変態の方へ

〈本文〉　返事がありませんが、屍しかばねにでもなっていますか？　別に心配などしていませんが、そこら辺で野垂れ死にされても迷めい惑わくですので、出来れば死なないでおいて下さい。

　しかし貴方は本当に変態ですね。少し関わっただけの女子のために、下心一つでそこまで身をボロボロにして動けるとは、心底恐おそれ入いります。早く警察に捕つかまって下さい。それを願うばかりの今日この頃ごろです。




「だから、なんでお前は俺をいつもそこまで犯罪者に仕立てたがるんだよ！」

　メールの文面にツッコム。運転手さんに少し引かれたが、構うものか。ぷんぷんと腹を立てていると、ふと、かなり改行が続いた後に、まだ本文が残っていることに気がついた。どんな毒舌が追記されているのかと、嘆たん息そくしながら確認する──と。




〈追記〉　刑けい務む所しよにでも入っててくれた方が、まだ安心というものです。まったく。




「…………」

　思わずぽりぽりと頬ほおを掻かいて、窓の外を見てしまう。何かに気付いたらしい運転手さんが、少しニヤけた顔で訊たずねてきた。

「あれ、お客さん、ちょっと顔赤くないですか？」

「赤くないです」

「そうですか」

「はい。いいですから、前見て運転して下さい」

　そうぶっきらぼうに応じて、深呼吸する。……ふぅ。……お、俺は断じて、水無瀬のメールに感動なんかしてないからな！　うん！

　大分落ち着いたところで、三件目のメールを見る。これは、日守からだった。




〈題名〉　アンタの言う通り

〈本文〉　スギサキ＆宇宙守まもるのカップリングは、結構アリかもしんないわ、こりゃ




「……は？」

　メールの内容に茫ぼう然ぜんとしていると、再びメール着信。確認する。




〈題名〉　間ま違ちがえた

〈本文〉　今のメール相手間違えた。見ないで消しとけバカ




「今誰だれとメールしてやがったてめぇ！　おい！」

　またもメールの文面にツッコム！　運転手さんの視線なんか知るか！　だってこれ、絶対相手は……！　なんでそこと交流してんだよ！　気になることだらけすぎるわ！

　返信しようと色んな疑問を打ち込んでいると、その間にも次のメールが着信した。くそ、フリック操作だけは一流かよ日守。仕方無くメール作成を中断して確認してみる。




〈題名〉　それはそれとして

〈本文〉　約束通りガッコ向かってやってるわよ今。まったく、このアタシが休日にまで登校とはね。なんでこんなことになってんのかしら。っつうか全部アンタのせいじゃん。バカじゃないのっ、バッカじゃないの。

　でも一番腹立つのは、こうやってガッコ向かう時の気持ちが、そんなに悪く無いってことよ。わっけわかんない。家でゲームしてテレビ見てネットしてた方がずっと楽しくて有意義なのに。アタシ、頭おかしくなったのかしら。

　つーかアンタ、責任とんなさいよね。責任つってもアレよ。そういう意味じゃないからね！　勘かん違ちがいすんじゃないわよ！　や、やっぱ勘違いしてもいいけど、アタシは別にアンタとどうこうなりたくなんかこれっぽっちもないわけで。




　約束通りガッコ向か




「（明らかに文面作成段階で送信したなこれ……）」

　なんか超ちよう恥はずかしいことになっていた。あれだろ。終しゆう盤ばんの文面見直してやっぱり恥ずかしくなったから、改めて最初の方の文章だけを切り出し編集しようとした途と中ちゆうで、間違えて送信ボタン押したぞこれ。絶対。案の定、さっきから何通もメール着信してるし。題名に「見るな」だの「絶対見るな」だの入ったのが連続で……。

　日守東子。なんて残念なヤツなんだ。

「？　お客さん、なんかちょっと顔色良くなりましたね」

「え、そうですか？」

　声をかけられてサイドミラーで確認してみると、なるほど、少し血色がいい。日守のメールにずっとニヤニヤ笑わされてしまっていたからだろうか。

　俺はひとしきり日守の言い訳メールを確認した後、ケータイをしまう。そうして一息ついたところで、おっちゃんが笑顔で話しかけてきた。

「お客さんは、沢山のいいお友達に恵めぐまれているようですね」

　それには多分、以前乗った際の枯野さんや、アンズさんのことも含ふくまれているのだろう。色々注ちゆう釈しやくしておきたいことはあったが……それでも俺は、こくりと強く頷うなずいた。

「それが、俺の一番の誇ほこりです」

　俺の言葉に、運転手さんは何も言わず、ただ笑顔で応じてくれた。

　それからしばらくは、互たがいに無言で過ごす。おっちゃんは運転に集中し、俺は少しまどろんで。それはなんだか、とても心地良い時間だった。ここ数日の疲つかれを、吹ふき飛ばすほどに。

「お客さん、そろそろ碧陽だよ」

　深い眠ねむりに落ちようとしたところで声をかけられ、ハッと目を開ける。タクシーは碧陽学園敷しき地ち内のロータリーに入る所だった。シートを元に戻し、料金を払はらいつつ礼を告げると、おっちゃんはカラカラと笑う。

「今回こそは、最後まで自分の運転で送り届けられて良かったよ」

　その言葉に俺もニヤリと笑い……そして、もう一度だけ「ありがとうございました」と頭を下げて、車を降りた。

　生徒会の活動で何度か休日に登校したことはあるが、それでも日曜の碧陽学園は久々だ。野球部が練習試合か何かをしているらしく、グラウンドの方からはカキンッという気持ちのいいバッティング音がした。

　待ち合わせ場所である生徒会室へ向かおうと校舎前玄げん関かんに回る。と──

「あ、鍵さん。お疲れ様さまです」

「西園寺？　それに皆みんなも。どうした、校舎にも入らないで」

　日ひ陰かげで教科書を黙もく々もくと読む水無瀬、玄関前の柱に背を預けて気け怠だるそうにスマホをいじる日守を見ながら、西園寺に訊ねる。彼女は困った様子で顔をしかめた。

「それが、その……。……とある事情で扉とびらが閉まってしまいまして」

「？」

　なぜだか恥ずかしそうにする西園寺を横目に、自分でも確認してみる。確かに扉はぴくりとも動かなかった。

「日曜日でも普ふ段だんは開いてるんだけどなぁ」

「いえ……その……確かに、最初は、開いていたのですが……」

　俯うつむく西園寺。彼女は俺を上うわ目め遣づかいでチラチラ見ながら……その事情とやらを、話しだした。

「会長として、皆みなさんより少し早めに登校したはいいんですが……その……通学途中にある空き地で、猫ねこさんの集会を目もく撃げきしてしまいまして……」

「？　いや西園寺、俺は今どうして扉の鍵がかかっているのかという話を──」

「猫さん可愛いなぁーと思って近付きましたら、皆さん一いつ斉せいに振ふり返って、睨にらまれてしまいまして。その……どうも、猫さん達なりに、あまり人間に聞かれたくない話をされていたようでございまして……」

「あの……だから、俺は、鍵の話を──」

「気付いた時にはもう手て遅おくれでございました。大量の猫さんに追いかけられた私は、命からがら碧陽学園校舎まで逃にげ込み、必死で入り口を閉め、全ての鍵を閉めました。ええ、それはもう、徹てつ底てい的てきに」

「…………」

「そうして一息ついたのも束の間……一いつ匹ぴきだけ入り込んでしまっていた猫さんに『ニャー！』と凄すごい形相で鳴かれまして、わたしは逃げました。ええ、それはもう逃げましたとも！　風の様に走りましたとも！　はしたないこととは承知しておりましたが、それでも背に腹は代えられません。スカートの裾すそを持ちあげ、きゅきゅっとフェイントまで織り交ぜつつ、走り、曲がり、登り、登り、そうして遂ついには──」

「遂には？」




「三階の、なぜか開け放しになっていた窓から、すぽーんと飛び出しました」




「…………」

「あわや大おお怪け我がかという事態！　しかしそこで奇き跡せきは起こったのです！　突とつ風ぷうが校舎の壁かべに当たって巻き起こった上じよう昇しよう気流、それによって押さえていたスカートが落らつ下か傘さんの様に広がり、私は極きわめてゆっくり、ふわりふわりと──野球の練習試合中のグラウンド中央、マウンドとセカンドの間へと降り立ちました。……今でも、試合中だった皆さんの唖あ然ぜんとされたあの顔は忘れられません」

「……あそう」

　なんかもう、なんも言えなかった。既すでに事情を聞いていたのか、水無瀬と日守はそれぞれに教科書やらゲームやらに打ち込んでいる。一人熱の籠こもった解説を繰くり広げていた西園寺は、こほんと咳せき払ばらいし、最後に深々と頭を下げたのだった。

「まことに申し訳ございませんでした」

「……うん、とりあえず事情は、よく分かった」

　プルプル震ふるえる西園寺を放置して、再び扉の前へと行く。

　すると、スマホから顔を上げた日守（マスク＆カツラフル装備）が文句を垂れてきた。

「そもそもアンタが集合かけたんだから、アンタがどうにかしなさいよ。っつーかムシムシして暑いのよ、今日」

「じゃあお前はまずマスクとカツラ外せよ」

「うっわ、女の子のファッションに普ふ通つうそういう文句つける？　サイテー。デリカシーなーい。きもーい。くさーい」

「臭くさいは関係無いだろ、臭いは！　っていうか俺臭くねぇし！」

「童どう貞てい臭ーい」

「なんて惨むごいことを！　お前、それは純じゆん粋すいな男の子に対する禁句だぞ禁句！」

「あーあ、ボン○レファミリーやアル○バレーノだったら、こんな扉とびら一いち撃げきなのになー」

「たとえ俺が『死ぬ気の炎ほのお』を使えたとしても、いきなり扉吹ふき飛ばしたりはしねぇよ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、多分法律的にはセーフセーフ」

「余よ裕ゆうでアウトだわ！　お前の偏かたよった知識で法律語るのだけはホントやめてくれ！」

　日守に反論していると、今度は水無瀬が教科書に目をやったまま「どうでもいいですけど……」とローテンションで切り出してきた。

「さっさと扉開けて下さい、杉崎君」

「あ、ああ、そうだな。じゃ俺、ちょっと真ま儀ぎ瑠る先生に連れん絡らく取って──」

「いえ、杉崎君がお得意のピッキングで開けた方が早いんじゃないでしょうか」

「お前はお前で俺をなんだと思ってんだよ！」

「？　出来ないのですか？　なら、下着を盗ぬすむ時の要領で壁をよじ登って、にゅるりと通気口から侵しん入にゆうし、中から開けてくれればそれでいいです」

「だから出来ねぇってそんな芸当！」

「ふぅ。犯罪者から犯罪スキル抜ぬいたら、もうそこには純粋な悪しか残らないですね」

「まるで俺をアンリマユ的なものみたいに言うな！　そもそも犯罪者じゃないから！」

「!?」

「え、なにその超ちよう衝しよう撃げき受けた系の反応！　お前心の底から俺を犯罪者と信じて疑わなかったのかよ！」

「まあ冗じよう談だんはさておき、早く扉を開けて下さい杉崎君。違い法ほうな手段で」

「なんで合法的な手段を排はい除じよされてんだよ！　もういいから、真儀瑠先生に連絡取ってとっとと生徒会室入るぞ──」

　そう言って、ケータイを取り出した、まさにその瞬しゆん間かんだった。




「あ、それがもしカガミ対策の会議のためでしたら、残念。カガミがここに来た段階で、ほぼ中止確定だと思いますよ？　ね、センパイ方」




『────』

　その場に居た、誰だれもの意表を突つくカタチで。




　生徒会会計・火神北斗が、ニコニコと笑みを浮うかべながら、俺達の背後に立っていた。




　　　　＊




　言葉を失う俺達を尻しり目めに、火神は俺の方へと近付く。彼女は笑顔だった。それは敵対宣言をする以前、天てん真しん爛らん漫まんな後こう輩はいでいた頃ころを思わせる底そこ抜ぬけの笑顔で。

　俺の目の前まで来ても変わらない笑みを浮かべる彼女に、俺もまた「あ、同居阻そ止しで少しは心を許してくれたのかな」なんて考えた、その矢先の出来事だった。




「こんにちはセンパイ。とても気持ちのいいお天気ッスねー、今日は」




『────』

　──首筋に、カッターナイフを突きつけられたのは。

「ちょ……！」

　動どう揺ようして動こうとする日守を、火神が笑顔のままで見る。それは睨むと形容されるような、鋭するどいそれでは到とう底てい無く、むしろ、柔やわらかく慈じ愛あいに満ちてさえいる視線だった。

　しかし日守は戦せん慄りつの表情を浮かべ、「あ、う」と何も言えず動きを止める。そしてそれは、西園寺も水無瀬も同様だった。三人とも、額に汗あせを滲にじませて静止する。

　当然俺も、この場に居る誰よりも鼓こ動どうを激しくしていたが、しかし、すぐにその動揺を根性と見栄とプライドで抑おさえ込み、ポーカーフェイスを装よそおって火神に語りかけた。

「よぉ、火神、休日に学校で会うなんて、奇き遇ぐうだな」

「はいセンパイ、ホント奇遇。運命と呼んで差し支つかえないぐらい」

　言いながらも、火神はぐいっと俺の首筋に拳こぶしごと押し込むカタチでカッターを強く突きつけてきた。横に引いていないから切れていないだけで、既に刃はと皮ひ膚ふは密着している。

　俺は自分がダクダクと汗を掻かき始めたのを認識しながらも、それでも態度はあくまで余裕を貫つらぬいた。

「丁度いい、遂に五人揃そろったことだし、これから初めての正式な生徒会と洒落しやれ込こむか」

「あはっ、それは名案ですね。いい思い出になるんじゃないですかセンパイ」

「だろ？」

「はい。最後の日の思い出としては、上等すぎるぐらいだとカガミは思いますよ」

　ニッコニコとしたままで、カガミは更さらに拳を押し込んできた。切れてこそいないが、既にその圧あつ迫ぱくが充じゆう分ぶんに痛い。その場の全員が息を呑のむ中、火神が続けてきた。

「あれ、どうしたんスかセンパイ？　凄く脈が速いようですけど」

「ああ、可愛い女の子に密着されて、緊きん張ちようしているみたいだ」

「あは、センパイったら。そんなこと言われたらカガミ……」

「照れるか？」

　俺の問いに、カガミは一ひと際きわニコッと微笑ほほえみ。

　そうして。

　キチチッと、カッターの刃を伸のばした。




「早まって、しまいそうです」




　瞬間、首の皮が浅く切られ、じわりと血が滲む。

「いやぁ！」「ッ！」

　遂に西園寺が悲鳴を上げ、水無瀬が後ろ手に携帯電話で警察へ連絡しようとするのを見て、俺は「大丈夫だ！」と声をあげた。しかし直後に火神が笑顔のままで付け足す。

「いやぁ、カガミは呼んだ方がいいと思いますよ？　警察と……救急車」

「あんたねぇ、いい加減に──！」

　日守がマスクとカツラを外しつつこちらに来ようと一歩踏ふみ出す。しかし俺はそれも「来んな！」と制止した。そうして、にこっと日守に微笑みかける。

「俺は、大丈夫だから。こんな修しゆ羅ら場ばなんか……日常茶飯事だぜ」

「ッ！　バッカじゃないのッ……！」

　日守は何か言いたそうに歯は噛がみし、しかし、そこで立ち止まってくれた。自分の身を案じてくれる役員達に感謝しつつ……俺は、再び火神を見やる。彼女は、相変わらず感情の読めない笑みを顔に貼はり付けていた。

「随ずい分ぶん、らしくないじゃないか、火神」

「らしくない？　カガミがですか？」

「ああ。こんな強きよう硬こう手段に出るタイプじゃないだろう、お前」

　俺の言葉に、カガミは宙に視線を漂ただよわせて「あー」と応じる。

「そーですねー。確かに。タイプじゃないです。でも仕方無いですよ、もう」

「仕方無い？」

「ええ、仕方無いです。だって……」

　そこでカガミは一区切りし……ゾッとするような昏くらい瞳ひとみで、俺の目を覗のぞき込んで来た。




「もう理性なんか働きようがない程、カガミは、センパイが憎にくいですから」




　一いつ瞬しゆん、カッターナイフが横に薙なぎ払はらわれる映像が頭を過よぎる。

　しかし、実際にはそうはならなかった。カガミはただジッと俺を見つめている。

　いつ最悪の事態が起こってもおかしくないという緊きん張ちよう感かんの中、それでも俺は軽口を続けた。

「あ、俺が火神以外の新生徒会メンバーとこっそり会ってて嫉しつ妬とでもしたか？」

　この状じよう況きようにおいてその軽口は少し意外だったらしく、火神は妙みように優しく微笑んだ。しかし、依い然ぜんとしてカッターを握にぎる拳は俺の首を強く押し込んだままだ。

「そんな理由だったら、幸せだったかもしれませんね。カガミも、センパイも」

「あれ？　そうじゃないのか？　だったらなんで──」

「踏み込んだからに、決まってるじゃないですか」

　とぼけ続けようとする俺の言葉を遮さえぎって、火神が言う。彼女は優しい目のまま、続けた。

「センパイ。それは、いくらなんでも、やりすぎましたよ。あは、勘かん弁べんして下さいよ、ホント。マジですかーって感じです」

「…………」

「そこまで踏み込まれたらカガミ……もう、こうするほか、無いじゃないですか」

　一種の諦あきらめのような表情を覗かせながら、火神が告げる。その言葉に、水無瀬が反応した。

「解げせませんね」

「解せない？　何が？」

　視線を水無瀬に向ける火神。彼女の表情に、目に、一いつ瞬しゆん水無瀬はたじろいだ様子を見せたものの……眼鏡めがねを直すようにして少し視線を逸そらしながら、続ける。

「貴女あなたと杉崎君……元々の思想がどうという件はさておき、少なくとも同居中止の一件に関して、杉崎君は貴女に感謝されることこそあれど、恨うらまれる謂いわれなど無いように思えるのですが」

　その水無瀬の疑問に、火神は……嘲ちよう笑しようで、応じた。

「あははっ！　なにそれ、ちょーうけるんですけど、水無瀬センパイ！　恨まれる謂れは無い？　あははっ！　ひー、ひー、苦しっ！　ね、ね、ね、そんな優等生眼鏡キャラ装っておいて、それ、本気で言ってるんですか!?　マジで!?　それすっげースね！　完かん璧ぺきすぎるボケじゃないですかぁ！」

　その火神の酷ひどい言葉に、しかし、水無瀬は嘆たん息そく混じりに返す。

「ボケのつもりなんてありませんよ。いいですか？　火神書記。もう一度訊たずねます。同居中止の件に関して貴女が杉崎君を恨む理由など、どこにも──」




「お母さんの幸福を邪じや魔ましたじゃない」




「っ！」

　火神の答えを受け、水無瀬の顔に動揺が走る。全く想定外の、しかし、ある種納得のいきすぎる言葉だったからだろう。

　火神はゾッとする様な微笑を浮かべながら語る。

「まさか皆みなさん、カガミを悪い男の魔まの手から救い出して、ヒーロー気取りッスか？　意表を突く手でカガミの上を行ってやったぞと、新生徒会ご一行様はご満まん悦えつですか？……冗談じゃない。センパイの影えい響きよう受けすぎて全員脳のうみそ腐くさってやがるんですか？」

「…………」

「ええ、カガミはあの男が嫌きらいですよ。虫むし酸ずが走る程嫌いです。こっちへの引ひっ越こしだって転校だって同居だってイヤに決まってます。そんなこと無い方がいい。だけど……それでもこうしてその環かん境きようを甘んじて受け入れているのは、なぜだと思います？　なんのために、耐たえてきたと思っているんですか？　そんな想像もつかない程、貴女達は低脳なんですか？」

「…………」

「杉崎鍵は、一番やっちゃいけないことをしました。カガミの、唯ゆい一いつと言ってもいい逆げき鱗りんに触ふれたんです。ただそれだけのことですよ？　『恨まれる謂れが無い』？　どの口がそんなことをほざくんですか、え？」

「…………」

　火神の迫はく力りよくに、流石さすがの水無瀬もすっかり押されてしまっていた。西園寺と日守も同様で、火神の母親に対するその、献けん身しん的とも異常ともとれる愛情に固かた唾ずを呑む。

　しかし……どこかで火神のその反応を予期していた俺は、喉のど元もとに突つきつけられたカッターのことも忘れて反論した。

「うっせぇよマザコン」

「っ！」

　火神が更に拳を押し込みつつ俺を睨にらみ付けて来た。しかし俺は退ひかない。彼女の瞳をジッと睨み返しながら、自分の主張をぶつける。

「お前にとって一番大事なのが母親だなんて、こっちだって百も承知してんだ。そんなこと分かった上で、それでもお前を助けたいと思ったから、皆みんな動いたんじゃねえか。お前の方こそ、そんなことも分からないで俺の大事な生徒会に暴言吐はいてんのか？　え？」

「それが余計なお世話だって言ってんでしょ……！」

　忌いま々いましそうに俺を睨み付ける火神。ようやく素直な感情を出し始めたなと、俺はどこか安心しながら、続けた。

「ああ、確かに。余計なお世話、ここに極まれりだな。でも知ってるだろ？　俺は……俺達生徒会は、最初から徹てつ頭とう徹てつ尾び、余計なお世話をするための組織、なんだ」

「……ふっざけんじゃな──」

「そんな生徒会をこれまで散々攻こう撃げきしておいて、まさか自分だけただで済むとか思ってたわけじゃねえよな？」

「っ！」

　初めて、火神の拳の力が少し弱まった。彼女が怯ひるんだ隙すきに、俺は更に畳たたみかけるように告げる。

「一番やっちゃいけないことをした、だって？　逆鱗に触れた、だって？　おいおい、なにをさっきから自分だけ被ひ害がい者しや面づらしてんだお前は。そんなこと言い出したら、お前こそ、俺の生徒会、ハーレム、過去と、いくつ逆鱗触さわってんだって話だぞコラ」

「なにそれ……。はっ、つまりアレですか、カガミに傷付けられた生徒会が、今度はカガミの家庭を引っかき回すのは、正当な復ふく讐しゆうだ……とでも主張したいわけですか？」

「復讐だぁ？　いいや。むしろ全く逆だと思うぜ」

「逆？」

「そう、逆も逆、真逆さ。お前が言ってたヒーロー気取りってのが大分近いけど、流石にそこまでは高こう尚しような気分でもねえかな。もっと単純な話だ」

「？……わっかんない。センパイはさっきから一体何を言って……」

　困こん惑わくした様子のカガミ。俺は、そんな彼女の、カッターを握り込む手に自分の手を重ね……驚おどろいて動こうとする彼女の、目を見て、しっかりと、告げた。




「互たがいの悩なやみを共有し、時に喧けん嘩かしつつも、その先の幸せを必死に模も索さくする……そういう相手のことを、友達って、言うんだろ」




「────────は？…………なに……言って……」

　火神のカッターを握る手から、一瞬、へなっと力が抜ぬける。しかし彼女はすぐに力を込め直すと、動どう揺ようしながらも反論してきた。

「互いに幸せを模索、ですって!?　はは、笑えますねセンパイ！　百歩譲ゆずって、センパイ達がカガミにしたことは善意からだったとしましょう。それでも、カガミ側からはセンパイ達のためを考えて行動したことなんて、一度もありませんよ！」

「そうか？　そんなこと無いだろ。そもそも生徒会に潜もぐり込んだ手段である、白木に対する脅きよう迫はくだって、彼女のことを考えてのことだろう？　白木当人が打ち明けてくれたよ」

「っ！　それは、センパイ達とは無関係でしょう！　メンバーに対しては──」

「生徒会への参加を妨ぼう害がいしたか？　まあ生徒会メンバーを集めたがっていた俺にとってそれは確かに攻撃だが、でもお前にとっては、善意だったんだろう？　俺みたいな男の被害者を減らしたい一心での。それはこの前、お前自身が言っていたことじゃねえか」

「──っ！」

「結果は、こうして全員俺の説得を受けて生徒会に参加してくれているわけだが……。でも、だからといってお前の考えが全部間ま違ちがいだなんて思っちゃいねぇよ。……俺とお前、二人で新生徒会メンバー全員の幸せを模索した。ここ一ヶ月の出来事を、少なくとも今の俺は、そういう風に捉とらえているよ。……うん、俺と逆の考え方するお前が居てくれて、良かった。おかげで全員と、ちゃんと深い本音で語り合えたもんな」

「……はは……」

　カガミは乾かわいた笑いを漏もらすと、しかし次の瞬しゆん間かん、カッターを握る手に今まで以上の力を込め、俺の首に押し付けてきた。血がぼたぼたと地面に滴したたり始める。メンバー達が身構えるも、俺は視線で「大だい丈じよう夫ぶ」と伝えた。

　感情を剥むき出しにした火神が、心底憎にくしみに満ちた目で俺を睨み付ける。

「おめでたい脳みそにも程がありますねぇセンパイ！　これだから、フェミニスト気取った色ボケ男は手に負えない！　勘かん違ちがいも甚はなはだしいです！」

「えーと……俺今、褒ほめられてる？　貶けなされてる？」

「殺されかけているんです！　いいッスか、センパイがどんな風に状況を捉えようと、カガミの気持ちは変わらない！　最低の思想を掲かかげる貴方が、お姉ちゃんまで毒どく牙がにかけようとするセンパイが、母の幸せを勝手な判断で奪うばう杉崎鍵が、憎くて憎くてしょうがないんです！　最早その存在を、許せない程に！」

「それは困ったなぁ」

　ぽりぽりと頭を掻かく。そんな俺の余よ裕ゆうの態度に更さらに苛いら立だちを募つのらせたのか、火神はいよいよカッターを引くための力を込め始めるが……俺は、それでも態度を崩くずさず続けた。

「俺は、お前のことが、大好きなのにな」

「…………？」

　なにを言われているのか分からない、といった様子で目を丸くする火神。俺は目を瞑つぶり、瞼まぶたの裏に回想を映しながら語る。

「自分が今年も副会長だって知って落ち込んだあの日、俺は生徒会室前で出で逢あったお前の底そこ抜ぬけに明るい笑顔で救われたし。新生徒会のメンバーと交こう渉しようする時は、いつも邪魔だってあしらっていたけど、ホントはお前が居てくれて凄すごく心強かった。やたらにノリが軽いお前と居ると、いつだって気分が上向きになった」

「ははっ、馬ば鹿かですかセンパイは。そんなの、カガミが作ったキャラでしか──」

「お前が素すを顕あらわすようになって、俺はもっともっと火神北斗っていう女の子を好きになった。色んな気持ちを隠かくして、誰だれかの幸せのために、ずっと闘たたかってきた女の子が。どうしようもない大人の理り不ふ尽じんにもめげず、それどころかそんな状じよう況きようで尚なお他人を気にかけてきた、強い女の子が。母親想いで、友達想いで、それが高じて遂ついにはこんなことするぐらいに思い詰つめてしまう、純じゆん粋すいなお前が。ホント困ったことに……知れば知るほど、お前のことが好きになる」

「……やめろ……」

　カッターを持つ手がカタカタと震ふるえ出す。俺の言葉に感動して、なんていうより、どちらかと言えば、それは恐きよう怖ふに怯おびえるような反応で。

　……俺に岬開斗でも見ているのか。

　そうは分かっているものの、しかし、俺は告白をやめなかった。

「お前は自分の元のキャラを、作ったものだから価値が無い、みたいに言うけどな。それで俺が救われたり、皆が楽しませて貰もらっている時点で、最早それはただの虚きよ像ぞうなんかじゃなくて、立派な『火神北斗』なんだと思うぜ。……日守のマスク姿と同じように。それにはそれで、ちゃんと、存在理由があるんだ」

「…………やめてよ……」

「俺は、そんなお前の全部が好きだ。作った仮面も、本音も、全部含ふくめて。だからそいつの幸せのためなら、その家族にだって楯たて突つくさ。生意気だろうが、無ぶ遠えん慮りよだろうがな。こちとら、そのうちとあるカタギじゃない方とケジメつけなきゃいけない身だぜ？　今いま更さら岬開斗程度の大人にビビるかってーの」

「……………………やめて……下さい……」

「お前はもしかしたら、俺と出会ったことを、この生徒会に入ったことを、今じゃ不運だったと後こう悔かいしているかもしれない。酷ひどい目に沢たく山さんあってるもんな。

　でも、俺の考え方は違ちがう。俺とお前が出逢えたことは、最高の幸運だ。今のお前がいくら不運だと喚わめいても、いつかは、あれは幸運だったって思わせてみせる。ついているとかついてないとか、幸福とか不幸って、結局そういうもんだろ？　八割ぐらいは考え方次第。それを俺は、西園寺から学んだ。

　だから……将来お前が振ふり返った時に、この碧陽学園で生徒会会計になったこと、絶対後悔なんかさせねぇ。幸せな学生生活だったって、胸張らせてや──」

「やめてよぅ、もう！」

　遂にはカッターをその場に落とし、耳を塞ふさいで蹲うずくまる火神。彼女は駄だ々だをこねる子供のように喚き散らし始めた。

「とっくに知ってるよ！　分かってんだよ！　センパイが……センパイが呆あきれるぐらいの善人だってことぐらい！　この一ヶ月、カガミはイヤっていうほど間近で見て来たから！　敵対していたからこそ、誰よりも間近で、見させられてきたから！　センパイが……センパイ達が、どんな風にその手で全てを掴つかみ取ってきたか！」

「火神、だったら……」

「だったら何だ！　だったら俺達の仲間に入って、一いつ緒しよにワイワイ楽しくやれって!?　冗じよう談だんじゃない！　センパイを、センパイ達を認めたりしたら……。今度は　母さんの愚ぐ行こうを、あの男の最低な所業を、全部、認めてあげなくちゃいけなくなるじゃない！」

「！」

「それじゃもう、心の中で静かに反発することさえ、許されなくなる！……どう足あ掻がいたって、認められるわけないんだよ！　センパイ達が幸せになるなんて、センパイ達と幸せになれるなんて！　そんなの！　絶対に認めちゃいけないんだ！　それを認めてしまったらもう、カガミはもう……カガミは……カガミは……」

「北斗さん……」

　西園寺が瞳ひとみに涙なみだを溜ためながら火神を見る。火神は、茫ぼう然ぜんとした様子で、誰にともなく語りかけていた。

「ねぇ、教えてよ。カガミは、センパイ達から見て、間違っているんスよね？　凄く、間違っているんスよね？　でも、だったら、カガミの正解って、なに？　センパイを認めて……好きになって……お姉さんの恋れん愛あいを認めて……ハーレム思想まで認めて……最後にはあの男の思想も全部受け入れて……そうやって、皆みんなで『幸せだね』って笑うのが、正解だって……そう、言うの？　ホントに？　そんな光景を想像して吐はき気けを催もよおしそうになるカガミの心は、そんなに間違ってんスか？　ねえ、教えてよ。誰か……センパイ……」

『…………』

　縋すがるような火神の言葉に、新生徒会の誰も、答えてやれなかった。……それでも、俺は俺なりに、ここ数日考えに考えた末、出した結論もある。

　俺は……それが火神の完全に納得いく答えだとは考えていないながらも、しかしそれでも真しん摯しに、彼女の目を見て答えなければいけないと、口を開──

〈ピリリリリリ……〉

　無機質なデフォルト設定の着信音が場に響ひびいたのは、その時だった。同時に水無瀬と火神が自分のケータイを取り出して確認し、そして──

「っ」

　火神が、表情を曇くもらせた。それだけで全てを察した俺は、ズカズカと彼女に近づき、バシッと彼女の手からケータイを奪い取る。

「な、ちょ──」

　驚く彼女を左手で制し、俺は通話ボタンを押してケータイを耳に当てた。途と端たん、予想通りの声──岬開斗の声が聞こえてくる。

『やあ、北斗。さっきはすまなかったね。七海にも謝ったんだがお前にも直接──』

「あー、すいません。俺は北斗さんじゃなくて、代理の者です」

『？　その声は……杉崎君かい？』

「はい。その節はお世話になりました。メシ、美味かったです」

　途と中ちゆうまでは、という言葉をぐっと堪こらえる。生徒会メンバー達も誰と喋しやべっているか察した様子で神しん妙みように見守る中、岬さんは機き嫌げん良さそうに笑った。

『だろう？　そんなに高い店じゃないけど、僕も気に入っているんだよね。品数とクオリティのバランスがとてもいいんだ、あそこは』

「そうですね」

『ところで、北斗はどうしてるんだい？　今は僕と話したくないって？』

「大体そんなとこっスね。というか、今に限らず、火神が貴方あなたと話したいと思うタイミングなんて無いと思いますけど」

『ははは、手て厳きびしいね、杉崎君は』

　余裕の態度を崩さない岬さん。彼はその楽しげなトーンを変えることもなく、話のついでかのように核かく心しんを切り出してきた。

『そうそう、杉崎君、やってくれたねぇ。まさか妻と娘むすめを連れ戻もどしてくるなんて。ホント驚おどろかされたよ』

「そうですか？　岬さんが驚くなんて意外ですね。だって……そもそも、貴方が言ったんじゃないですか。好きな女のためなら──っていうの」

『僕が言った？　なにをだい？』

　不思議そうに訊たずねてくる岬さんに、俺は、口元を歪ゆがませて応じた。




「踏ふみ入って、かき回して、ぶち壊こわして、奪い取っただけです。俺も。貴方と同じように」




　以前、彼が用いた言葉をそのまま返してやる。電話先の岬さんは勿もち論ろん、火神もまた、俺の言葉に呆あつ気けにとられた様子だった。

　数秒の後、ケータイから岬さんの笑い声が漏もれてくる。

『……はははっ、こいつは一本取られたな！　確かにその通りだ！　僕が言ったんだったな、それは！』

「ええ。火神当人の逆げき鱗りんには触ふれちゃいましたけど……こと、貴方と俺の勝負という意味では、ちゃんと貴方の許可したルールに則のつとってやらせて貰ったつもりッスよ、こっちは」

　俺の言葉に岬さんは心底嬉うれしそうに笑う。電話から漏れて生徒会メンバーや火神にまで聞こえるその笑い声には、振り回された家族を想う気持ちなど一切含まれず。そこにあるのは、ただただ、俺というゲーム相手が意外な妙みよう手しゆを指さして来たことに対する、愉ゆ悦えつのみだ。火神が、歯ぎしりして悔くやしそうに俯うつむく。

　岬さんはひとしきり笑ってから、会話を再開させた。

『いやはや、やっぱりキミは僕と同じ種類の人間だよ。ホント、そっくりだ』

　……来たか。

　彼にとってみれば最大級の賛辞とも言えるだろう、その言葉に。

　俺は電話口で、にっこりと笑みを浮うかべて応じる。

「確かに、あんたや火神の言うとおり。俺はあんたと同類だ。もう否定なんかしない。それだけは、ハッキリ認める。俺は、あんたと、全く同種の人間だ」

　俺のその言葉に、岬さんは嬉しそうに「だろう」と応じ、そして火神は……どこか、悲しそうな瞳で俺を見つめていた。

　俺はそんな彼女の瞳をジッと見返す。そうしてる間にも、電話の向こうで心底楽しそうに『是ぜ非ひまた一緒に食事しようじゃないか杉崎君』などと言い出した岬さんに対し──俺は、火神へ笑いかけながら、俺の出した結論を、ぶつけてやった。




「おいおい、だからって俺をあんたみたいな小物と一緒にしてんじゃねえよ、クソ野や郎ろうが」




『…………は？』

　突とつ然ぜんの俺の悪態に、岬さんの気の抜ぬけた声が返ってくる。ハッとした様子でこちらを見る火神に、俺は笑顔で頷うなずいて続けた。

「確かに俺はあんたと同種の人間だ。認めるよ。だけど、それだけだ」

『……それだけ？』

「ああ、それだけ。あ、知ってます？　ネズミとクジラって、大ざっぱな分類だけで言えば、一応同じほ乳類なんスよね。不思議なもんです」

『……分からないな。つまりキミは何を言いた──』

「てめぇみたいなしょーもない浮うわ気き男如ごときと、俺を一緒にすんなって言ってんだよ！」

　火神が目をぱちくりとさせる。電話先では岬さんが言葉を失った様子だった。

　俺は続ける。

「こちとら、あんたなんかよりずっと優すぐれた人間目指してんだ。好きな人は勿論、その関係者の幸せだって、最大限に追求する。自分だけじゃなく、好きな人も、そしてそこから連なる他人さえも、最大限、全員が幸せになる道を目指して努力し続ける。

　たとえそれが理想論だと言われようともな！　あんたみたいに、最初から悟さとったフリして、こぢんまりとした自分に都合のいい世界観と解かい釈しやくの中で生きたりなんかしねえんだよ、俺は！　みっともなく、ダッセー程悩なやんで、足掻いて、努力し続けることをやめない！　アンタみたいなただの身勝手な浮気男になんか、なり下がるもんか！　俺は……」

　俺はそこで、蹲る火神に手を差さし伸のべた。笑顔で。……火神はと言えば、戸と惑まどうばかりで流石さすがに俺の手をすぐにとってはくれなかったけれども……それでも、俺は、やめない。

　何度拒きよ絶ぜつされようと。どんな壁かべにぶち当たろうとも。分かり合える日が来なくたって。

　俺の方から、諦あきらめることは、絶対にない。

　なぜなら。

　俺は。




「俺は……ハーレム王に、なる男だ！」




　そう言い切り、岬さんの回答を聞くまでもなく、俺はケータイの電源を切る。元々、これはあいつに向けた言葉じゃない。

　俺は、火神に手を差し伸べ続けながら、笑った。

「これが、俺の答えだ、火神」

「…………」

「確かに俺は、お前の嫌きらいな岬さんと同種の人間で、最低の浮気野や郎ろうの一人さ。認める。だけど……一方で俺は、俺のこの生き方を変える気も、サラサラねぇんだわ」

「…………」

「だけど、一つだけ……たった一つだけお前に約束出来ることがあるとしたら、さ」

「……なに？」

　ようやく顔を上げた火神に。俺は、ニカッと快活に笑って、告げた。

「俺は、岬開斗なんかよりずっといい男になるぜ！」

「…………ははっ」

　どこか諦めたように笑う火神。彼女はしばらく笑い続けた後……ふらりと立ち上がると、俯いたままで呟つぶやいた。

「……やっぱセンパイはカッコイイッスね……。正直、センパイはずっとそうでした。こんなカガミから見ても、超ちようカッコよくて……でもだからこそ、それを認めるのが、嫌いやで嫌で……だってそれは……あの男を認めるみたいだから……」

「火神……」

「でも、今のでなんか、スッキリしちゃいました。そっか。センパイは、あの男より、ずっといい男になる……同じ種類でも、全然別の人間だったんですね。……そんなのもう……ずるいですよ。カガミも……認めるしか、ないじゃないですか」

「お、おぅ、そうか」

「はい。きっとセンパイなら……あの男なんかよりずっと上の目標に向かって走り続けてきたセンパイなら、皆みなさんと面白おかしく生きていくことも可能かもしれません。今は、カガミも、心からそう思えます。だって……ここ一ヶ月、誰だれよりもセンパイのそんな生き方を見て来たのは、カガミなんですから」

「だ、だろ？　よーし、じゃあ一いつ緒しよに生徒会を──」

「でもだからこそ……やっぱりカガミの居場所は、どこにもないんスよ」

「…………え？」

　言っている意味がよく分からず、首を傾かしげる俺。火神はゆっくりと顔を上げ……今までの憎にくしみに満ちた様子とは違ちがうながらも、しかしそれ以上に俺達を不安にさせるような儚はかない笑顔を見せた。

「センパイはセンパイの考え方を、変えられないように。カガミはやっぱり、カガミの考え方を変えられないです。そのハーレム思想っていうの……超カッコイイと思う一方で、やっぱ、カガミには受け入れがたいッスよ。……はは……こればっかりは、生理的に受け付けないんです。すいません」

「…………」

「そして、考え方を、生き方を変えられないのは……母と、あの男も同様なんスよね」

『！』

　火神のその言葉に、生徒会役員達が固まる。そう。いくら今回の同居を阻そ止しできたところで、結局またいつかは……。

　神妙な顔をする俺達を、火神はどこか優しげな目で見回し、そうして、俺達新生徒会全員に対し、腰こしを深く折り曲げ、頭を下げてきた。

「今回の件に関しましては、本当にありがとうございました。母の幸せを妨ぼう害がいしたことには、まだ少し怒おこっていますけど……水無瀬センパイの言うように、カガミが助かったのもまた事実です。正直、同居がなくなった時一番最初に抱いだいた感情は……安心でした」

「…………」

　黙だまって聞き続ける俺達に、火神は「でも」と苦笑を見せた。




「あの人達は絶対、またすぐに同じことを繰くり返すと思うんスよねー。困ったことに」




「…………」

「参っちゃいますよね。生徒会への参加を突つっぱねておきながら……今度は、唯ゆい一いつの居場所だった家さえ、なくなりかけてるんスから……。……でも、因果応報ですかね」

　悲しい笑みを漏らす火神。彼女は俺達の顔を見回すと……もう一度だけ頭を下げ、場を締しめくくろうとしてきた。

「今まで、八つ当たりみたいなことしてホントすいませんでした！　でも、もう大だい丈じよう夫ぶでっす！　センパイがあの男とは違うっていうのは勿論、ハーレムとかは置いた上でも、ここの生徒会は素晴らしい組織なんだって、カガミはイヤって程思い知らされましたよ。

　だから……だからこそ、お互たがい、もうこれ以上関わり合いにならない方がいいです。これ以上は傷付け合うだけで、マジでなんのメリットもないッスから。

　ホント……お世話になりました。…………。うん。…………。

　──私、火神北斗は本日を持ちまして、正式に生徒会会計の任を辞退させて頂き──」

　瞬しゆん間かん。これまで黙り込んでいた西園寺、水無瀬、日守が、一いつ斉せいに──痺しびれを切らした様子で、叫さけんだ。




『そうはいくか！（いきますか！）』




「!?　へ？」

　女子三名の妙みような怒いかりテンションに、狼ろう狽ばいする火神。まさかそんな反応が来るとは思わなかったのだろう。三人の不可解な剣けん幕まくに上半身を仰のけ反ぞらせて「え、え、えぇ？」と引く火神に、どうやら軽くキレてしまっている様子の三人が口々に文句を垂れ始める。

「冗じよう談だんは鍵さんの顔だけにして下さいませ、北斗さん！　まったく、なんのためにわたしが、稀き代だいの犯罪者やら某ぼう国こくからお忍しのびでやってきた王女様等とぶつかっては何度もトラブルに巻き込まれたと思っていらっしゃるのですか！」

「は、はい？　え、あの、西園寺センパイ？　一体何の話を──」

「本当にふざけるのも大たい概がいにして頂きたいものですね。勉強が出来るからという全く根こん拠きよに欠ける理由で『笑いの神様』の能力研究及および実地試験に付き合わされた私の身にもなって欲しいものです。ここまでさせておいて、貴女が今いま更さら生徒会辞退など……到とう底てい許されるはずもないでしょう。まさに噴ふん飯ぱんモノと言わざるを得ない提案です」

「え、えーと、水無瀬センパイ？　ですから今カガミ、一体何を怒られて……」

「おばあちゃん子のアタシの目が黒いうちは、居場所がないとか言わせてたまるか！」

「最も早はや日守センパイに至っては本格的に意味不明なんですけど！　えっと、センパイ、これマジでどういう……」

「あー、もしもし風見？　え、マジで？　超ナイスタイミングだ！　じゃ急げ急げー！」

「なんかいつの間にか風見センパイと楽しそうに電話してるー!?」

「おう、火神、ちょっと待ってくれ。もう少しで風見来るから……それまで一緒に、『ボクの考えた最強の念能力』談義でもして待ってようぜ！」

「この状じよう況きようで!?　いや今はもっと語るべきことがわんさかあるでしょ──」

「ちなみに俺の考えた最強の念能力は『全裸外套フルオープン』。羽織ったコートを脱ぬぐだけで、あら不思議、周囲の女性が全員逃にげ去さって行くという……」

「ただの変態じゃないッスか！　最強どころか即そく逮たい捕ほですよ！」

「でも気持ちいいんだ」

「一体なんの補足ですか！　い、いいですかセンパイ！　最強の能力というのはですね、応用性がありつつも一いち撃げき必殺の性能も併あわせ持つ──」

「ふむふむ」

「──であるからしまして──」

「ふむふむ。…………あ、風見ぃー！　こっちだぞー」

「ああっ、本当に最強の能力談義で時間が潰つぶれてしまうなんて！」

　そんなわけで風見を呼び寄せると、彼女はそこそこ距きよ離りがあったにも拘かかわらず、律りち儀ぎにもパタパタと小走りでやってきてくれた。少し息を切らして、風見が挨あい拶さつする。

「お、お待たせしました杉崎さん。ふぅ……。預かっていたアレ、持って来ましたよ」

「おお、サンキュな風見」

「いえ、丁度校外のすぐそこで取材中でしたから、全然手間でもないですよ」

　言いながら、額の汗あせを拭ぬぐってにこっと笑う風見。……こいつはホント、素直にいいヤツだよな……。なんていうか、実に普ふ通つうの人間だけに、逆に極きよく端たんな裏表が無いっていうか。

　俺が軽く感動していると、風見はふと火神の存在に気付き、彼女の方へと向かっていった。ついさっきまで生徒会メンバーから理り不ふ尽じんに責せめられまくっていたせいか、火神はびくんと怯おびえて風見を睨にらみ付ける。

「な、なんスか風見センパイ。あ、貴女までカガミになにか文句あるんスかっ」

「文句？　えーと、なんの話かよく分からないですが……」

　風見は首を傾げつつも、手に持った鞄かばんからガサゴソと封ふう筒とうを取り出し、そうして、火神へと差し出した。

「はい、これ。生徒会の皆さんから預かっていた、手紙です」

「？　手紙？　センパイ方から預かった？」

　全く状況の理解出来ていない火神は不思議そうにしながらも、恐おそる恐る封筒を受け取る。

　彼女のそんな様子を見て、風見は何かぴんと来たらしく、一度こほんと咳せき払ばらいをして火神に語りかけた。

「それは、西園寺つくしさんの妙運を、水無瀬流南さんが必死に研究制せい御ぎよし、そうしてようやく巡めぐり会あえた目的の人物と、日守東子さんが根気強く交こう渉しようした結果遂ついに手に入れたものです。そして、万が一のことがあってはいけないからと、貴女に渡わたすその時まで、情報管理のプロたる新聞部部長のこの私、風見めいくに預けられていた大切な大切な文書でもあります。背筋を正し、心して読んで下さいよ」

「……はぁ？」

　説明されてもまだ、状況が理解出来ない様子の火神。彼女が戸と惑まどいながらも封筒を開け……その、とある人物達によるたった一言だけが記された手紙を開こうとする中、彼女を取り囲むメンバー達は口々に彼女へ言葉をかけた。

「居場所というものは、無いならば自分で作っていくべきものだと、わたしは思います」

「お節せつ介かいなのが杉崎君だけだと考えていたのならば、火神北斗、貴女の生徒会に対する認識は随ずい分ぶん甘かったと言わざるを得ませんね」

「余計なお世話なのは百も承知だけど、でも、それ……あの二人が心を込めて書いてアタシ達に託たくしてくれたんだからね！　それをぞんざいに扱あつかうようなことしたら、アタシ、絶対許さないんだからっ！　分かった!?」

「？　はぁ……」

　彼女達の、今の火神にはまだよく理解出来ないであろう言葉を受けつつ。

　火神はぺらりと手紙を開き。

　そうして、そのたった一枚の便びん箋せんに書かれた、その、たった一言を。

　ようやく、目にした。




「

　　辛つらいことがあったら、いつでも、頼たよって来なさい。





祖父・祖母より　　　　　　

」






「っ！」

　火神の、便箋を持つ手が震ふるえ始める。彼女のそんな反応から……俺達五人はあえて視線を逸そらしてやりつつ、軽口を叩たたいた。

「だから言ってんだろ、火神。俺は、岬開斗なんかの遥はるか先を行く男なんだよ。あいつが奪うばっていったもんなんか、俺が、ちょちょーいと根こそぎ取り戻もどしてきてやんよ」

「ちょ、なに一人でカッコつけてんのよアンタ！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！　実際おばあちゃんとおじいちゃんと仲良くなって手紙貰もらってきたのはアタシでしょうが！　ちょっとホクト！　感謝するなら、まずこのアタシにしなさいよね！」

「おっとそれは聞き捨てなりませんね日守書記。この件で誰だれが一番苦労したかと言えば、この私、水無瀬流南をおいて他に居ないでしょう。お二人の所在を調べたどころか、二人揃そろって頑がん固こ気質な彼らにも警けい戒かいされない『偶ぐう然ぜん』『運命』的出で逢あいを演出するために、天然ポンコツアンラッキー娘むすめを操縦までしたのですよ。火神会計が真に感謝すべきは、どう考えてもこの水無瀬流南一択たくでしょう」

「ちょっと流南さん、天然ポンコツアンラッキー娘とは誰のことでございますか！　確かにわたしはほんの少しばかり運が悪いですが、天然でもポンコツでもございませんよ！　それにこの件に関しまして一番割を食ったのはどう考えてもわたしでございましょう！　北斗さんのお祖父様、お祖母様に出逢うまでに、わたしがどれだけのその他無む駄だトラブルに見み舞まわれたと思っていらっしゃるのですか！

　一度なんか、パスポートもなしに中国まで渡ってしまって、危うく帰って来られなくなるところだったのですよ！　北斗さん、まずは是ぜ非ひこのわたし、会長の西園寺つくしに感謝の言葉をおかけ下さいませ！」

「いえいえ、そういうお話でしたら、それら全ての作業を総合的にサポート致いたしましたこの風見めいくこそが影かげの立たて役やく者しや、ラノベで言えば主役より味のある脇わき役やくと言って過言ではないと……」

「おいおい、そもそも火神のじいちゃんとばあちゃんに連れん絡らく取ろうって発案したのは俺だぞ！　誰が一番の功労者って、どう考えても俺──」

『（この五日間、ただ女性二人の尻しりに敷しかれてただけの男が偉えらそうに……）』

「ぐっ……！」

　メンバー全員が感情のビシビシ伝わる暗い視線で俺を睨んで来たため、俺は思わず一歩引き下がる。た、確かに、本当は二日ぐらいで説得を終えて、じいちゃんばあちゃんとの交渉に合流する予定だったけども！　し、仕方無いじゃないか！　こっちはこっちで大事な作業で──




「……ぷ、あは、ははっ、あははははははははははっ」




『？』

　ふと喧けん嘩かを中断して振ふり返ると、火神が封筒と便びん箋せんを握にぎりしめたまま、腹を抱かかえて笑い出していた。

「あは、ははっ、くふ、はははっ。ホント……ホントに、バカじゃないですか、センパイ達！　揃いも揃って、ホントお節介ですね！　ここまで他人の家庭事情に踏ふみ込むとか、最早犯罪レベルッスよ、犯罪！　やっぱり生徒会って、生きつ粋すいのバカ集団ですね！」

「な、なにぃ？」

　火神の物言いに再びイラッと来た俺達が迫せまる中……火神は、じわりと目め尻じりに滲にじんだ涙なみだを人指し指で拭いながら、更さらに笑って続けてきた。

「ホント、バカですよ、センパイ達は……。こんな……カガミのために、ここまでして……バカですよ……ホント、バカ……あははっ……ははっ」

『…………』

　火神はそのまま、何度も涙を拭っては笑う。俺達はその光景をただジッと無言で見守っていた。

　そうして、しばらく笑った後。火神は改めてきちんと直立して俺達に向かい……そうして、今までのどれとも違ちがう、どこか清すが々すがしい笑顔を、見せた。

「これじゃあカガミもう……居場所どころか、逃げ場さえ、ないじゃないですか」

「火神……」

「参っちゃうなぁ、もう。ホント……なんなんスかね、この生徒会は……」

「…………」

　火神はくるりと俺達に背を向ける。手にはしっかりと手紙を握ってくれていたが……結局、肝かん心じんなことは言ってくれなくて。

　無言で、そのまま歩き出す火神。

　……ここまでしてそれならば、もう仕方無いなと、俺達が諦あきらめそうになる中……。

　ふと、火神は立ち止まり、ぽつりと、背を向けたままで喋しやべり出した。

「火神の生活を散々かき乱してくれた責任……センパイには、取って貰いますからね」

「え？」

　思わず訊たずね返す俺に。火神は唐とう突とつにダッと走り出しながら、まるで悪者の捨て台詞ぜりふのように、少しだけ情けない鼻声で叫さけんだ。




「生徒会室を居場所にする権利が、カガミにはあるってことですぅ───────！」




　そんなことを言いながら、脇わき目めもふらず、一心不乱に……どこか恥はずかしそうに駆かけていく火神の背をぼんやり見守る。

　そうして……彼女の姿が見えなくなるまで、しばし、茫ぼう然ぜんとした後。

　その場に残された全員が、ふと、顔を見合わせた。

　そこに、言葉は無い。しかし……皆みんなの、どこか満足げで、そして温かい笑顔が、確かにそこにあり。

　けれど、去年の生徒会ならいざ知らす、この捻ひねくれた面子メンツで「やったな！」とか「やっっほー！」とか叫んで喜ぶのは、どうにも気恥ずかしく。

　だから、その代わりに。

『…………』

　誰からともなく、スッと、右手を空くうに掲かかげる。同時に、説明されるまでもなく、全員が、同じように手を上げた。

　そうして。

　数秒後。




〈パァンッ！〉




　爽さわやかなハイタッチ音が、碧陽学園全体へと響ひびき渡ったのだった。




　　　　＊




「結局、卒業式で会長の言った通りだったな」

　六月某ぼう日じつ。あの卒業式からもうすぐ約三ヶ月は経たとうかというこの時期に、俺は生徒会室の前に佇たたずみ、らしくない物思いに耽ふけっていた。

　今日は火神の説得以降、初めての生徒会。既すでにメールで全員が生徒会室に集まっているのは確認済みだ。つまり、いよいよ、新生徒会が本格的に動き出すわけで。

　しばらく生徒会室前で立ち止まり、たっぷりと去年のこと、そして今年これまでにあった出来事を回想し、心の中で会長に報告し終える。そして──

「っつうわけで。会長、俺は、今年もこの生徒会で──」

　小さく呟つぶやきながら、ようやく生徒会室の戸に手をかける。

　去年から変わらない、生徒会室。

　だけど。

　ここの中に居るのは、もう、会長や知ち弦づるさんや深み夏なつや真ま冬ふゆちゃんじゃない。

　去年一年を一いつ緒しよにわいわい過ごした皆じゃ、ないんだ。

　…………。

　でも、だからこそっ！




「去年よりずっと楽しい生徒会っ、そして学園生活を送ってやりますよ！」




　だって今の俺の中には、皆と過ごした最高の思い出が、あるんだから！

　去年より今年が良くならないはずがっ、ないじゃないッスか！




　大きく胸を張って、生徒会室の戸を、開く。




　すると、そこには──




「鍵さんご苦労様です！　わたし、今日は二回転んだだけで生徒会室来られましたよ！」

「遅おそいですよ、杉崎君。職質でも受けてましたか？」

「アタシを差し置いて、えと、重役借金？　とはいいご身分じゃないの、スギサキ！」

「……その……どもッス……」

　相変わらず個性バラバラの新生徒会役員四人が、それぞれの表情で俺を出で迎むかえてくれて。

　中でも火神はと言えば、物もの凄すごく照てれ臭くさそうにプイッと顔を逸そらしている。きっと俺が来るまでの間も、皆にニヤニヤと見られたりして気まずい時間を過ごしていたのだろう。

　俺は苦笑しつつも、「おう、遅おくれて悪かったな！」と自分の席へと向かった。

　俺が着席したところで、西園寺がこほんと咳せき払ばらいをしつつ立ち上がる。

「では、今日も生徒会を始めたいと思いま──」

　そう、彼女が言いかけた時だった。スッと手を上げた火神が、「ちょっといいですか？」と会議の開始を遮さえぎる。

　西園寺が首を傾かしげながらも「はい、どうぞ？」と振ると、火神はその場で立ち上がり、一呼吸置いてから、切り出してきた。

「こういうことはちゃんと、ケジメをつけておかなきゃって思うんで……」

　そう言って火神は椅い子すをどけて一歩後退すると、俺達四人に向かって、深く腰こしを折り曲げた。

「今までのこと、申し訳ありませんでした」

『…………』

　全員、なんと言っていいのか分からず押おし黙だまってしまう。正直俺達の中ではもう火神に対して怒おこっていることなど何も無いため、本来ならば「んなの気にすんなよ！」ぐらいで済ませたいところだったのだが……彼女の礼と謝罪があまりに誠実すぎて、軽く応じるのもまた変だと思えてしまったのだ。

　ふと、西園寺が会長として責任でも感じたのか、「あ、えと、その、えーと？」と何か言おうと慌あわてふためく中、火神がくすっと笑う。

「あ、大だい丈じよう夫ぶッスよ。何も言わなくて。これは、あくまで、カガミのケジメなんで」

「えと……そうですか？」

「はい。おかげでスッキリしました。白木さんにも休み時間に謝れたし、これで、心機一転できそうです」

「……そうですか」

　西園寺が柔やわらかく微笑ほほえみ、俺、日守、水無瀬も口の端はしに笑みを浮うかべる。

　そして火神は言葉通り、心機一転テンションを上げた様子で改めて挨あい拶さつをしてきた。




「そんなわけで、一年Ｄ組火神北斗！　今日から生徒会会計として、張り切って活動していきたいと思いまっす！　皆みなさん、改めてよろしくお願いしまーす！」




『よろしく』

　全員が笑顔で応じ、西園寺が「では……」と会議を再開させようとする中。火神が「あ、この際もう一つだけいいッスか？」と切り出してくる。西園寺が「はぁ、どうぞ」ともう一度振ると、カガミは妙みようにご機き嫌げんそうな笑顔で話し出した。

「えっと、カガミとセンパイの件に関してです。センパイは素敵な人だと思いますけど、ハーレム思想とかやっぱ受け入れられない……って話、カガミしましたよね？」

「ああ、アレね。別にいいんじゃないの？　っつーかアタシも受け入れてねーし」

　日守がテキトーに応じ、水無瀬がそれに頷うなずき、西園寺も曖あい昧まいな表情をする。く……今年の生徒会のヤツらは、なんでこう……！　と思ったが、去年の生徒会も俺のハーレム思想に関しては完全ウェルカムの人間なんていなかったかもと思い直した。……もしかして俺、この思想のせいで逆に童どう貞ていなとこある!?

　色々考えて一人苦く悩のうする中、火神は「それなんですけどね」と笑い、なぜか自分の席を離はなれ、俺の方へと回り込んできた。

　妙ににっこにこして火神が俺を背後から見下ろす。……もしやこれは刺さし殺ころされたりするんじゃなかろうか、と恐きよう怖ふ心しんに駆られる中、しかし火神は包丁を取り出すこともなく、続けた。

「やっぱ、カガミ的にはどう考えても全然無いんスよね、ハーレムとか、二ふた股またとか。あの男連想しちゃいますし」

「そう。それは無理からぬことだと思いますよ。実際杉崎君キモイですし」

　水無瀬が頷く。暴言はともかく、まあ確かにな……。いくら生徒会に心開いてくれたとはいえ、それとこれとは別問題だもんな……。火神相手に、いきなりハーレム思想受け入れろだなんてこたぁ、流石さすがの俺も言えないわ。そう考えてしょんぼりしていると、なぜか、火神が俺の肩かたにぽんと手を置いてきた。……ん？

「でも、センパイを素敵な人だなって思うのは、事実なんスよね。元々敵対関係の時からずっと『この人ホント馬ば鹿かみたいに善人だなぁ』と思ってたとこはあるんスけど、お互たがいのわだかまり解消したところで改めてセンパイのこと考えてたら、その……カガミ、マジでどんどんセンパイのことが好きになってきてしまいまして。ハーレム思想さえ除けば、この人こそカガミの理想の男性じゃないかとまで、考え始めたんスよね。えへへ」

『…………ん？』

　なんか話が急に変な方向に転がったぞ、と新生徒会の全員が疑ぎ問もん符ふを浮かべる中。

　俺がそーっと背後に顔を向けると……カガミは今まで見たことの無いような笑顔で、俺を見つめ。そして……。

　急に、ガバッと俺の首筋に抱だきついてきた。




「じゃあ、『カガミだけで独どく占せんしちゃえ！』という結論に落ち着きました！」




『はぁ!?』

　俺を含ふくめた全員が驚きよう愕がくし唖あ然ぜんとする中、火神は猫ねこのようにゴロゴロと俺の頬ほおに自分の頬をすり寄せて幸せそうに笑う。

「セーンパイ♪　うふふぅ……ごろごろ……セーンパイ♪」

「えと……か、火神さんや？　その……これは……どういう……？」

　女の子に物凄く懐なつかれているというのに、あまりの状じよう況きよう変化のせいか、なぜか冷ひや汗あせが止まらない俺。しかしそんな俺の様子に気付くこともなく、火神は俺にじゃれ続けていた。

「ふふぅ、なんでしょう、カガミ、今物凄く満たされてるッス、センパイ」

「あ、そ、そう？　ヨカッタネ……」

　本当に幸せそうに言う彼女にそう応じると、瞬しゆん間かん、生徒会室中から、ギンッと、三つの物凄く悪意ある視線を感じた。恐おそる恐る様子を窺うかがう。正直見なくても分かったが……西園寺と日守と水無瀬さんが、かなりアレな目で俺達を睨にらみ付けていた。で、ですよねー。

　中でも西園寺はなぜか顔を真っ赤にした上に涙なみだ目めという凄すさまじい形相で、ズカズカと俺達の所へ寄ってくる。

「ちょ、ちょっと北斗さん！　せ、生徒会室でそういうふしだらな行いは、どうなのでございましょうか！」
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「セーンパイ♪　うふー。えへー。センパイはあったかいですねぇ。この体温は、これからずっとカガミだけのものですからねー、セーンパイ」

「う、え、ええ？」

「ぐぐぐ……北斗さん！　いい加減に離れて下さいま──」

　そう言って、西園寺が俺の肩に手を置き、実力行使で引きはがそうとした、まさにその瞬間だった。

　机の上から素早く俺のボールペンを取った火神が、その切っ先を驚おどろくほどの正確さでシュッと西園寺の喉のど元もとに突つきつける。

　そうして……今までのとろけきった顔から一転、敵対関係時のソレ以上の冷れい徹てつさを漂ただよわせた目で彼女を睨み付け、一言。




「カガミだけのセンパイに、馴なれ馴れしく触さわらないでくれます？……殺やるッスよ？」




『（ヤンデレ化したぁ───────────────────────!?）』

　俺を含めた生徒会全員がダクダクと汗を掻かく。た、確かに、今思えばその素養は充じゆう分ぶんにあった。思い込みの激しさ、意志の強さ、愛の深さ、卓たく越えつした行動力、そして……少し危ない感性。…………え、もしかしてこいつ、ヤンデレ化するために生まれてきた子？　もしかして俺、攻こう略りやく法ほうなんか間ま違ちがえた？

「えへ、セーンパイ、好き。大好き。センパイもカガミが好きですよね？　ね？　あんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってくれたんスもんね？　他の誰だれよりカガミが好きなんスよね？　そうなんスよね？　そのはずですよね？　そうじゃなきゃおかしいよね？　センパイはあの男と違ちがうもんね？　最高に素敵な男なんだもんね？　だから皆みんなから好かれちゃうのは仕方無いけど、でも、センパイの本命はカガミだけですよね？　そうスよね？　ね？　ね？　ね？」

『…………』

　ぎゅうっと首筋に……というか首を絞しめるかの如ごとく抱きつかれる俺と、それをシーンと見守る生徒会の面々。……っていうかおいお前ら、俺達二人からなに距きよ離りとってんだおい！　見捨てるなよ！　ハーレム王を、一人にすんなよぉおおおおお！

　…………とにも、かくにも。

　こうして。

　新生徒会に最後の正式メンバー、会計・火神北斗が加わったのだった。




　……敵対していた頃ころの方がまだ無害だった件については、さておき。
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　【えくすとら＆えぴろーぐ　駄だ弁べる新生徒会】




「いいですか皆さん！　今日こそは、真ま面じ目めに生徒会をしていた──うにゃにゃ!?」

　会長がいつものように張り切るも、ここぞという場面で軽い不運に見み舞まわれていた。

　今回の不運は。

　窓から飛び込んで来た野球ボールが、直ちよく撃げきこそしなかったものの、会長の背後のホワイトボードをゆらりと倒たおし、間かん一いつ髪ぱつで会長が両手で受け止めるもそのまま膠こう着ちやく状態。会長が一いつ生しよう懸けん命めい踏ふん張ばり続ける……というものだ。

　ちなみにそのホワイトボード、丁度日ひの守もりが悪ノリでガチムチマッチョ金きん髪ぱつ兄さんのポスターを貼はった所だったため、それが会長にもたれる様は、まるで彼女が濃こい外国人男性に押し倒されかけているかの如ごとしだった。

　この危機に際し、通常ならば即そく座ざにでも助けに入る俺だが……しかし正直うちのホワイトボードは普ふ通つうに軽い素材だし、なによりその事実に気付かず、まるで大岩でも支えるかのように顔を真っ赤にして抵てい抗こうする会長が可愛いので、まったりと見守らせて頂く。

「ど、どなたかぁー！　助けて下さいませー！」

『…………』

　びっくりするほど誰だれも動かない。俺と日守は「（可愛かわえぇぇのう）」と愛めでるモードだし、水み無な瀬せは普通に勉強続行してやがるし、火か神がみに至っては俺をウットリ見つめていて会長がピンチなことにさえ気付いていない様子。

　しばらくして会長がようやくホワイトボードを押し返し、薄はく情じような俺達を一いつ瞬しゆんだけ恨うらみがましい視線で睨にらんだ後、こほんと咳せき払ばらいして話を再開させてきた。

「この生徒会が本格的に活動を開始して、早半月。毎日放課後、きちんと皆さんが誰一人欠けることなく出席するようになったのは、大変喜ばしいことですが……」

「おう！　俺の努力の賜たま物ものだな！」

　ギン、と会長に睨み付けられる。ぴゅーと下手な口笛を吹ふきつつ視線を逸そらすと、会長──西園寺つくしは遂ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた様子で怒ど鳴なりつけてきた。

「なのにどうして、未だ一度たりとて『普通の会議』が成り立っておらぬのですかぁ！」

　西園寺の怒いかりに、机の上に足を上げてだらけきった日守が「えー」と応じる。

「ちゃんと会議してるっしょ、うちら。毎日、結構遅おそくまで喋しやべってるじゃない」

「遅くまで喋ってる内容が内容なのです、東とう子こさん！」

「そう？……んー、まあでも、つくしも頑がん張ばってる方だと思うよ、うん」

「なぜ東子さんが上から目線!?　そうじゃないのです！　悪いのは、わたしじゃなくて！」

「そうよねつくし。間違っているのは……むしろ世界の方よね！」

「東子さんの中二病にわたしを巻き込まないで下さい！　そうじゃなくて、間違っているのは、皆みなさんです！　毎日毎日、気付けば会議から脱だつ線せんして雑談ばかり……」

　拳こぶしを握にぎりしめ、わなわなと震ふるえる会長。あー、真面目な人間が碧へき陽ようで生徒会長やると、こういうジレンマに陥おちいるのか……なるほど……。

　ぼんやりそんなことを考えていると、日守が実に心外だという様子で、珍めずらしく西園寺に反論した。

「脱線とは失敬ね。毎日割と有意義な会議してきたじゃない、アタシ達」

「有意義!?　これのどこが有意義ですかっ！」

　そう言うと同時にバンッと西園寺がひっくり返したホワイトボードの裏側には、ここ半月程俺達が取り組んできた議題がズラリと並ぶ。




・部活予算の会議──はさておき、そういや桐きり島しま、部活やめるってさ

・焼きそばパンは是ぜか非ひか（炭水化物×炭水化物の概がい念ねんがもたらした功罪）

・三国志って結局最後どうなんの？　劉りゆう備びと曹そう操そうの共きよう闘とうで邪じや神しんとか倒すん？

・火神北ほく斗と大立ち回り（杉すぎ崎さき鍵けんが風かざ見みめいくの頭を撫なでたことに端を発す）

・「期末テスト、だりー」話（主に杉崎＆日守）でたっぷり三時間

・第一回、水無瀬様に皆で勉強教わろうの会

・西園寺つくしの不定期大型トラブル劇場・海底二万マイル編（ア○ザーなら死んでた）

・委員会予算会議──中に、突とつ如じよきの○の山・たけ○この里論争勃ぼつ発ぱつ

・日守東子のひきこもり時代壮そう絶ぜつ黒歴史エピソードその１・ネットアイドル活動発覚

・ココロコ○クト　カツランダム事件勃発（日守のカツラが原因でまさかあんな……）




　それらの活動記録を、俺達役員はジッと見つめる。そうして、西園寺が「どうですか」と言わんばかりに鼻息を荒あらくする中、俺達四人は一いつ斉せいに、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

『働いたなぁ……』

「どこがですかっ！」

　西園寺が机を思いっきり叩たたく！　俺達は顔を見合わせると、代表して水無瀬が眼鏡めがねを光らせながら答えた。

「通常の生徒会ではまずあり得ない程の大変さだと思われますが……」

「いや大変は大変でしたけど！　そうではなくて！　この活動記録見て、もっと思うことはございませんかっ、流る南なさん！」

「やはり私はきの○の山が好きです。勉強中も手が汚よごれないのは大きなメリットです」

「むっ、しつこいですよ流南さん！　前回の論争では３対２でた○のこの里派に軍ぐん配ばいが上がったではないですか──ってそうじゃなくて！　もっと全体の活動を見み渡わたした上でおかしい点が、あるでございましょう！」

「杉崎君と火神会計の頭。主に恋れん愛あい観かん」

「それは勿もち論ろんでございますがっ、それ以外にも！」

『おいそのツッコミちょっと待てやコラ』

　俺と火神の指し摘てきに関してはサラッと無視し、西園寺はようやく本題に戻もどって来る。

「そろそろちゃんとした会議をしましょう、皆さん！　なんのための生徒会ですか！」

　西園寺の、その質問に。

　俺達は即座に、それぞれの回答で応じる。

「ハーレムのため」

「勉強のため」

「アタシの校内休きゆう憩けいスペース確保のため」

「センパイに悪い虫がつかないよう見張るため」

「誰一人まっとうな役員がおりませんでした！」

　がっくりと項うな垂だれる西園寺。俺はそんな彼女の肩かたに、ぽんと、優しく、手を置いてやった。

「西園寺。……この生徒会にまともなヤツなんて、最初からいないゾ？」

「なんの慰なぐさめですかそれは！」

「む、センパイと馴なれ馴れしくスキンシップ……これは西園寺センパイにデスポイントプラス１スね」

「なにやらあちらでは不ふ穏おんなポイント加算されておりますしぃー！」

　俺の背後でなにやらメモをとっていた火神はさておき、流石さすがにそろそろ西園寺が可か哀わい想そうかと、俺も話題の軌き道どう修正に乗り出すことにした。

「で？　西園寺は今日、なんの会議がしたいんだ？」

「よ、よくぞ聞いて下さいました鍵さん！　今回の議題に関しましては、わたし、普ふ段だんより一ひと際きわ気合いが入っているのですよ！　分かりますでしょうか、この、漲みなぎるやる気！」

　ぐっと拳を構えて立ち上がる西園寺。……うん、とりあえず俺に分かることは、さっきからずっと、真面目に語る西園寺の頭の上で二匹ひき（頭とう？）の綺き麗れいな蝶ちよう々ちようがくるくると追いかけっこしているということだけだ。面白いから誰も指摘してないけど。

　──あ、交こう尾び始めやがった！　凄すげぇ！

「わたしのこのやる気の理由。皆さんには分かりますか？……北斗さん、どうです？」

　急に話を振ふられた火神が「へ？」と俺へのラブラブ光線放射を中断する。そうして、西園寺の方をぼんやりと見ると、「そうっスねぇ……」としばしの思考の末、回答。

「……発情期？」

「ふぇ!?」

　まさかの回答を受けて、しゅぼっと顔を赤くする西園寺。俺達役員からすれば、火神の視線が蝶々の交尾に向いていたのを知っているため、その回答に至る流れは納得出来なくもないが……そんなの知る由よしも無い西園寺からすればかなり衝しよう撃げきの回答なわけで。

「な、な、な、なにを根こん拠きよに仰おつしやっているのですか、北斗さん！」

「何を根拠にって……まあ、女が張り切る時なんて、カガミの経験上、大たい概がい男絡がらみなわけッスよ。急に部屋の掃そう除じ始めたり、豪ごう勢せいなオードブル注文してみたり……」

　妙みようにシニカルにフッと微笑ほほえむ火神。な、なんか超ちよう説得力ある！　しかしその手の実体験に基づく話はかなり引くから勘かん弁べんしてくれないだろうかっ！

　それに対し、西園寺は顔を赤くしながらも、すぐに否定にかかる。

「ほ、ほほほ、北斗さんの考え方は偏かたよっております！　わ、わわ、わたしは断じて特定の殿との方がたを意識して張り切っていたりなどは……」

　おい西園寺、どうしてそこでチラチラ俺の方を窺うかがう。お前、今そんな反応したら──。

　案の定、火神の瞳ひとみがギラついた。

「西園寺セーンパイ♪　次センパイにそんな色目使ったら────即そく抉えぐるッスからね？」

「ひぃっ!?」

　びくんと怯おびえる西園寺。ふふふと昏くらい笑みを零こぼす火神。我関せずといった様子で、サッと視線を逸らす、水無瀬と日守。……なんて前ぜん途と多難なハーレムなんだ、今年度。

　西園寺は咳払いして、会議を再開させる。

「べ、別に鍵さんは関係ございません！　今回わたしが張り切っているのは、ずばり、議題が『学園生活をより良くするには』だからです！」

　一人瞳を燃えがらせる西園寺に、どこか毒どつ気けを抜ぬかれた様子の火神が「はぁ」と応じる。

「なんか……フツーに地味な議題ですね」

「地味とはなんですかっ、地味とは！　分からないのですか、北斗さん！　これこそ！　これこそ、生徒会の真しん髄ずいとも言うべき議題ではありませんか！」

　西園寺が生徒会全体を見回して告げる。しかし俺達はと言えば……どう反応していいのか分からなかった。全員で顔を見合わせた後、日守が気の抜けた様子でひょろーっと手を上げ、そして、よせばいいのに怠たい惰だな発言を繰くり出す。

「えーと、特に重要案件じゃないなら、アタシ帰っていい？　今日は生で実じつ況きよう板覗のぞきつつ銀○見たいんだよね。いや、なにせアタシの好きな沖おき田た総そう悟ごキュン回でさ──」

「東子さんのお馬ば鹿か！　あんぽんたん！　おたんこなすぅ！」

「はぅっ、なんだか物もの凄すごく可愛く罵ののしられたわ！　ね、スギサキ見てた!?　見てた!?　うらやまし？　ねぇねぇ、うらやまし？」

　妙にときめいた顔をする日守。お前も中々の変態よのう。……確かに可愛いけど。

　西園寺はぷんぷんと、（本人なりに）怒おこった様子で力説する。

「どうしてこの議題の重要性が分からないのですかっ！　これこそ生徒会じゃないですかっ！　むしろこれをやらなきゃ生徒会じゃないです！　ね、鍵さん！」

　なんか同意を求められた。正直前年度経験者の俺にさえよく分からない論理だったが、西園寺の目め力ぢからがあまりに強いのと、彼女の頭上で行われている蝶々の交尾が妙に荒あら々あらしいのに気け圧おされた結果、俺は「お、おう、そだな」と応じる。

　途と端たん、勢いづいた西園寺はそのまま会議を強引に開始させた。

「では、『学園生活をより良くするには』という議題で本日の会議を始めたいと思います！　提案のある人、挙手！　きょーしゅ！」

　なんか挙手を強要されている。西園寺以外の役員全員が互たがいの様子を窺うかがい……誰だれ一人ひとり積極的な意見を持ってないと見て取るも、しかし無む邪じや気きに張り切る西園寺に対しゼロ挙手というのも忍しのびなく、結果……全員が足並みを揃そろえて、そーっと挙手した。

　そんな空気に気付く由も無い天然西園寺は、実に満足げに微笑んで「では……」と誰に当てようかと視線を動かし始める。

　全員が「（自分に来るな！）」と願う中……最初に白羽の矢が当たったのは、無情にも一番やる気の無い日守だった。

「じゃあ、東子さんどうぞ！」

「ガッデム！」

「がっでむ？」

　日守が悪態をつき、西園寺が首を傾かしげる。しばしの沈ちん黙もくの後、日守は、「あー」と綺麗な銀ぎん髪ぱつをくしゃくしゃと掻かきながら、気け怠だるそうに応じ始めた。

「学園生活をより良くする……だっけ？」

「そうです！　率直な意見を言って下さって結構ですよ、東子さん！　東子さんは、この学園がどういう風に変わると、嬉うれしいですか？」

「そうねぇ……」

　日守は少し考え込むと、ふと、なにやら名案を思いついた様子で、ぽんと手を叩いて切り出してきた。

「マスクとカツラも制服に指定してくれれば、アタシは凄すごく助かるわ」

「そりゃ東子さんはそうかもしれないですけど」

「え、アタシ個人の率直な意見言っていいって、つくし言ったわよね？」

「そ、そうなんですが、そういうことではなくてですね……」

　日守の屁へ理り屈くつに、西園寺がたじたじになっている。仕方無いので、ここからの会議の進行役は俺が買って出ることにした。西園寺に代わって日守を窘たしなめる。

「おい日守、真ま面じ目めに意見出せよ。西園寺困ってるだろうが」

「えー、だって今アタシ、他の作業で忙いそがしいしぃ」

　そんなことを言いながらスマホをいじる日守。……ふむ。何か生徒会の書類データの整理でもしてくれてんのか？　あ、ここしばらく富士見書しよ房ぼうとの連れん絡らく滞とどこおっていたし、それ関連かな。だったら俺も見ておかないと。

　そう考え、席を立って日守の後ろへと回り込む。彼女は俺に気付かない様子で、なにやら一いつ生しよう懸けん命めいフリック操作で文字を打ち込んでいた。うむ、感心感心──




〈新規スレッド作成〉

〈タイトル　元ＭＩＴ（マサチューセッツ工科大学）出身者だけど、何か質問ある？〉




「何を会議中に書き込んでんだてめぇはっ！」

「ちょ──やぁん、の○太さんのえっち！」

「うっせぇよこのひきこもりが！　会議中にしょーもないスレ立ててんじゃねえよ！」

「しょーもないとは何よ、しょーもないとは！」

「完全なる嘘うそスレじゃねえかよ！」

　こいつ──日守東子ときたら、「超美人だけどそれを隠かくさざるを得ない」という状じよう況きようが続いていたことによって、ネット上での自己顕けん示じ欲よくが超肥大化してやがる！

　ジト目で睨にらむ俺に、残念美人・日守は焦あせった様子で抗こう議ぎしてくる。

「う、嘘じゃないわよ、嘘じゃ。アタシほら……燈○想やロキと友達だし？」

「『Ｑ．○．Ｄ』の登場人物じゃねえかよ！　勝手に世界観繋つなげないでくれます!?」

「なによ、そんな怒らないでも……ちょっとしたお茶目じゃない。瓢ひよう箪たんから駒こまじゃない」

「だから妙な場面で妙なことわざ使うのもやめてくれるかな！」

「え、でも瓢箪から駒って、『意外な所から意外な物が出ること』でしょ？」

「ホントだ！　なんか合ってる！　いや合ってるのか!?　ええ!?」

　なにこれ、頭がぐんにょりする！　日守は妙に、したり顔だった。

「これぞまさに、雨降って地固まるね！」

「お前もうわざとやってんだろう！　なぁ！　俺を困こん惑わくさせるためにわざとやってんだよなぁ!?　むしろそうであってくれ！」

「な、なによ。わざとって……何が？」

　畜ちく生しようっ、天然物かっ！　俺が頭を掻きむしっていると、それをどう勘かん違ちがいしたのか、日守が何か弁明するように頬ほおを赤らめて言ってくる。

「べ、別にアタシだって、ネットで嘘ばっかり書いてるわけじゃないしっ！　今だって他にも沢たく山さん人気のスレ立ててたしっ！」

「ほぅ、どれどれ」

「あ、ちょ──」

　日守からスマホをひょいと奪うばってログをテキトーに確認してみる。と──




〈元天剣授受者だけど何か質問ある？（３２４）〉

〈ネットアイドル　トーコ　ファンスレッド　Ｐａｒｔ１（５）〉

〈うちの生徒会がラノベばりに美少女だらけで萌もえ豚ぶた大歓かん喜きｗ（４７０）〉

〈富士見ファンタジア文庫編集部関係者だけど、何か質問ある？（８６２）〉

〈オレもしかしたらヤンデレに狙ねらわれてるかもしんねぇｗｗｗｗ　Ｐａｒｔ３（２５７）〉

〈さっき家に自じ称しようハーレム王（童どう貞てい）が来た件について（９０２）〉

〈弱虫ペ○ル（出来れば自転車擬ぎ人じん化）のエロ画像下さい（３）〉

〈ひきこもりなオレがあえて生徒会入ったったｗ　Ｐａｒｔ５（７８１）〉

〈気になる男子と犬けん猿えんの仲なのですが、どうしたらいいですか？（知ち恵え袋ぶくろへの質問）〉

〈弱○ペダルのエロ画像（キャラでも擬人化でも可）下さい（２）〉

〈ペ○ソナ４の巽たつみ○二じのパイプ椅い子すに萌えるスレ　Ｐａｒｔ７（８９９）〉

〈ソードアー○オンラインのβベータテスト経験者だけど何か質問ある？（７８）〉

〈弱虫○ダルのエロ画像下さい（１）〉




「よぉしっ、お前生徒会クビッ♪」

　俺は満面の笑みで通告してやった。そこに一切の躊躇ためらいはない。こいつ生徒会入れるために俺あんなに努力したのにとか、こいつが俺が会ってきた女性の中でもダントツの美少女なこととか、そういうの全部──あっさり吹ふき飛ばす何かが、そこにはあった。

　しかし日守は極めて心外そうな顔で抗議してきた。

「はぁっ!?　ちょ、人のプライベート勝手に覗き見て何言ってんの!?　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！」

「うんうん、分かった。でもクビ」

「ちょ──い、いや、アンタにそんな権限ないでしょ！　ね、ねぇつくし！」

　縋すがるように西園寺を見つめる日守。西園寺は状況がよく分からないらしく、困ったように曖あい昧まいに微笑ほほえむばかりだ。

　しかしそれを勝手にいい方に解かい釈しやくした日守が、これまた勝手に話の主導権を握にぎる。

「ほ、ほら、あれよ、意見出せばいいんでしょ！　なんだっけ……学園をヘブンにするには、だっけ？」

「そんなＢＬっぽい議題じゃない！　学園生活をより良くするには、だ！」

「あ、そうそう、それそれ。その意見、いいの出せばいいんでしょ、ね？　そしたら、やっぱ生徒会にはトーコたん必要だなーって、なるわけじゃん」

　なんか頭の悪い発想だったが……まあいい。俺が「まあ、言ってみろよ」と促うながすと、日守は改めて、今度こそ真面目に議題に取り組みだした。

「そうねぇ……。さっきも言ったけどさ、マスクとカツラ着用義務、アタシ的には悪くないと思うのよね。ほら、これでアンタの大好きなアニメやギャルゲーみたいな、カラフルな髪かみ色の生徒が揃う学園風景の出来上がりじゃん！」

「同時にインフルエンザ大流行みたいな光景も出来上がるだろ！　却きやつ下か！　代案出せ！」

「ちっ、うっさいわねぇ。キリンの新体操でもあるまいし！」

「いやそんなありもしないことわざを堂々と用いられても……」

「じゃあ、あれよ。カツラとマスクが嫌いやなら、全員フルフェイスでいいわよ」

「なんだその銀行強ごう盗とうの専門学校みたいな光景」

「そうして碧陽は今後、私立デュ○ララ学園と改名して再スタートを切る──」

「切らねぇから！　デュラ学却下！　っつうか、制服指定するにしても、マスクやらフルフェイスやら物ぶつ騒そうなのじゃなくて、もっとこうさ、可愛さも重視して……」

「じゃあ、制服をガチャ○ンの着ぐるみにするっていうのはどーよキタコレ！」

「そうなると全員中身はなんらかのエキスパートじゃなきゃいけない感じになるだろ！　却下！　っつうか、そもそもかぶり物する発想から卒業しろよ！」

「アンタの下半身もね！」

　!?

　突とつ如じよ飛び出した想定外の──想定外すぎる、前の生徒会じゃ絶対なかった方向性の台詞せりふに、俺はたじろぐ。しかしすぐに気を取り直して、少しテンパリながらも反論した。

「お、おまっ、急にどんだけゲスい下ネタかましてんだ！　っつうかかぶってねぇし！…………………………かぶってねぇし！」

　大事なことなので二回主張しました。…………か、かぶってねぇし！

「？　鍵さん？　すいませんわたし良く分からないのですが、その、かぶっているというのはなんのお話でしょうか？　詳くわしく説明して頂いてよろしいでしょうか？」

「さ、西園寺はそんなことに興味持たなくていいの！」

「すいません杉崎君、私もよく分からないので説明して頂いてよろしいでしょうか、その、貴方あなたのとても情けないしょんぼり局部のことを」

「水無瀬っ、お前は分かってて訊きいてるだろう！」

「安心して下さいセンパイ！　カガミ、切るのだけは得意ッスから！」

「いやぁ！　カッター構えないでぇえええええ！」

　俺涙なみだ目めだった。なんだこの生徒会。去年より会話が数倍えげつないことになってんぞおい。それもこれも、そもそも日守のバカが最低のネタフリをしやがるから──

「……………………うぅ」

　──ってか当人、なんか超ちよう赤面してる!?　俺の方にちょいちょい視線を向けては、照れて俯うつむいていらっしゃるぞおい！　純情か！　こいつ純情かっ！　口が悪い癖くせに純情か！　ひきこもり腐ふ女じよ子し生活で知識だけ膨ふくれ上がったせいで、文章ならいざしらず、実際に言葉を口に出すとなると、殊ことの外ほか恥はずかしい……というタイプなのか！　めんどくさ！

　ま、まあ気持ちは分かるけどな。俺もエロゲ大好きとはいえ、実際その台詞を口に出せるかというと話は全く別だからな。……うん。

　日守は依い然ぜんとして口をもにょもにょさせながら、たまに俺を見ては頬を染めている。

「…………ば、ばば……バカじゃないのっ……バッカじゃないの…………ぅ～！」

「…………」

　いかん……なんか妙みような気分になってきた。女の子に恥ずかしい台詞言わせる性せい癖へきが開花してしまいそうな勢いだ。これはまずい。

「じゃ、じゃあ次は水無瀬！」

　俺は気分を誤ご魔ま化かす様に、話題を次の人間へ振ふった。まだ日守からまともな意見は出ていなかったが、これはもう仕方あるまい。こんな話題をいつまでも続けていいはずがない。

　俺から話を振られた水無瀬は勉強ノートをパタンと閉じると、俺の意図を了りよう承しようしたという風にこくんと頷うなずき、口を開いた。




「大だい丈じよう夫ぶですよ、杉崎君。かぶっていることは、決して恥ずかしいことではありません」




「なんで話題ぶり返すんだよ！　なぁ！　なぁ！」

「ああ、すいません、配はい慮りよに欠けましたね。では、貴方の必死さに免めんじて話題を変えましょう。さて、この学園をより良くする方法についてですが──」

「そういう話題の転てん換かん方法やめてくれる!?　俺なんか超気にしてるみたいじゃん！」

「鍵さん、そろそろわたしにも説明して下さいませんか？　鍵さんは一体何がかぶ──」

「よしっ、この学園をより良くする方法について話し合おうじゃないかっ、なぁ水無瀬！」

　西園寺がこの話題に固こ執しゆうし始める前に手を引く。水無瀬は満足そうに微笑んだ後、改めて提案をしてきた。




「『ハーレム』と発言するたびに、千円没ぼつ収しゆうするルールを敷しきましょう」




「お前とことん俺が嫌きらいだな！」

　びっくりするわ！　下手すると以前の火神なんかより全然未だに敵なんじゃねえのお前！　よくこの生徒会に参加してんなおい！

　俺は当然全力で反論する。

「そんな、俺しか引っかからない『英語禁止ボウリング』みたいなルール敷かれてたまるか！　誰だれ得だよ！」

「私の懐ふところが温まります」

「なんでお前に千円払はらわなきゃならないんだよ！　っつうかそもそも、俺そうそうハーレムとか言わねぇし！」

「はい千円」

「もう!?　っ！……。……よぉし、いいさ！　分かった！　応じてやろうじゃねえの！　その代わりお前もハーレムっつったら千円だからんな──」

「はい千円」

「ぐっ！　仕方ねぇ……」

　俺は財布から二千円取り出して、水無瀬に渡わたす。手痛い出費だ。しかしこれは布ふ石せき！　くくっ、見てろよ水無瀬。その二千円、この会議中に俺がお前に「ハーレム」って言わせてすぐにでも取り返してやるからな。頭脳戦で水無瀬に勝つ。これ以上の快感が、他にあるか？　いや無い！　そのためならば、二千円の先行投資など安いものさ！　ふははははははははは！

　というわけで、俺は早さつ速そく水無瀬に仕し掛かける。

「よし、だったらこちらからもルールを敷かせて貰もらおう！　今後、俺達生徒会の間では、なにかクイズを出されたら、出された人間は即そく座ざに解答せねばならない！　間ま違ちがったりすぐに答えられなくても、罰ばつ金きん千円だ！」

　俺の提案に、西園寺が「あの、鍵さん、それは最早『学園をより良くする』というテーマからかなり逸それているような……」等と口出ししてきたが、無視。

　水無瀬はこくりと頷き、「いいでしょう」と応じた。

　くく……掛かかった！　これで後は、水無瀬に「ハーレム」発言させる隙すきを窺うかがうだけ！

「よぉし、じゃあとりあえず、水無瀬の提案は終しゆう了りよう。次……火神、『学園をより良くする方法』について提案を始めるんだ！」

「えー、カガミもッスかぁ？」

　露ろ骨こつに気怠そうにする火神。しかしこちとら、水無瀬を油断させるためにも、普ふ通つうの会議を続行してもらわにゃ困るのだ。俺は水無瀬から火神に視線を移し、通常の会議を継けい続ぞくさせにかかる。

「お前は結構信念持ってるタイプだろ。提案の一つや二つ、あるんじゃないのか？」

「まあそりゃ、あるっちゃありますけど……」

　どこか照れた様子で頭を掻かく火神。……なるほど、こいつ、こうしてまともに生徒会で意見求められたりするんの、実は初めてか。皆みんなに注目されて少し気き負おった様子の火神に、なんだか微笑ましい気持ちになる。普ふ段だんは俺への好意（と呼ぶには些いささか抵てい抗こうのあるスタンス）で突とつ飛ぴな発言をしがちだが、実際それさえなければ、本来は下手すると西園寺よりも根が真ま面じ目めな、いい娘こだしな────等と生徒会がほっこりしたところで、不意打ち！

　俺は水無瀬に向かって大声で問い掛けを告げる！

「去年から俺がずっと追い求め、そこに至ろうと目指したものとはなに!?」

　その急な問い掛けに火神・日守・西園寺がびくんと驚おどろく中──ルール上すぐに答えなきゃいけない水無瀬は、殆ほとんど無思考の間まで口を開く。……くくっ、見たか水無瀬！　これこそ正解でも不正解でも答えられなくても、いずれにせよ千円払わなければいけないという悪あく魔まの問い掛け──




「上野ク○ニック」




「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい！」

　水無瀬の解答を掻き消すように叫さけぶ！　全員がぽかんとする中、俺は思わず隣となりの水無瀬の胸ぐらを掴つかんだ！

「お前は俺の悲願をそんな風に思ってんのかよ！」

「正解ですよね？」

「正解じゃねえよ！　正解はハーレムに決まってんだろうが──」

「はい千円」

「ぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　水無瀬が催さい促そくするように手を差し出す。俺は一いつ瞬しゆん払いかけるも、すぐに考え直す。

「いやいやいや、お前も問題の解答間違ったから、ここは相そう殺さいだろう！」

「解げせませんね。杉崎君の真の悲願はオペ一択たくでしょう。自分に素直になりなさいな」

「くっ……！　い、いや、俺は、そんなはず……。……か、かぶってねぇし！」

「なるほど、そこで若じやつ干かん詰つまるということは、つまり仮か性せい──」

「更さらに千円足すんで許して下さいませんか！」

　というわけで、トータル四千円を水無瀬にとられてしまった。幸い他のメンバーに俺の秘密は漏もれていなかったようだが……痛い。色んな部分が痛い。がっくりと机に項うな垂だれる。なんなのこの下ネタ天国。新生徒会ってそういう方向性なの？　それでいいの？

「えーと……話、元に戻もどしていいでしょうか？」

　様々な疑念を孕はらみつつも、西園寺により会議が再開される。

　……まあいいさ。まだ次の機会がある。四千円なんて、すぐに取り返してやるさ。

　とりあえず中断してしまった、火神の提案を聞いてやることにしよう。

　俺は意識を切きり替かえて、火神に訊たずね直した。

「それで、火神の『学園生活をより良くするには』提案だけど」

「あ、はいっ！　それはですね──」

　火神が無む邪じや気きな笑顔で応じる。……よし。しばらく彼女のほっこり提案を聞いて、あわよくばいい話風になったところで、水無瀬に再び攻こう撃げきを仕掛けてやろうじゃないか──




「カガミ以外恋れん愛あい禁止ッス！」




「満面の笑みで何言い出してんの!?」

　あまりの提案に愕がく然ぜんとする。俺は水無瀬を意識するのをやめ、火神に向き合った。

「偏かたよった思想に基づく校則実じつ施しかつ自分だけ特例なんて、どんな職権乱用だよ！」

「ちなみに破ったら極きよつ刑けいです。体育館特設処しよ刑けい台行きです」

「つい最近までラスボス張ってただけあって未だに発想がダーティすぎる！　校則で死人を出そうとすんな！」

「分かりました。じゃあ仕方無いですね。男性の下半身局部だけ、色んな意味での『ギロチン』にかけましょう」

「なんでそっち方向に行くんだよこの生徒会は！　却きやつ下か！　もっと平和的な発想で！」

「平和に？　えーと、じゃ、改革に伴ともない学園で流される血の量は少なめがいいってことッスよね？　どれくらいまで許容範はん囲いです？　デッド○ンワンダーランドぐらいまでならＯＫッスか？」

「余よ裕ゆうでアウトだわ！　っつうか、そもそも血を一いつ滴てきも流させるな！」

「となると……了りよう解かいしました、闇やみ金きんウ○ジマくんを参考とした追い詰つめ路線で行きますか」

「ＯＫ、今のやりとりでお前の中には物ぶつ騒そうな発想しかないことがよーく分かった！」

「お、さっすがセンパイ、カガミの一番の理解者ッスね！　大好き！　愛してます！」

「全然嬉うれしくない！　っつうかお前ホントにそれしか提案無いのかよ！」

「ふ、カガミを甘く見て貰っては困りますね、センパイ。狡こう猾かつで卑ひ怯きようなことに定評のあるカガミですよ？　その程度でアイデアが底をつくはず、ないじゃないッスか！」

「なんだろう、人間性は最低なのに妙に頼たよりになるぞこの後こう輩はい！」

「いいでしょう。この学園をたった一回の会議で改革しようなどという大それた大義を掲かかげながらも、去勢ほどの思い切りもなく、シ○ルイ程の狂きよう気きも持ち合わせない。だのに結果だけは得たいという、その、超ちよう生ぬるいラブコメライトノベル的願望……了解致いたしました。『生徒会の一存』的超日和ひより見み噴ふん飯ぱんもの解決手段を講じることなど、センパイにとって生しよう涯がいの伴はん侶りよでありラスボスを自認するこのカガミめにかかれば、造作もないこと」

「はっはー、お前はたとえヤンデレ化したとて、やはり根っからの俺の敵だな！」

　こいつとはどこかでもう一度決着をつけなきゃいけない気がビンビンするわ！

「さて、ではお教え致しましょう。ぬるくてハッピーでご都合主義的ながら実は理にかなった生徒会的解決法。それは……」

「それは？」

　ごくりと唾つばを飲み込む俺。火神は一いつ拍ぱく間を置いた後……ぺろりと唇くちびるを舐なめて湿しめらせ、妙みように妖あやしく、その提案を告げてきた。




「センパイとカガミの結けつ婚こんです！」




「はぁ!?」

「ここで杉崎君に問題！」

「!?」

　火神の提案に驚きよう愕がくしたのも束の間、間かん髪はつ入れずに突とつ如じよとして水無瀬が叫んできた。驚いて視線をやると、彼女は凄すごい勢いで問題を提示してくる！

「睡すい眠みん中の状態の一つで、体が眠ねむっているのに脳が動いている状態を何と言う！」

　なに!?　やべぇ、あちらから仕掛けてくるとは想定外だ！　このままじゃまた千円罰金をとられて──と目まぐるしく回転する俺の脳内に、突如、閃せん光こうの様に問いへの解答が浮うかぶ！　俺はそれを正解だと確認する間も置かず、とにかく、自分の直感のみを信じて即座に答えを口にした！

「レム睡眠！」

　直後。水無瀬は一いつ瞬しゆん押おし黙だまり。そして……判定を、告げる！

「正解！」

「いよっしゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　やった！　乗り切った！　乗り切ったぞ！　あの水無瀬からの難問を、見事、一瞬で乗り切ってみせたぞぉおおおー！　どうだ見たか、俺の頭脳を──

「そして、はい、千円下さい」

「へ？」

　いつものように右手を差し出してくる水無瀬。全く意味が分からず俺が惚ほうけていると、彼女は、相変わらずの鉄てつ面めん皮ぴで淡たん々たんと説明してきた。

「だって貴方あなた今言ったじゃないですか。『はぁ!?』の次に、間髪入れず『レム睡眠』って」

「…………」

　言われた意味がすぐには分からず、自分の中で反はん芻すうする。はぁ!?、レム睡眠。はぁ、れむすいみん。はー、れむ…………。…………！

「ハーレムって言ってるぅうううううううう!?」

「はい、更に千円」

「ぎゃふん！」

　というわけで、震ふるえる手で水無瀬に財布から二千円を差し出す。……この数分の間に、なぜか俺、彼女に六千円貢みついでいた。……くぅ！　し、しかし、これはあくまで生徒会、そしてお戯たわむれの一いつ環かん！　いくら水無瀬でも、本当に同級生の苦学生から金巻き上げてそのまま帰るなんて真ま似ねはしないであろ──

「……ふ、今日はお父さんと豪ごう勢せいな食事が出来そうですね」

　──俺が甘かった！　ヤロウ、したり顔でペラペラと札数えてやがる！　なんたるヤ○ザ親子！　そういうとこ、やはり寺てら雄おさんの子なのなお前！　ちくしょう！

　俺はがっくりと肩かたを落とすと、もう水無瀬に勝とうとするのはよしておこうと、改めて火神の方を見る。……そういやこいつも、直前に妙な提案してやがったな。

「それで……なんだって？　俺と火神が結婚だって？」

「はい、そのとーり！」

　笑顔で火神が頷うなずく。……しかし、女の子からプロポーズされて、こんなに嫌いやな予感しか湧わかないことってあるんだな。ちょっと新発見だわ。

「俺とお前が結婚して……それでどうして、学園がより良い方向に向かうんだよ」

「あはは、なーに言ってるんスかセンパイ、そんなの言うまでもないじゃないスか！」

「？　え？　言うまでもない？　なんだろ。俺と火神が結婚したら……っつうか、碧陽じゃ校則的に学生結婚なんかしたら即そく退学だから、そもそも成り立たない前提じゃ──」

「いやそれでいいんスよ」

「ん？」

　首を傾かしげる俺に、火神は、出で逢あった当時を思わせる、底そこ抜ぬけに明るい笑顔で──残ざん酷こくな回答を告げてきた。




「カガミとセンパイっていう二大危険思想が排はい除じよされれば、学園的には万ばん々ばん歳ざいッス！」




『あー』

「おい何納得してんだよお前ら！」

　新生徒会メンバー全員が「なるほどー」的リアクションとってやがった！　身内二人を学園にとってのデメリット認定とは、なんたる組織だよ！　新生徒会には団結とか友情とか絆きずなって言葉が皆かい無むなのか！

「当然カガミ的には名めい実じつ共にセンパイの本妻名乗れて万々歳ッスしね」

　火神が心底幸せそうに、ニコッと八や重え歯ばを覗のぞかせて笑う。う……やべぇ、やっぱこいつ可愛いよな……。色々アレなとこあるとはいえ、現状一番俺に惚ほれてくれてはいるわけだし……。

「ま、まあ俺も自分に心しん酔すいする美少女幼おさ妻なづまが出来る件については、少し心が揺ゆれないわけでもないが──」

「えへへ、あの男をお義と父うさんと呼ぶ日も近いっスね、センパイ！」

　なんか途と端たんに超イヤな気分になった！　凄ぇな、岬みさき開斗義父ち効果！

「是ぜ非ひ、一いつ緒しよにあの男の子供呼ばわりされる屈くつ辱じよくの日々を味わいましょう！」

「どんなプロポーズだそれは！」

「安心して下さい、センパイ！　結婚した暁あかつきには、カガミ、全力でセンパイを守りますから！」

「そ、そうか？　なんか今まで自分が守ってやる思想だっただけに、そう言って貰もらえるのは中々にぐっとくるもんあるな……」

　そんな呟つぶやきを漏もらしていると、いつの間にか回り込んで俺の傍そばまで来ていた火神が、俺の椅い子すの横にしゃがみ、上うわ目め遣づかいでジッと俺の目を見つめてきた。

「セーンパイ♪　センパイは愛の巣たる新居から一歩も出なくていいですからね！　お金はカガミが稼かせいで来ますから！　センパイはずっと家に居て下さい！　いえ、むしろベッドから動かなくていいです！　手足さえ動かす必要ありません！　そうだ、変に動いちゃわないよう、しっかりと拘こう束そくしておきましょうね！　大だい丈じよう夫ぶ、食事も下しもの世話も全部カガミが一から百までしてあげますから！　センパイはただただ、カガミへの愛だけ囁ささやいていればそれでいいんです！　　なんて幸せなんでしょう、ね、センパイ！　ね、ね、ね！」

「さーて、西園寺は何か提案とかあるかー？」

　火神のぐるぐると渦うず巻まく狂気を孕はらんだ瞳ひとみから視線を逸そらしつつ、西園寺に話を振ふる。すると、火神は「んもう、センパイったら、照れ屋さん♪」などと頬ほおを赤らめながら引き下がっていった。……なんでだろう、さっきから暑くもないのに汗あせが止まらないや。シャツなんか、腹痛い時にかくような、粘ねばっこい脂あぶら汗あせでぐっしょりだよ。おかしいね。体調悪いわけじゃないのにね。

　そうして、話を振られた西園寺が「よくぞ聞いて下さいました！」と張り切り、水無瀬と日守も彼女に注目する中。ふと、自分の席に戻もどろうと立ち上がった火神がぽつりと、口元に合わせた両手の人指し指を宛あてつつ、独り言のようなものを漏らすのが聞こえた。

「……センパイと結婚……新しい、愛する家族か……ふふっ……いいなぁ、それ……」

「…………」

　その、なんだか心の底から出てしまったような素すの呟きに。俺は──

「おーい、火神」

「？　なんですか、センパイ？」

　自分の元から去ろうとする火神を再び呼び寄せ、跳はねるように近付いてきた彼女を、ちょいちょいと手を振ってしゃがませると……その肌はだ触ざわりのいい頭に、ぽんと手を置いてやった。

「ほ、ほへっ？」

　なんだかんだ俺にアプローチかけつつも、俺から何かされるのには全く慣れてなかった様子の火神が、動どう揺ようした様子で頬を赤らめる。俺は構わず、彼女を撫なでた。

「……せ、センパイ？」

　不思議そうにする火神に……俺は、少し照てれ臭くさくて、顔を背そむけながらも、しっかりと告げる。

「おい火神よ。お前は、これからどんどん幸せになるからな。絶対。この生徒会に誓ちかって、絶対だ」

「……あ……。………………。……っぅ」

　途端、しゅぼっと更さらに顔を赤くする火神。……まったく、普ふ段だん過激なクセに、中身はホント無む垢くなんだから、こいつは。飛鳥あすかが可愛がる気持ちが良くわかるわ、ホント。

「…………右手は、許してあげるッス……」

「ん？」

　俺に撫でられて俯うつむいている火神が、ぽつりと漏らす。意味が分からず訊たずね返すと、火神はなんだか物もの凄すごく照れた様子で、妙にぶっきらぼうに繰くり返した。

「け、結婚したらセンパイ縛しばるけど、右手だけは自由にしてあげなくもないですッ」

「おう、そっかそっか。そりゃサンキュな」

　ぽんぽんっ、と頭を叩たたく。……まったく。過激なことばっかりしないで、普段からこうしてりゃ、ホント可愛げのある子なんだけどな──と。

『…………』

「…………えーと」

　気付けば、西園寺・日守・水無瀬から物凄い睨にらまれていた。

「な、なんだよ。そ、そういう視線おかしくね？　ほら、普段の火神なんて俺に抱だきついて頬すり寄せたりもするわけだし、それに比べたら俺が頭撫でるぐらい、全然──」

『別にいいですけどー』

「うっ」

　なんだこいつら、こんな時だけ妙みように足並み揃そろえやがって。

　西園寺がツーンとした態度のまま、会議を再開させる。

「それで、わたしの提案する改革案ですが……」

　西園寺が喋しやべり出した途端、荒あれていた室内の空気が突とつ如じよ沈ちん静せい化し、全員が彼女に真しん摯しな視線を送る。それに気を良くしたのか、西園寺は張り切って喋り出した。

「まずですねっ、やはり清せい掃そうの徹てつ底ていを呼びかけるべきだと思うのですよ！　古来より、住じゆう環かん境きようの乱れは精神の乱れへと直結するというのが西園寺家での習わしであり──」

　意い気き揚よう々ようと語る西園寺を、新生徒会一同ジッと見守る。そんな俺達の態度に西園寺はどんどん調子に乗り、語気を強めていくが……。

　しかし、実の所、俺達の視線は西園寺ではなく……その少し上……頭上にあった。




『（なんか……交こう尾び後にメスがオス食べ始めてる!?）』




　さっきまで荒あら々あらしい交尾をしていた蝶ちよう々ちようが、なにやらそのままの勢いで、メスと思おぼしき蝶がオスの羽を軽く囓かじり始めていた！

「──で、あるからしまして、清掃とは心の鍛たん錬れんをも──」

　滔とう々とうと語り続ける西園寺を尻しり目めに、生徒会一同、ごくりと生なま唾つばを飲み込みながらアイコンタクトで意い思し疎そ通つうを図はかる。

「（ちょ、嘘うそでしょ!?　蝶々ってこんな生態なわけ!?　ね、ねぇ、ルナ！）」

「（き、聞いたことがありませんね。カマキリやクモにはそういうことがあるみたいですが……しかし蝶は……）」

「（っていうか、蝶って蜜みつとか吸って生きてんじゃねえの？　肉食って……）」

「（な、なんでしょう、カガミ……カガミ、なんだか今物凄く興奮しているッス！）」

『（この変態ヤンデレ倒とう錯さく者め！）』

「──というわけで皆みなさん、如何いかがでしょうか、わたしの提案！」

　気付けば、西園寺がドヤ顔で話をフィニッシュさせていた。……うん、正直なところ、誰だれ一人ひとり、何一つ聞いてやしなかったが……。

「……えーと、皆さん？」

　反応しない俺達に対し、少し不安げな表情を覗かせる西園寺。

　彼女に対し俺達は……しかし即そく座ざに、同時に、応じていた。

『いいと思う！』

「そ……そうですかっ！」

　西園寺が嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる中……俺達は依い然ぜんとして、彼女の頭上に注目していた。

『（頭の上で生や死や愛を一緒くたに見せつけた上での発言……誰だれが否定など出来るか！）』

　つまりは、西園寺の提案内容など全く考こう慮りよしない、言っちゃえば生返事だったのだが、しかし……。

「えへ……やっとわたしも……生徒会長らしいこと、出来ました。鍵さんの言う通りでした。頑がん張ばれば、笑いの神様なんか関係無いんですね……ふふっ」

『…………』

　嬉しそうにこそっと独り言（全員に充じゆう分ぶん聞こえていたが、本人は独り言のつもりだろう）を告げる西園寺を見つめ、全員で、顔を見合わせる。そして──




　互たがいに、小さな小さな、本当に小さな微び笑しようを、一いつ瞬しゆんだけ交わす。




　直後、西園寺の琴ことのように綺き麗れいな……それでいて今は力強さも感じさせる声が生徒会室に響ひびき渡わたった。

「ではっ、学園生活をより良くするため、生徒会では清掃活動強化月間という施し策さくを行いたいと思いますが、よろしいでしょうかっ！」

　それは……正直、前の生徒会に比べたら、なんの面白みもない、結果的には実に真っ当で普ふ通つうの結論と活動内容で。

　今年も相変わらず個性派揃ぞろいのメンバー達からすれば、絶対に、退たい屈くつこの上ない回答でもあるはずで。

　だけれど。

　だというのに。

『賛成です』

　そう、しれっと、なんの不満も見せずに会長に応じてしまえる、生徒会がそこにいて。

「じゃあ皆さん、張り切って校内を綺麗にしていきましょう！」

　そんな、本来なら誰もが面めん倒どうに思うような活動を、嬉き々きとして提案し、実行まで出来てしまう、愛すべき会長が一いつ生しよう懸けん命めい取り仕切ろうとしている。

　そんな生徒会が……新生徒会が、俺は──




　──俺は、たまらなく、大好きだ。




「それでは、今日は解散です！　お疲つかれ様さまで御ご座ざいました！」

『お疲れー』

　解散の宣言まで無む駄だに気合いの入った会長と、しかしそれに馴なれ合おうとせず、どこか意識的なビジネスライクさで応じる捻ひねくれ者の面々を、妙な愛いとおしさを感じつつ見守る。

　そうして、さて俺も帰ろうかと準備を始めたところで──ふと、そういや西園寺の頭の上に蝶々乗ったままだなと、帰宅前にとってやろうかと声をかける。

「おい西園寺、ちょっと──」

　そう言って、西園寺の頭の上に手を伸のばしかけたところで。

　俺は──いや、俺と西園寺のやりとりに視線を向けた生徒会一同が、ぎくりと、制止した。

「？　どうかされましたか、鍵さん？」

　急に止まった俺の様子に、首を傾かしげる西園寺。しかし俺は……何も答えることが出来ない。なぜならば……。




『（な…………なんか大量に増えてるぅぅぅぅぅううううううううううううううう!?）』




　西園寺の頭上で、ゆうに三十匹ぴきは超こえようかという蝶達が、先程交尾していた二匹を取り囲むようにくるくると円を描えがいて飛び回っていた！

「（え、ちょ、る、ルナ！　なにこれ、ねぇ、なにこれ！　子供!?　いや仲間!?）」

「（なんでも私に訊きけば分かると思ったら大おお間ま違ちがいですよ日守書記！　先程食べられていたハズのオスも、むしろ羽がシャープなシルエットに変形し、快適そうに飛び回っていますし……もう何がなにやら……）」

「（これ、絶対新種だよな？　新種っつうか……最も早はや、妖よう精せいレベルの存在だよな？）」

「（……ちっ、カガミ的にはオスを完かん膚ぷ無なきまでに咀そ嚼しやくし吸収し栄養にした上で更に自分を自分で喰くらって自害を図るという、美しい結末を求めていましたのに……台無しッス）」

『（この変態ヤンデレ倒錯者め！）』

「えーと、皆さん？　何かわたしにあるので……。……って、ああ！」

『（びくん！）』

　遂ついに西園寺が気付いてしまったのかと思い、たじろぐ新生徒会の面々。

　しかし西園寺は、顔の前でぱんと可愛らしく手を合わせると、「たーいへん！」と全然大変そうじゃない素そ振ぶりで喋り出した。

「わたし、今日は月に一度のお花のお稽けい古こがある日でございました！　で、ではこれにて失礼致いたします！　皆さんさようなら！」

『さ、さような────……あ、ああああああ……』

　西園寺が駆かけ出すと同時に、大量の蝶々達もなぜか西園寺の頭にただならぬ執しゆう着ちやくを見せ、物凄い勢いで羽ばたいていく。結果──

『（ああ……廊ろう下かが鱗りん粉ぷんだらけで尋じん常じようじゃない事に……）』

　…………。




　結局、生徒会最初の清掃活動は、言い出しっぺ当人が廊下中に撒まき散ちらした鱗粉を全員で拭ふき取ることだった。




　前言撤てつ回かい。今年の生徒会も、前生徒会に負けず劣おとらず、会議の結論はアレのようだ。




　　　　＊




「あれ、スギサキ、アンタまだ帰ってなかったわけ？」

　日守が鞄かばんを持ちあげながら言う。俺は洗ってきたバケツを掃そう除じ用具ロッカーにしまいながら「ああ」と応じる。ちなみに火神と水無瀬は既すでに解散済みだ。

「っつうか、日守こそまだ帰ってなかったのかよ？」

　俺の質問に、日守は「バッカね」となぜかどや顔で答えてきた。

「今から帰宅しても間に合わないから、○魂をワンセグで見てたのよ！　勿もち論ろんここのパソコンで実じつ況きよう板覗のぞきつつね！」

「生徒会のパソコンをなんだと思ってやがる！」

「ふーん、あーそう、そういうこと言うんだー。……さて、ハードディスクがエロゲのデータでパンパンだったことだけ先生に報告して帰ろ──」

「協定を結ぼうか、日守さんや」

　というわけで、互いにいやーな笑みを零こぼして握あく手しゆを交わす俺達。今年も生徒会室のパソコンは大おお忙いそがしのようだ。

　密約を交わした後、俺はいつも通り副会長席に戻もどる。日守は戸を開けて出ていこうとするも、着席している俺を見て、なぜだか少し面白くなさそうに首を傾げた。

「……もしかして、雑務とかあるわけ？　アタシ達だけ帰らせて？」

「なんでそんな仏ぶつ頂ちよう面づらで訊くんだよ」

「……別に」

　ぷいっと顔を逸そらす日守に、思わず苦笑する。……まったく、俺はホント……毎年、生徒会メンバーに恵めぐまれすぎているな。

　日守が戸を開けたまま止まってしまっているので、俺は笑いながら否定しておいた。

「今日は違ちがうよ。ちょっと、プライベートな用事」

「プライベートって……はっ！　アンタ、アタシの座っていた椅い子すに頬ほおずりするつもりね!?　そうなんでしょう!?」

「お前ん中で俺はどんだけ変態なんだよ！」

「えーと、エリスっていう幼女に鼻の下を伸ばすぐらい？」

　こいつ「生徒会の一存」結構読んでやがる！　前は一巻しか読んでなかったはずなのに！

「あー、もう。そういうんじゃねーって。ちょっと……人と会うんだよ」

「会うって……こんなとこで？」

　不思議そうに訊いてくる日守。俺は視線を逸らしながら、ぽつりと答えた。

「……ここが、いいって相手だから」

「…………へー…………」

　何かを察したらしい日守が、途と端たんに超ちよう不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「……んだよ」

「んー？　べっつにぃー。……じゃーねー、変態」

「だからさぁ」

　嫌いやな捨て台詞ぜりふに抗こう議ぎしようとしたところで、ふと、そういや日守が、生徒会室から出るというのにマスクとカツラを着用してないなと気付く。

「お、おい日守。お前、変装しなくていいのか？」

　なぜか俺の方が慌あわてながら訊たずねると、日守は途端に頬を赤らめた。そして──

「い、いいでしょっ、放課後は人少ないし！　バカじゃないのっ、バッカじゃないの！」

　そう言うと共に、戸をピシャン！　と閉めて走り去って行ってしまう。……まったく、なんなんだアイツは。ツンデレ気質を差し置いても、新生徒会でその心情が一番不可解なのがアイツな気がする。

「はー、しかし、今日も疲れたなー」

　鱗粉掃そう除じで屈かがめていた腰こしを思い切り伸ばす。そうして、椅子を後ろに傾かたむけたところで、ふと、目の前にある日守の椅子が目に入った。

「…………」

　……椅子に頬ずり、か……。…………。…………その発想無かったな……うん……。

　……俺そんな変態じゃないし……。……うん……。……変態じゃないし……。

　…………銀○見てたのは三十分ぐらいか……まだ体温が…………。

　……………………性格アレだけど、日守のヤツ、ビジュアルだけはその…………。

　………………………………………………。

　…………い、いやいや、まさか、紳しん士したる俺が、そんなことするハズないじゃないか。

　バカだなぁ、読者は。これは地の文。一いち人にん称しようの。あくまで俺の心の中を描かいているだけなわけ。実際の行動とはなんら関係無い、内面世界の描びよう写しやであり──




「……な、なにしてんの、杉崎。椅子にほっぺた付けて……」




「──へ」

　突とつ然ぜんの声に驚おどろき、椅子の上にのっけていた顔をぐるんと生徒会室入り口の方へ向けると、そこには──。

「や、やあ、会長、お久しぶりです！　元気でしたか？」

「…………う、うん……」

　ドン引きした様子の、美少女お子様大学生──桜さくら野のくりむが、立ちすくんで──

「お邪じや魔ましました！」

「か、会長！　待って、会長ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　──いや逃にげた！　はぐれメ○ルばりの素早さで逃げ出した！

　そんなわけで。




　以上、本日のスペシャルゲスト、桜野くりむさんでした。




　シーユー、ネクストウィーク！────ってなわけに、いくかぁあああああああ！




　　　　＊




「…………」

「…………」

　あれから約二十分。碧陽学園全域を使った追いかけっこを終えた俺達は、生徒会室で去年と同じそれぞれの席に着き……沈ちん黙もくしていた。

　会長の様子をちらりと窺うかがう。彼女が私服でそこに着席している風景は物もの凄すごく新しん鮮せんで、テンション上がるのだが。その完全なるドン引き顔のおかげで、それと同じぐらいテンション下がるわけで。

　俺はしばし様子を窺った後、なんとか話題を逸らそうと試みることにした。

「会長、最近大学生活の方は如何いかがで──」

「杉崎、なんで椅子に頬ずりしてたの？」

　直球ぶちこまれたぁ──────────────────────────！

　汗あせをだくだく掻かき始める俺に、会長から更さらに追つい撃げき。

「さっきここ来る時、初めて見る物凄く美人な銀ぎん髪ぱつの子とすれ違ったけど……あれは、今年の生徒会の子だったりするの？」

　なんか急に鋭するどいぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?

　流石さすがに観念して、あらいざらいぶちまけることにする。日守のこと。頬ずりのこと。しかし、実際あの時頬ずりしていたのは、あくまで自分の椅子だったこと。……変態行こう為いに及およぶにあたって、チキンな俺が、まず予行演習をするという、ある意味更に情けない状じよう況きようだったということ。

　全て話したところで、会長はいつもの雰ふん囲い気きで腰に手を当て、ぷりぷりと怒おこり出した。

「まったく、杉崎は相変わらず杉崎だね！　そうは思っていたけど！」

「うぅ……面目ないです」

「知ち弦づるから聞いたけど、会長にもなれなかったみたいだし！」

「不ふ甲が斐いない限りです……」

　恐きよう縮しゆくしてしょんぼりとする。そんな俺に、しかし会長は、「まったく」とどこか笑い混じりに声をかけてくれた。

「それでも、杉崎が変わらず生徒会で副会長頑がん張ばっていることは、なんか、ちょっと嬉うれしいかな」

「会長……」

　じーんと来て思わずうるうると彼女を見つめると、なぜだか、急に彼女は顔を顰しかめた。

「？　あれ？　どうかしましたか、会長？」

「…………」

「？　あ、ああ、頬ずりの件はホント申し訳無いです会長。……会長？」

　どうも俺の謝っているポイントと、会長がむくれているポイントが違うようだ。しかし俺にはよく分からない。

　ほとほと困り果てていると、会長が「むー」と不快そうな唸うなり声を上げた後に、ぽつりぽつりと漏もらし始めた。

「……前会った時もそうだった。前々回も！」

「へ？」

　な、なんのことだろう。前会った時も……？　卒業から確か、計二回ほど週末に遊んだりしたけど、何か今日と同じ失敗したっけな？　頬ずりとかは流石に……うーん？

　イマイチ分からず俺が唸っていると。痺しびれを切らしたのか、会長が、机をバンッと叩たたいて、叫さけんできた。




「私はもう、会長じゃないもん！」




「……あ」

　言われて、初めて気付くその事実。……そうだ。会長、もう会長じゃないじゃん！　なのに俺、今まで、全く違い和わ感かん無く会長のことを、会長って呼んでたわ！

「す、すいません……」

　反射的に謝るも、会長の怒いかりはそれでは収まらないようで、更に続けてくる。

「そういうのって、どうかと思うよ杉崎！　私は勿論だけど、今の碧陽学園の……誰だれだか知らないけど、会長さんにも失礼でしょ！」

「あ、いや、西園寺のことも、最近はちゃんと会長って呼んだりはしてたり……」

「っ～！」

「あ」

　な、なんか会長のほっぺたが余計ぷっくり膨ふくらんでしまった。な、なんだろう。自分以外の人間のことも俺が普ふ通つうに会長って呼び出していることに関して、ちょっと気に食わなかったのかな？　でも話の流れ的にそんな不満を言うのも変だから、結果、ほっぺただけが膨れているのか。……可愛い……。……っていやいや、そんなこと言っている場合じゃないか。

　なんだか怒り心しん頭とうといったご様子の会長を、俺はなんとかとりなそうと試みる。

「じゃ、じゃあ会長のことは……えーと、その、なんて呼んだらいいですかね！」

「そんなのっ！」

「そんなの？」

　俺に訊ねられて、会長が、どこか、ハッとした様子になる。そして……なぜだか急にもにょもにょし始めたかと思うと、本人も迷った様子で口を開き始めた。

「桜野さん……はちょっとアレか……。……くりむちゃん……はバカにされてる感じがするし……。……えと……」

「会長？」

　催さい促そくするような俺の言葉に、ハッとした様子の会長が、少しヤケっぱちの様子で提案すしてくる。

「くりむで！」

「え」

「くりむって、呼び捨てで！」

「え、あ、は、はい……分かりました、会長──」

「くりむ！」

「あ、えと……」

　彼女のあまりの勢いに気け圧おされつつ、俺も顔を赤くして頭を掻きながら……こほんと咳せき払ばらいし、改めて、彼女の瞳ひとみを見み据すえ──告げてみる。




「分かったよ、くりむ」




「……………………」

「……………………」

　圧あつ倒とう的てきな静せい寂じやくの中、互たがいの目をジッと見つめ合うこと、数秒。




　殆ほとんど二人同時に、しゅぼっと、頭から湯気が噴ふき出す。




　会長が思わず顔を両手で押さえ、その隙すき間まから、蚊かの鳴くような声を上げてきた。

「や、やっぱり、しばらく、か、会長で……」

「そ、そうですね……」

　即そく座ざに了りよう承しようする。うん……会長って呼ぶのは変だと二人とも分かっているんだけどね……。こう、「生徒会の一存」をずっと読んでくれてた人なら分かってくれそうな気がするんだけど、会長を、俺が会長以外の呼び方で普通に接するっていうのは、なんか凄すごく、物凄く……ハードル高い！　け、決して愛情が無いとか、誠実さが足りないとか、そういうことじゃないと思うんだ！

　なんかもっと違ちがうレベルっていうか！　会長は会長っていうか！　たとえばバナナを明日あしたから「べろんちょ」って呼べと言われても、店員さんに「べろんちょ下さい」とは言い辛づらいだろうって話で！　もう自分でも何言ってるか分からないよ、ああ！

「そ、そういえば！」

「う、うん！　何かな杉崎！」

　なんかお互いあまりにいたたまれないので、今度こそ話題を逸そらす。今回は会長もノッてきてくれた。……よし。

「さ、最近大学生活の方はどうですか、会長」

「さ、最近？　最近は、そ、そうだねぇ……」

　そう応じて、自分の大学生活を回想し始める会長。すると、見る見る彼女の頬ほおから赤みが引き……代わりに、どこか達観した表情になって、フッと妙みように大人の笑みを浮うかべながら、流し目で語った。

「沢たく山さんパン作ったり、逮たい捕ほされたり、異様に不ま味ずい学食に入いり浸びたったりしてるかな……」

「なにがどうしてそういう大学生活に!?」

「ごめん、説明したくない。……杉崎の方こそ、最近の学園生活はどうだった？」

「ああ、俺の方は車に撥はねられたり、ヤ○ザの方と知り合った挙句、腐ふ女じよ子しと壮そう絶ぜつな醜みにくい罵ののしり合いを演じ、果ては後こう輩はいにカッター首筋に突つきつけられたりしていましたよー」

「なにがどうしてそういう学園生活に!?」

「すいません、説明したくないッス」

　妙に重苦しい空気になり、互いに黙だまり込む。……まあ、人生、色々あるよね。

　しかしそうは考えながらも、俺は、自分の顔がすぐに緩ゆるんできているのに気がついた。

「杉崎？」

　遂ついには会長に不ふ審しんがられてしまうぐらいの笑顔を見せた俺は、そのまま話を続けた。

「いや、でも今となっては全部楽しかったなぁーって。ここ数ヶ月程、碧陽じゃ色んなことあったし、いつも真しん剣けんだったんですけど。それも含ふくめて……そして今の、新しい生徒会皆みんなでやる会議も含めて。全部、やっぱ楽しくて」

　思い返すだけで笑みが零こぼれてくる。そんな俺に、会長は「そっか」と笑いかけてくれて。それがなんだか妙に嬉しくて、俺は更にまくしたてた。

「新生徒会も、面白いヤツらばっかりなんですよ、会長。水無瀬は相変わらず勉強ばかりだけど大事な時は一番頼たよりになるスゲーヤツだし、さっき会長がすれ違った日守ってのも、なんだかんだで凄く気持ちの良い性格した人間だし。

　火神って後輩は色々行き過ぎなんですけど、それって誰よりも優しくて愛情深いからなんだと思うんスよね。で、会長……あ、今の会長の西園寺っていうのはですね。誰よりもついてないクセに、人一倍努力家で、あんなナリして根性の塊かたまりみたいなヤツなんですよ。

　で、こいつらと来たら団結なんて言葉とは縁えん遠どおい、ホント勝手なメンバーなんですけど、だからこそ、集まった時に妙な爆ばく発はつ力あるっつうか。

　あ、そうそう、今の三年と二年……会長の居た時の二年と一年も元気ですよ！　宇う宙ちゆう姉弟きようだいも相変わらずだし……あ、中なか目め黒ぐろ！　この前連れん絡らくとったんスけど、アイツ凄いんですよ！　アレ何人ぐらい居たろうなー。とにかく大勢の友達と撮とった写メ、送ってきやがったんすよ！　あの状況からたった数ヶ月でここまでやるって、どんだけだって話ですよ！　あいつやっぱ凄ぇよなぁ……うん。

　いや、ホント、会長の言った通りッスよ。未来に進んだら進んだで、ちゃんと、楽しいことがあって。……っていうか、世の中最高に面白いヤツらだらけッスよ。ね、会長？」

　きっと会長は、そういうことが全部分かっていて、卒業式にあの言葉をくれたんだ。

　そう確信して、会長に笑いかけるも……しかし。

　彼女は、なぜか、首を横に振ふった。

「ううん、それは違うよ、杉崎」

「え……」

　唐とう突とつに、様々なことが否定された気がして。

　思わず、少しムッとした表情を見せてしまう。

　そんな、子供じみた態度をとる俺に対して、会長は──




　──クスッと、大人びた微笑を零した。




「…………」

　初めて見る会長の顔に、俺は思わず息を呑のむ。

　そんな俺に対し、彼女はスッと、流れるような動作で会長席から立ち上がると。

　副会長席に座る俺を、去年と全く同じ構図で見つめ。

　そして。

　去年以上に自信に満ちた様子で。




　その小さな胸を張って──誰の受け売りでもない、彼女自身の中から出て来たのであろう言葉を、語った。




「世の中が面白いんじゃないの。貴方あなたが、面白い人間になれたのよ」




「っ！」

　その言葉に、危うく泣きかけるも。

　それだけはぐっと堪こらえて……代わりに、くっしゃくしゃの笑顔を返す。

　そんな俺に、会長もまた、笑顔で応じ。

　そうして、どこか照てれ隠かくしをするように、会長は自分の荷物を持ちあげる。

「さぁて、久しぶりに生徒会室も見られたし！　杉崎と追いかけっこしている時に、校内も回れたし！　そろそろ帰ろっかな！」

「……そうですね、会長。帰りましょっか」

　俺も立ち上がり、鞄かばんを持つ。互いにあっさりしたものだったが……それは、二人とも、

分かっていたからだ。

　このままだと、また、感傷に浸ひたってしまうことが。
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　そんなのは……今の俺達らしくない。そういう湿しめっぽいのは、あの卒業式に置いてきたのだから。

「じゃあ、そこまで一いつ緒しよに帰りましょう、会長」

　生徒会室の戸を開きつつ、会長に声をかける。彼女は俺の後ろからやってきて、入り口をぴょんと跳はねるように飛び出ると、笑顔で振り向いた。

「うん！　あ、杉崎、分かってる？　明日の待ち合わせは十時だからね、十時！　夜の十時じゃないよ？　昼の十時だからね？」

「分かってますって。でも随ずい分ぶん早いッスね。映画でも見る気ですか？」

「ううん！　百貨店の開店と同時に……真Ｓサイズの服を買いにいくのよ！」

「やっぱそのデート俺イヤです！　キャンセルさせて下さい！」

「もうキャンセル利ききませーん！　付き合ってよー杉崎！　っていうか付き合わなきゃ駄だ目め！…………うちの大学の近く、小さいサイズの店無かったんだよ……」

「つ、付き合います！　付き合わせて下さい！」

「ホント？　わーい！」

　しょーもないやりとりをかわしながら、生徒会室の戸を閉め、鍵かぎをかける。

　そうした所で、ふと、改めて生徒会室の外観を、眺ながめてみた。

「…………」

　去年、初めてここを訪れた頃ころから……俺は、変われたのだろうか？

　少しだけでも、成長、出来たのだろうか？

　それは……俺にもよく分からない。

　でも、ただ一つだけ、言えることがあるとすれば──




「どうしたの杉崎？　行くよー！　玄げん関かんまで競走！　杉崎負けたら、明日おごりね！」

「あ、ちょ、なんですかその俺にメリットの無い賭かけ！　って会長ずるいですよ！　待って下さい！　く……こんな時だけちょこまかと……待てこらぁー！　くりむー！」




　私立碧陽学園生徒会。




　そこでは、きっと、これからも──面白い人間達が、楽しいお喋しやべりを繰くり広げていく。
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　あとがき




　どうも、真顔で普通に電車を乗り過ごす作家、葵あおいせきなです。……寝ていたわけでもないのに、なんか、極きわめて堂々と乗り過ごすことが多いです。なんだこれ。

　さて、なんと今回もあとがきは四ページです。どうしちゃったの私。新生徒会のページ配分、こんなに順調でいいの？　あ、いや、でも今回は本編のページ数が結構アレなボリュームにはなってしまっているのですが。

　ただ前回四ページのあとがき書いたら、とある読者さんから「あとがき長くなくてガッカリ」的なことを言われてしまいました。な、なんじゃそりゃ。っていうか、貴方あなたは一体何を求めて私の本を買って下さっているの!?　あとがきなの!?　あとがきに比ひ重じゆう置いてくれているの!?　ありがとうございますっ、こんちくしょう！（フクザツ！）

　しかし、あとがき楽しみにして下さっている方には、本当に申し訳無いです。四ページでごめんなさい。心からごめんなさい。今後はもうちょっと精しよう進じん出来ればと思います。……もはや何を謝っているのか、自分でもよく分からなくなりつつありますが。

　そんなこんなで、「新生徒会の一存　下」をお送り致しました。下巻は上巻よりも更に色濃く、従じゆう来らいの生徒会と作風が違う（「えくすとら」除く）のですが……楽しんで頂けたら幸いです。

　新生徒会役員の物語は、短くもこれにて終了ですが、またどこかで彼女達に会える機会があることを、作者も心の底から願っております。

　…………。

　っていうか会えます。ぶっちゃけ会えることが決まっていたりします。

　そんなわけで、若干の茶ちや番ばんを踏まえつつ、二〇一三年七月に出る短編集「生徒会の祝しゆく日じつ」の告知をば。

　これは普通に曜日シリーズの延長です。ドラマガ掲載分＋半分程書き下ろし、という例のヤツ。ドラマガ掲載分は桜野くりむを代表とする生徒会役員達のその後の話なのですが、書き下ろしの中には、新生徒会のその後……もっと詳しく言うと、旧生徒会と新生徒会の顔合わせ的な物語が、収録されており。

　なので、新生徒会役員の面々には、そこで再び会う機会があったりします。

　そんなわけで、従来の生徒会好きの方も、新生徒会好きの方も、一度手にとってみて頂けると幸いです。ちなみに「生徒会の祝日」には、ブルーレイ付き限定版も出ますので、そちらも合わせてよろしくです！

　……ふぅ、告知したぜ。これでもかと、告知したったぜ。金の亡もう者じやだぜ。

　とはいえ、生徒会の告知も大分減って来ましたね。いよいよ、少なくとも原作に関しては、シリーズの完全完結が迫せまって参まいりました。ちょいと寂さびしいです。




　そしていよいよ、生徒会シリーズが終わった後の話なのですが。恐らくですが、あまり待たせることなく、新作シリーズをお送り出来ることと思います。詳しい発売日等は、また「生徒会の祝日」あとがきの方で告知出来ればと思うのですが。

　新作は、現在鋭えい意い執筆中でございます。ですからここ数ヶ月は、新生徒会や祝日の作業と、新作の作業を、交互にやっていた感じですね。すごーい、なんか私、働き者っぽーい。実際はドラクエとかそこそこしてたくせにー。

　……こほん。

　で、新作の作風ですが、当然生徒会とはテイストが違います。また前作のマテリアルゴーストともかなり違いますので、なんとも説明が難しいです。どっちとも似てません。ただ、物凄く「葵せきなっぽい」物語ではありますので、そこは安心してご期待頂けたら幸いです。これも、詳しい内容は「生徒会の祝日」の方で語れたらと思います。

　さて、そんなこんなでもう四ページ目ですね。……べ、別にあとがき短いのが寂しくなんて、ないんだからね！

　では、謝しや辞じを。

　今巻では遂に日ひの守もりを描いて頂いた狗いぬ神がみ煌きらさん。上巻下巻、どちらでも物凄く面倒な設定のキャラクターで申し訳ありませんでした！　とんでもない無茶振りの中、しかし想像以上の素晴らしいイラスト、ありがとうございました！

　そして、担当さん。当初の予定より大分ボリューミィになってしまったこの下巻を、しかし快く（？）受け入れて頂き、ありがとうございました！　おかげさまで、四人の新生徒会役員をしっかり描き切ることが出来ました。

　最後に、新生徒会の物語に最後までお付き合い頂いた読者様方。本当にありがとうございました。

　生徒会シリーズも、完全完結まで残すところあと一冊。

　是ぜ非ひ一緒に、ゴールテープを切りましょう！　私も最後まで全力で駆け抜けますので！

　それでは、また祝日でお会い致しましょう！
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